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【表紙写真】

 ・朝霧高原から望む富士山
 ・空から見た富士川の蓬莱橋
 ・市の鳥ヒバリ（大濵肇氏提供）
 ・大鹿窪遺跡の発掘調査区全景



　
富
士
宮
市
は
令
和
四
年
六
月
一
日
に
市
制
施
行
八
〇
周
年
の
節
目
を
迎
え
、
新
し
い
時
代
が
始
ま
る
記
念

す
べ
き
年
を
初
年
度
と
し
て
、
自
然
環
境
編
・
民
俗
編
・
通
史
編
Ⅰ
～
Ⅲ
の
計
五
冊
か
ら
な
る
『
富
士
宮
の

歴
史
』
を
刊
行
い
た
し
ま
す
。
編
さ
ん
に
あ
た
っ
て
は
、
図
や
写
真
を
ふ
ん
だ
ん
に
利
用
し
、
親
し
み
や
す
い

よ
う
に
心
掛
け
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
刊
行
す
る
『
富
士
宮
の
歴
史　
自
然
環
境
編
』
は
、
い
わ
ば
富
士
宮
市
の
歴
史
に
お
い
て
そ

の
土
台
と
な
る
も
の
で
す
。
富
士
宮
市
の
大
地
の
成
り
立
ち
か
ら
始
ま
り
、
こ
の
土
地
の
気
候
、
こ
こ
に
住

ま
う
動
植
物
、
そ
し
て
自
然
と
と
も
に
生
き
て
き
た
人
々
と
自
然
災
害
の
歴
史
に
至
る
ま
で
、
幅
広
い
内
容

と
な
っ
て
い
ま
す
。
お
子
様
か
ら
ご
年
配
の
方
に
い
た
る
ま
で
多
く
の
方
々
に
手
に
取
っ
て
い
た
だ
き
、

富
士
宮
市
の
自
然
と
、
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
歴
史
を
知
る
よ
き
手
引
書
と
し
て
ご
活
用
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚

で
す
。

　
結
び
に
、
本
書
の
刊
行
に
際
し
て
調
査
、
執
筆
、
編
集
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
市
史
編
さ
ん
委
員

お
よ
び
執
筆
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、
資
料
の
提
供
や
調
査
に
ご
協
力
を
く
だ
さ
い
ま
し
た
皆
様
方
に
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
令
和
五
年
三
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
富
士
宮
市
長　

須
藤　

秀
忠

ご
挨
拶



は
じ
め
に

　

こ
の
た
び
『
富
士
宮
の
歴
史　

自
然
環
境
編
』
の
ま
と
め
役
を
務
め
さ
せ
て
頂
い
た
。

そ
の
過
程
で
改
め
て
認
識
さ
せ
ら
れ
た
の
は
、
富
士
宮
の
自
然
の
豊
か
さ
と
多
様
さ
、
そ
し

て
自
然
と
向
き
合
っ
て
生
き
て
き
た
住
民
の
叡
智
と
強
靭
さ
で
あ
る
。

　
富
士
宮
の
自
然
は
、
地
球
上
の
特
異
点
と
言
え
る
大
地
の
成
り
立
ち
と
深
く
関
係
し
て
い
る
。

な
ぜ
地
球
上
の
特
異
点
な
の
か
。
そ
れ
は
富
士
宮
と
そ
の
周
辺
地
域
が
、
現
在
の
地
球
上
で

唯
一
、
活
動
的
な
二
つ
の
火
山
列
島
（
日
本
列
島
と
伊
豆
・
小
笠
原
諸
島
）
が
地
球
内
部
の

プ
レ
ー
ト
運
動
に
よ
っ
て
衝
突
を
続
け
て
い
る
場
所
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
大
地

の
衝
突
が
も
た
ら
す
激
し
い
地
殻
変
動
や
断
層
活
動
が
積
み
重
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
市
域

の
西
部
に
は
険
し
い
天
子
山
地
が
形
成
さ
れ
、
南
部
に
は
な
だ
ら
か
な
羽
鮒
・
星
山
丘
陵
が

隆
起
し
、
東
部
に
は
大
量
の
マ
グ
マ
が
噴
出
し
て
優
美
な
富
士
山
の
火
山
体
が
築
か
れ
た
。

こ
う
し
て
市
町
村
と
し
て
は
日
本
一
の
標
高
差
を
も
つ
富
士
宮
の
土
台
が
つ
く
ら
れ
た
の
で

あ
る
。

　

標
高
の
高
い
山
地
は
上
昇
気
流
を
生
ん
で
大
量
の
降
雨
・
降
雪
を
も
た
ら
し
、
そ
れ
は
恵
み

の
水
と
な
っ
て
大
地
を
流
れ
、
地
下
水
と
な
っ
て
地
下
を
潤
し
た
。
そ
の
結
果
、
森
林
が
生
い

茂
り
、
そ
こ
に
貴
重
な
動
植
物
が
育
ま
れ
た
。
そ
れ
ら
の
豊
か
な
資
源
と
温
暖
な
気
候
に
魅
了

さ
れ
て
、
富
士
宮
は
旧
石
器
時
代
か
ら
人
々
が
暮
ら
す
場
所
と
な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
産
業
が



成
立
し
、
多
く
の
特
産
物
が
生
ま
れ
、
素
晴
ら
し
い
大
地
の
景
観
と
あ
い
ま
っ
て
大
勢
の

観
光
客
や
登
山
客
が
訪
れ
る
場
所
と
な
っ
た
。
そ
う
し
た
中
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
信
仰
や
文
化
・

芸
術
が
誕
生
・
発
展
し
、
そ
れ
に
伴
っ
て
数
々
の
貴
重
な
資
産
が
形
成
さ
れ
た
。

　

も
ち
ろ
ん
人
間
に
と
っ
て
都
合
の
良
い
も
の
だ
け
が
自
然
の
姿
で
は
な
い
。
活
動
的
な

大
地
は
、
と
き
に
大
地
震
や
噴
火
を
引
き
起
こ
し
、
活
断
層
が
大
地
を
引
き
裂
き
、
山
が
崩
れ
、

集
落
や
農
地
が
火
山
灰
や
溶
岩
に
埋
め
尽
く
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
豊
か
な
降
水

量
の
反
面
、
豪
雨
が
た
び
た
び
発
生
し
、
土
石
流
や
洪
水
が
人
里
を
襲
っ
た
。
し
か
し
、

富
士
宮
の
人
々
は
、
そ
う
し
た
悲
惨
な
経
験
を
教
訓
と
し
な
が
ら
、
叡
智
を
ふ
り
し
ぼ
っ
て

対
策
を
徐
々
に
進
化
さ
せ
、
災
害
を
克
服
す
る
術
を
身
に
つ
け
て
き
た
。

　

以
上
の
結
果
、
現
在
み
ら
れ
る
富
士
宮
の
自
然
環
境
と
、
そ
こ
に
息
づ
く
地
域
社
会
が

成
立
し
た
。
本
書
で
は
、
は
る
か
一
七
〇
〇
万
年
前
の
過
去
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
富
士
宮
が

た
ど
っ
た
物
語
と
、
そ
の
結
果
と
し
て
の
現
在
の
姿
を
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
・
材
料
か
ら

過
不
足
な
く
記
述
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
富
士
宮
に
住
む
人
々
が
、
本
書
を
通
じ
て
少
し

で
も
郷
土
の
自
然
と
社
会
へ
の
理
解
を
深
め
、
そ
れ
に
対
す
る
誇
り
を
感
じ
て
も
ら
え
る

な
ら
ば
、
こ
れ
以
上
の
喜
び
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
史
編
さ
ん
委
員　

小
山　
真
人
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前
）

　
　
　
　
　
　
　
　第
五
節
　古
墳
時
代（
一
八
〇
〇
年
前
〜
一
三
〇
〇
年
前
）

　
　
　
　
　
　
　
　第
六
節
　古
代
・
中
世
に
お
け
る
自
然
と
人
の
関
わ
り



・
本
書
は
令
和
元
年
度
よ
り
開
始
し
た
市
史
編
さ
ん
事
業
の
成
果
と
し
て
刊
行
す
る
も
の
で
あ
る
。

・
本
書
の
総
括
は
市
史
編
さ
ん
委
員
・
小
山
真
人
（
静
岡
大
学
未
来
社
会
デ
ザ
イ
ン
機
構
教
授
）

が
担
当
し
、
執
筆
分
担
は
巻
末
に
記
し
た
。

・
本
書
に
お
け
る
年
月
日
の
表
記
は
原
則
と
し
て
和
暦
と
西
暦
を
併
記
し
、
明
治
五
年
一
二
月
二

日
（
一
八
七
二
年
一
二
月
三
一
日
）
以
前
は
和
暦
年
月
日
（
西
暦
年
月
日
）
と
表
記
し
、
以
降

は
和
暦
年
（
西
暦
年
）
月
日
と
表
記
し
た
。

　
　
例
：
宝
永
四
年
一
〇
月
四
日
（
一
七
〇
七
年
一
〇
月
二
八
日
）

　
　
　
　
平
成
二
三
年
（
二
〇
一
一
）
三
月
一
五
日

・
本
文
中
の
写
真
・
図
・
表
に
は
、「
写
真
１
─
１
」
の
よ
う
に
章
ご
と
に
通
し
番
号
を
付
し
た
。

写
真
の
撮
影
者
や
提
供
者
、
図
・
表
の
作
成
者
、
資
料
所
蔵
者
、
転
載
・
引
用
し
た
図
の
典
拠

な
ど
は
巻
末
に
記
し
た
。
た
だ
し
、
執
筆
者
や
富
士
宮
市
の
提
供
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
提
供

者
名
を
省
略
し
た
。

・
本
書
の
参
考
文
献
は
巻
末
に
ま
と
め
、
本
文
中
で
参
照
す
る
場
合
は
（
富
士
宮
市 

一
九
七
一
）

な
ど
と
表
記
し
た
。

例

　
　言
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富
士
宮
を
つ
く
っ
た
大
地
の
う
ご
き

　
富
士
宮
市
は
、富
士
山
の
南
西
山
麓
に
位
置
す
る
（
写
真
１−

１
、図
１−

１
）。

富
士
宮
市
域
の
西
部
に
は
一
〇
〇
〇
～
二
〇
〇
〇
ｍ
級
の
険
し
い
天
子（
天
守
）

山
地
が
そ
び
え
る
一
方
で
、
富
士
山
の
裾
野
に
あ
た
る
市
域
中
部
か
ら
東
部
の

地
形
は
な
だ
ら
か
で
あ
る
。
市
域
の
南
縁
に
は
山
梨
県
に
源
を
発
す
る
富
士
川

が
流
れ
、
駿
河
湾
へ
と
注
い
で
い
る
。
富
士
川
と
富
士
山
の
間
に
は
、
な
だ
ら

か
な
羽は

鮒ぶ
な

・
星ほ

し

山や
ま

の
二
つ
の
丘
陵
、
富
士
川
の
南
に
は
、
や
や
険
し
い
蒲か

ん

原ば
ら

丘

陵
が
存
在
す
る
。
こ
う
し
た
特
徴
的
な
地
形
を
そ
な
え
た
大
地
は
、
い
っ
た
い

ど
の
よ
う
に
し
て
生
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
？

　
そ
の
こ
と
を
考
え
る
た
め
に
、
や
や
広
い
目
で
富
士
山
周
辺
の
地
形
や
地
質

を
眺
め
て
み
よ
う
（
図
１−

２
）。
富
士
宮
市
が
位
置
す
る
静
岡
県
東
部
の
地

質
は
、
火
山
の
噴
出
物
が
主
体
を
占
め
て
お
り
、
富
士
山
・
愛あ

し

鷹た
か

山
・
箱
根
山
・

天
城
山
な
ど
の
大
型
の
火
山
や
、
小
型
火
山
の
群
れ
で
あ
る
伊
豆
東
部
火
山
群

が
存
在
す
る
。
ま
た
、
富
士
山
を
と
り
ま
く
天
子
・
御み

坂さ
か

・
丹た

ん

沢ざ
わ

山
地
や
伊
豆

半
島
に
は
、さ
ら
に
古
い
時
代
の
海
底
火
山
の
噴
出
物
も
分
布
す
る
。
さ
ら
に
、

こ
う
し
た
火
山
噴
出
物
の
間
を
埋
め
る
よ
う
に
、
海
底
の
く
ぼ
み
（
ト
ラ
フ
）

に
た
ま
っ
た
土
砂
の
地
層
も
分
布
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
岩
石
や
地
層
は
、
い

つ
頃
ど
の
よ
う
に
し
て
堆
積
し
、
私
た
ち
の
暮
ら
す
大
地
を
造
り
上
げ
た
の
で

あ
ろ
う
か
？

　
地
球
の
表
面
は
十
数
枚
の
岩
板
（
プ
レ
ー
ト
）
に
覆
わ
れ
て
お
り
、
地
震
や

写真１−１   南西上空から見た富士宮市

第
一
節
　
富
士
宮
の
大
地
の
成
り
立
ち
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図１−１   富士宮市周辺の立体地形図
赤枠で富士宮市の市域を示す。



第
一
章  

富
士
宮
の
大
地

4

図１−２   富士山とその周辺の地形・地質の概要
赤点線枠で富士宮市の市域を示す。太い実線と破線は、それぞれ断層と推定断層を示す。
また、着色していない山地にも新旧の地層・岩石が分布するが、本書で触れないため省略した。
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図１−３   日本付近のプレート構造
「↑」は北米プレートを固定した場合のおおよその各プレートの運動方向。赤三角は活火山。
青点線枠で図１− 2 のおおよその範囲を示す。

火
山
の
活
動
は
主
に
プ
レ
ー
ト
同
士
の
境
界
付
近
で
生
じ
て
い
る
。
静
岡
県

は
ユ
ー
ラ
シ
ア
・
北
米
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
の
三
プ
レ
ー
ト
に
ま
た
が
っ
て
お

り
、三
つ
の
プ
レ
ー
ト
は
互
い
に
異
な
る
方
向
に
運
動
し
て
い
る
（
図
１−

３
）。

フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト
と
そ
の
東
縁
の
伊
豆
・
小
笠
原
弧
は
、
ユ
ー
ラ
シ
ア

プ
レ
ー
ト
と
北
米
プ
レ
ー
ト
に
ま
た
が
る
日
本
列
島
（
本
州
）
に
対
し
て
北
西

に
移
動
し
て
い
る
。

　
伊
豆
・
小
笠
原
弧
は
、
太
平
洋
プ
レ
ー
ト
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト
の
下

に
沈
み
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
島と

う

弧こ

で
あ
る
。
島
弧
と
は
、
プ
レ
ー
ト

の
沈
み
込
み
に
と
も
な
う
火
山
活
動
や
地
殻
変
動
に
よ
っ
て
生
じ
た
弧
状
の
浅

瀬
や
陸
地
の
こ
と
で
あ
る
。
本
州
も
、
伊
豆
・
小
笠
原
弧
と
は
別
の
島
弧
（
本

州
弧
）
で
あ
る
。

　
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト
は
南
海
・
駿
河
ト
ラ
フ
に
お
い
て
ユ
ー
ラ
シ
ア
プ

レ
ー
ト
の
下
に
、
相
模
ト
ラ
フ
に
お
い
て
北
米
プ
レ
ー
ト
の
下
に
、
そ
れ
ぞ

れ
沈
み
込
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
厚
く
て
軽
い
地
殻
を
も
つ
伊
豆
・
小
笠
原

弧
は
容
易
に
沈
み
込
め
ず
、
本
州
と
衝
突
し
て
い
る
。
こ
の
衝
突
は
、
過
去

一
七
〇
〇
万
年
も
の
間
、
お
お
む
ね
継
続
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
衝
突
し
た

側
（
伊
豆
・
小
笠
原
弧
）
の
地
層
や
岩
石
の
一
部
が
は
ぎ
と
ら
れ
、
衝
突
さ
れ

た
側
（
本
州
）
に
付
け
加
わ
る
現
象
が
時
お
り
生
じ
て
き
た
。
富
士
山
を
と
り

ま
く
巨こ

摩ま

・
御
坂
山
地
や
丹
沢
山
地
に
分
布
す
る
海
底
火
山
の
噴
出
物
は
、
か

つ
て
南
方
か
ら
プ
レ
ー
ト
運
動
に
よ
っ
て
移
動
し
て
本
州
に
衝
突
・
付
加
し
た

伊
豆
・
小
笠
原
弧
の
一
部
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
図
１−

４
①
～
③
）。

　
こ
れ
ら
の
海
底
火
山
の
間
に
あ
っ
た
海
底
の
く
ぼ
み
（
ト
ラ
フ
）
は
、
や
が

て
周
囲
の
火
山
や
陸
地
か
ら
流
れ
て
き
た
土
砂
で
埋
め
立
て
ら
れ
て
い
っ
た

（
図
１−
４
②
～
③
）。
こ
れ
ら
の
堆
積
物
（
富
士
川
層
群
や
庵い

原は
ら

層
群
）
も
、

周
囲
の
海
底
火
山
と
と
も
に
プ
レ
ー
ト
運
動
に
よ
っ
て
本
州
側
へ
と
押
し
付
け

ら
れ
、
そ
の
過
程
で
折
り
曲
げ
ら
れ
た
り
、
断
層
に
よ
っ
て
寸
断
さ
れ
た
り
し

な
が
ら
隆
起
し
、
天
子
山
地
や
蒲
原
丘
陵
を
形
づ
く
っ
て
い
っ
た
。
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図１−４   過去 1400 万年間の富士宮の大地の成り立ち
赤字はその時代中に噴火した火山名。

　
さ
ら
に
、
以
上
述
べ
た
地
層
の
形
成
や
地
殻
変
動
が
続
く
中
で
、
太
平
洋
プ

レ
ー
ト
の
沈
み
込
み
に
よ
っ
て
生
じ
た
マ
グ
マ
が
次
々
と
上
昇
し
て
地
表
に

達
し
、
富
士
火
山
に
代
表
さ
れ
る
火
山
群
が
誕
生
し
た
（
図
１−

４
④
～
⑥
）。

そ
れ
ら
の
一
部
（
富
士
山
、
箱
根
山
、
伊
豆
東
部
火
山
群
）
は
、
今
後
も
噴
火

を
繰
り
返
す
活
火
山
と
し
て
認
定
さ
れ
て
い
る
。

　
以
上
が
富
士
宮
と
そ
の
周
辺
の
大
地
の
成
り
立
ち
の
あ
ら
ま
し
で
あ
る
。

本
章
の
構
成

　

本
章
で
は
、
先
に
述
べ
た
富
士
宮
と

そ
の
周
辺
の
大
地
の
成
り
立
ち
の
詳
細

を
、
古
い
順
に
探
っ
て
い
く
。
ま
ず
、
南

か
ら
来
た
古
い
海
底
火
山
と
そ
の
噴
出
物

（
一
七
〇
〇
万
～
一
二
〇
〇
万
年
前
）
に

つ
い
て
第
二
節
、
そ
れ
ら
の
海
底
火
山

の
周
囲
に
あ
っ
た
ト
ラ
フ
を
埋
め
た
堆

積
物
（
富
士
川
層
群
：
一
四
〇
〇
万
～

二
〇
〇
万
年
前
、
庵
原
層
群
：
二
〇
〇
万

～
五
〇
万
年
前
）
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

第
二
節
と
第
三
節
で
解
説
す
る
。

　
そ
の
後
、
完
全
に
陸
地
と
な
っ
た
富
士

宮
市
域
と
そ
の
周
辺
に
誕
生
し
た
火
山
が

先せ
ん

小こ

御み

岳た
け

（
お
よ
そ
二
六
万
～
一
六
万
年

前
）、小
御
岳
（
一
六
万
～
一
〇
万
年
前
）、

愛
鷹
（
四
〇
万
～
一
〇
万
年
前
）
の
三
火

山
で
あ
り
、
さ
ら
に
小
御
岳
と
愛
鷹
火
山

の
間
に
一
〇
万
年
前
に
誕
生
し
た
新
し
い

火
山
が
富
士
火
山
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
富

士
宮
市
域
の
広
い
範
囲
を
占
め
る
富
士
火
山
に
つ
い
て
第
四
節
で
解
説
す
る
。

　
伊
豆
・
小
笠
原
弧
と
本
州
弧
の
衝
突
は
現
在
も
引
き
続
い
て
い
る
た
め
、
伊

豆
半
島
の
北
～
北
西
側
で
は
地
殻
の
短
縮
と
隆
起
が
進
行
中
で
あ
る
。
結
果
と

し
て
、
そ
こ
に
は
足
柄
・
丹
沢
・
御
坂
・
天
子
・
巨
摩
・
赤
石
山
地
が
標
高

一
〇
〇
〇
～
三
〇
〇
〇
ｍ
ほ
ど
の
山
地
と
し
て
今
も
そ
び
え
立
ち
、
富
士
川
河

口
断
層
帯
や
神か

ん

縄な
わ

・
国こ

府う

津づ

−

松
田
断
層
帯
な
ど
の
多
数
の
活
断
層
が
形
成
さ

れ
、
今
後
の
大
地
震
の
発
生
リ
ス
ク
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
富
士
宮
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図１−５   富士宮市街地のある平坦地の成り立ち

市
域
の
一
部
を
含
む
富
士
川
河
口
断
層
帯
に
つ
い
て
第
五
節
で
解
説
す
る
。

　
冷
え
固
ま
っ
た
溶
岩
流
に
は
割
れ
目
や
す
き
間
が
多
い
の
で
、
天
然
の
水
道

管
と
な
っ
て
雪
ど
け
水
を
運
び
、
富
士
山
麓
の
各
地
に
大
量
の
湧
水
を
も
た
ら

し
て
い
る
。
富
士
山
本
宮
浅
間
大
社
の
湧わ

く

玉た
ま

池
や
白
糸
の
滝
も
、
そ
う
し
た
湧

水
地
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
一
方
、
火
山
活
動
は
地
下
資
源
を
つ
く
る
こ
と
も
あ

る
。
そ
う
し
た
富
士
宮
市
域
の
地
下
水
・
地
下
資
源
の
代
表
例
に
つ
い
て
第
六

節
で
解
説
す
る
。

火
山
と
活
断
層
が
つ
く
っ
た
富
士
宮

　
富
士
宮
の
大
地
の
営
み
は
、
先
に
述
べ
た
地
下
水
や
地
下
資
源
以
外
に
も
、

大
き
な
恵
み
を
私
た
ち
に
与
え
た
。
も
し
富
士
山
が
な
か
っ
た
と
し
た
ら
、
今

日
み
ら
れ
る
優
美
な
景
観
や
、
そ
こ
に
育
ま
れ
た
豊
か
な
自
然
環
境
は
生
じ
な

か
っ
た
。
富
士
山
一
帯
の
な
だ
ら
か
な
裾
を
引
く
地
形
は
、
主
に
溶
岩
流
と
土

石
流
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

富
士
宮
市
は
、
火
山
と
活
断
層
の
共
同
作
業
に
よ
っ

て
誕
生
し
た
町
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。
富
士
宮
市
街

地
の
標
高
は
、
そ
の
南
を
流
れ
る
潤
井
川
の
河
川
敷
も

含
め
る
と
一
〇
〇
～
一
四
〇
ｍ
の
範
囲
に
あ
る
。
こ
の

標
高
は
、
南
東
に
隣
接
す
る
富
士
市
で
は
富
士
山
の
裾

を
な
す
斜
面
上
に
あ
り
、
大
規
模
な
造
成
工
事
を
し
な

け
れ
ば
市
街
地
の
建
設
に
向
か
な
い
場
所
で
あ
る
。
し

か
し
、
富
士
宮
の
市
街
地
の
大
部
分
は
、
ず
っ
と
傾
斜

が
な
だ
ら
か
で
あ
る
。

　

第
四
節
で
述
べ
る
よ
う
に
、
富
士
川
に
か
か
る
蓬ほ

う

莱ら
い

橋
の
周
辺
に
は
富
士
山
の
溶
岩
流
が
見
ら
れ
る
。
こ
の

溶
岩
流
は
、
か
つ
て
富
士
山
か
ら
流
れ
出
し
、
星
山
丘

陵
を
刻
む
谷
間
に
沿
い
な
が
ら
、
富
士
川
の
河
床
ま
で

流
れ
下
っ
た
も
の
で
あ
る
（
図
１−

５
①
）。
今
後
こ
う
し
た
溶
岩
流
は
、
人

間
が
築
い
た
星
山
放
水
路
を
流
れ
な
い
限
り
は
、
現
在
の
星
山
丘
陵
を
乗
り
越

え
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

　
つ
ま
り
、
富
士
川
沿
い
に
あ
る
溶
岩
が
流
れ
た
後
に
、
星
山
丘
陵
が
現
在
の

高
さ
に
ま
で
隆
起
し
た
の
だ
（
図
１−

５
②
）。
こ
の
隆
起
を
起
こ
し
た
の
が
、

富
士
宮
市
街
地
の
平
地
と
星
山
丘
陵
の
間
を
通
る
大
宮
断
層
（
富
士
川
河
口
断

層
帯
の
一
部
）
で
あ
る
（
本
章
第
五
節
）。
大
宮
断
層
が
地
震
を
繰
り
返
し
て

南
西
側
の
土
地
を
隆
起
さ
せ
た
た
め
に
、
星
山
丘
陵
と
い
う
名
の
「
堤
防
」
が

で
き
、
以
後
の
溶
岩
流
や
土
石
流
が
せ
き
止
め
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
、
現
在
の

富
士
宮
市
街
地
の
あ
る
広
々
と
し
た
低
地
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
（
図
１−

５

③
）。

　
そ
れ
で
は
、
次
節
以
降
、
富
士
宮
の
大
地
の
物
語
を
深
堀
り
し
て
い
こ
う
。



第
一
章  

富
士
宮
の
大
地

8

第
二
節
　
南
か
ら
来
た
古
い
海
底
火
山

富
士
宮
市
周
辺
地
域
の
大
地
の
構
造

　
富
士
宮
市
周
辺
地
域
は
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
プ
レ
ー
ト
、
北
米
プ
レ
ー
ト
の
下
に

フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト
が
沈
み
込
ん
で
い
る
場
所
で
あ
る
（
図
１−

６
、
本

章
第
一
節
）。
沈
み
込
み
の
境
界
は
、
伊
豆
半
島
の
西
方
の
駿
河
ト
ラ
フ
、
東

方
の
相
模
ト
ラ
フ
に
あ
る
。
ト
ラ
フ
と
い
う
の
は
海
底
の
谷
地
形
の
こ
と
で
あ

る
。
駿
河
ト
ラ
フ
が
通
る
駿
河
湾
は
二
五
〇
〇
ｍ
、
相
模
ト
ラ
フ
が
通
る
相
模

湾
は
一
五
〇
〇
ｍ
の
水
深
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
ト
ラ
フ
の
陸
上
へ
の
延
長
部
は

富
士
山
の
下
を
通
り
、
神
奈
川
県
山
北
町
の
酒さ

か
わ匂
川
付
近
を
通
過
し
て
い
る
。

酒
匂
川
北
方
で
は
北
米
プ
レ
ー
ト
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト
の
境
界
部
を
陸

上
で
観
察
で
き
る
。
そ
こ
は
伊
豆
半
島
が
南
か
ら
や
っ
て
来
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

海
プ
レ
ー
ト
の
沈
み
込
み
に
と
も
な
っ
て
本
州
に
衝
突
し
て
い
る
境
界
部
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。

伊
豆
半
島
衝
突
以
前
の
古
地
理
図

  

富
士
宮
市
周
辺
地
域
の
地
層
の
分
布
を
見
る
と
、
富
士
山
や
箱
根
山
と
い
っ

た
新
し
い
火
山
を
除
く
と
、
二
種
類
の
地
層
か
ら
な
っ
て
い
る
。
火
山
の
噴
出

物
で
あ
る
火
山
岩
と
、
泥
・
砂
・
砂
利
な
ど
が
堆
積
し
て
固
ま
っ
た
堆
積
岩
で

あ
る
。
前
者
は
か
つ
て
の
海
底
火
山
や
火
山
島
を
形
づ
く
っ
て
い
た
も
の
で
、

後
者
は
そ
れ
ら
の
火
山
の
間
の
凹お

う

地ち

を
埋
め
た
堆
積
物
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
地

層
・
岩
石
が
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト
の
沈
み
込
み
に
よ
っ
て
次
々
に
本
州

に
衝
突
・
付
加
し
、
現
在
の
巨こ

摩ま

・
御み

坂さ
か

・
丹た

ん

沢ざ
わ

・
天
子
山
地
を
形
づ
く
っ
て

い
る
。

　
富
士
宮
市
周
辺
地
域
で
は
、
図
１−

６
に
示
す
よ
う
に
巨
摩
山
地
、
御
坂
山

地
を
中
心
と
し
た
地
域
、
丹
沢
山
地
を
中
心
と
し
た
地
域
で
海
底
火
山
を
復
元

す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
ぞ
れ
櫛く

し

形が
た

海
底
火
山
、
御
坂
海
底
火
山
、
丹
沢
海
底

火
山
と
名
付
け
ら
れ
て
い
る
。
地
質
学
に
お
け
る
復
元
と
は
、
地
層
や
岩
石
の

特
徴
・
広
が
り
を
調
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
地
層
や
岩
石
が
形
成
さ
れ
た

当
時
の
地
形
や
環
境
を
可
視
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
三
つ
の
海
底
火
山
が
形
成
さ
れ
た
年
代
は
、
い
ず
れ
も
一
七
〇
〇
万

～
一
二
〇
〇
万
年
前
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
海
底
火
山
が
順
に
衝
突
・
付
加
し
、

最
後
に
伊
豆
半
島
が
衝
突
・
付
加
し
た
。
海
底
火
山
が
衝
突
し
た
年
代
は
、
衝

突
・
付
加
し
た
火
山
島
が
隆
起
し
、
そ
こ
か
ら
粗
い
堆
積
物
が
も
た
ら
さ
れ
た

と
す
る
と
、
海
底
火
山
に
隣
接
し
た
ト
ラ
フ
を
埋
め
た
堆
積
物
の
中
に
粗
い
砂

利
が
堆
積
し
始
め
た
年
代
か
ら
推
定
で
き
る
。

図１−６   富士宮市周辺地域の地質

花崗岩類

甲府盆地
丹沢山地

御坂山地巨
摩
山
地

富士山

箱根山

古い岩石

新しい溶岩類

主に水中火山岩類

トラフを埋めたトラフを埋めた
堆積物堆積物

相
模
ト
ラ
フ

駿
河
ト
ラ
フ

糸
魚
川
-静
岡
構
造
線

糸
魚
川
-静
岡
構
造
線
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そ
れ
ぞ
れ
の
海
底
火
山
が
衝
突
し
た
年
代
は
、
櫛
形
海
底
火
山
・
御
坂
海
底

火
山
が
一
四
〇
〇
万
～
一
二
〇
〇
万
年
前
、丹
沢
海
底
火
山
が
五
〇
〇
万
年
前
、

そ
し
て
丹
沢
海
底
火
山
の
衝
突
後
に
新
た
に
南
か
ら
移
動
し
て
き
た
別
の
海
底

火
山
を
土
台
に
も
つ
伊
豆
半
島
の
衝
突
年
代
が
一
〇
〇
万
年
前
で
あ
る
。
海
底

火
山
の
連
続
的
衝
突
の
様
子
を
平
面
図
（
図
１−

７
）
と
断
面
図
（
図
１−

８
）

で
示
す
。
伊
豆
半
島
以
外
の
海
底
火
山
が
全
て
本
州
に
衝
突
・
付
加
し
た
後
の

伊
豆
半
島
の
衝
突
・
付
加
直
前
の
様
子
を
表
し
た
図
が
、
図
１−

８
の
下
図
で

あ
る
。

図１−７　海底火山の連続衝突 平面図
ⓐ〜ⓒはかつてのトラフ（本文参照）。

1400 万年〜1200 万年前の
古伊豆・小笠原弧北部

500 万年前の
古伊豆・小笠原弧北部

図１−８   海底火山の連続衝突 断面図
①櫛形海底火山　②御坂海底火山　③丹沢海底火山　④伊豆半島
○a 〜○c はかつてのトラフ（本文参照）。

太平洋
プレート

太平洋
プレート

海面

フィリピン海プレート

フィリピン海プレート

隆起
礫や砂の供給

フィリピン海プレート

○b＋○c

○c

○a

○a ○b

○c

○b

①櫛形海底火山

②御坂海底火山

③丹沢海底火山

1400万年〜1200万年前

500 万年前

100 万年前

①①

①①

①① ②② ③③
④④

②② ③③

②②
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衝
突
・
付
加
し
た
昔
の
海
底
火
山
を
丹
沢
山
地
で
復
元
す
る

　
富
士
宮
市
周
辺
地
域
で
衝
突
・
付
加
し
た
古
い
海
底
火
山
の
う
ち
、
現
在
の

丹
沢
山
地
に
分
布
し
て
い
た
火
山
を
復
元
す
る
。
丹
沢
山
地
に
分
布
す
る
海

底
火
山
由
来
の
火
山
性
の
堆
積
物
を
詳
細
に
調
べ
た
結
果
、
二
種
類
の
火
山

写真１−３　ペペライト（丹沢山地）

写真１−２　水冷破砕岩（丹沢山地）

図１−９   丹沢山地で復元された大規模海底火山

が
復
元
で
き
た
。
一
つ

は
、
高
さ
二
〇
〇
〇
ｍ

以
上
で
直
径
が
一
〇
㎞

と
い
っ
た
巨
大
な
海
底

火
山
で
あ
る
（
図
１

−

９
）。
他
の
一
つ
が
高
さ

五
〇
〇
ｍ
前
後
で
、
直

径
が
二
㎞
と
い
っ
た
小

規
模
の
火
山
で
あ
る
。

　

海
底
に
溶
岩
が
流
れ

出
た
場
合
、
溶
岩
が
急

激
に
冷
や
さ
れ
て
バ
リ

バ
リ
に
割
れ
る
。
そ
の

結
果
で
き
た
角か

く

礫れ
き

の
集

合
体
を
水す

い

冷れ
い

破は

砕さ
い

岩が
ん

と

い
う
（
写
真
１

−

２
）。

ま
た
、
溶
岩
が
水
中
の

水
を
含
ん
だ
堆
積
物
中

に
流
れ
込
む
と
溶
岩
の

表
面
が
細
か
く
砕
か
れ

堆
積
物
中
に
ま
ざ
り
、

コ
シ
ョ
ウ
を
ま
ぶ
し
た

よ
う
に
見
え
る
特
別
な

溶
岩（
ぺ
ぺ
ラ
イ
ト
）

を
形
成
す
る
（
写
真

１

−

３
）。
水
中
に

溶
岩
が
流
れ
込
ん
だ

際
に
破
壊
さ
れ
な
い

場
合
は
、
細
長
く

ソ
ー
セ
ー
ジ
状
に
伸

び
て
、
断
面
が
楕だ

円え
ん

形け
い

を
し
た
溶
岩
が
重

な
っ
て
産
出
す
る
こ

と
が
あ
る
。
こ
れ
は

そ
の
形
態
か
ら
枕
状
溶
岩
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
岩
石
は
、
溶
岩
が
水

中
に
噴
出
し
た
証
拠
で
、
現
在
の
丹
沢
山
地
で
確
認
で
き
る
。

　
大
規
模
な
火
山
体
は
、
小
規
模
火
山
体
同
様
に
、
中
心
部
に
溶
岩
の
通
り
道

と
な
っ
た
岩が

ん

脈み
ゃ
く

が
多
数
見
ら
れ
る
。
枕
状
溶
岩
も
出
現
す
る
が
、
水
冷
破
砕

岩
と
そ
れ
が
崩
れ
て
、
火
山
体
斜

面
を
流
れ
落
ち
た
再
堆
積
水
冷

破
砕
岩
が
大
部
分
で
あ
る
。
繰

り
返
し
噴
出
す
る
溶
岩
と
水
冷

破
砕
岩
が
大
量
に
積
み
重
な
っ

て
形
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
こ
で
復
元
さ
れ
た
小

規
模
の
火
山
体
と
同
様
の
水
中

火
山
体
は
、
御
坂
山
地
で
も
復

元
さ
れ
た
。
詳
細
は
御
坂
海
底

火
山
の
復
元
の
と
こ
ろ
で
述
べ

る
。
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衝
突
・
付
加
し
た
昔
の
背は
い
弧こ

：
御
坂
海
底
火
山
の
復
元

　
御
坂
山
地
で
復
元
さ
れ
る
海
底
火
山
は
、
櫛
形
海
底
火
山
衝
突
に
引
き
続
い

て
衝
突
・
付
加
し
た
海
底
火
山
で
あ
る
。
御
坂
山
地
で
は
水
中
に
噴
出
し
た
枕

状
溶
岩
が
分
布
し
て
い
る
こ
と
は
昔
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら

が
ど
の
よ
う
な
火
山
を
構
成
し
て
い
た
か
は
不
明
で
、
御
坂
山
地
の
出
来
方
も

謎
で
あ
っ
た
。
そ
の
謎
は
御
坂
山
地
の
南
西
部
を
詳
細
に
調
査
す
る
こ
と
に
よ

り
解
け
た
。
目
を
つ
け
た
の
が
、
枕
状
溶
岩
の
分
布
で
あ
る
。
こ
の
地
域
に
は

従
来
報
告
さ
れ
た
数
を
は
る
か
に
超
え
る
、多
数
の
枕
状
溶
岩
が
見
つ
か
っ
た
。

そ
の
分
布
を
図
１−

10
に
示
す
。
平
面
上
で
は
、
長
径
が
二
～
三
㎞
の
楕
円
状

を
な
し
て
分
布
し
て
い
る
。
写
真
１−

４
・
写
真
１−

５
が
そ
こ
で
の
枕
状
溶
岩

の
写
真
で
あ
る
。
こ
の
写
真
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
た
く
さ
ん
積
み
重
な
っ
た

枕
状
溶
岩
が
見
ら
れ
る
が
、
流
れ
た
方
向
に
伸
び
て
い
る
。
写
真
１−

４
で
は
、

左
上
か
ら
右
下
に
向
か
っ
て
伸
び
て
い
る
。
こ
の
伸
び
た
方
向
を
現
地
で
測
定

し
、
分
布
図
に
い
れ
て
み
る
と
楕
円
状
分
布
の
中
心
か
ら
周
辺
に
向
か
っ
て
放

射
状
に
広
が
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
枕
状
溶
岩
の
分
布
の
特
徴
は
、
大
西
洋

の
中
軸
部
で
、
プ
レ
ー
ト
が
東
西
に
広
が
っ
て
い
る
場
所
に
お
い
て
両
側
か
ら

引
っ
張
ら
れ
て
で
き
た
凹
地
の
中
の
枕
状
溶
岩
の
分
布
の
特
徴
に
似
て
い
る
。

図１− 10　御坂山地の枕状溶岩の分布
　　　　　と復元された海底火山
太い実線は海底火山の外周を、矢印は枕状
溶岩の伸びの方向から推定される溶岩の流
れの方向を示す。

写真１−５　枕状溶岩（御坂山地）
スケールは20cm。

写真１−４　 枕状溶岩（御坂山地）
スケールは１m。

枕状溶岩の枕状溶岩の
流れた方向流れた方向

折門折門

古関古関

常葉常葉



第
一
章  

富
士
宮
の
大
地

12

　
御
坂
山
地
の
南
西
端
の
常と

き
わ葉
付
近
で
復
元
し
た
海
底
火
山
の
断
面
を
図
１−

11
に
示
す
。
火
山
体
の
中
心
部
に
は
溶
岩
を
供
給
し
た
マ
グ
マ
の
通
り
道
が
岩

脈
と
し
て
残
っ
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
海
底
に
噴
出
し
た
も
の
は
枕
状
溶
岩
と
な

る
。
火
山
体
の
周
辺
に
は
火
山
体
が
崩
壊
し
て
再
堆
積
し
た
溶
岩
の
破
片
が
取

り
巻
い
て
分
布
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
火
山
体
の
高
さ
は
五
〇
〇
ｍ
前
後
で
あ

る
。

　
こ
こ
で
復
元
し
た
海
底
火
山
体
は
、
泥
岩
層
に
よ
り
覆
わ
れ
て
お
り
、
そ
の

泥
岩
層
の
中
に
は
軽
石
を
主
と
し
た
火
山
灰
が
挟
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
こ

れ
ら
の
小
規
模
火
山
群
の
あ
る
凹
地
の
東
方
に
あ
っ
た
火
山
の
爆
発
的
噴
火
に

伴
っ
て
噴
出
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
当
時
の
御
坂
山
地
は
、
断
層
で
落
ち

込
ん
で
で
き
た
凹
地
に
多
数
の
小
規
模
火
山
が
あ
っ
た
場
所
と
推
定
さ
れ
る
。

今
の
伊
豆
・
小
笠
原
弧
の
ど
の
部
分
に
相
当
す
る
の
か

　
富
士
宮
市
周
辺
地
域
で
復
元
さ
れ
た
古
い
海
底
火
山
が
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ

レ
ー
ト
の
本
州
へ
の
沈
み
込
み
に
よ
っ
て
本
州
弧
に
衝
突
・
付
加
し
た
も
の
と

す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
と
同
様
の
海
底
火
山
が
現
在
の
伊
豆
・
小
笠
原
弧
で
見
つ

か
る
は
ず
で
あ
る
。
伊
豆
・
小
笠
原
弧
で
は
、
太
平
洋
プ
レ
ー
ト
の
フ
ィ
リ
ピ

ン
海
プ
レ
ー
ト
へ
の
沈
み
込
み
に
と
も
な
っ
て
形
成
さ
れ
た
火
山
が
伊
豆
・
小

笠
原
海
溝
に
平
行
に
伸
び
て
い
る
。
こ
の
分
布
の
東
側
の
縁
を
火
山
フ
ロ
ン
ト

と
言
う
。
そ
の
火
山
フ
ロ
ン
ト
の
西
方
は
、
海
底
の
く
ぼ
地
と
海
底
海
山
が
雁が

ん

行こ
う

状じ
ょ
う

に
配
列
し
て
い
る
。

　
こ
の
伊
豆
・
小
笠
原
弧
の
四
〇
〇
㎞
南
方
の
須す

美み

寿す

島じ
ま

（
図
１−

12
）
付
近

の
地
形
・
地
質
の
状
態
が
過
去
の
丹
沢
山
地
や
御
坂
山
地
と
似
て
い
る
。
海
洋

調
査
の
結
果
ま
と
め
ら
れ
た
須
美
寿
島
周
辺
の
地
質
を
、
図
１−

13
に
示
す
。

須
美
寿
島
は
火
山
フ
ロ
ン
ト
に
あ
る
火
山
で
、
そ
の
背
後
に
は
く
ぼ
地
と
隆
起

部
が
複
雑
に
配
列
し
て
い
る
。
こ
の
く
ぼ
地
と
隆
起
部
の
境
界
付
近
に
小
規
模

な
火
山
が
多
数
発
達
し
て
い
る
。
こ
の
火
山

は
枕
状
溶
岩
を
主
体
と
し
て
い
る
。
ま
た
、

く
ぼ
地
内
の
小
規
模
火
山
は
海
底
に
堆
積
し

た
泥
や
須
美
寿
島
な
ど
火
山
フ
ロ
ン
ト
上
の

火
山
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
火
山
灰
な
ど
に
よ

り
覆
わ
れ
て
い
る
。
水
深
は
二
〇
〇
〇
ｍ
以

上
で
あ
る
。

　
御
坂
山
地
で
復
元
さ
れ
た
海
底
火
山
の
様

子
が
、
現
在
の
須
美
寿
島
の
状
況
に
よ
く
似

て
い
る
。
火
山
体
が
枕
状
溶
岩
主
体
で
あ
る

こ
と
に
加
え
、
そ
の
規
模
・
分
布
様
式
・
分

布
面
積
が
よ
く
似
て
い
る
。
岩
石
は
化
学
分

析
の
結
果
同
じ
種
類
の
岩
石
で
あ
る
こ
と
も

分
か
っ
て
い
る
。
ま
た
、
御
坂
山
地
で
海
底

図１−11　御坂山地の復元された海底火山

火
山
形
成
時
の
古
水
深
が
化
石
か
ら
二
〇
〇
〇
ｍ
と
推
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

堆
積
物
の
厚
さ
が
御
坂
山
地
で
一
七
〇
〇
ｍ
、
須
美
寿
島
付
近
で
は
一
〇
〇
〇

ｍ
で
あ
る
こ
と
も
よ
く
似
て
い
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
御
坂
海
底
火
山
は
、
現
在
の
須
美
寿
島
の
背
後
の
く
ぼ

地
で
形
成
さ
れ
た
も
の
が
、当
時
の
本
州
弧
に
衝
突
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

丹
沢
海
底
火
山
は
、
御
坂
海
底
火
山
と
似
た
小
規
模
海
底
火
山
と
そ
の
上
に
で

き
た
大
規
模
火
山
か
ら
な
っ
て
い
る
。
丹
沢
海
底
火
山
の
小
規
模
火
山
体
は
、

断
層
に
よ
り
落
ち
込
ん
だ
凹
地
の
中
に
散
在
し
て
い
た
。
小
さ
な
火
山
体
が
、

割
れ
目
に
沿
っ
て
多
数
発
達
し
て
い
た
。
大
規
模
火
山
は
、
小
規
模
火
山
の
活

動
が
あ
る
程
度
停
止
し
た
後
、
そ
れ
ら
を
覆
う
よ
う
に
形
成
さ
れ
た
。
小
規
模

火
山
の
噴
出
場
所
に
あ
っ
た
断
層
の
活
動
が
お
さ
ま
っ
た
時
に
で
き
た
も
の
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
実
を
も
と
に
衝
突
・
付
加
す
る
前
の
丹
沢
海
底
火
山
の
様

子
を
復
元
し
た
の
が
図
１−

14
で
あ
る
。

海底火山の崩壊で海底火山の崩壊で
できた堆積物できた堆積物

火山灰火山灰
泥岩泥岩 枕状溶岩枕状溶岩

250m250m

500m500m

枕状溶岩枕状溶岩

岩脈岩脈

海面海面
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図１−14　丹沢海底火山が形成された場所

火
山
形
成
時
の
古
水
深
が
化
石
か
ら
二
〇
〇
〇
ｍ
と
推
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

堆
積
物
の
厚
さ
が
御
坂
山
地
で
一
七
〇
〇
ｍ
、
須
美
寿
島
付
近
で
は
一
〇
〇
〇

ｍ
で
あ
る
こ
と
も
よ
く
似
て
い
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
御
坂
海
底
火
山
は
、
現
在
の
須
美
寿
島
の
背
後
の
く
ぼ

地
で
形
成
さ
れ
た
も
の
が
、当
時
の
本
州
弧
に
衝
突
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

丹
沢
海
底
火
山
は
、
御
坂
海
底
火
山
と
似
た
小
規
模
海
底
火
山
と
そ
の
上
に
で

き
た
大
規
模
火
山
か
ら
な
っ
て
い
る
。
丹
沢
海
底
火
山
の
小
規
模
火
山
体
は
、

断
層
に
よ
り
落
ち
込
ん
だ
凹
地
の
中
に
散
在
し
て
い
た
。
小
さ
な
火
山
体
が
、

割
れ
目
に
沿
っ
て
多
数
発
達
し
て
い
た
。
大
規
模
火
山
は
、
小
規
模
火
山
の
活

動
が
あ
る
程
度
停
止
し
た
後
、
そ
れ
ら
を
覆
う
よ
う
に
形
成
さ
れ
た
。
小
規
模

火
山
の
噴
出
場
所
に
あ
っ
た
断
層
の
活
動
が
お
さ
ま
っ
た
時
に
で
き
た
も
の
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
実
を
も
と
に
衝
突
・
付
加
す
る
前
の
丹
沢
海
底
火
山
の
様

子
を
復
元
し
た
の
が
図
１−

14
で
あ
る
。

図１−13　伊豆・小笠原弧、須美寿島周辺の地質
斜線部は、火山フロントからもたらされた堆積物により
覆われたくぼ地を示す。ハッチのついた細い実線はくぼ
地とその周辺に発達する断層を示している。この断層に
よってくぼ地が形成されている。

図１−12　伊豆・小笠原弧と須美寿島の位置
赤枠が図１−13の範囲。

火山フロントの火山火山フロントの火山

火山フロント火山フロント

火山フロント上の大型火山火山フロント上の大型火山

小規模海底火山小規模海底火山
大規模海底火山大規模海底火山

フィリピン海プレートフィリピン海プレート
太平洋プレート太平洋プレート

伊豆・小笠原海溝伊豆・小笠原海溝

くぼ地くぼ地

小規模火山小規模火山

隆起部隆起部

須美寿島須美寿島

須美寿島
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閉
じ
た
古
い
海
峡
と
ト
ラ
フ

　
お
よ
そ
一
〇
〇
万
年
前
に
起
き
た
伊
豆
半
島
の
衝
突
時
に
は
、
現
在
の
駿
河

ト
ラ
フ
か
ら
北
東
方
向
に
の
び
、
富
士
山
の
下
を
通
り
丹
沢
山
地
と
伊
豆
半
島

の
間
の
地
域
を
通
過
し
、
相
模
ト
ラ
フ
に
連
な
る
海
峡
が
存
在
し
て
い
た
（
図

１−

８
の
下
図
、
図
１−

４
③
）。
こ
の
海
峡
下
に
堆
積
し
た
堆
積
物
（
足
柄
層

群
）
は
、
神
奈
川
県
の
酒
匂
川
沿
い
で
観
察
さ
れ
る
。
そ
こ
で
は
、
衝
突
前
に

深
い
溝
の
底
に
主
に
泥
が
た
ま
っ
て
い
た
。
伊
豆
半
島
が
衝
突
し
本
州
に
付
加

す
る
と
、
衝
突
さ
れ
た
側
で
隆
起
し
た
丹
沢
山
地
か
ら
大
量
の
砂
利
が
供
給
さ

れ
、
泥
の
上
に
重
な
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

　
伊
豆
半
島
の
衝
突
前
に
衝
突
・
付
加
し
た
海
底
火
山
と
本
州
と
の
間
に
も
、

海
峡
が
存
在
し
て
い
た
。
一
四
〇
〇
万
～
一
二
〇
〇
万
年
前
の
櫛
形
海
底
火
山

衝
突
前
に
は
、
本
州
弧
と
の
間
に
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト
の
沈
み
込
み
に

と
も
な
う
深
い
溝
（
ト
ラ
フ
）
が
存
在
し
、
櫛
形
海
底
火
山
と
本
州
弧
と
の
間

の
海
峡
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
海
峡
の
位
置
は
図
１−
７
、
図
１−

８
に
示
し

た
○a
で
あ
る
。
海
底
火
山
が
衝
突
し
て
本
州
弧
に
付
加
す
る
と
、
そ
の
海
峡

は
閉
じ
る
。
衝
突
・
付
加
し
た
海
底
火
山
は
持
ち
上
が
っ
て
陸
上
と
な
り
、
海

峡
は
東
西
に
分
断
さ
れ
る
。
現
在
の
伊
豆
半
島
の
東
方
に
相
模
ト
ラ
フ
、
西
方
に

駿
河
ト
ラ
フ
が
あ
る
地
形
と
似
て
い
る
。
現
在
、
両
ト
ラ
フ
に
は
陸
の
川
か
ら

運
ば
れ
た
砂
利
が
た
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
状
況
は
御
坂
海
底
火
山
、
丹
沢
海
底
火

山
の
衝
突
前
後
の
状
況
と
も
同
じ
で
あ
る
。
御
坂
海
底
火
山
と
丹
沢
海
底
火
山

衝
突
時
の
海
峡
の
位
置
は
、そ
れ
ぞ
れ
図
１−

７
、図
１−

８
の
○b
と
○c
で
あ
る
。

ト
ラ
フ
を
埋
め
た
堆
積
物

　
最
も
古
い
櫛
形
海
底
火
山
衝
突
前
の
海
峡
を
埋
め
た
堆
積
物
は
、
巨
摩
山
地

西
部
に
分
布
し
て
い
る
。
一
方
、
御
坂
海
底
火
山
・
丹
沢
海
底
火
山
衝
突
前
か

ら
あ
っ
た
海
峡
は
、
五
〇
〇
万
年
前
の
丹
沢
海
底
火
山
の
衝
突
・
付
加
に
よ
っ

て
東
西
に
分
断
さ
れ
る
が
、
そ
の
西
側
の
ト
ラ
フ
を
埋
め
た
堆
積
物
は
富
士
川

図１−15　海底にあった小規模なトラフ

自然堤防自然堤防

礫礫

砂・泥砂・泥

トラフの底トラフの底

水中土石流堆積物水中土石流堆積物

安山岩の多い礫安山岩の多い礫

東東西西
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流
域
や
天
子
山
地
で
観
察
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
堆
積
物
か
ら
な
る
地
層
群
は
富

士
川
層
群
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
御
坂
海
底
火
山
・
丹
沢
海
底
火
山
が
衝
突
・
付

加
し
た
た
め
、
そ
の
時
の
衝
突
さ
れ
た
側
が
持
ち
上
が
っ
て
、
そ
こ
か
ら
大
量

の
粒
の
粗
い
堆
積
物
が
小
規
模
な
ト
ラ
フ
内
に
運
び
込
ま
れ
堆
積
し
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

　

浜
石
岳
周
辺
か
ら
富
士
宮
市
の
西
方
に
南
北
に
延
び
て
分
布
す
る
堆
積
物

は
、丹
沢
海
底
火
山
の
衝
突
の
影
響
下
で
堆
積
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

小
規
模
な
ト
ラ
フ
を
埋
め
た
堆
積
物
の
堆
積
の
様
子
を
浜
石
岳
付
近
で
東
西
に

切
っ
た
断
面
に
示
す
（
図
１−

15
）。
幅
が
一
〇
㎞
ほ
ど
の
海
面
下
の
小
規
模

な
ト
ラ
フ
を
砂
利
が
埋
め
て
い
る
。
下
部
は
丸
い
砂
利
を
中
心
と
す
る
堆
積
物

で
あ
る
が
、
上
部
は
泥
や
砂
の
中
で
大
き
な
ブ
ロ
ッ
ク
が
浮
か
ん
で
い
る
よ
う

な
堆
積
物
か
ら
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
海
底
の
斜
面
を
重
力
に
と
も
な
っ
て

泥
や
砂
の
中
に
ブ
ロ
ッ
ク
が
取
り
込
ま
れ
て
高
速
で
流
れ
て
堆
積
し
た
堆
積
物

（
水
中
土
石
流
堆
積
物
）
で
あ
る
（
写
真
１−

６
）。

　
写
真
１−

７
は
水
中
土
石
流
堆
積
物
中
の
泥
岩
の
ブ
ロ
ッ
ク
で
あ
る
が
、
こ

の
ブ
ロ
ッ
ク
は
未
固
結
の
ま
ま
土
石
流
に
取
り
込
ま
れ
た
た
め
不
定
形
で
あ

る
。
こ
れ
は
土
石
流
が
凹
地
の
底
や
側
壁
を
削
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
丹

沢
海
底
火
山
の
衝
突
・
付
加
に
よ
り
、
衝
突
さ
れ
た
側
が
急
激
に
隆
起
し
、
地

形
の
高
度
差
が
大
き
く
な
り
、
堆
積
物
を
運
搬
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
大
き
く

な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
堆
積
物
が
南
北
に
細
長
く
延
び
て
分
布
す
る
こ

と
や
地
層
に
残
っ
た
証
拠
は
、
堆
積
物
が
北
方
か
ら
供
給
さ
れ
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
砂
利
の
種
類
は
安
山
岩
が
多
く
、
衝
突
・
付
加
し
た
海
底
火
山
の
崩

壊
に
よ
り
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
図
１−

15
の
茶
色
で
示
し
た
礫
層
の
堆
積
の
様
子
を
詳
細
に
復
元
し
た
の
が

図
１−

16
で
あ
る
。
砂
利
か
ら
な
る
地
層
の
周
辺
に
は
、
泥
岩
や
砂
岩
層
が
分

布
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
海
底
の
大
き
な
ト
ラ
フ
の
中
の
小
さ
な
溝
状
の
く
ぼ

み
の
脇
に
自
然
堤
防
を
形
成
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
写
真
１−

８
）。

写真１−６　図１−15 の水中土石流堆積物
ハンマーの長さは約30cm。地層平面の写真。
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図１−16　海底トラフの復元図
図１−15 の断面図中の茶色で示された礫質堆積物の詳細を示した。

写真１−７　水中土石流堆積物中の不定形な泥質ブロック
スケールは約20cm。右上が地層の上位。

小規模な溝状のくぼみ小規模な溝状のくぼみ

トラフの底トラフの底

自然堤防自然堤防
（泥岩・砂岩層）（泥岩・砂岩層）

砂利砂利

海面海面
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こ
れ
は
、地
形
的
に
は
陸
上
に
お
け
る
河
川
と
堤
防
に
似
て
い
る
。重
力
に
従
っ

て
小
さ
な
溝
を
流
下
し
た
礫
質
の
粗
い
堆
積
物
か
ら
細
か
な
泥
や
砂
が
周
り
に

あ
ふ
れ
出
し
て
堆
積
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

写
真
１−
８
は
自
然
堤
防
を
構
成
し
て
い
た
堆
積
物
の
露
頭
写
真
で
あ
り
、

写
真
１−

９
は
拡
大
写
真
で
あ
る
。
細
か
な
泥
岩
層
の
中
に
薄
い
砂
岩
層
が
含

ま
れ
て
い
る
の
が
水
中
の
自
然
堤
防
堆
積
物
の
特
徴
で
あ
る
が
、
こ
の
砂
岩
層

の
堆
積
構
造
か
ら
、
流
れ
が
南
北
の
小
さ
な
溝
の
中
の
流
れ
に
斜
交
し
て
横
に

流
れ
出
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

写真１−８　図１−16 の自然堤防堆積物の露頭
水中における地すべりのある泥質の堆積物。丸印内がハンマー（長さ約30cm）。

写真１−９　自然堤防堆積物中の砂岩層
溝状のくぼみからあふれ出した流れの方向が分かる。
砂岩層の周辺は風化してひび割れた泥岩。
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第
三
節
　
最
後
の
海
と
最
初
の
陸
地

星
山
丘
陵
周
辺
の
地
形
と
地
質
の
概
要

　

富
士
宮
市
西
部
域
を
含
む
天
子
・
庵い

原は
ら

山
地
で
は
、
前
節
で
述
べ
ら
れ
た

五
〇
〇
万
年
前
頃
に
は
富
士
川
層
群
か
ら
な
る
付
加
体
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
以
降
か
ら
お
よ
そ
一
五
〇
万
年
前
頃
に
か
け
て
の
出
来
事
を
記
録
す
る
地

層
が
、
富
士
宮
市
周
辺
に
は
分
布
し
て
い
な
い
。
こ
の
空
白
期
間
を
挟
ん
で
、

一
五
〇
万
～
五
〇
万
年
前
頃
に
堆
積
し
た
庵
原
層
群
と
総
称
さ
れ
る
地
層
が
、

天
子
・
庵
原
山
地
と
富
士
山
南
西
麓
お
よ
び
駿
河
湾
に
挟
ま
れ
た
羽は

鮒ぶ
な

・
星ほ

し

山や
ま

・

蒲か
ん

原ば
ら

丘
陵
に
分
布
し
て
い
る
。

　
本
節
で
は
、
こ
の
丘
陵
地
域
の
土
台
を
構
成
す
る
庵
原
層
群
の
概
要
を
紹
介

し
、そ
の
堆
積
期
間
の
前
後
の
三
丘
陵
周
辺
の
古
環
境
の
変
遷
と
地
殻
変
動（
テ

ク
ト
ニ
ク
ス
）
に
つ
い
て
の
知
見
を
ま
と
め
て
い
く
。
富
士
宮
市
域
が
大
半
を

占
め
る
羽
鮒
・
星
山
丘
陵
と
そ
の
周
辺
の
、
こ
の
時
代
の
地
層
を
不
整
合
に
覆

う
富
士
火
山
か
ら
供
給
さ
れ
た
溶
岩
や
土
石
流
・
河
川
の
堆
積
物
と
最
近
数
万

年
間
の
活
断
層
運
動
を
ふ
ま
え
た
羽
鮒
・
星
山
丘
陵
の
形
成
史
に
つ
い
て
は
、

本
章
第
五
節
で
述
べ
る
。

　

三
丘
陵
と
そ
の
周
辺
の
地
形
の
概
要
を
図
１−

17
に
、
図
１−

18
で
は
富
士

宮
市
域
の
西
部
、
羽
鮒
・
星
山
丘
陵
周
辺
の
地
形
を
概
観
し
た
。
ま
た
、
図
１

−

19
は
羽
鮒
丘
陵
南
部
か
ら
星
山
丘
陵
に
か
け
て
と
、
蒲
原
丘
陵
北
部
の
地
質

図
を
簡
略
化
し
て
示
し
た
。
富
士
宮
市
域
か
ら
は
ず
れ
、
富
士
市
お
よ
び
静
岡

市
清
水
区
が
主
体
と
な
る
蒲
原
丘
陵
南
部
の
地
質
図
は
省
略
し
た
。
こ
れ
ら
の

図
で
は
、
本
章
第
五
節
で
主
に
説
明
す
る
富
士
川
河
口
断
層
帯
に
属
す
る
活
断

層
系
の
存
在
を
強
調
し
て
あ
る
。
ま
た
、
図
１−

20
は
、
羽
鮒
丘
陵
東
縁
部
・

星
山
丘
陵
周
辺
で
の
地
層
・
岩
石
の
積
み
重
な
り
方
と
地
質
構
造
を
模
式
的
に

示
し
た
断
面
図
で
あ
る
。

図１−17　富士川下流地域の地形概要と富士川河口断層帯の位置

図１−18

図１−19
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庵
原
層
群

　
羽
鮒
・
星
山
・
蒲
原
丘
陵
に
分
布
す
る
富
士
火
山

起
源
の
堆
積
物
・
溶
岩
類
よ
り
も
以
前
の
地
層
（
庵

原
層
群
）
に
つ
い
て
は
、
一
九
三
〇
年
代
以
降
に

各
研
究
者
、
分
布
域
ご
と
に
、
異
な
る
地
層
区
分

や
地
層
名
が
提
示
さ
れ
て
き
た
。
本
節
で
は
、
こ

の
庵
原
層
群
を
蒲
原
層
・
岩い

わ

淵ぶ
ち

火
山
岩
類
・
鷺さ

ぎ

ノの

田た

層
に
三
区
分
し
た
。
天
子
・
庵
原
山
地
に
近
い

三
丘
陵
の
西
部
側
の
地
下
に
は
、
庵
原
層
群
を
覆
っ

て
本
章
第
二
節
で
解
説
さ
れ
た
富
士
川
層
群
が
広

く
分
布
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
庵
原

層
群
を
不
整
合
に
覆
っ
て
、
羽
鮒
・
星
山
丘
陵
の

上
部
に
は
数
万
年
前
以
後
の
「
古
富
士
泥
流
」
と

呼
ば
れ
て
き
た
富
士
火
山
南
西
麓
の
土
石
流
堆
積

物
、
お
よ
び
新
富
士
火
山
の
溶
岩
流
な
ど
が
分
布

し
て
い
る
（
図
１−

19
）。

　

以
下
で
は
、
先
に
述
べ
た
庵
原
層
群
の
三
区
分

に
基
づ
き
、
そ
れ
ら
が
形
成
さ
れ
た
期
間
の
前
後

を
含
め
て
、
富
士
宮
市
域
周
辺
の
大
地
の
成
り
立

ち
を
解
説
し
て
い
く
。
こ
の
期
間
の
富
士
宮
市
域

周
辺
は
最
後
の
海
が
退
き
、
陸
地
が
広
が
っ
て
い

く
時
代
に
な
る
。

富
士
川
層
群
以
後
か
ら
庵
原
層
群
堆
積
以
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
？
～
一
五
〇
万
年
前
頃
）

　

こ
の
時
期
の
本
州
の
大
部
分
は
現
在
の
よ
う
な

起
伏
の
激
し
い
地
形
で
は
な
く
、
低
標
高
で
低
起

図１−18　富士火山麓南西部、羽鮒丘陵南部星山丘陵・蒲原丘陵北部周辺の地形鳥
ちょう

瞰
かん

図
ず

図 1-19
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図１−19　星山丘陵周辺の地質概略図
A・B・C 断面は図１−20 を、Y・Z 断面は本章第 5 節図１−38 を参照。

図１−20　星山丘陵の地質断面図
断面位置は図１−19 を参照。

図１−21　庵原層群蒲原層堆積期の古地理想像図
現在位置との対応のために、富士川・芝川・潤井川および海岸線を表示。
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伏
の
地
形
が
広
が
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
富
士

宮
市
域
周
辺
も
同
様
で
あ
っ
た
。
現
在
は
起
伏
の
激
し
い
山

地
に
成
長
し
て
い
る
赤
石
山
地
（
南
ア
ル
プ
ス
）
が
隆
起
し

始
め
た
の
は
お
よ
そ
三
〇
〇
万
年
前
頃
か
ら
で
、
そ
の
時
期

に
は
現
在
の
山
梨
県
身
延
町
周
辺
ま
で
海
が
入
り
込
ん
で
い

た
。
北
側
の
御み

坂さ
か

山
地
や
丹た

ん

沢ざ
わ

山
地
も
、
山
地
と
し
て
は
成

長
し
て
お
ら
ず
、丹
沢
山
地
の
南
側
に
は
海
域
（
古
相
模
湾
）

が
広
が
っ
て
い
た
。
南
方
の
伊
豆
半
島
で
は
、
そ
の
土
台
を

作
っ
た
白
浜
層
群
の
海
底
火
山
活
動
が
終
了
し
、
陸
化
が
進

行
し
て
い
く
時
期
に
あ
た
る
（
本
章
第
二
節
）。

　
天
子
・
庵
原
山
地
を
含
め
て
、
西
方
お
よ
び
北
方
の
山
地

が
急
速
に
隆
起
を
開
始
す
る
の
は
一
〇
〇
万
年
前
頃
か
ら
と

さ
れ
て
い
る
。
赤
石
山
地
の
隆
起
も
そ
の
頃
か
ら
活
発
に
な

る
。
す
で
に
本
州
側
へ
の
付
加
が
完
了
し
て
い
た
富
士
川
層

群
が
、
隆
起
し
浸
食
さ
れ
始
め
て
、
庵
原
層
群
と
の
間
の
不

整
合
が
形
成
さ
れ
る
時
期
は
明
確
で
は
な
い
が
、
周
辺
地
域

の
地
殻
変
動
と
同
時
期
で
あ
っ
た
可
能
性
が
大
き
い
。

古
駿
河
湾
北
端
部
海
域
の
埋
積
と
陸
化
（
一
五
〇
万
～
一
二
〇
万
年
前
頃
）

　
衝
突
・
付
加
さ
れ
た
天
子
・
庵
原
山
地
と
伊
豆
地
塊
北
端
部
の
間
は
、
現
在

の
清
水
・
富
士
・
沼
津
の
南
方
の
駿
河
湾
北
部
に
相
当
す
る
よ
う
な
海
域
（
古

駿
河
湾
）
を
形
成
し
、
そ
こ
を
埋
め
立
て
て
い
っ
た
の
が
庵
原
層
群
の
う
ち
最

も
下
位
の
蒲
原
層
で
あ
る
。
こ
の
地
層
が
堆
積
を
開
始
し
た
時
期
や
終
了
し

た
時
期
に
つ
い
て
は
、
年
代
の
指
標
と
な
る
よ
う
な
化
石
な
ど
が
見
出
さ
れ

て
い
な
い
た
め
に
、
正
確
に
は
わ
か
っ
て
い
な
い
が
、
周
囲
の
状
況
か
ら
は

一
五
〇
万
～
一
二
〇
万
年
前
頃
と
思
わ
れ
る
。

　
蒲
原
層
は
、
現
在
は
富
士
市
西
部
か
ら
静
岡
市
清
水
区
の
東
部
に
か
け
て
の

図１−21　庵原層群蒲原層堆積期の古地理想像図
現在位置との対応のために、富士川・芝川・潤井川および海岸線を表示。

蒲
原
丘
陵
南
部
を
中
心
に
分
布
し
て
い
る
。
羽
鮒
丘
陵
で
は
、
そ
の
東
縁
部
付

近
に
分
布
し
、
安あ

居ご

山や
ま

西
方
の
砕
石
場
周
辺
で
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
星

山
丘
陵
側
に
は
、
こ
の
地
層
は
地
表
に
は
分
布
し
て
い
な
い
が
、
地
下
に
は
存

在
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
蒲
原
層
は
径
数
㎝
程
度
の
角
が
削
ら
れ
丸
ま
っ
た
礫れ

き 

（
円
礫
）
を
多
く
含
む

礫
岩
層
を
主
体
と
し
、
砂
岩
や
泥
岩
層
を
挟
み
、
古
富
士
川
河
口
付
近
か
ら
浅せ

ん

海か
い

域
に
か
け
て
堆
積
し
た
地
層
で
あ
る
。
こ
の
時
代
の
古
地
理
を
図
１−

21
に

模
式
的
に
示
し
た
。

　
蒲
原
丘
陵
の
蒲
原
層
は
厚
さ
六
〇
〇
ｍ
以
上
に
達
し
て
い
る
。
こ
こ
で
の
礫

岩
層
の
礫
は
、
硬
質
の
砂
岩
・
泥
岩
や
チ
ャ
ー
ト
な
ど
と
共
に
安
山
岩
や
火
山
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灰
が
凝
固
し
た
凝
灰
岩
な
ど
を
含
み
、
現
在
の
富
士
川
の
河
床
の
礫
の
構
成
と

ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
本
層
の
礫
は
北
西
側
の
富
士
川
中
・
上

流
地
域
や
、
さ
ら
に
北
西
方
の
赤
石
山
地
側
か
ら
運
び
込
ま
れ
て
い
る
。
つ
ま

り
、
こ
の
当
時
に
は
現
在
の
富
士
川
に
引
き
継
が
れ
る
河
川
（
古
富
士
川
）
が

す
で
に
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
層
が
蒲
原

丘
陵
西
部
に
も
分
布
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
在
よ
り
も
西
側
に
も
浅
い
海
が

広
が
っ
て
い
た
可
能
性
が
大
き
い
。

　
一
方
、
羽
鮒
丘
陵
の
東
縁
部
に
分
布
す
る
蒲
原
層
は
、
四
〇
〇
ｍ
以
上
の
厚

さ
を
持
つ
。
そ
の
礫
に
は
蒲
原
丘
陵
南
部
の
同
層
と
は
異
な
り
、
緑
色
に
変
質

し
た
凝
灰
岩
の
礫
が
多
く
、
変
成
岩
の
一
種
の
結
晶
片
岩
が
含
ま
れ
、
蒲
原
丘

陵
側
で
は
多
か
っ
た
硬
質
の
砂
岩
や
泥
岩
の
礫
を
含
ま
な
い
。
こ
の
礫
の
構
成

か
ら
、
そ
れ
ら
は
北
東
方
の
丹
沢
山
地
か
ら
運
ば
れ
て
き
た
と
さ
れ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
富
士
宮
市
域
に
は
丹
沢
山
地
側
か
ら
も
河
川
が
流
入
し
て
い
た

こ
と
に
な
る
。

海
陸
境
界
域
で
の
火
山
活
動
（
一
二
〇
万
～
五
〇
万
年
前
頃
）

　
こ
の
時
期
に
は
、
北
西
方
の
赤
石
山
地
、
北
方
の
御
坂
山
地
、
北
東
方
の
丹

沢
山
地
が
隆
起
し
、
駿
河
湾
か
ら
相
模
湾
に
連
続
す
る
海
域
で
あ
っ
た
丹
沢
山

地
の
南
方
も
陸
化
が
進
行
し
て
い
た
。
本
章
第
一
節
・
第
二
節
で
も
述
べ
た
と

お
り
、
こ
の
時
期
に
は
伊
豆
半
島
北
部
も
完
全
に
陸
化
し
、
大
型
の
陸
上
火
山

が
形
成
さ
れ
て
い
く
。

　

こ
の
伊
豆
半
島
北
部
の
火
山
活
動
と
同
じ
時
期
に
形
成
さ
れ
た
の
が
最
大

五
五
〇
ｍ
程
度
の
厚
さ
を
持
ち
、
蒲
原
層
を
覆
う
岩
淵
火
山
岩
類
で
あ
る
。
こ

の
火
山
岩
類
の
年
代
を
示
す
資
料
は
十
分
で
は
な
い
が
、
一
一
〇
万
～
六
〇
万

年
前
頃
を
含
む
期
間
の
火
山
活
動
で
あ
る
。

　
本
火
山
岩
類
の
名
称
は
富
士
市
岩
淵
に
由
来
し
、
蒲
原
丘
陵
の
中
央
部
の
山

地
で
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
火
山
岩
類
は
、
富
士
川
河
床
の
砂
や
礫
で
覆

写真１−10　岩淵火山岩類の火山角礫岩
岩塊（角礫）がほぼ垂直方向に配列し（白破線）、面状構造は発達しない。
周囲の状況から溶岩ドームに貫

かん
入
にゅう

する火道角礫岩とみなされる（新東名高速道路、富士川橋北東側橋梁下の富士川左岸下流側）。
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わ
れ
る
部
分
を
挟
ん
で
星
山
丘
陵
南
部
の
明み

ょ
う

星じ
ょ
う

山
（
二
二
四
ｍ
）
南
西
麓
か
ら

岩
本
山(

一
九
二
ｍ)

周
辺
に
か
け
て
分
布
し
て
い
る
。
硬
く
て
浸
食
に
強
い

火
山
岩
類
が
多
い
た
め
に
、
明
星
山
や
岩
本
山
は
な
だ
ら
か
な
丘
陵
状
の
地
形

か
ら
飛
び
出
し
た
小
規
模
な
山
地
を
作
っ
て
い
る
（
図
１−

19
）。

　
岩
淵
火
山
岩
類
は
、
主
と
し
て
灰
色
か
ら
黒
灰
色
の
安
山
岩
・
玄
武
岩
質
の

溶
岩
流
と
層
状
構
造
が
不
明
瞭
な
溶
岩
の
角
張
っ
た
礫
（
角
礫
）
や
火
山
灰
が

入
り
混
じ
っ
た
岩
石
（
火
山
角
礫
岩
、凝
灰
角
礫
岩
）
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
一
部
に
溶
岩
が
海
水
ま
た
は
湖
沼
中
で
急
激
に
冷
却
さ
れ
て
角
礫
状
に
破

砕
さ
れ
た
水
冷
破
砕
組
織
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
蒲
原
丘
陵
で
は
、
本
層
の
一

部
に
次
項
で
述
べ
る
鷺
ノ
田
層
と
同
様
な
浅
海
・
内
湾
・
河
川
性
の
半
固
結
状

態
の
砂
礫
層
を
挟
む
。
こ
れ
ら
か
ら
、
本
火
山
岩
類
は
浅
海
域
か
ら
陸
域
に
移

り
変
わ
る
よ
う
な
場
所
で
噴
出
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
溶
岩
層
の
内

部
に
地
下
か
ら
の
マ
グ
マ
の
通
り
道
で
あ
る
火
道
を
示
唆
す
る
構
造
が
認
め
ら

れ
（
写
真
１−

10
）、
全
体
に
円
型
に
分
布
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地

表
付
近
で
溶
岩
流
を
流
出
し
な
が
ら
火
口
周
辺
が
ド
ー
ム
状
に
膨
ら
ん
で
い
く

よ
う
な
現
象
を
含
め
た
複
合
的
な
火
山
体
を
構
成
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。

海
域
か
ら
陸
域
へ
の
移
行
（
一
〇
〇
万
～
五
〇
万
年
前
頃
）

　
蒲
原
礫
層
を
不
整
合
に
覆
う
鷺
ノ
田
層
が
堆
積
し
た
時
期
は
、
前
項
の
岩
淵

火
山
岩
類
の
活
動
と
ほ
ぼ
同
じ
頃
で
あ
る
。
鷺
ノ
田
層
は
、
蒲
原
丘
陵
北
部
の

富
士
市
鷺
ノ
田
の
地
名
に
由
来
し
、
富
士
市
南
松
野
付
近
や
北
松
野
泉せ

ん

水す
い

付
近

に
分
布
し
て
い
る
。
星
山
丘
陵
で
は
、
富
士
市
岩
本
万
野
北
方
の
砕
石
場
、
星

山
放
水
路
左
岸
側
の
急
崖
（
段
丘
崖
）、
明
星
山
西
方
の
野
球
場
後
方
の
崖
、

な
ど
に
好
露
出
し
て
い
る
。
ま
た
、
後
述
す
る
安
居
山
低
地
南
端
部
の
富
士
川

左
岸
側
河
床
に
も
東
西
幅
約
六
〇
〇
ｍ
の
間
に
、
厚
さ
二
五
〇
ｍ
以
上
の
地
層

が
露
出
す
る
水
沼
露
頭
が
み
ら
れ
る
。
羽
鮒
丘
陵
内
で
は
上
羽
鮒
東
方
の
狭
い

写真１−11　古富士川の河口付近に堆積した鷺ノ田層（星山礫層）の半固結礫層
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範
囲
に
分
布
し
て
い
る
。

　
本
層
は
古
富
士
川
に
堆
積
し
た
蒲
原
層
と
ほ
ぼ
同
様
な
礫
を
持
つ
円
礫
層
を

主
体
と
し
、
砂
層
・
泥
層
を
挟
む
ま
だ
固
結
し
て
い
な
い
状
態
の
地
層
で
、
蒲

原
丘
陵
で
は
一
五
〇
～
二
五
〇
ｍ
程
度
、
星
山
丘
陵
で
は
最
大
二
〇
〇
ｍ
前
後

の
厚
さ
を
持
つ
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
の
礫
層
の
例
を
写
真
１−

11
に
示
す
。

　
蒲
原
丘
陵
や
星
山
丘
陵
で
は
、
近
接
し
た
範
囲
で
岩
淵
火
山
岩
類
と
鷺
ノ
田

層
は
ほ
ぼ
同
じ
高
さ
に
分
布
し
、
火
山
岩
類

中
に
は
本
層
の
砂
礫
層
が
挟
ま
れ
て
堆
積
し

て
い
る
の
で
、
両
者
は
ほ
ぼ
同
時
期
に
入
り

組
ん
で
堆
積
し
た
関
係
で
あ
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
こ
の
関
係
は
、
図
１

−

20
の
Ａ
断

面
右
部
（
岩
本
山
周
辺
）、
同
じ
く
Ｃ
断
面

左
部
（
明
星
山
周
辺
）
に
示
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
火
山
岩
類
が
作
る
山
体
の
側
面
を
ぶ

つ
か
る
よ
う
に
し
て
覆
っ
て
い
く
よ
う
な
関

係
で
あ
る
と
す
る
指
摘
も
あ
る
。
さ
ら
に
、

星
山
放
水
路
合
流
点
よ
り
下
流
側
の
富
士
川

左
岸
側
に
は
、
水
冷
破
砕
に
よ
っ
て
角
礫
状

に
粉
砕
さ
れ
た
岩
淵
火
山
岩
類
が
、
鷺
ノ
田

層
の
礫
を
含
む
砂
層
中
に
不
規
則
に
貫か

ん

入に
ゅ
う

し

混
在
し
て
い
る
部
分
も
認
め
ら
れ
る
（
写
真

１−

12
）。
こ
れ
ら
は
成
長
し
て
い
く
火
山
体

と
、
そ
の
側
面
を
流
れ
る
水
域
と
の
境
界
部

で
の
高
温
マ
グ
マ
と
水
と
の
相
互
作
用
を
示

唆
し
て
い
る
。
本
層
中
の
礫
層
を
構
成
す
る

礫
種
は
硬
質
な
砂
岩
、
泥
岩
が
優
勢
で
、
安

山
岩
質
の
火
成
岩
を
含
み
、
チ
ャ
ー
ト
礫
も

写真１−12　岩淵火山岩類と鷺ノ田層（星山礫層）との境界部に見られる組織
Ａ：岩淵火山岩類（Iw）の水冷破砕組織を持つ溶岩と鷺ノ田層（Sg）の礫との混在状態。
Ｂ：Ａの中央上部の接写画像。

認
め
ら
れ
る
。

　
そ
の
礫
層
を
構
成
す
る
礫
は
蒲
原
丘
陵
の
蒲
原
礫
層
お
よ
び
現
在
の
富
士
川

河
床
の
礫
と
ほ
ぼ
同
様
な
の
で
、
富
士
川
中
・
上
流
域
お
よ
び
赤
石
山
地
か
ら

流
入
し
た
礫
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
こ
の
礫
層
中
に
は
、
羽
鮒
丘
陵

東
部
の
蒲
原
礫
層
中
に
含
ま
れ
て
い
た
緑
色
変
質
し
た
火
山
岩
礫
や
結
晶
片
岩

礫
は
見
ら
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
こ
の
時
期
に
は
、
蒲
原
礫
層
堆
積
時
に
羽
鮒

A

B

写真１−14　 鷺ノ田層から産出した化石の一部
Ａ：水沼露頭からのカズサジカの左側の枝角化石。
Ｂ：南松野付近からのニシン科魚類化石の右側面。
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写真１−13　富士川河床左岸側、水沼露頭での鷺ノ田層（沼久保または水沼礫シルト部層）
Ａ：露頭全景のパノラマ写真。水沼断層の東側が、この露頭での鷺ノ田層の古い地層で東側に向かって新しくなる。
Ｂ：Ａの西部、白枠内の拡大写真。水沼断層付近で鷺ノ田層は東に傾斜するが、東方に向かって地層の傾斜は緩くなる。

A

写真１−14　 鷺ノ田層から産出した化石の一部
Ａ：水沼露頭からのカズサジカの左側の枝角化石。
Ｂ：南松野付近からのニシン科魚類化石の右側面。

B

A

B
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丘
陵
東
部
を
南
流
し
て
い
た
丹
沢
山
地
起
源
の
河
川

の
流
路
は
別
の
場
所
に
移
動
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
前
述
し
た
富
士
川
左
岸
側
河
床
の
水
沼
露
頭
に
連

続
的
に
露
出
す
る
鷺
ノ
田
層
は
、
同
層
を
代
表
す

る
好
露
頭
で
あ
る
。
こ
の
年
代
の
地
層
が
、
厚
さ

二
五
〇
ｍ
以
上
に
渡
っ
て
連
続
的
に
観
察
出
来
る
露

頭
は
、
世
界
的
に
も
ま
れ
で
あ
り
貴
重
で
あ
る
。
こ

の
露
頭
の
鷺
ノ
田
層
が
堆
積
し
た
時
の
状
況
は
詳
し

く
調
査
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
在
こ
の

露
頭
に
到
達
す
る
た
め
の
歩
道
は
整
備
さ
れ
て
い
な

い
。

　

写
真
１

−

13
Ａ
に
は
水
沼
露
頭
の
全
景
写
真
を
、

写
真
１−

13
Ｂ
に
露
頭
西
側
の
拡
大
写
真
で
、
地
層

が
水
平
面
に
対
し
て
東
側
に
約
七
五
度
傾
い
て
い

る
。
こ
の
部
分
は
こ
の
露
頭
で
最
も
古
い
地
層
と
な

り
、
東
側
に
向
か
っ
て
傾
斜
が
緩
く
な
り
新
し
い
地

層
が
現
れ
る
、
こ
の
露
頭
か
ら
は
、
貝
類
や
巣
穴
、

魚
類
の
骨
、
地
層
に
対
し
て
直
立
す
る
樹
根
や
カ
ズ

サ
ジ
カ
の
枝
角
（
写
真
１−
14
A
）
な
ど
の
浅
海
域
・
内
湾
・
陸
上
環
境
を
示

す
化
石
類
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
露
頭
全
体
が
示
す
地
層
の
堆
積
状
況
の

変
化
と
全
世
界
的
な
海
洋
環
境
変
化
と
の
対
比
や
、
挟
ま
れ
る
火
山
灰
層
の
年

代
な
ど
か
ら
、
こ
こ
で
の
本
層
の
堆
積
年
代
は
七
〇
万
～
五
〇
万
年
前
頃
と
推

定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
年
代
は
、
前
述
し
た
岩
淵
火
山
岩
類
の
活
動
年
代
と
も

重
複
し
て
い
る
。

　
水
沼
露
頭
の
ほ
か
に
、
星
山
丘
陵
中
央
部
の
本
層
か
ら
は
浅
海
性
の
貝
化
石

が
見
出
さ
れ
て
い
る
。
南
松
野
付
近
の
本
層
か
ら
は
カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
、
ニ
シ

ン
科
な
ど
の
魚
類
化
石
（
写
真
１−

14
Ｂ
）
が
報
告
さ
れ
、
そ
の
堆
積
環
境
は

内
湾
か
ら
河
川
水
と
海
水
が
混
じ
る
汽
水
湖
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

花
粉
化
石
か
ら
は
、
冷
温
帯
か
ら
湿
潤
温
帯
域
に
変
化
す
る
古
環
境
で
あ
っ
た

と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

　
以
上
に
基
づ
い
て
、
岩
淵
火
山
岩
類
と
鷺
ノ
田
層
形
成
当
時
の
古
環
境
を
推

定
し
た
模
式
図
を
図
１−

22
に
示
し
た
。
鷺
ノ
田
層
の
堆
積
期
に
は
、
浅
海
・

湾
央
・
湾
奥
・
潟
か
ら
、
三
角
州
と
扇
状
地
が
合
体
し
た
よ
う
な
扇
状
地
性
三

角
州 

（
フ
ァ
ン
デ
ル
タ
）
か
ら
な
る
河
口
平
野
に
移
行
し
て
い
き
、
さ
ら
に
陸

側
の
一
部
に
は
湖
沼
性
環
境
が
存
在
し
た
。
そ
の
間
に
周
囲
で
は
、
岩
淵
火
山

岩
類
を
形
成
し
た
複
数
の
火
山
体
が
成
長
を
続
け
て
い
た
。

図１−22　庵原層群岩淵火山岩類・鷺ノ田層堆積期（100 万〜 50 万
　　　　 年前頃）の古地理想像図
現在位置との対応のために、富士川・芝川・潤井川および海岸線を表示。
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プ
レ
ー
ト
境
界
域
で
の
地
殻
変
動
（
五
〇
万
～
一
〇
万
年
前
頃
）

　
庵
原
層
群
は
お
よ
そ
五
〇
万
年
前
頃
に
は
堆
積
を
終
了
し
、
本
章
第
五
節
で

述
べ
る
数
万
年
前
頃
の
富
士
山
起
源
の
堆
積
物
で
覆
わ
れ
る
ま
で
の
期
間
の
地

層
が
富
士
宮
市
域
に
は
存
在
し
て
い
な
い
。
こ
の
た
め
に
、
こ
の
期
間
の
情
報

量
は
少
な
く
な
っ
て
い
る
が
、
庵
原
層
群
の
地
質
構
造
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
地

殻
変
動
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
期
間
内
で
は
、
南
東
側
に
近
接
す

る
静
岡
市
清
水
区
南
部
か
ら
同
駿
河
区
南
東
部
に
か
け
て
は
、
お
よ
そ
一
〇
万

年
前
以
降
に
隆
起
す
る
有う

度ど

丘
陵
（
日
本
平
）
を
構
成
す
る
地
層
が
堆
積
し
て

い
く
が
、
そ
の
影
響
は
蒲
原
丘
陵
ま
で
に
は
及
ん
で
い
な
い
。
一
方
、
三
丘
陵

の
東
側
約
二
〇
㎞
付
近
で
は
愛あ

し

鷹た
か

火
山
が
成
長
し
、
そ
の
北
側
で
は
箱
根
火
山

も
成
長
し
て
い
く
。

芝
川
・
入
山
断
層
の
活
動
と
天
子
・
庵
原
山
地
の
隆
起

　
天
子
・
庵
原
山
地
と
三
丘
陵
の
西
縁
を
限
る
芝
川
・
入
山
断
層
は
西
傾
斜
の

逆
断
層
と
み
な
さ
れ
、
富
士
川
層
群
が
作
る
衝
突
・
付
加
体
を
成
長
さ
せ
た
東

縁
部
の
断
層
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
入
山
断
層
に
つ
い
て
は
、地
質・

地
形
に
明
瞭
に
現
れ
、
お
よ
そ
三
㎞
に
達
す
る
上
下
の
食
い
違
い
が
あ
る
こ
と

が
推
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
蒲
原
丘
陵
西
部
で
は
入
山
断
層
に
沿
っ
て
分
布

す
る
蒲
原
層
は
東
に
七
〇
～
八
〇
度
傾
斜
し
て
い
る
。
入
山
断
層
の
西
側
（
上

盤
側
）
の
富
士
川
層
群
と
東
側
（
下
盤
側
）
の
庵
原
層
群
と
の
構
造
の
相
違
、

断
層
に
沿
っ
た
地
層
・
岩
石
の
壊
さ
れ
方
の
程
度
の
差
な
ど
か
ら
、
入
山
断
層

は
庵
原
層
群
の
堆
積
以
前
、
す
な
わ
ち
一
五
〇
万
年
前
以
前
に
は
す
で
に
存
在

し
、
庵
原
層
群
を
堆
積
さ
せ
た
低
地
の
形
成
に
関
係
し
、
堆
積
後
に
も
活
動
し

て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
芝
川
断
層
に
つ
い
て
も
、
入
山
断
層
と
同

程
度
の
上
下
の
食
い
違
い
が
こ
の
期
間
に
生
じ
て
い
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

　
後
述
（
本
章
第
五
節
）
す
る
よ
う
に
、
こ
の
芝
川
・
入
山
断
層
の
最
近
数
万

年
間
で
の
活
動
性
は
低
い
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
芝
川
・
入

山
断
層
の
主
要
な
断
層
活
動
は
、
庵
原
層
群
堆
積
期
の
後
期
か
ら
富
士
山
起
源

の
堆
積
物
が
流
下
す
る
以
前
の
間
に
生
じ
て
い
る
。

そ
の
他
の
断
層

　
三
丘
陵
内
に
確
認
さ
れ
て
い
る
断
層
の
う
ち
、
蒲
原
丘
陵
北
部
の
一
部
で
は

岩
淵
火
山
岩
類
と
鷺
ノ
田
層
が
断
層
で
境
さ
れ
、
こ
の
断
層
の
活
動
に
よ
っ
て

鷺
ノ
田
層
を
堆
積
さ
せ
た
低
地
の
東
縁
が
作
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
こ

れ
ら
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
以
降
に
活
動
し
た
と
す
る
明
確
な
証
拠
は
得
ら
れ
て

い
な
い
。
羽
鮒
・
星
山
丘
陵
内
の
地
殻
変
動
に
つ
い
て
は
褶し

ゅ
う

曲き
ょ
く

と
の
関
連
で
次

項
で
述
べ
る
。

庵
原
層
群
の
褶
曲
構
造

　
水
流
に
よ
り
運
搬
さ
れ
た
礫
・
砂
・
泥
は
、
ほ
ぼ
水
平
に
堆
積
す
る
。
地
層

が
水
平
に
堆
積
し
た
後
に
、
あ
る
方
向
（
例
え
ば
プ
レ
ー
ト
の
進
行
方
向
）
か

ら
の
圧
力
を
う
け
る
と
、
地
層
は
波
ま
た
は
皺し

わ

を
作
る
よ
う
に
し
て
水
平
状
態

か
ら
傾
斜
を
増
し
て
折
り
た
た
ま
れ
て
い
く
。
こ
の
波
状
の
地
層
の
変
形
を
褶

曲
、波
の
山
の
部
分
は
背
斜
、谷
の
部
分
は
向
斜
と
呼
ば
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

傾
斜
し
た
地
層
は
褶
曲
の
波
の
一
部
と
み
な
し
て
良
い
。
波
の
山
と
山
、
ま
た

は
谷
と
谷
と
の
間
隔
が
波
長
で
あ
る
。
褶
曲
は
断
層
と
共
に
地
殻
変
動
を
示
す

重
要
な
指
標
と
な
る
。

　
日
本
列
島
の
よ
う
に
地
殻
変
動
を
受
け
続
け
た
地
域（
地
殻
変
動
帯
）で
は
、

地
層
・
岩
石
は
褶
曲
と
断
層
が
組
み
合
わ
さ
る
よ
う
な
構
造
に
変
化
し
、
そ
れ

ら
を
伴
う
変
形
は
古
い
地
層
に
な
る
ほ
ど
激
し
く
な
る
。
そ
れ
で
も
日
本
列
島

内
で
は
、
一
〇
〇
万
年
前
頃
よ
り
新
し
い
地
層
は
、
堆
積
し
た
当
時
の
水
平
状

態
を
保
持
し
、
褶
曲
が
発
達
し
て
い
な
い
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な

例
と
し
て
、
富
士
宮
市
西
方
約
六
〇
～
七
〇
㎞
の
掛
川
・
小
笠
地
区
に
分
布
す
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る
庵
原
層
群
の
堆
積
年
代
と
同
時
期
を
含
む
二
〇
〇
万
～
三
〇
万
年
前
頃
の
地

層
（
掛
川
層
群
・
小
笠
山
層
群
）
は
緩
く
傾
斜
し
て
い
る
だ
け
で
、
そ
の
内
部

に
は
褶
曲
は
発
達
し
て
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
庵
原
層
群
に
は
、
こ
の
時
代
の

地
層
と
し
て
は
異
例
と
な
る
褶
曲
を
含
む
変
形
し
た
部
分
が
認
め
ら
れ
て
い

る
。

　
蒲
原
丘
陵
を
構
成
す
る
庵
原
層
群
は
全
体
と
し
て
は
底
が
ゆ
る
や
か
な
盆
状

も
し
く
は
鍋
底
状
の
構
造
を
と
り
、
そ
の
凹お

う

部
に
鷺
ノ
田
層
が
、
両
側
の
褶
曲

の
山
の
部
分
に
あ
た
る
背
斜
部
に
岩
淵
火
山
岩
類
が
分
布
し
て
い
る
。
地
層
の

大
部
分
は
四
〇
度
以
下
の
中
・
低
角
傾
斜
を
示
し
、
丘
陵
北
部
の
鷺
ノ
田
層
中

で
は
北
東
か
ら
南
西
、
北
北
東
か
ら
南
南
西
方
向
に
延
び
る
波
長
一
五
〇
〇
～

二
〇
〇
〇
ｍ
程
度
の
緩
や
か
な
褶
曲
構
造
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
前
述

し
た
よ
う
に
蒲
原
丘
陵
西
部
の
入
山
断
層
周
辺
で
は
六
〇
度
以
上
に
傾
斜
し
た

地
層
も
認
め
ら
れ
る
。

　
星
山
丘
陵
の
庵
原
層
群
は
大
き
く
見
る
と
図
１−
20
の
よ
う
な
ほ
ぼ
水
平
な

構
造
を
も
つ
が
、
一
部
に
傾
斜
し
た
部
分
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
の

一
つ
が
、
前
述
し
た
水
沼
露
頭
（
写
真
１−
13
Ａ
）
で
あ
る
。
水
沼
露
頭
の
西

端
部
の
鷺
ノ
田
層
は
水
平
面
に
対
し
て
東
に
約
七
五
度
傾
斜
し
、
そ
の
西
側

の
岩
淵
火
山
岩
類
と
断
層
（
水
沼
断
層
）
で
接
し
て
い
る
（
写
真
１−

13
Ｂ
）。

地
層
の
傾
斜
は
東
側
に
向
か
っ
て
徐
々
に
緩
く
な
っ
て
い
く
（
写
真
１

−

13

Ａ
）。

　
図
１−

23
は
星
山
丘
陵
の
西
部
、
白し

ら

尾お

山
か
ら
延
び
る
南
北
方
向
の
尾
根
の

南
端
部
で
見
出
さ
れ
た
尖と

が

っ
た
先
端
部
を
も
つ
山
型
の
背
斜
構
造(

沼
久
保
背

斜)

で
あ
る
。
そ
の
折
れ
曲
が
り
の
中
心
部
に
断
層
（
沼
久
保
断
層
）
が
存
在

し
て
い
る
。
こ
の
断
層
は
、
過
度
に
折
れ
曲
が
っ
た
（
褶
曲
し
た
）
地
層
中
に

形
成
さ
れ
た
断
層
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　
羽
鮒
丘
陵
の
南
東
端
部
の
蒲
原
層
は
、
西
ま
た
は
東
に
中
・
急
角
度
で
傾
斜

し
て
お
り
、
こ
こ
で
は
南
北
方
向
の
褶
曲
構
造
の
存
在
が
推
定
さ
れ
て
い
る
。

図１−23　庵原層群鷺ノ田層中の背斜（沼久保背斜）と断層（沼久保断層）（沼久保北方、砕石場跡地）
Ａ：露頭全景のパノラマ写真。白破線は地層の傾斜の変化を示す。
Ｂ：背斜部付近の露頭スケッチ。

A

B
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羽
鮒
・
星
山
丘
陵
の
上
昇
開
始
ま
ぎ
わ
ま
で
（
～
五
万
年
前
頃
）

　
庵
原
層
群
中
に
褶
曲
や
断
層
の
形
成
を
と
も
な
っ
て
、
富
士
宮
市
域
の
隆
起

が
進
行
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
過
程
は
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い
。
蒲
原

丘
陵
の
隆
起
が
星
山
丘
陵
や
羽
鮒
丘
陵
よ
り
も
先
に
生
じ
た
こ
と
は
、
蒲
原
丘

陵
で
庵
原
層
群
の
分
布
が
も
っ
と
も
広
く
、
か
つ
分
布
高
度
も
高
く
、
河
川
が

削
り
込
ん
だ
標
高
の
高
い
山
地
地
形
を
作
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
分
か
る
。
さ
ら

に
、
本
章
第
五
節
で
述
べ
る
よ
う
に
羽
鮒
丘
陵
や
星
山
丘
陵
の
上
部
を
覆
う
富

士
山
起
源
の
堆
積
物
が
、
富
士
川
の
南
側
の
丘
陵
の
内
部
に
ま
で
流
入
し
て
い

な
い
こ
と
に
示
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
時
期
の
羽
鮒
・
星
山
丘
陵
は
現
在
の
富
士
火
山
南
西
麓
と
一
体
と
な
っ

て
浸
食
を
受
け
、
起
伏
の
少
な
い
南
西
側
に
傾
斜
し
た
緩
斜
面
を
形
成
し
て

い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
緩
斜
面
を
広
く
覆
っ
て
流
下
し
た
の
が
、「
古

富
士
泥
流
」
で
あ
る
。
羽
鮒
・
星
山
丘
陵
の
東
縁
部
の
安
居
山
・
大
宮
・
入

山
瀬
断
層
の
活
動
を
伴
っ
て
羽
鮒
・
星
山
丘
陵
が
隆
起
し
て
く
る
の
は
そ
れ
以

後
で
あ
る
（
本
章
第
五
節
）。

ま
と
め

　
以
上
に
説
明
し
て
き
た
よ
う
に
、
羽
鮒
・
星
山
・
蒲
原
丘
陵
に
は
、
庵
原
層

群
と
呼
ば
れ
る
地
層
が
分
布
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
天
子
山
地
・
庵
原
山
地
と

伊
豆
地
塊
と
の
間
の
海
域
が
狭
ま
り
、
陸
化
し
て
い
く
過
程
で
、
堆
積
し
変
形

し
て
い
っ
た
地
層
で
あ
る
。
こ
の
庵
原
層
群
中
に
は
プ
レ
ー
ト
衝
突
域
で
生
じ

た
さ
ま
ざ
ま
な
事
件
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
プ
レ
ー
ト
衝
突
域
の

真
上
で
生
じ
た
岩
淵
火
山
岩
類
の
火
山
活
動
は
世
界
で
も
余
り
な
い
事
例
で
あ

ろ
う
。
ま
た
そ
こ
で
形
成
さ
れ
た
褶
曲
や
断
層
が
発
達
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ

ら
の
形
成
過
程
の
解
明
も
重
要
で
あ
る
。

　
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト
の
北
ま
た
は
北
西
方
向
へ
の
進
行
の
結
果
と
し
て

期
待
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
方
向
に
直
交
す
る
北
東
か
ら
南
西
方
向
に
延
び
る
褶

曲
や
断
層
群
で
あ
る
。
だ
が
、
庵
原
層
群
中
の
褶
曲
に
は
南
北
方
向
を
示
す
も

の
も
あ
り
、
必
ず
し
も
プ
レ
ー
ト
の
進
行
方
向
を
直
接
反
映
し
て
は
い
な
い
よ

う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
問
題
を
解
明
す
る
た
め
に
は
、
地
表
部
付
近
の
構
造

を
把
握
す
る
の
と
共
に
、地
下
の
構
造
を
解
明
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
だ
が
、

現
状
で
は
地
下
構
造
の
把
握
は
十
分
に
な
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。　
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第
四
節
　
富
士
火
山
の
誕
生
と
成
長

噴
火
史
の
あ
ら
ま
し

　
前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
富
士
宮
市
域
と
そ
の
周
辺
は
、
お
よ
そ
五
〇
万
年

前
に
は
陸
地
と
な
っ
た
。
そ
こ
に
新
た
に
火
山
の
噴
火
が
生
じ
て
誕
生
し
た
の

が
、
そ
れ
ぞ
れ
富
士
宮
市
域
の
周
縁
部
に
あ
る
先せ

ん

小こ

御み

岳た
け

（
お
よ
そ
二
六
万

～
一
六
万
年
前
）、
小
御
岳
（
一
六
万
～
一
〇
万
年
前
）、
愛あ

し

鷹た
か

（
四
〇
万
～

一
〇
万
年
前
）
の
三
火
山
で
あ
る
。
こ
れ
ら
三
火
山
の
噴
火
が
ほ
ぼ
終
了
し
た

こ
ろ
、
小
御
岳
と
愛
鷹
火
山
の
間
に
一
〇
万
年
前
に
誕
生
し
た
の
が
、
富
士
宮

市
域
の
広
い
面
積
を
占
め
る
富
士
火
山
で
あ
る
。

　

富
士
火
山
の
噴
火
史
を
六
つ
の
時
期
（
古
い
順
に
星ほ

し

山や
ま

期
、
富
士
宮
期
、

須す

走ば
し
り-

ａ
～
ｄ
期
）
に
分
け
て
整
理
し
た
（
表
１−

１
）。
こ
の
う
ち
一
〇
万
～

一
万
七
〇
〇
〇
年
前
に
あ
た
る
星
山
期
の
富
士
山
は
「
古
富
士
火
山
」
と
呼
ば

れ
、
現
在
の
山
頂
よ
り
も
や
や
東
に
ず
れ
た
位
置
に
山
頂
が
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
て
い
る
（
図
１−

24
の
❶
）。

　
古
富
士
火
山
は
、
お
よ
そ
二
万
年
前
に
南
西
側
に
向
け
て
大
規
模
な
山
体
崩

壊
を
起
こ
し
た
結
果
、
山
頂
部
が
大
き
く
え
ぐ
り
取
ら
れ
る
よ
う
な
形
（
下
流

側
に
開
い
た
馬
の
蹄ひ

づ
め

の
よ
う
な
形
の
凹お

う

地ち

で
、
馬ば

蹄て
い

形
崩
壊
谷こ

く

と
呼
ば
れ
る
）

に
な
る
と
と
も
に
、
南
西
麓
に
大
量
の
土
砂
「
田
貫
湖
岩が

ん

屑せ
つ

な
だ
れ
」
を
堆
積

さ
せ
た
（
図
１−

24
の
❷
）。

　
そ
の
後
も
噴
火
は
続
き
、
一
万
七
〇
〇
〇
～
八
〇
〇
〇
年
前
の
時
期
（
富
士

宮
期
）
に
は
、
上
記
の
崩
壊
谷
の
中
か
ら
大
量
の
溶
岩
を
流
す
噴
火
が
何
度
も

起
き
た
。
結
果
と
し
て
山
頂
火
口
の
位
置
が
や
や
西
に
移
動
し
、
現
在
の
富
士

山
（
新
富
士
火
山
）
が
作
り
出
さ
れ
て
ゆ
く
（
図
１−

24
の
❸
）。

　
次
の
八
〇
〇
〇
～
五
六
〇
〇
年
前
の
須
走-

ａ
期
に
は
、
い
っ
た
ん
噴
火
活

動
が
衰
え
た
が
、
五
六
〇
〇
～
三
五
〇
〇
年
前
の
須
走-

ｂ
期
に
な
る
と
、
ふ

た
た
び
山
頂
付
近
か
ら
多
数
の
溶
岩
を
流
し
て
山
体
を
成
長
さ
せ
て
い
っ
た

（
図
１−
24
の
❹
）。
こ
の
時
期
に
発
生
し
て
富
士
宮
側
に
流
れ
下
っ
た
火
砕
流

の
存
在
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
後
、
三
五
〇
〇
～
二
三
〇
〇
年
前
の
須
走-

ｃ
期
に
は
、
山
頂
火
口
で

の
爆
発
的
噴
火
が
多
く
生
じ
た
（
図
１−

24
の
❺
）。
な
お
、
こ
の
時
期
の
途

中
ま
で
山
頂
の
東
側
に
は
、
浸
食
さ
れ
残
っ
た
古
富
士
火
山
の
峰
が
残
っ
て

い
た
。
つ
ま
り
富
士
山

は
二
つ
の
峰
が
並
び
立

つ
景
観
を
な
し
て
い

た
が
、
東
側
の
峰
は

二
九
〇
〇
年
前
に
東
側

に
山
体
崩
壊
を
起
こ
し

て
消
滅
し
、
以
後
の
富

士
山
は
現
在
見
ら
れ
る

よ
う
な
単
一
峰
と
な
っ

た
。
こ
の
時
に
東
山
麓

に
大
量
に
堆
積
し
た
土

砂
は
「
御
殿
場
岩
屑
な

だ
れ
」
と
呼
ば
れ
て
い

る
。

　
二
三
〇
〇
年
前
以
降

の
須
走-

ｄ
期
に
な
る

と
、
噴
火
は
山
腹
や

山
麓
で
ば
か
り
起
き
る

よ
う
に
な
っ
て
現
在
に

至
っ
て
い
る
（
図
１

−

表１−１　噴火史の時期区分と各時期の特徴
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図１−24　富士山の生い立ち
各時期の地形と、その時期に発生した代表的な噴火の様子を示した。

❶

❸

❺

❷

❹

❻
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24
の
❻
）。
そ
の
多
く
は
小
か
ら
中
規
模
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
例
外
的
に
大

規
模
な
も
の
が
歴
史
時
代
に
な
っ
て
か
ら
二
度
生
じ
た
。
八
六
四
年
貞じ

ょ
う

観が
ん

噴
火

と
一
七
〇
七
年
宝
永
噴
火
で
あ
り
、
歴
史
時
代
の
二
大
噴
火
と
言
っ
て
よ
い
。

な
お
、
か
つ
て
八
〇
〇
～
八
〇
二
年
延え

ん

暦り
ゃ
く

噴
火
も
合
わ
せ
て
「
三
大
噴
火
」
と

呼
ば
れ
た
こ
と
も
あ
る
が
、
延
暦
噴
火
は
中
規
模
で
あ
る
た
め
、
そ
の
呼
び
方

は
適
切
で
な
い
。

　
八
六
四
年
貞
観
噴
火
は
、
富
士
山
の
北
西
山
腹
で
生
じ
た
比
較
的
お
だ
や
か

な
噴
火
で
、
大
量
の
溶
岩
を
流
し
た
。
一
方
、
一
七
〇
七
年
宝
永
噴
火
は
、
南

東
山
腹
で
生
じ
た
爆
発
的
な
噴
火
で
、
山
麓
か
ら
南
関
東
一
円
に
大
量
の
火
山

灰
降
下
を
も
た
ら
し
た
。

山
頂
噴
火
と
側
噴
火
、
側
火
山
と
側
火
口

　
富
士
山
は
山
頂
噴
火
を
た
び
た
び
起
こ
す
一
方
で
、
山
頂
以
外
の
山
腹
や
山

麓
で
起
き
る
側そ

く

噴
火
も
繰
り
返
し
て
き
た
。
こ
う
し
た
側
噴
火
に
よ
っ
て
生
ま

れ
た
火
山
や
火
口
を
、そ
れ
ぞ
れ
側そ

く

火か

山ざ
ん

、側そ
く

火か

口こ
う

と
呼
ぶ
。富
士
宮
市
域
で
は
、

犬い
ぬ

涼す
ず

み
山
と
西に

し

臼う
す

塚づ
か
（
い
ず
れ
も
富
士
宮
期
）、塒と

や

塚づ
か

と
二
子
山
（
須
走-

ｂ
期
）

な
ど
が
側
火
山
で
あ
り
、
不
動
沢
・
日に

っ

沢さ
わ

火
口
（
須
走-

ｄ
期
）
な
ど
が
側
火

口
で
あ
る
（
図
１−

25
）。

　
こ
れ
ら
の
側
火
山
・
側
火
口
は
北
西

−

南
東
方
向
に
偏
っ
た
配
列
や
分
布

を
み
せ
て
い
る
。
富
士
山
付
近
の
地
殻
は
、
プ
レ
ー
ト
運
動
に
よ
っ
て
北
西

−

南
東
方
向
に
圧
縮
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
方
向
に
沿
っ
た
割
れ
目
が
で
き
や
す
い

状
態
に
あ
る
。
そ
こ
に
マ
グ
マ
が
侵
入
す
る
と
、
北
西

−

南
東
方
向
の
割
れ

目
を
開
き
な
が
ら
地
表

に
達
す
る
た
め
、
そ
の

方
向
を
反
映
し
た
側
火

山
の
列
や
側
火
山
分
布

の
偏
り
が
で
き
る
。

　
南
東
山
腹
に
あ
る
宝

永
火
口
列
は
、
富
士
山

の
内
部
構
造
を
観
察
で

き
る
貴
重
な
場
所
で
あ

り
、
火
口
壁
に
は
割
れ

目
の
中
に
入
り
こ
ん
だ

マ
グ
マ
が
冷
え
固
ま
っ

て
で
き
た
多
数
の
岩が

ん

脈み
ゃ
く

を
見
る
こ
と
が
で
き
る

（
写
真
１−

15
）。

写真１−15　宝永火口壁に見られる岩脈群

図１−25　富士山の山頂から山腹にかけての地形
多数の側火山・側火口が見られる。
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噴
火
の
規
模
と
頻
度

　
噴
火
の
規
模
と
は
、
地
表
に
噴
出
し
た
噴
出
物
の
総
量
の
こ
と
で
あ
る
。
富

士
山
で
は
便
宜
上
、
大
規
模
（
マ
グ
マ
量
に
換
算
し
て
二
億
㎥
以
上
）、
中
規

模
（
同
じ
く
二
〇
〇
〇
万
～
二
億
㎥
）、
小
規
模
（
二
〇
〇
〇
万
㎥
以
下
）
の

三
つ
に
区
分
し
て
い
る
。
富
士
山
で
こ
れ
ま
で
起
き
た
個
々
の
噴
火
の
規
模
を

比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
富
士
山
で
過
去
五
六
〇
〇
年
間
に
起
き
た
一
七
五

噴
火
の
う
ち
一
六
八
噴
火（
九
六
％
）は
、マ
グ
マ
噴
出
量
が
二
億
㎥
以
下
の
小・

中
規
模
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
噴
出
量
二
億
㎥
以
上
の
大
規
模
噴

火
は
全
体
の
四
％
の
七
例
に
過
ぎ
な
い
。
そ
の
七
例
の
う
ち
特
大
二
例
が
、
歴

史
時
代
に
起
き
た
貞
観
噴
火
（
一
三
億
㎥
）
と
宝
永
噴
火
（
七
億
㎥
）
で
あ
る
。

先
史
時
代
の
噴
火
と
そ
の
産
物　
星
山
期
（
一
〇
万
～
一
万
七
〇
〇
〇
年
前
）

　
本
節
以
降
、
富
士
山
噴
火
が
残
し
た
堆
積
物
の
う
ち
、
富
士
宮
市
域
に
あ
る

代
表
的
な
も
の
を
紹
介
し
て
ゆ
く
。
そ
れ
ら
の
名
称
や
区
分
は
研
究
に
よ
っ
て

若
干
異
な
る
が
、
こ
こ
で
は
富
士
山
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
改
定
版
（
第
二
編
第

二
章
第
七
節
）
の
ベ
ー
ス
と
な
っ
た
富
士
火
山
地
質
図
第
二
版
（
高
田
ほ
か 

二
〇
一
六
）
に
お
お
む
ね
従
っ
た
。

　
富
士
宮
市
域
の
星
山
期
の
堆
積
物
は
、
主
と
し
て
土
石
流
堆
積
物
と
岩
屑
な

だ
れ
堆
積
物
（
後
述
）
か
ら
な
り
、
田
貫
湖
周
辺
、
星
山・羽は

鮒ぶ
な

丘
陵
、
村
山・

小
泉
付
近
な
ど
に
分
布
す
る
（
図
１−

26
、
写
真
１−

16
）。
田
貫
湖
の
あ
る
台

地
は
、
そ
の
全
体
が
田
貫
湖
岩
屑
な
だ
れ
堆
積
物
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
。
お
よ
そ
二
万
年
前
に
富
士
山
が
西
側
に
崩
れ
た
際
に
生
じ
た
大
量
の
土

砂
が
、
田
貫
湖
西
方
に
あ
る
天
子
山
地
の
険
し
い
山
並
み
に
ぶ
つ
か
り
、
行
く

手
を
さ
え
ぎ
ら
れ
る
形
で
、そ
こ
に
厚
く
堆
積
し
た
（
図
１−

27
、写
真
１−

17
）。

な
お
、
岩
屑
な
だ
れ
と
い
う
現
象
が
認
知
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
一
九
七
〇
年
代

写真１−16　星山期の土石流堆積物を覆う田貫湖岩屑なだれ
狩宿付近の芝川沿い。

図１−26　星山期の堆積物分布
黄色枠は図１-27 の範囲。
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以
前
に
は
、
両
者
は
「（
旧
期
お
よ
び
新
期
）
古
富
士
泥
流
堆
積
物
」
と
し
て

一
括
さ
れ
て
い
た
。

　
土
石
流
は
、
山
の
斜
面
な
ど
が
大
量
の
降
雨
に
よ
っ
て
崩
壊
し
、
途
中
に
あ

る
も
の
を
浸
食
し
て
巻
き
込
み
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
大
き
さ
の
土
石
と
水
が

渾こ
ん

然ぜ
ん

一い
っ

体た
い

と
な
っ
て
流
れ
下
る
現
象
で
あ
る
。
黒
田
の
金
谷
橋
の
三
〇
〇
ｍ
ほ

ど
下
流
の
潤
井
川
左
岸
か
ら
は
、
立
っ
た
ま
ま
土
石
流
に
埋
も
れ
た
ヒ
ノ
キ
の

樹
幹
（
約
二
万
年
前
）
が
発
見
さ
れ
た
（
写
真
１−

18
）。

　
一
方
、
山
体
崩
壊
は
、
火
山
活
動
や
大
地
震
に
よ
っ
て
山
体
の
一
部
が
麓
に

向
か
っ
て
一
気
に
崩
れ
落
ち
る
現
象
で
あ
り
、
そ
の
結
果
生
じ
る
大
量
の
土
砂

の
流
れ
を
岩
屑
な
だ
れ
と
呼
ぶ
。
岩
屑
な
だ
れ
は
、
土
石
流
と
違
っ
て
水
を
ほ

と
ん
ど
含
ま
な
い
土
砂
だ
け
の
流
れ
で
あ
る
が
、
一
般
に
土
石
流
よ
り
も
桁
違

い
に
規
模
の
大
き
い
破
壊
的
な
現
象
で
あ
る
。
必
ず
し
も
火
山
だ
け
が
山
体
崩

壊
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
火
山
が
崩
壊
し
た
場
合
は
特
に
大
規
模
に
な
り
や

す
い
。

　
山
麓
に
広
が
っ
た
岩
屑
な
だ
れ
堆
積
物
の
表
面
に
は
、し
ば
し
ば
「
流
れ
山
」

と
呼
ば
れ
る
地
形
が
で
き
る
。
流
れ
山
の
中
身
は
、
か
つ
て
の
山
体
を
構
成
し

て
い
た
「
部
品
」
で
あ
る
。
山
体
崩
壊
は
、
山
体
が
ば
ら
ば
ら
に
な
り
な
が
ら

流
れ
落
ち
る
現
象
で
あ
り
、
大
き
め
の
部
品
が
地
表
に
突
き
出
る
の
で
あ
る
。

田
貫
湖
周
辺
の
台
地
の
表
面
に
も
、
流
れ
山
と
見
ら
れ
る
小
山
が
多
数
分
布
す

る
（
図
１−

27
）。
本
来
は
平
坦
で
あ
る
は
ず
の
大
地
の
表
面
に
無
数
の
突
起

が
見
ら
れ
、
そ
の
す
べ
て
が
流
れ
山
で
あ
る
。

　
一
方
で
、
岩
屑
な
だ
れ
の
地
層
中
に
は
、
流
れ
山
に
な
ら
な
い
ほ
ど
の
小
さ
な

部
品
も
多
数
ふ
く
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
大
小
さ
ま
ざ
ま
で
、
そ
の
種
類
も

溶
岩
だ
っ
た
り
火
山
灰
だ
っ
た
り
、
色
も
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
岩

屑
な
だ
れ
の
地
層
断
面
に
は
、
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
岩
や
土
の
固
ま
り
を
散
り
ば

め
た
模
様
（
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
構
造
）
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
（
写
真
１−

19
）。

　
岩
屑
な
だ
れ
も
土
石
流
も
、泥
質
分
を
多
く
含
む
た
め
に
水
を
通
し
に
く
く
、

図１−27　田貫湖付近の地形
台地の上に多数の流れ山が分布する（本文参照）。
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そ
の
上
面
の
窪く

ぼ

地
に
は
水
が
た
ま
り
や
す
い
。
こ
の
た
め
、
田
貫
湖
周
辺
の
台

地
に
は
、
も
と
も
と
沼
地
と
な
っ
て
い
た
部
分
が
あ
り
、
狸た

ぬ
き

沼
な
ど
と
呼
ば
れ

て
い
た
。
現
在
の
田
貫
湖
は
、
農
業
用
水
確
保
の
た
め
に
元
あ
っ
た
沼
地
を
拡

張
し
て
造
ら
れ
た
人
造
の
せ
き
止
め
湖
（
昭
和
一
一
年
〈
一
九
三
六
〉
完
成
）

で
あ
る
。
田
貫
湖
の
北
側
に
尾
根
を
隔
て
て
隣
接
す
る
細
長
い
台
地
も
田
貫
湖

岩
屑
な
だ
れ
の
つ
く
っ
た
地
形
で
あ
り
、
水
は
け
の
悪
い
そ
の
台
地
上
の
凹
地

に
で
き
た
湿
地
帯
が
小こ

田だ

貫ぬ
き

湿
原
で
あ
る
（
図
１−

27
、
写
真
１−

20
）。

写真１−18　土石流堆積物から発見されたヒノキの樹幹　

写真１−17　田貫湖台地
手前の谷間を芝川が流れる。台地の背後に天子山地。
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写真１−20　小田貫湿原と富士山

写真１−19　田貫湖岩屑なだれのパッチワーク構造
天子の森キャンプ場付近。
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先
史
時
代
の
噴
火
と
そ
の
産
物 

富
士
宮
期（
一
万
七
〇
〇
〇
～
八
〇
〇
〇
年
前
）

　
星
山
期
に
続
く
富
士
宮
期
に
は
、
富
士
山
の
山
頂
方
面
か
ら
大
量
の
溶
岩
が

何
度
も
流
れ
下
っ
て
き
た
。
結
果
と
し
て
、
富
士
宮
市
域
の
低
標
高
部
の
広
い

範
囲
が
、
こ
の
時
期
の
溶
岩
に
覆
わ
れ
て
い
る
（
図
１−

28
）。
以
下
に
、
代

表
的
な
も
の
を
、
お
お
む
ね
北
か
ら
南
へ
と
順
に
紹
介
し
よ
う
。

犬
涼
み
山
と
人
穴

　
世
界
遺
産
の
構
成

資
産
の
ひ
と
つ
で
あ

る
人ひ

と

穴あ
な

（
写
真
１

−

21
）
は
、
お
よ
そ

八
〇
〇
〇
年
前
に
流

れ
た
犬
涼
み
山
溶
岩

流
（
図
１

−

28
）
の

中
に
で
き
た
溶
岩
ト

ン
ネ
ル
で
あ
る
。
溶

岩
ト
ン
ネ
ル
は
、
溶

岩
の
表
面
だ
け
が
冷

え
固
ま
っ
た
状
態
の

時
に
、
ま
だ
溶
け
た

状
態
に
あ
っ
た
内
部

が
下
流
へ
と
流
れ

去
っ
て
し
ま
う
こ
と

に
よ
っ
て
で
き
た
空
洞
で
あ
る
。
な
お
、
富
士
山
麓
に
は
後
述
す
る
万
野
風
穴

や
御
殿
場
市
の
駒こ

ま

門か
ど

風
穴
（
い
ず
れ
も
国
指
定
天
然
記
念
物
）
な
ど
、
多
数
の

溶
岩
ト
ン
ネ
ル
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
る
。

　
富
士
宮
期
の
溶
岩
を
流
し
た
側
火
山
や
側
火
口
は
、
そ
れ
よ
り
新
し
い
時
期

の
溶
岩
に
埋
ま
っ
た
り
し
て
位
置
す
ら
不
明
な
も
の
が
多
い
中
で
、
犬
涼
み
山

溶
岩
流
は
、
人
穴
か
ら
五
㎞
ほ
ど
北
東
に
あ
る
側
火
山
の
ひ
と
つ
で
あ
る
犬
涼

み
山
（
標
高
一
二
〇
五
ｍ
）
か
ら
流
れ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
富
士
山

ス
カ
イ
ラ
イ
ン
の
西
臼
塚
駐
車
場
の
北
西
四
〇
〇
ｍ
に
あ
る
西
臼
塚
（
標
高

一
二
九
五
ｍ
）
も
、
お
よ
そ
八
〇
〇
〇
年
前
の
噴
火
で
生
じ
た
側
火
山
で
あ
る

（
図
１−

28
）。

写真１−21　人穴の内部

図１−28　富士宮期（＋星山期）の堆積物分布
黄色枠は図１−29〜31 の範囲。本文で触れた犬涼み山溶岩流と万野溶岩流
の分布をやや濃い色で示した。
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猪
之
頭
付
近
の
溶
岩
と
湧
水

　
芝
川
の
源
流
に
あ
た
る
猪い

之の

頭か
し
ら

に
は
多
数
の
湧
水
が
知
ら
れ
、
そ
れ
を
利
用

し
て
ニ
ジ
マ
ス
の
養
殖
場
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
付
近
の
芝
川
に
か
か
る
陣
馬

の
滝
（
図
１−

28
）
の
岩
盤
に
は
、
田
貫
湖
岩
屑
な
だ
れ
の
上
位
を
芝
川
溶
岩

流
が
覆
い
、
そ
の
境
界
付
近
か
ら
湧
水
が
生
じ
て
い
る
の
が
わ
か
る
（
写
真
１

−

22
）。

　
前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
岩
屑
な
だ
れ
や
土
石
流
は
泥
な
ど
の
細
か
な
粒
子

を
た
く
さ
ん
含
む
た
め

に
水
を
通
し
に
く
い
。

一
方
、
溶
岩
流
は
割
れ

目
が
多
い
た
め
に
大
量

の
水
を
通
し
た
り
蓄
え

た
り
で
き
る
。
こ
の
た

め
、
不
透
水
層
で
あ
る

岩
屑
な
だ
れ
や
土
石
流

堆
積
物
と
、
透
水
層
で

あ
る
溶
岩
と
の
境
界
か

ら
水
が
湧
き
出
る
。
猪

之
頭
付
近
で
は
、
田
貫

湖
岩
屑
な
だ
れ
が
不
透

水
層
と
な
っ
て
、
そ
の

上
位
の
溶
岩
流
の
割
れ

目
を
流
れ
て
き
た
地
下

水
が
湧
水
と
な
っ
て
い

る
と
み
ら
れ
る
。

　
陣
馬
の
滝
の
入
口
付

近
に
あ
る
遠お

ん

照し
ょ
う

寺
の
境

内
に
は
「
太た

い

鼓こ

石
」
と
呼
ば
れ
る
リ
ン
グ
状
の
溶
岩
が
飾
ら
れ
て
い
る
（
写

真
１−

23
）。
そ
の
大
き
さ
や
形
状
か
ら
判
断
し
て
溶
岩
樹じ

ゅ

型け
い

と
考
え
ら
れ
る
。

溶
岩
樹
型
は
溶
岩
が
森
林
を
流
れ
下
っ
た
時
に
、
木
の
幹
の
ま
わ
り
を
取
り
ま

い
て
で
き
る
構
造
で
あ
る
。
溶
岩
の
熱
に
よ
っ
て
木
の
幹
は
燃
え
て
し
ま
い
、

空
洞
だ
け
が
残
る
。
空
洞
の
内
部
に
は
、
内
壁
の
再
溶
融
な
ど
に
よ
っ
て
特
徴

的
な
構
造
が
で
き
る
場
合
も
あ
る
。
富
士
山
麓
に
は
多
数
の
溶
岩
樹
型
の
存
在

が
知
ら
れ
て
お
り
、「
印
野
の
溶
岩
隧ず

い

道ど
う

」（
御
殿
場
市
）
や
、
世
界
遺
産
の
構

成
資
産
と
な
っ
た
「
船ふ

な

津つ

胎た
い

内な
い

樹
型
」（
山
梨
県
富
士
河
口
湖
町
）
が
有
名
で

あ
る
。

写真１−23　猪之頭地区にある遠照寺の太鼓石

写真１−22　陣馬の滝
田貫湖岩屑なだれの上を芝川溶岩流が覆う。
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白
糸
の
滝

　
猪
之
頭
に
源
を
発
し
た
芝
川
は
南
に
向
か
っ
て
流
れ
、
や
が
て
上
井
出
付
近

に
至
る
（
図
１−

28
）。
世
界
遺
産
の
構
成
資
産
で
あ
り
国
指
定
名
勝
・
天
然

記
念
物
で
も
あ
る
白
糸
の
滝
と
、
そ
の
東
隣
に
あ
る
音
止
の
滝
は
、
お
よ
そ

一
万
四
〇
〇
〇
年
前
に
富
士
山
か
ら
流
れ
出
た
白
糸
溶
岩
流
に
か
か

る
滝
で
あ
る
（
図
１−

29
、
写
真
１−

24
）。
白
糸
の
滝
で
は
、
透
水

層
の
溶
岩
と
不
透
水
層
の
土
石
流
堆
積
物
と
の
境
界
か
ら
湧
き
出
た

水
が
、
多
数
の
小
さ
な
滝
を
つ
く
っ
て
い
る
。
白
糸
の
滝
と
音
止
の

滝
の
上
流
に
は
、
さ
ら
に
三
つ
の
滝
（
神か

ん

棚だ
な

の
滝
、
牛う

し

淵ぶ
ち

の
滝
、
朴ほ

お

の
木
淵
の
滝
）
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
こ
れ
ら
五
つ
の
滝
を
「
白
糸

五
滝
」
と
総
称
す
る
。

　
こ
れ
ら
白
糸
五
滝
の
す
ぐ
東
側
を
、
活
断
層
で
あ
る
芝
川
断
層
が

通
過
し
て
い
る
（
図
１−

29
）。
断
層
の
西
側
に
は
丘
陵
や
台
地
が
分

布
す
る
一
方
で
、
断
層
の
東
側
は
平
坦
な
低
地
と
な
っ
て
い
る
。
芝

川
断
層
の
南
西
延
長
部
で
も
、
こ
の
断
層
は
西
側
の
山
地
と
東
側
の

谷
間
の
境
界
を
通
過
し
て
い
る
（
図
１−
18
）。
以
上
の
こ
と
か
ら
、

芝
川
断
層
の
度
重
な
る
活
動
に
よ
っ
て
断
層
の
西
側
が
隆
起
し
た
と

み
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
白
糸
五
滝
は
大
沢
崩
れ
の
下
流
に
形
成
さ

れ
た
大
沢
扇
状
地
の
末
端
付
近
に
位
置
し
て
お
り
、
大
沢
を
流
れ
下

る
大
量
の
土
砂
に
よ
っ
て
白
糸
五
滝
が
消
滅
し
て
い
た
と
し
て
も
変

で
は
な
か
っ
た
。
芝
川
断
層
の
活
動
に
よ
る
隆
起
が
、
土
砂
に
よ
る

埋
積
か
ら
白
糸
五
滝
を
守
っ
て
き
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

白
糸
の
滝
の
南
方
一・
三
㎞
ほ
ど
の
狩か

り

宿や
ど

付
近
の
芝
川
は
深
さ

二
〇
ｍ
ほ
ど
の
峡
谷
を
刻
ん
で
い
る
が
、
わ
ず
か
二
五
〇
ｍ
ほ
ど
東

を
並
行
し
て
流
れ
る
潤
井
川
は
平
坦
な
地
表
を
流
れ
（
図
１−

29
）、

芝
川
に
は
合
流
せ
ず
に
、
そ
の
ま
ま
河
口
の
田
子
の
浦
に
至
る
。
こ

れ
は
地
形
的
に
考
え
る
と
不
自
然
な
こ
と
で
あ
る
。
芝
川
と
潤
井
川

の
間
に
は
芝
川
断
層
が
通
過
し
て
お
り
、
断
層
活
動
に
よ
っ
て
そ
の
西
側
が
時

お
り
隆
起
す
る
た
め
、
潤
井
川
は
芝
川
に
合
流
で
き
な
か
っ
た
と
考
え
る
の
が

自
然
で
あ
る
。

図１−29　白糸の滝付近の地形
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柚
野
の
溶
岩
と
ポ
ッ
ト
ホ
ー
ル

　
狩
宿
の
南
西
方
で
、
芝
川
は
東
を
羽
鮒
丘
陵
、
西
を
天
子
山
地
に
挟
ま
れ
た

広
い
谷
間
に
入
っ
て
南
に
流
れ
下
り
、
Ｊ
Ｒ
身
延
線
の
芝
川
駅
付
近
で
富
士
川

と
合
流
す
る
（
図
１−

30
）。
こ
の
芝
川
沿
い
の
谷
間
に
は
、
富
士
宮
期
の
溶

岩
が
い
く
つ
か
流
れ
込
ん
で
い
る
。

　
柚ゆ

野の

付
近
の
芝
川
の
河
床
に
露
出
す
る
岩
盤
は
、
約
一
万
七
〇
〇
〇
年
前
に

流
れ
た
芝
川
溶
岩
流
で
あ
る
。
こ
の
岩
盤
に
は
ポ
ッ
ト
ホ
ー
ル
と
呼
ば
れ
る
丸

い
穴
が
多
数
存
在
し
、県
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
（
写
真
１−

25
）。

固
い
岩
盤
の
上
に
置
か
れ
た
大
岩
は
、
川
の
流
れ
に
よ
っ
て
ひ
っ
き
り
な
し
に

動
き
、
下
の
岩
盤
を
徐
々
に
う
が
っ
て
穴
を
開
け
て
い
く
。
そ
れ
と
と
も
に
大

岩
自
体
も
徐
々
に
す
り
減
っ
て
い
き
、
最
後
に
は
岩
自
体
が
消
滅
し
て
、
丸
い

穴
の
空
い
た
岩
盤
だ
け
が
残
さ
れ
る
。
こ
う
し
て
で
き
た
丸
い
穴
が
ポ
ッ
ト

ホ
ー
ル
で
あ
る
。

写真１− 25　柚野のポットホール
川底に見えている岩盤が芝川溶岩流で、その表面
に開いた複数の丸い穴がポットホール。遠景の雲
上に富士山頂。

写真１−24　白糸の滝
星山期の土石流堆積物を白糸溶岩流が覆う。両者の境界付近から湧水が流れ落ちている。
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図１− 30　富士宮市南部の地形図
青枠で図１−29 および図１−31 の範囲、赤枠で富士宮市の境界を示す。
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大
鹿
窪
遺
跡
と
富
士
山
噴
火

　

柚
野
付
近
か
ら
芝
川
を
一
㎞
ほ
ど
下
っ
た
左
岸
の
台
地
上
に
大お

お

鹿し
か

窪く
ぼ

遺
跡

（
縄
文
時
代
草
創
期
）
が
あ
る
（
第
二
編
第
一
章
第
一
節・第
三
節
、図
１−

31
）。

遺
跡
内
の
東
部
で
発
掘
さ
れ
た
溶
岩
流
は
、
芝
川
溶
岩
流
（
一
万
七
〇
〇
〇
年

前
）
で
あ
り
、
遺
跡
の
南
東
は
猫
沢
溶
岩
流
の
つ
く
る
丘
に
接
す
る
。
遺
跡
に

暮
ら
し
た
人
々
は
、
主
に
芝
川
溶
岩
流
を
材
料
と
し
た
集
石
遺
構
を
築
い
て
い

た
。

　
大
鹿
窪
遺
跡
の
遺
構
は
Ⅰ
期
（
一
万
六
〇
〇
〇
～
一
万
五
〇
〇
〇
年
前
）
と

Ⅱ
～
Ⅲ
期
（
一
万
三
三
〇
〇
～
一
万
二
五
〇
〇
年
前
）
に
分
け
ら
れ
、
Ⅱ
～

Ⅲ
期
遺
構
の
床
面
直
下
の
土
層
に
は
村
山
ス
コ
リ
ア
（
一
万
四
〇
〇
〇
～

一
万
三
五
〇
〇
年
前
、
第
二
編
第
一
章
第
一
節
の
オ
レ
ン
ジ
ス
コ
リ
ア
）
が
降

り
積
も
っ
て
い
る
。
村
山
ス
コ
リ
ア
を
も
た
ら
し
た
噴
火
は
、
富
士
宮
市
村
山

（
元
村
山
）
付
近
で
起
き
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
爆
発
的
な
割
れ
目
噴
火
で

あ
り
、
富
士
山
麓
で
は
珍
し
い
東
風
に
あ
お
ら
れ
て
西
に
向
か
っ
て
厚
く
降
り

積
も
り
、
大
鹿
窪
遺
跡
付
近
の
層
厚
は
七
㎝
で
あ
る
。
猫
沢
溶
岩
流
は
、
村
山

ス
コ
リ
ア
に
覆
わ
れ
る
。
な
お
、
ス
コ
リ
ア
と
は
暗
色
の
軽
石
、
つ
ま
り
ス
ポ

ン
ジ
状
の
火
山
ガ
ラ
ス
で
あ
る
。

　
大
鹿
窪
遺
跡
Ⅰ
期
の
年
代
は
遺
物
を
直
接
測
定
し
た
も
の
で
は
な
く
、
遺
物

の
形
式
な
ど
か
ら
の
推
定
な
の
で
証
拠
と
し
て
は
弱
い
が
、
こ
の
年
代
を
信
じ
れ

ば
、
Ⅰ
期
遺
構
に
暮
ら
し
た
人
々
は
猫
沢
溶
岩
流
と
村
山
ス
コ
リ
ア
に
よ
っ
て
被

災
し
た
可
能
性
が
高
い
。
Ⅰ
期
の
遺
物
は
遺
跡
の
東
端
（
３−

３
Ｅ
調
査
区
）
に

し
か
発
見
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
Ⅰ
期
の
集
落
の
大
部
分
が
猫
沢
溶
岩
流
の
下
敷

き
に
な
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
こ
う
し
た
被
災
体
験
は
、
火
山
へ
の
畏
怖
の
念

を
増
幅
さ
せ
た
だ
ろ
う
。
な
お
、
大
鹿
窪
遺
跡
の
配
石
遺
構
と
富
士
山
の
方
角

と
の
関
連
性
や
、
そ
の
宗
教
的
意
味
合
い
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
猫
沢
溶
岩
流
は
、
大
鹿
窪
遺
跡
付
近
か
ら
さ
ら
に
芝
川
沿
い
を
下
流
に
二
㎞

ほ
ど
流
れ
て
停
止
し
た
こ
と
が
、
地
形
や
地
質
か
ら
わ
か
る
。
猫
沢
溶
岩
流
が

図１−31　大鹿窪遺跡付近の地形
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つ
く
る
台
地
の
末
端
の
平
坦
面
を
利
用
し
て
、
西
山
本
門
寺
の
伽が

藍ら
ん

が
建
て
ら

れ
て
い
る
（
図
１−

31
）。

富
士
宮
市
街
地
の
溶
岩
と
湧
水

　
富
士
宮
市
街
地
が
立
地
す
る
風か

ざ

祭ま
つ
り

川
と
弓
沢
川
に
挟
ま
れ
た
扇
状
の
緩
斜
面

は
、富
士
山
の
周
囲
に
い
く
つ
か
あ
る
扇
状
地
の
ひ
と
つ
で
あ
る
（
図
１−

30
）。

こ
の
扇
状
地
を
つ
く
る
土
砂
の
下
に
は
富
士
山
か
ら
流
れ
て
き
た
溶
岩
が
埋
も

れ
て
お
り
、
万
野
溶
岩
流
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　
富
士
山
本
宮
浅
間
大
社
の
境
内
に
あ
る
湧わ

く

玉た
ま

池（
国
指
定
特
別
天
然
記
念
物
）

の
背
後
に
か
す
か
な
地
形
の
高
ま
り
が
あ
り
、万
野
溶
岩
流
が
露
出
し
て
い
る
。

溶
岩
の
内
部
を
通
過
し
て
き
た
水
が
末
端
の
湧
玉
池
付
近
に
達
し
て
湧
い
て
い

る
（
写
真
１−

26
）。
流
れ
出
し
た
水
は
神
田
川
と
な
っ
て
南
に
流
れ
、
一
㎞

ほ
ど
下
流
で
潤
井
川
に
合
流
す
る
。
な
お
、
万
野
溶
岩
流
と
そ
の
表
面
に
で
き

た
縄
状
構
造
（
溶
岩
が
流
れ
る
時
に
表
面
に
で
き
た
シ
ワ
、
市
指
定
天
然
記
念

物
「
大
宮
縄
状
溶
岩
」）
を
、
湧
玉
池
の
北
東
に
あ
る
城
山
公
園
内
で
見
る
こ

と
が
で
き
る
。
ま
た
、
万
野
溶
岩
流
の
中
に
で
き
た
溶
岩
ト
ン
ネ
ル
が
万
野
原

新
田
に
あ
っ
て
万
野
風
穴
と
呼
ば
れ
、
国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る

（
令
和
五
年
時
点
で
は
閉
鎖
中
で
見
学
不
可
）。

　
白
糸
の
滝
や
湧
玉
池
以
外
に
も
、
溶
岩
の
中
を
流
れ
て
き
た
地
下
水
の
湧
水

地
が
富
士
山
の
西
麓
か
ら
南
西
麓
に
数
多
く
あ
る
。
Ｊ
Ｒ
身
延
線
の
西
富
士
宮

駅
北
方
の
淀よ

ど

師し

・
外と

神が
み

な
ど
の
地
区
に
も
湧
水
地
が
多
く
、
ニ
ジ
マ
ス
の
養
殖

な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い
る
が
、
雨
の
多
か
っ
た
年
に
地
下
水
位
が
上
が
る
と
普

段
は
見
ら
れ
な
い
湧
水
が
あ
ち
こ
ち
で
生
じ
て
住
民
を
悩
ま
せ
る
こ
と
が
あ
る

（
第
二
編
第
二
章
第
六
節
）。

写真１−26　富士山本宮浅間大社の湧玉池
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釜
口
峡
の
溶
岩

　
芝
川
の
谷
を
流
れ
て
富
士
川
に
達
し
た
芝
川
溶
岩
流
を
、
富
士
川
を
渡
る
釜か

ま

口ぐ
ち

橋
の
周
囲
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
（
図
１−

30
、
写
真
１−

27
、
写
真
１−

28
）。

こ
こ
は
釜
口
峡
と
呼
ば
れ
、
富
士
川
舟
運
の
難
所
の
ひ
と
つ
と
し
て
も
知
ら
れ

た
場
所
で
あ
る
。
釜
口
峡
内
の
岩
盤
や
釜
口
橋
の
西
側
に
あ
る
瀬
戸
島
を
つ
く

る
岩
盤
は
芝
川
溶
岩
流
で
あ
り
、
瀬
戸
島
の
西
側
の
河
原
で
も
観
察
で
き
る
。

　
芝
川
溶
岩
流
は
、
釜
口
橋
か
ら
下
流
の
富
士
川
沿
い
に
点
々
と
分
布
し
、
富

士
川
を
越
え
て
右
岸
の
富
士
市
松
野
付
近
ま
で
追
跡
で
き
る
。

　
Ｊ
Ｒ
身
延
線
の
芝
川
駅
か
ら
八
〇
〇
ｍ
ほ
ど
南
東
の
富
士
川
の
左
岸
に
は

芝
川
溶
岩
流
の
柱ち

ゅ
う

状じ
ょ
う

節せ
つ

理り

が
露
出
し
て
お
り
、
県
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ

れ
て
い
る
（
写
真
１−

29
）。
溶
岩
は
冷
え
る
と
体
積
が
収
縮
す
る
た
め
、
亀

裂
が
生
じ
る
。
こ
の
亀
裂
が
規
則
正
し
く
で
き
る
場
合
が
あ
り
、
柱
状
節
理
は

そ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
柱
は
六
角
柱
と
な
る
も
の
が
多
い
。

写真１−29　芝川溶岩流の柱状節理

写真１−28　釜口峡内で見られる芝川溶岩流

写真１−27　空から見た釜口峡
手前から奥に向かって富士川が流れる。釜口峡や瀬戸島
の周囲に見られる岩盤は向かって左奥にある富士山から
芝川沿いを流れて富士川に達した芝川溶岩流。
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蓬
莱
橋
の
溶
岩

　
芝
川
溶
岩
流
以
外
に
も
、
富
士
川
に
達
し
た
溶
岩
流
が
あ
る
。
東
名
高
速
道

路
の
富
士
川
橋
か
ら
七
㎞
ほ
ど
上
流
の
富
士
川
に
県
道
七
六
号
線
の
蓬ほ

う

莱ら
い

橋
が

あ
る
（
図
１−

30
）。
橋
の
下
の
岩
場
に
、
富
士
山
か
ら
流
れ
て
き
た
外
神
溶

岩
流
（
一
万
五
〇
〇
年
前
）
が
見
え
て
い
る
（
写
真
１−

30
A
・
B
）。

　
現
在
の
地
形
か
ら
見
る
と
、
こ
の
付
近
に
富
士
山
の
溶
岩
が
流
れ
着
く
こ
と

は
あ
り
え
な
い
。
富
士
山
と
の
間
に
あ
る
星
山
丘
陵
の
高
ま
り
を
越
え
ら
れ

な
い
か
ら
だ
。
そ
の
証
拠
に
、
白
糸
の
滝
か
ら
ほ
ぼ
ま
っ
す
ぐ
南
に
流
れ
て

き
た
潤
井
川
は
、
Ｊ
Ｒ
富
士
宮
駅
の
西
で
羽
鮒
・
星
山
丘
陵
に
行
く
手
を
さ

え
ぎ
ら
れ
、
南
東
へ

と
流
路
を
変
え
て
い

る
（
図
１

−

30
、
写

真
１−

１
）。
お
そ
ら

く
、
か
つ
て
潤
井
川

の
流
路
は
ま
っ
す
ぐ

南
を
め
ざ
し
、
蓬
莱

橋
付
近
で
富
士
川
に

達
し
て
い
た
と
思
わ

れ
る
。
そ
の
後
、
星

山
丘
陵
が
隆
起
し
、

下
流
の
標
高
が
高
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
た

め
、
こ
の
流
路
を
放

棄
さ
せ
ら
れ
た
の
で

あ
る
。

写真１−30B　富士川の河岸で見られる外神溶岩流
右端に旧蓬莱橋。

写真１−30A　空から見た富士川の蓬莱橋
橋のたもとに見える岩盤が外神溶岩流。右遠景に富士山。
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先
史
時
代
の
噴
火
と
そ
の
産
物　
須
走
‐ａ
期
（
八
〇
〇
〇
～
五
六
〇
〇
年
前
）

　
富
士
山
の
火
山
活
動
が
い
っ
た
ん
衰
え
た
時
代
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
山
頂

火
口
か
ら
の
噴
火
が
い
く
つ
か
確
認
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
山
腹
や
山
麓
で
の

側
噴
火
や
、
山
麓
に
達
し
た
溶
岩
流
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
時
期
の
山
麓

で
は
、
広
い
範
囲
に
黒
色
の
腐ふ

植し
ょ
く

を
多
く
含
む
富
士
黒く

ろ

土つ
ち

層
が
堆
積
し
た
（
写

真
１−

31
）。

先
史
時
代
の
噴
火
と
そ
の
産
物　
須
走-

ｂ
期
（
五
六
〇
〇
～
三
五
〇
〇
年
前
）

　
富
士
宮
市
域
に
お
け
る
須
走-

ｂ
期
の
噴
出
物
と
し
て
は
、
大
沢
崩
れ
の
崖

面
に
露
出
す
る
多
数
の
溶
岩
流
の
ほ
か
、
山
腹
の
側
火
山
、
山
麓
に
降
り
積

も
っ
た
ス
コ
リ
ア
や
山
麓
ま
で
流
れ
下
っ
た
溶
岩
流
や
火
砕
流
の
堆
積
物
が
あ

る
（
図
１−

32
）。

　
西
麓
か
ら
遠
望
す
る
大
沢
崩
れ
の
崖
面
に
は
、
た
く
さ
ん
の
縞し

ま

が
見
え
て
い

る
。
累
々
と
積
み
重
な
っ
た
溶
岩
の
層
で
あ
る
（
写
真
１−

32
）。
縞
を
な
す

溶
岩
流
の
傾
き
は
、
富
士
山
の
山
体
斜
面
の
傾
き
と
平
行
で
あ
る
。
山
頂
付
近

か
ら
流
れ
下
っ
た
溶
岩
が
一
枚
ず
つ
積
み
重
な
っ
て
山
体
が
成
長
し
て
き
た
こ

と
が
実
感
で
き
る
。

図１−32　須走 -b 期（＋富士宮期＋星山期）の堆積物分布
本文で触れた天母山溶岩流の分布をやや濃い色で示した。

写真１−31　田貫湖岩屑なだれの上を覆って富士黒土層や大沢スコリアが堆積している
白糸自然公園付近。崖の高さは約３m。
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こ
の
時
期
に
は
、
富
士
宮
側
の
市
街
地
近
く
ま
で
達
し
た
溶
岩
流
の
ほ

か
、
大
沢
川
や
風
祭
川
沿
い
を
流
れ
下
っ
た
複
数
の
火
砕
流
（
四
八
〇
〇
～

四
四
〇
〇
年
前
）
が
知
ら
れ
て
い
る
（
写
真
１−

33
）。
風
祭
川
の
標
高
八
〇
〇

ｍ
付
近
に
は
、
こ
の
火
砕
流
に
立
っ
た
ま
ま
埋
も
れ
て
炭
化
し
た
木
の
幹
が
見

つ
か
っ
て
い
る
（
写
真
１−

34
）。

　

富
士
宮
市
域
に
あ
る
須
走-

ｂ
期
の
目
立
っ
た
側
火
山
と
し
て
は
、
二
子

山
（
標
高
一
二
〇
五
ｍ
、
五
五
〇
〇
年
前
）
と
塒
塚
（
標
高
一
五
五
〇
ｍ
、

四
六
〇
〇
年
前
）
が
あ
る
。
二
子
山
付
近
か
ら
流
れ
た
天あ

ん

母も

山や
ま

溶
岩
流
は
、
外

神
付
近
の
標
高
二
五
〇
ｍ
の
市
街
地
ま
で
到
達
し
た
（
図
１−

32
）。

写真１−34　風祭川沿いの標高 800m 付近でみられる
　　　　　 火砕流堆積物と埋もれ木

写真１−32　大沢崩れの左岸側の崖面に見られる溶岩流の積み重なり

写真１−33　大沢沿いの標高 1,250 ｍ付近で見られる　　　　
　　　　　 火砕流堆積物



第
一
章  

富
士
宮
の
大
地

48

先
史
時
代
の
噴
火
と
そ
の
産
物　
須
走-

ｃ
期
（
三
五
〇
〇
～
二
三
〇
〇
年
前
）

　

富
士
宮
市
域
に
お
け
る
須
走-

ｃ
期
の
噴
出
物
と
し
て
は
、
お
よ
そ

三
一
五
〇
年
前
に
山
頂
付
近
の
爆
発
的
な
噴
火
に
よ
っ
て
南
西
麓
の
広
い
範
囲

に
降
り
積
も
っ
た
大
沢
ス
コ
リ
ア
（
写
真
１−

31
）
を
除
け
ば
、
大
沢
川
の
標

高
八
〇
〇
ｍ
付
近
ま
で
流
れ
下
っ
た
複
数
の
火
砕
流
（
三
五
〇
〇
～
二
六
〇
〇

年
前
）
が
知
ら
れ
て
い
る
く
ら
い
で
、
山
麓
の
市
街
地
付
近
に
到
達
し
た
噴
出

物
や
目
立
っ
た
側
火
山
は
知
ら
れ
て
い
な
い
（
図
１−

33
）。
図
中
で
市
街
地

ま
で
延
び
て
い
る
部
分
は
、
下
流
の
扇
状
地
（
上
井
出
扇
状
地
や
富
士
宮
扇
状

地
）
に
堆
積
し
た
土
石
流
堆
積
物
で
あ
る
。

先
史
時
代
の
噴
火
と
そ
の
産
物　
須
走-

ｄ
期
前
半
（
二
三
〇
〇
～
一
三
〇
〇
年
前
）

　
富
士
宮
市
域
に
お
け
る
須
走-

ｄ
期
前
半
（
歴
史
時
代
以
前
）
の
噴
出
物
と

し
て
は
、お
よ
そ
一
五
〇
〇
年
前
に
山
宮
の
市
街
地
の
外
れ
（
標
高
三
七
〇
ｍ
）

ま
で
流
れ
て
き
た
青
沢
溶
岩
流
が
あ
る
（
図
１−

34
、
図
１−

35
）。
こ
の
青
沢

溶
岩
流
の
先
端
に
、
世
界
遺
産
の
構
成
資
産
に
な
っ
た
山
宮
浅
間
神
社
の
遥よ

う

拝は
い

所
が
あ
る
。
鳥
居
を
く
ぐ
っ
て
遥
拝
所
に
登
っ
て
見
る
富
士
山
そ
の
も
の
が
、

こ
の
神
社
の
ご
神
体
で
あ
る
と
さ
れ
る
（
写
真
１−

35
A
・
B
）。
浅
間
神
社

は
噴
火
を
鎮
め
る
た
め
に
創
建
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
神
社
な
の
で
、
当
時
何

ら
か
の
記
録
や
伝
承
が
あ
っ
て
こ
こ
に
建
て
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。図１−34　須走-d 期（須走-c 期＋須走-b 期＋富士宮期＋星山期）の堆積物分布

青木ヶ原溶岩流など本文で触れた溶岩流の分布をやや濃い色で示した。
黄色枠で図１−35 の範囲を示す。

図１−33　須走-c期（須走-b期＋富士宮期＋星山期）の堆積物分布
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写真１−35B　山宮浅間神社遥拝所から見る富士山

写真１−35A　山宮浅間神社遥拝所への段差
青沢溶岩流の末端にあたる。

図１−35　青沢溶岩流と山宮浅間神社
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歴
史
時
代
の
噴
火　
須
走-

ｄ
期
後
半
（
一
三
〇
〇
年
前
～
現
在
）

　
須
走-

ｄ
期
の
後
半
は
現
在
に
い
た
る
歴
史
時
代
に
相
当
し
、
確
か
な
も
の

だ
け
を
数
え
て
も
一
〇
回
の
噴
火
が
知
ら
れ
て
い
る
（
表
１−

２
）。
こ
の
時

期
の
富
士
宮
市
域
（
周
縁
部
も
含
む
）
に
お
け
る
主
な
噴
出
物
と
し
て
は
、
貞

観
噴
火
で
流
出
し
た
青
木
ヶ
原
溶
岩
流
（
九
世
紀
）、
不
動
沢
溶
岩
流
（
一
〇

～
一
一
世
紀
）
と
日
沢
溶
岩
流
（
一
一
世
紀
）、
が
あ
る
（
図
１−

34
）。
ま
た
、

富
士
宮
市
域
に
明
瞭
な
噴
出
物
を
残
し
て
い
な
い
が
、
富
士
宮
側
か
ら
の
貴
重

な
目
撃
記
録
が
あ
る
一
七
〇
七
年
宝
永
噴
火
に
つ
い
て
も
、こ
こ
で
説
明
す
る
。

　

貞
観
噴
火
は
、
平
安
時
代
の
貞
観
六
年
（
八
六
四
）
に
北
西
山
腹
の
大
規

模
な
割
れ
目
噴
火
と
し
て
生
じ
た
。
そ
の
際
流
出
し
た
一
三
億
㎥
に
お
よ
ぶ

青
木
ヶ
原
溶
岩
流
は
、
当
時
あ
っ
た
「
せ
の
う
み
」
と
呼
ば
れ
た
大
き
な
湖

を
分
断
し
て
西
湖
と
精
進
湖
を
誕
生
さ
せ
、
本
栖
湖
に
も
流
れ
こ
ん
だ
（
写

真
１−

36
A
・
B
）。
も
っ
と
も
南
側
を
流
れ
た
溶
岩
流
の
先
端
は
、
根
原
の
東

八
〇
〇
ｍ
の
県
境
付
近
（
標
高
九
八
〇
ｍ
）
に
達
し
た
。
な
お
、
青
木
ヶ
原
溶

岩
流
の
上
に
育
っ
た
森
林
が
「
青
木
ヶ
原
樹
海
」
で
あ
る
。

　

日
沢
溶
岩
流
と
不
動
沢
溶
岩
流
は
、
い
ず
れ
も
南
山
腹
の
富
士
宮
口
登

山
道
の
五
合
目
か
ら
八
合
目
付
近
に
か
け
て
生
じ
た
割
れ
目
火
口
（
図
１

−

25
、
写
真
１−

37
）
か
ら
流
出
し
、
前
者
は
標
高
一
二
〇
〇
ｍ
、
後
者
は
標
高

一
〇
〇
〇
ｍ
付
近
ま
で
到
達
し
た
。
表
１−

２
の
一
〇
三
三
年
記
録
に
対
応
す

る
と
み
ら
れ
る
が
、
確
定
は
で
き
て
い
な
い
。

　
宝
永
噴
火
は
、
江
戸
時
代
の
宝
永
四
年
（
一
七
〇
七
）
に
富
士
山
の
南
東
山

腹
で
発
生
し
た
富
士
山
の
噴
火
史
上
ま
れ
に
み
る
大
規
模
か
つ
激
し
い
噴
火
で

あ
り
、
マ
グ
マ
量
に
換
算
し
て
七
億
㎥
も
の
ス
コ
リ
ア
と
火
山
灰
を
上
空
高
く

放
出
し
た
。
宝
永
噴
火
を
起
こ
し
た
火
口
は
、
富
士
山
南
東
山
腹
の
六
～
七
合

目
付
近
に
現
在
も
大
き
く
口
を
開
け
て
い
る
（
図
１−

25
、
写
真
１−

38
）。

　
宝
永
噴
火
は
、同
じ
年
に
お
き
た
南
海
ト
ラ
フ
で
の
プ
レ
ー
ト
境
界
地
震（
宝

永
地
震
、
第
二
編
第
二
章
第
二
節
）
の
四
九
日
後
か
ら
始
ま
っ
た
た
め
、
地
震

が
引
き
金
と
な
っ
て
噴
火
が
生
じ
た
例
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
噴
火
自
体
は
宝

永
四
年
一
一
月
二
三
日
（
一
七
〇
七
年
一
二 

月
一
六
日
）
の
午
前
一
〇
時
頃

に
発
生
し
、
同
年
一
二

月
九
日
（
一
七
〇
八
年

一
月
一
日
）
未
明
の
噴

火
停
止
ま
で
一
六
日
間

に
及
ん
だ
。

　

宝
永
噴
火
か
ら
約

三
〇
〇
年
あ
ま
り
、
富

士
山
は
み
か
け
上
の
沈

黙
を
保
っ
て
い
る
。

表１−２　歴史時代の噴火年表
左から西暦年、噴火名（和暦年号をつけて呼ばれているもの）、記録内容からわかる噴火規模と噴火様式、
噴火記述のある文献史料名、火口や堆積物との対応がわかっているもの（○：確実、△：不確実、×：不明）。
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写真１−36B　本栖湖に流れ込んだ青木ヶ原溶岩流の先端部分の拡大
分岐しながら流れた様子が水中に見える。

写真１−36A　本栖湖に流れ込んだ青木ヶ原溶岩流の全景
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写真１−38　宝永火口の全景
富士山の南東山腹に 3 つの火口が並ぶ。右側の突き出た峰が宝永山。

写真１−37　富士山南斜面にある平安時代の２つの割れ目火口（日沢火口と不動沢火口）
左下に富士宮口五合目の旧レストハウス。
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宝
永
噴
火
を
富
士
宮
市
域
か
ら
観
察
し
た
記
録
と
し
て
古
く
か
ら
知
ら

れ
て
い
る
の
が
、
富
士
山
本
宮
浅
間
大
社
の
関
係
者
の
覚
え
書
き
で
あ
る
。

戦
前
に
編
集
さ
れ
た
浅
間
大
社
関
係
の
史
料
集
『
浅せ

ん

間げ
ん

文も
ん

書じ
ょ

纂さ
ん

』
中
に
『
富

士
山
噴
火
記
』
と
い
う
史
料
が
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
史
料
の
筆
者
は

「
富
士
浅
間
本
宮
社
僧 
乗
蓮
院
隠
居 

飽ほ
う

休き
ゅ
う

庵あ
ん

」
と
い
う
人
物
で
あ
る
。
そ

の
噴
火
開
始
の
記
述
と
し
て
は
、

　
日
が
暮
れ
る
に
従
っ
て
、
噴
煙
の
高
温
部
分
が
火
柱
と
し
て
見
え
始
め
、

火
口
か
ら
飛
び
散
る
火
山
弾
や
噴
煙
中
の
火
山
雷
の
様
子
が
リ
ア
ル
に
表

  

と
あ
る
。「
真
白
き
蹴
鞠
」
の
正
体
は
不
明
で
あ
る
が
、
噴
火
開
始
時
の

水
蒸
気
噴
出
に
よ
る
白
色
の
噴
煙
で
あ
ろ
う
か
。「
空
ま
で
雲
の
ご
と
く
の

も
の
な
び
き
覆
い
来
た
り
。
万
一
大
地
へ
崩
れ
落
つ
る
時
は
、
人
々
た
ち

ま
ち
に
死
す
べ
し
と
な
ん
」
と
あ
る
の
は
、
成
層
圏
に
達
し
た
噴
煙
の
傘

の
部
分
が
富
士
宮
側
に
も
覆
い
か
ぶ
さ
っ
て
き
て
、そ
れ
を
見
て
い
た
人
々

に
恐
怖
感
を
与
え
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
や
が
て
、
こ
の
噴
煙
は
冬
の
強

い
高
層
風
に
よ
っ
て
東
方
に
流
さ
れ
た
ら
し
く
、
次
の
記
述
が
続
く
。

「
十
一
月
二
十
三
日
（
一
二
月
一
六
日
）
昼
四
ッ
過
ぎ
（
一
〇
時
半
頃
）、

富
士
山
辰た

つ

巳み

（
南
東
）
の
方
、
八
合
め
高
き
所
に
真
白
き
蹴け

鞠ま
り

ほ
ど
の

形
に
て
、転
々
と
く
る
く
る
く
る
と
舞
う
事
、見
る
者
驚
す
と
言
事
な
し
、

次
第
次
第
に
増
大
に
な
り
、
後
に
見
る
刻
は
、
真
の
白
□
の
凝
り
堅
ま

り
て
舞
う
が
ご
と
し
、
そ
の
ゆ
え
知
る
者
な
し
。
□
よ
□
よ
お
び
た
だ

し
く
な
り
、
富
士
南
面
の
空
ま
で
靉あ

い

靆た
い

（
雲
の
た
な
び
く
さ
ま
）
お
お

い
、
こ
と
に
富
士
山
震
動
す
る
事
し
き
り
な
り
。（
中
略
）
こ
の
村
里
上

へ
、
空
ま
で
雲
の
ご
と
く
の
も
の
な
び
き
覆
い
来
た
り
。
万
一
大
地
へ

崩
れ
落
つ
る
時
は
、
人
々
た
ち
ま
ち
に
死
す
べ
し
と
な
ん
」（
一
部
読
み

下
し
、
□
は
判
読
不
能
文
字
、
カ
ッ
コ
内
は
筆
者
注
、
以
下
同
）

「
昼
八
ッ
過
ぎ
（
一
四
時
頃
）
よ
り
西
風
吹
き
来
た
り
、
彼
の
奇
物
の
雲

ま
で
東
の
方
へ
吹
き
な
び
か
し
け
れ
ば
、
人
々
し
ば
ら
く
人
心
地
し
て

居
る
。
然
れ
ど
も
ど
ろ
ど
ろ
と
鳴
る
こ
と
止
ま
ず
、
晩
景
に
な
る
に
し

た
が
い
、
白
色
薄
黒
く
な
り
、
暮
合
よ
り
焼
火
見
え
始
め
、
彼
の
白
色

の
雲
と
見
え
し
は
黒
煙
に
見
え
、
東
の
方
へ
幾
里
と
も
し
れ
ず
、
丑う

し

寅と
ら

（
北
東
）
の
方
さ
し
て
な
び
き
、
そ
れ
よ
り
夜
に
入
り
不
断
震
動
し
、
凄

ま
じ
き
大
火
と
な
り
、
大
空
へ
積
も
り
、
十
丈
余
ば
か
り
も
火
の
玉
飛

び
あ
が
り
、
そ
の
火
山
上
へ
落
つ
れ
ば
、
微
塵
と
散
乱
す
る
事
恐
ろ
し
、

ま
た
見
事
な
り
。
東
へ
な
び
き
し
黒
雲
の
中
に
七
八
尺
一
丈
ば
か
り
の

太
刀
の
ご
と
き
も
の
、
火
光
十
文
字
に
切
合
の
ご
と
く
散
乱
し
、
こ
れ

ま
た
不
断
な
り
」

「
夜
ま
す
ま
す
震
動
凄
ま
じ

き
ゆ
え
、
戸
障
子
二
六
時
中

ご
う
ご
う
響
き
地
震
の
ご
と

し
。
夜
は
富
士
面
の
村
里
明

る
き
こ
と
燈
い
ら
ず
、
家
内

ま
で
暗
き
事
な
し
」

現
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
夜
に

な
っ
て
、

と
あ
り
、
火
柱
の
輝
き
で
家
の

中
で
も
明
る
か
っ
た
こ
と
が
わ

か
る
。

c o l u m n

富
士
宮
か
ら
見
た
宝
永
噴
火

富
士
宮
か
ら
見
た
宝
永
噴
火

宝永噴火を描いた絵図
（南麓から見た夜の情景。右下の山は愛鷹山。）
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第
五
節
　
活
断
層
が
作
っ
た
富
士
宮
の
地
形

富
士
川
河
口
断
層
帯
と
プ
レ
ー
ト
境
界

　
本
章
第
三
節
で
述
べ
た
羽は

鮒ぶ
な

・
星ほ

し

山や
ま

・
蒲か

ん

原ば
ら

丘
陵
が
、
富
士
火
山
南
西
麓
の

富
士
宮
市
街
地
を
含
む
南
西
に
緩
傾
斜
す
る
斜
面
か
ら
隆
起
し
て
く
る
の
は
、

最
近
数
万
年
間
で
の
比
較
的
新
し
い
地
殻
変
動
の
結
果
で
あ
る
。
こ
の
隆
起
に

は
三
丘
陵
の
西
縁
、
天
子
・
庵い

原は
ら

山
地
と
の
境
界
付
近
を
走
る
芝
川
・
入
山
断

層
と
、
三
丘
陵
の
東
縁
と
富
士
山
南
西
麓
の
緩
斜
面
を
境
す
る
安あ

居ご

山や
ま・大
宮・

入
山
瀬
断
層
が
密
接
に
関
係
し
て
い
る
。
こ
の
羽
鮒
・
星
山
・
蒲
原
丘
陵
の
両

側
の
断
層
群
と
三
丘
陵
内
の
い
く
つ
か
の
断
層
を
総
称
し
て
、
富
士
川
河
口
断

層
帯
と
呼
ば
れ
て
い
る
（
図
１−

17
）。

　

富
士
川
河
口
断
層
帯
の
各
断
層
に
つ
い
て
は
、
一
九
四
〇
年
代
に
は
そ
の

概
要
は
知
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
ら
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は

一
九
七
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
頃
か
ら
日
本
列
島
周
辺
で
の
プ

レ
ー
ト
境
界
の
位
置
や
、
断
層
活
動
と
地
震
と
の
関
係
が
具
体
的
に
議
論
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
初
期
に
は
、
駿
河
湾
側
の
富
士
市
内
の
平
野
か
ら
富

士
山
と
箱
根
火
山
の
間
を
ま
わ
り
こ
ん
で
相
模
湾
側
の
足
柄
平
野
に
続
く
、
ほ

ぼ
Ｊ
Ｒ
御
殿
場
線
（
あ
る
い
は
東
名
高
速
道
路
）
に
沿
っ
た
地
帯
（
田
子
の
浦

−

酒さ
か
わ匂
川
線
）
が
本
州
弧
の
南
東
縁
を
構
成
す
る
陸
側
の
プ
レ
ー
ト
と
海
側
の

フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト
と
の
境
界
と
み
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
後

の
地
表
で
の
調
査
が
進
む
に
し
た
が
っ
て
、
そ
の
境
界
と
し
て
田
子
の
浦
よ
り

西
方
に
位
置
す
る
富
士
川
河
口
断
層
帯
が
注
目
さ
れ
て
き
た
。
特
に
断
層
帯
の

東
縁
の
安
居
山
・
大
宮
・
入
山
瀬
断
層
が
駿
河
ト
ラ
フ
の
陸
上
延
長
部
で
あ
り
、

国
内
の
活
断
層
の
中
で
も
最
大
級
の
活
動
度
を
持
ち
、
地
震
に
伴
う
リ
ス
ク
が

大
き
い
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。

富
士
川
河
口
断
層
帯
の
地
震
リ
ス
ク
評
価

活
断
層
と
地
震

　
地
震
は
プ
レ
ー
ト
境
界
型
と
内
陸
直
下
型
に
大
別
さ
れ
、
後
者
は
プ
レ
ー
ト

境
界
と
は
離
れ
た
内
陸
の
地
下
一
〇
㎞
前
後
の
深
度
で
の
断
層
活
動
と
関
連
し

て
い
る
。
プ
レ
ー
ト
境
界
型
地
震
は
、
陸
側
と
海
側
の
プ
レ
ー
ト
の
境
界
面
が

大
き
く
ず
れ
動
き
、
広
範
囲
に
大
被
害
が
生
じ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
内
陸
直
下

型
地
震
に
よ
る
被
害
範
囲
は
、
プ
レ
ー
ト
境
界
型
に
比
べ
れ
ば
狭
い
が
、
震
源

が
近
い
た
め
に
局
所
的
に
大
被
害
が
生
じ
る
。
ま
た
、
両
タ
イ
プ
に
分
類
す
る

こ
と
が
難
し
い
地
震
も
存
在
す
る
。

　
富
士
川
河
口
断
層
帯
は
、
南
海
ト
ラ
フ
か
ら
駿
河
ト
ラ
フ
に
続
く
プ
レ
ー
ト

沈
み
込
み
境
界
か
ら
連
続
す
る
衝
突
帯
に
位
置
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
断
層
帯

に
沿
っ
て
起
こ
る
地
震
は
、
両
者
の
中
間
タ
イ
プ
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

富
士
宮
市
域
周
辺
で
の
こ
れ
ら
の
地
震
に
伴
う
被
害
記
録
は
。
第
二
編
第
二
章

第
二
節
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

　
地
下
一
〇
㎞
前
後
で
内
陸
直
下
型
地
震
を
起
こ
し
た
断
層
の
ず
れ
が
伝で

ん

播ぱ

し

て
、
地
表
を
変
位
さ
せ
た
の
が
（
地
表
）
地
震
断
層
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
活

動
を
繰
り
返
し
た
履
歴
を
持
つ
の
が
活
断
層
で
あ
る
。
活
断
層
は
中
学
理
科
や

高
校
地
学
の
教
科
書
で
は
「
最
近
の
地
質
時
代
に
繰
り
返
し
て
活
動
し
て
き
た

断
層
」
と
し
て
定
義
さ
れ
て
い
る
。
最
近
の
地
質
時
代
に
つ
い
て
は
統
一
さ
れ

て
い
な
い
が
、
数
十
万
年
前
以
降
と
す
る
こ
と
が
多
い
。
そ
れ
に
従
え
ば
、
富

士
川
河
口
断
層
帯
の
各
断
層
は
本
章
第
三
節
で
解
説
し
た
五
〇
万
年
前
以
前
の

庵
原
層
群
を
変
位
さ
せ
て
い
る
の
で
、
す
べ
て
活
断
層
に
分
類
さ
れ
る
。
活
断

層
と
地
震
リ
ス
ク
と
の
関
係
で
は
、よ
り
最
近
の
活
動
性
が
重
要
と
な
る
の
で
、

原
子
力
規
制
委
員
会
で
は
「
約
一
二
～
一
三
万
年
前
以
降
の
活
動
が
否
定
で
き
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な
い
も
の
」
を
活
断
層
と
し
て
の
認
定
基
準
と
し
て
い
る
。
以
下
に
述
べ
る
富

士
川
河
口
断
層
帯
の
断
層
活
動
は
、
後
者
の
基
準
に
あ
て
は
ま
る
。

活
断
層
の
認
定
と
リ
ス
ク
評
価

　
活
断
層
の
活
動
に
伴
っ
て
発
生
す
る
地
震
の
リ
ス
ク
評
価
は
、
主
と
し
て
断

層
の
ず
れ
や
褶し

ゅ
う

曲き
ょ
く

（
本
章
第
三
節
）
な
ど
で
形
成
さ
れ
た
地
形
（
変
動
地
形
）

の
認
識
、
お
よ
び
そ
の
地
形
の
表
層
部
を
作
っ
て
い
る
新
し
い
地
層
が
切
断
さ

れ
て
ず
れ
て
（
変
位
し
て
）
い
る
量
な
ど
に
基
づ
い
て
い
る
。

  

断
層
の
上
下
変
動
の
結
果
生
じ
る
変
動
地
形
は
、
断
層
崖
と
呼
ば
れ
る
急
傾

斜
の
崖
で
あ
る
。こ
の
崖
は
形
成
さ
れ
る
と
す
ぐ
に
崩
落
し
浸
食
さ
れ
て
い
き
、

次
第
に
な
だ
ら
か
に
な
り
つ
つ
断
層
変
位
の
名
残
り
で
あ
る
断
層
線
崖
に
変
化

し
て
い
く
。
断
層
が
地
表
に
達
し
な
く
て
も
、
断
層
の
上
昇
側
に
緩
や
か
な
撓た

わ

み
が
生
じ
、
そ
の
撓
み
は
断
層
側
に
向
か
っ
て
急
傾
斜
と
な
り
、
地
下
の
断
層

の
位
置
付
近
を
越
え
る
と
急
に
平
坦
に
な
る
板
付
き
カ
マ
ボ
コ
の
断
面
の
よ
う

な
崖
を
作
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
現
象
を
撓と

う

曲き
ょ
く

、
形
成
さ
れ
た
斜
面
を

撓
曲
崖
と
呼
ぶ
。
断
層
が
横
に
ず
れ
る
場
合
は
横
ず
れ
断
層
と
呼
ば
れ
、
谷
や

尾
根
が
切
断
さ
れ
て
系
統
的
に
同
一
方
向
に
ず
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
変
動
地
形
の
形
態
と
規
模
お
よ
び
そ
の
周
辺
の
断
層
に
よ
る
地
層

の
ず
れ
の
量
（
変
位
量
）
や
活
動
時
期
な
ど
を
認
識
す
る
こ
と
は
、
近
未
来
に

起
こ
る
か
も
し
れ
な
い
断
層
変
位
と
地
震
の
規
模
な
ど
の
推
定
に
役
立
つ
。
こ

れ
ま
で
の
実
例
と
の
対
応
か
ら
、
大
規
模
な
（
地
表
で
は
長
距
離
連
続
す
る
）

断
層
で
、
そ
の
地
表
で
の
変
位
量
が
大
き
い
ほ
ど
、
巨
大
内
陸
直
下
型
地
震
を

起
こ
す
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
持
つ
と
み
な
さ
れ
る
。

　
断
層
に
よ
る
地
層
の
変
位
が
実
際
に
地
表
に
露
出
し
て
見
ら
れ
る
例
は
少
な

い
。
そ
こ
で
多
く
の
場
合
は
、
変
動
地
形
が
通
過
す
る
と
み
な
さ
れ
る
場
所
を

横
断
し
て
、
数
ｍ
程
度
掘
り
こ
ん
だ
溝
に
地
層
を
露
出
さ
せ
て
断
層
に
よ
る
変

位
の
有
無
と
性
質
（
変
位
量
や
運
動
方
向
な
ど
）
を
観
察
し
、
地
層
の
年
代
か

ら
断
層
活
動
の
時
期
や
規
模
を
推
定
す
る
ト
レ
ン
チ
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
地
表
に
は
現
れ
な
い
が
地
下
に
存
在
し
て
い
る
と
想
定
さ
れ
る
断
層
を

挟
ん
で
、
い
く
つ
か
の
ボ
ー
リ
ン
グ
掘
削
で
得
ら
れ
た
円
柱
状
の
コ
ア
試
料
中

の
地
層
を
対
比
さ
せ
て
、
変
位
を
推
定
す
る
手
法
な
ど
も
あ
る
。

　
だ
が
、
こ
れ
ら
を
実
施
で
き
る
場
所
と
経
費
は
限
ら
れ
、
得
ら
れ
る
情
報
は

間
接
的
か
つ
断
片
的
で
、
推
定
さ
れ
る
活
動
年
代
に
は
幅
が
あ
る
。
観
察
出
来

る
範
囲
は
地
表
付
近
の
数
ｍ
以
内
の
深
度
で
の
現
象
な
の
で
、
そ
れ
が
地
震
を

起
こ
し
た
地
下
で
の
断
層
変
位
を
直
接
反
映
し
た
も
の
と
は
限
ら
な
い
こ
と
も

あ
る
。
ま
た
、
古
文
書
に
地
震
動
や
地
変
の
記
載
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
と

対
応
さ
せ
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
が
、
科
学
的
知
識
の
乏
し
か
っ
た
時
代
の
古

文
書
に
、
す
べ
て
が
記
載
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
長
期
的
な
観
点

か
ら
は
、
古
文
書
が
な
い
時
代
の
地
震
活
動
の
情
報
も
必
要
と
な
る
が
、
現
状

で
は
断
層
活
動
の
年
代
を
限
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
そ
し
て
、
本
震
の
発
生

源
と
な
る
地
下
一
〇
㎞
前
後
で
の
断
層
の
状
態
を
直
接
監
視
で
き
な
い
の
で
、

こ
れ
ら
の
間
接
的
な
手
法
が
活
断
層
の
長
期
的
な
地
震
リ
ス
ク
評
価
で
は
有
用

で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　
富
士
宮
市
域
周
辺
で
富
士
川
河
口
断
層
帯
と
関
連
す
る
活
断
層
と
し
て
は
、

山
梨
県
身
延
町
か
ら
南
部
町
に
か
け
て
南
北
に
走
る
身
延
断
層
が
知
ら
れ
て
い

る
（
図
１−

17
）。
こ
の
断
層
の
南
端
部
に
位
置
す
る
富
士
宮
市
西
縁
か
ら
約

二
㎞
西
側
の
山
梨
県
南
部
町
井
出
で
は
、
断
層
に
伴
う
変
動
地
形
が
認
め
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
、
北
方
の
御み

坂さ
か

山
地
と
甲
府
盆
地
の
境
界
部
に
曽
根
丘
陵
断
層

帯
、
東
方
の
小
山
町
か
ら
神
奈
川
県
小
田
原
市
に
か
け
て
神か

ん

縄な
わ

・
国こ

府う

津づ

−

松

田
断
層
帯
な
ど
が
活
断
層
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
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富
士
川
河
口
断
層
帯
の
最
近
で
の
活
動
性

　

富
士
川
河
口
断
層
帯
に
つ
い
て
は
、
一
九
九
〇
～
二
〇
〇
〇
年
代
に
か
け

て
、
各
断
層
の
活
動
度
、
最
新
活
動
時
期
な
ど
に
つ
い
て
、
産
業
総
合
技
術
研

究
所
地
質
調
査
総
合
セ
ン
タ
ー
や
静
岡
県
な
ど
に
よ
っ
て
ト
レ
ン
チ
、
ボ
ー
リ

ン
グ
調
査
な
ど
が
実
施
さ
れ
た
。
こ
の
断
層
帯
の
地
震
リ
ス
ク
評
価
は
文
部
科

学
省
地
震
調
査
研
究
推
進

本
部
に
よ
っ
て
、
平
成
二
二

年
（
二
〇
一
〇
）
に
表
１−

3
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
、

こ
れ
が
行
政
サ
イ
ド
で
の

公
式
見
解
と
な
っ
て
い
る
。

　

富
士
川
河
口
断
層
帯
全

体
の
長
さ
を
二
六
㎞
（
図
１

−
17
の
範
囲
）
と
し
た
場
合
、

そ
の
上
下
方
向
の
平
均
変

位
速
度
は
少
な
く
と
も
七

ｍ
／
千
年
で
、
平
均
活
動
間

隔
は
千
数
百
年
、
最
新
活
動

時
期
は
数
百
～
千
年
以
上

前
と
な
る
。
こ
の
評
価
の
基

準
と
な
っ
た
の
は
、
後
述
す

る
三
丘
陵
周
辺
に
分
布
す

る
富
士
山
起
源
の
堆
積
物

お
よ
び
溶
岩
流
で
あ
り
、
主

と
し
て
断
層
帯
東
縁
部
の

安
居
山
・
大
宮
・
入
山
瀬
断

層
か
ら
の
デ
ー
タ
に
基
づ

い
て
い
る
。

　
次
回
の
活
動
が
南
海
ト
ラ
フ
か
ら
駿
河
湾
に
か
け
て
の
プ
レ
ー
ト
境
界
断
層

の
動
き
と
連
動
す
る
表
１−

3
《
ケ
ー
ス
a
》
の
場
合
は
、Ｍ

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

八
程
度
の
地
震
に

よ
る
変
位
量
が
一
～
二
ｍ
程
度
ま
た
は
そ
れ
以
上
と
な
る
。
こ
の
中
で
最
新

活
動
時
期
と
し
て
一
八
世
紀
前
半
の
可
能
性
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は

一
七
〇
七
年
宝
永
地
震
に
相
当
し
、
現
在
は
想
定
さ
れ
て
い
る
平
均
活
動
間
隔

の
最
大
値
三
〇
〇
年
を
越
え
て
い
る
。
富
士
川
河
口
断
層
帯
内
の
断
層
活
動
で

納
ま
る
表
１−

3
《
ケ
ー
ス
b
》の
場
合
に
は
、
そ
の
規
模
は
Ｍ
七・二
前
後
で
、

そ
の
時
期
は
今
後
数
百
年
以
内
で
あ
る
。　

　
な
お
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
（
Ｍ
）
に
つ
い
て
は
、
第
二
編
第
二
章
第
二
節
を

参
照
さ
れ
た
い
。
経
験
的
に
は
Ｍ
六・
五
以
上
で
地
表
に
地
震
断
層
が
出
現
す

る
こ
と
が
多
く
、
一
回
の
地
震
変
位
は
最
大
数
ｍ
程
度
で
あ
る
。

　
東
縁
部
の
断
層
に
対
し
て
西
縁
部
の
芝
川
・
入
山
断
層
は
、
本
章
第
三
節
で

述
べ
た
よ
う
に
地
質
・
地
形
的
に
は
明
瞭
な
境
界
を
構
成
し
、
入
山
断
層
で
は

地
層
の
変
位
か
ら
み
て
、
お
よ
そ
三
㎞
の
上
下
変
位
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
前

述
し
た
手
法
を
ふ
ま
え
る
と
、最
近
数
万
年
間
の
期
間
に
入
山
断
層
で
は
約
〇・

二
五
ｍ
／
千
年
、
芝
川
断
層
で
は
約
二
ｍ
／
千
年
の
上
下
方
向
の
平
均
変
位
速

度
を
持
つ
運
動
を
起
こ
し
た
と
推
定
さ
れ
た
。
こ
の
速
度
で
は
現
在
の
天
子
山

地
と
丘
陵
地
域
と
の
地
質
・
地
形
境
界
を
最
近
数
万
年
間
で
は
形
成
で
き
な
い

の
で
、
芝
川
・
入
山
断
層
系
の
主
要
な
活
動
時
期
は
数
万
年
前
以
前
に
遡
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
富
士
宮
周
辺
に
は
近
未
来
に
震
度
六
以
上
の
地
震
が
襲

う
可
能
性
が
大
き
く
、
こ
の
断
層
帯
は
日
本
の
活
断
層
の
中
で
は
最
大
級
の
注

意
が
必
要
な
断
層
帯
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
表
１−

3
で
推
定
さ
れ
て
い
る
年

代
な
ど
の
数
値
に
は
大
き
な
幅
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
数
値
を
導
く
過
去
の
デ
ー

タ
が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
、
地
震
（
断
層
活
動
）
自
体
の
不
規
則
な
特
性
を

示
し
て
い
る
。

表１−３　富士川河口断層帯での将来の地震発生の可能性
地震発生確率は、過去の地震履歴、平均活動間隔、最新活動時期、断層の破壊理論など
に基づいて計算された統計学的推定値。

《ケースａ》

地震の規模

一回の変位量

地震発生確率

平均活動間隔

最新活動時期

マグニチュード 8.0 程度

１～２m程度（上下成分）

30年以内に、10～15%

約 150～300 年

13 世紀後半～18世紀前半以前

マグニチュード 7.2 程度

10m程度（上下成分）

30年以内に、２～11%もしくはそれ以下

約 1300～1600 年

６世紀～９世紀もしくはそれ以後

《ケース b》
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一
八
五
四
年
安
政
東
海
地
震
と
富
士
川
河
口
断
層
帯

　
富
士
川
河
口
断
層
帯
に
沿
っ
て
、
地
震
を
伴
っ
た
断
層
運
動
に
つ
い
て
の
確

実
な
歴
史
記
録
は
存
在
し
て
い
な
い
。
唯
一
、一
八
五
四
年
安
政
東
海
地
震（
Ｍ

八・四
）（
第
二
編
第
二
章
第
二
節
）
に
伴
っ
て
、
入
山
瀬
断
層
が
活
動
し
た
と

す
る
指
摘
も
あ
っ
た
が
、
確
定
的
と
は
い
え
な
い
。

　
こ
の
地
震
の
直
後
に
は
、
富
士
川
河
口
域
の
東
側
が
西
側
に
比
べ
て
広
範
囲

に
沈
降
し
て
い
る
。
富
士
川
河
口
断
層
帯
が
そ
の
時
に
動
い
た
可
能
性
が
大
き

い
が
、
測
量
デ
ー
タ
が
無
い
時
代
な
の
で
、
そ
の
詳
細
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い

な
い
。
富
士
宮
市
域
で
は
断
層
活
動
に
伴
う
明
瞭
な
地
変
は
認
め
ら
れ
て
い
な

い
。

富
士
川
河
口
断
層
帯
の
活
動
と
羽
鮒
・
星
山
・
蒲
原
丘
陵
の
成
り
立
ち

　
富
士
川
河
口
断
層
帯
が
存
在
す
る
背
景
に
つ
い
て
は
、
富
士
山
南
西
麓
斜
面

と
羽
鮒
・
星
山
・
蒲
原
丘
陵
の
成
り
立
ち
を
理
解
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
断

層
帯
内
部
の
三
丘
陵
に
分
布
す
る
庵
原
層
群
の
概
要
に
つ
い
て
は
本
章
第
三
節

で
解
説
し
、
こ
の
地
層
か
ら
読
み
取
れ
る
数
万
年
前
以
前
の
地
殻
変
動
を
ま
と

め
た
。
以
下
で
は
、
図
１−

18
、
図
１−
19
お
よ
び
図
１−

36
に
基
づ
い
て
、
改

め
て
三
丘
陵
周
辺
の
地
形
・
地
質
の
概
要
、
特
に
庵
原
層
群
堆
積
後
の
状
況
を

説
明
し
、
そ
の
成
り
立
ち
を
解
説
し
て
い
く
。

富
士
川
河
口
断
層
帯
周
辺
の
地
形
・
地
質
概
説

　

西
部
の
天
子
山
地
か
ら
羽
鮒
丘
陵
、
星
山
丘
陵
西
部
、
蒲
原
丘
陵
北
西
部

お
よ
び
富
士
山
南
西
麓
に
か
け
て
の
北
方
か
ら
見
た
地
形
鳥ち

ょ
う

瞰か
ん

図ず

を
図
１−

36

に
、
地
質
概
略
図
を
図
１−

37
に
示
し
た
。
こ
の
図
１−

37
に
連
続
す
る
羽
鮒

丘
陵
南
東
部
か
ら
星
山
丘
陵
、
富
士
市
西
部
の
市
街
地
周
辺
に
か
け
て
の
地

質
概
略
図
が
、
図
１−

19
で
あ
る
。
な
お
、
南
方
か
ら
見
た
地
形
鳥
瞰
図
は
図

１−

18
に
示
し
た
。

　
富
士
山
南
西
麓
、
特
に
羽
鮒
・
星
山
・
蒲
原
丘
陵
周
辺
が
形
成
さ
れ
る
過
程

の
う
ち
、
富
士
火
山
の
成
長
に
先
立
つ
数
十
万
年
前
以
前
の
状
況
を
考
察
す

る
上
で
は
、
庵
原
層
群
が
広
く
分
布
す
る
蒲
原
丘
陵
か
ら
の
情
報
が
重
要
で

あ
っ
た
（
本
章
第
三
節
）。
そ
れ
以
後
の
情
報
の
空
白
期
間
を
挟
ん
で
、
お
よ

そ
五
万
年
前
以
降
に
つ
い
て
は
、
庵
原
層
群
を
不
整
合
に
覆
っ
た
富
士
山
起
源

の
数
万
年
～
二
万
年
前
頃
の
「
古
富
士
泥
流
堆
積
物
」
と
し
て
一
括
さ
れ
て
き

た
地
層
お
よ
び
一
万
七
〇
〇
〇
年
以
後
の
新
富
士
火
山
の
溶
岩
流
の
う
ち
比
較

的
古
い
溶
岩
流
か
ら
の
情
報
が
重
要
で
あ
る
。

　
羽
鮒
・
星
山
丘
陵
周
辺
で
の
泥
流
堆
積
物
と
さ
れ
た
地
層
は
、
富
士
火
山
麓

か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
大
き
さ
の
崩
壊
物
が
河
川
水
と
入
り
混
じ
っ
た
土
石
流
な図 1−36　傾斜角の変化に基づく羽鮒丘陵周辺の地形鳥瞰図
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い
し
は
泥
流
起
源
で
、
一
部

に
溶
岩
流
を
挟
ん
で
い
る
。

土
石
流
と
泥
流
は
、
構
成
し

て
い
る
大
小
の
礫れ

き

・
砂
・
泥

の
割
合
お
よ
び
そ
れ
ら
を
運

ぶ
水
と
の
入
り
混
じ
り
具
合

に
よ
り
、
礫
が
多
い
も
の
は

土
石
流
、
泥
が
多
く
水
の
影

響
が
大
き
い
も
の
が
泥
流
で

あ
る
。
だ
が
、
両
者
の
区
分

は
明
瞭
で
は
な
い
。

　

星
山
丘
陵
で
は
、
そ
の
分

布
位
置
と
分
布
高
度
か
ら
こ

の
「
古
富
士
泥
流
堆
積
物
」
を
大
き
く
二
グ
ル
ー
プ
に
区
分
で
き
る
（
図
１−

19
）。
一
つ
は
星
山
丘
陵
の
上
部
の
な
だ
ら
か
な
地
形
（
高
位
段
丘
面
）
を
広

く
覆
う
旧
期
の
地
層
で
、
羽
鮒
丘
陵
で
も
そ
の
上
部
を
広
く
覆
っ
て
い
る
。
写

真
１−

39
A
は
、
旧
期
の
堆
積
物
の
例
で
、
庵
原
層
群
鷺さ

ぎ

ノの

田た

層
を
平
坦
な
不

整
合
で
覆
っ
て
い
る
。
も
う
一
つ
は
そ
れ
よ
り
も
数
十
ｍ
低
い
安
居
山
低
地
、

星
山
低
地
、
貫ぬ

く

戸ど

低
地
の
平
坦
な
面
（
中
位
段
丘
面
）
を
覆
う
新
期
の
堆
積
物

で
、
そ
の
例
を
写
真
１−
39
B
に
示
し
た
。
い
ず
れ
の
例
も
泥
流
よ
り
は
土
石

流
に
属
し
、
全
体
と
し
て
も
土
石
流
に
分
類
し
た
方
が
良
い
の
で
、
以
下
で
は

そ
れ
ぞ
れ
旧
期
土
石
流
、
新
期
土
石
流
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
旧
期
と
新
期
は

そ
れ
ら
の
分
布
高
度
の
違
い
だ
け
に
基
づ
い
て
お
り
、
見
か
け
だ
け
で
両
者
を

判
別
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
旧
期
土
石
流
の
堆
積
開
始
時
期
お
よ
び
旧
期

と
新
期
と
の
境
界
の
年
代
は
不
明
、
新
期
土
石
流
の
年
代
は
二
万
年
前
頃
以
前

と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
新
期
土
石
流
は
、
白
糸
の
滝
（
本
章
第
四
節
）
の

下
部
を
作
る
地
層
に
対
比
さ
れ
て
い
る
。

図 1−37　羽鮒丘陵周辺の地質概略図
庵原層群は細区分していない。
新富士溶岩流は数枚の溶岩流を一括して示した。
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写真１−39　星山丘陵の富士山起源の土石流堆積
Ａ：傾斜した庵原層群鷺ノ田層を不整合に覆う旧期土石流堆積物（貫戸付近）。
　　傾斜した鷺ノ田層を削り込んでできた平坦面を土石流が流下したことを示す。
Ｂ：角礫を主体とする新期土石流堆積物（星山）。

A

B

　
富
士
山
南
西
麓
で
は
、
新
旧
の
土
石
堆
積
物
を
覆
っ
て
一
万
七
〇
〇
〇
年
前

以
降
に
流
出
し
た
何
枚
か
の
溶
岩
流
が
重
な
っ
て
い
る
。
羽
鮒
・
星
山
丘
陵
周

辺
で
の
こ
れ
ら
溶
岩
流
に
つ
い
て
は
、
本
章
第
四
節
を
参
照
さ
れ
た
い
。
こ
こ

で
は
新
富
士
溶
岩
流
と
し
て
一
括
す
る
。
こ
れ
ら
以
外
の
最
新
期
の
土
石
流

−

泥
流
堆
積
物
、
河
川
堆
積
物
な
ど
は
、
図
１−

37
で
は
一
括
し
て
沖ち

ゅ
う

積せ
き

層
と
し

た
。
以
下
で
は
、
原
則
と
し
て
北
ま
た
は
東
か
ら
南
ま
た
は
西
側
に
向
け
て
記

述
し
て
い
く
。

れ
た
南
西
に
緩
傾
斜
す
る
斜
面
を
、
一
万
七
〇
〇
〇
年
前
以
降
の
火
山
活
動
に

よ
る
新
富
士
溶
岩
流
が
何
層
か
流
れ
下
っ
て
い
る
。
こ
の
新
旧
土
石
流
堆
積
物

お
よ
び
新
富
士
溶
岩
流
か
ら
な
る
斜
面
は
、
直
線
的
な
複
数
の
河
川
に
よ
っ
て

削
ら
れ
、
そ
れ
ら
の
河
川
は
潤
井
川
に
合
流
し
て
い
る
。
そ
の
過
程
で
供
給
さ

れ
た
最
新
期
（
お
よ
そ
一
万
年
前
以
降
）
の
河
川
堆
積
物
に
よ
っ
て
、
潤
井
川

沿
い
に
は
標
高
二
五
〇
～
五
〇
ｍ
前
後
の
沖
積
低
地
（
潤
井
川
低
地
）
が
形
成

さ
れ
、
富
士
市
入
山
瀬
南
東
方
で
富
士
市
街
地
を
作
る
平
野
に
連
続
し
、
田
子

の
浦
に
達
す
る
（
図
１−

17
）。

富
士
火
山
南
西
麓
斜
面
と

潤
井
川
低
地

　

本
章
第
四
節
で
述
べ
ら

れ
て
い
る
よ
う
に
、
富
士

宮
の
市
街
地
を
含
む
富
士

山
南
西
麓
の
南
西
に
緩
く

傾
斜
し
た
広
大
な
斜
面（
火

山
麓
扇
状
地
）
は
、
富
士

山
か
ら
供
給
さ
れ
た
堆
積

物
と
溶
岩
か
ら
構
成
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
下
限
は
不

明
で
あ
る
が
、
地
表
か
ら

地
下
一
〇
〇
～
二
〇
〇
ｍ

程
度
の
間
は
前
述
し
た
富

士
山
起
源
の
旧
期
お
よ
び

新
期
土
石
流
堆
積
物
で
あ

る
。

　
こ
の
新
旧
の
土
石
流
堆
積

物
に
よ
っ
て
平
坦
に
な
ら
さ



第
一
章  

富
士
宮
の
大
地

60

　
丘
陵
南
部
の
図
１−
38
の
Ｘ
断
面

が
示
す
よ
う
に
、
丘
陵
側
の
旧
期

土
石
流
堆
積
物
と
潤
井
川
低
地
地

下
の
青
見
周
辺
で
の
土
石
流
堆
積

物
と
の
間
に
は
一
五
〇
ｍ
以
上
の

分
布
高
度
差
が
生
じ
て
い
る
と
推

定
さ
れ
る
。
ボ
ー
リ
ン
グ
に
よ
っ

て
確
認
さ
れ
た
低
地
の
地
下
で
の

九
〇
〇
〇
年
前
頃
の
溶
岩
流
は
丘

陵
側
に
向
か
っ
て
せ
り
上
が
る
よ

う
に
分
布
し
、
そ
の
分
布
高
度
差

は
お
よ
そ
六
〇
ｍ
に
達
し
て
い
る
。

こ
の
高
度
変
化
を
断
層
に
よ
る
変

位
（
引
き
ず
り
）
と
み
な
す
と
、
そ

れ
か
ら
求
め
ら
れ
る
最
近
一
万
年

あ
た
り
の
平
均
上
下
変
位
速
度
は
、

五・
一
～
六・
四
ｍ
／
千
年
程
渡
と

見
積
も
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
芝
川

断
層
の
北
端
部
で
の
断
層
運
動
と
、

白
糸
の
滝
の
形
成
と
の
関
係
に
つ

い
て
は
本
章
第
四
節
を
参
照
さ
れ

た
い
。

　

西
方
に
数
度
傾
斜
し
た
羽
鮒
丘

陵
の
上
面
は
、
芝
川
の
河
川
堆
積

物
が
作
る
低
地
（
芝
川
低
地
）
に

移
行
す
る
。
低
地
の
西
側
は
、
本

章
第
二
節
で
解
説
さ
れ
た
富
士
川

写真１−40　羽鮒丘陵東縁部、安居山断層の断層線崖、手前側は潤井川低地
富士宮市青木付近から南南西方を遠望。

羽
鮒
丘
陵
と
芝
川
低
地

　
芝
川
と
潤
井
川
に
挟
ま
れ
た
東
西
幅
二
～
五
㎞
、
南
北
長
一
〇
㎞
前
後
、
標

高
二
五
〇
～
二
〇
〇
ｍ
程
度
の
低
起
伏
の
台
地
が
羽
鮒
丘
陵
で
あ
る
。
こ
の
丘

陵
は
白
糸
の
滝
の
南
方
、
標
高
二
五
〇
ｍ
前
後
か
ら
明
瞭
に
な
り
始
め
、
潤
井

川
の
右
岸
沿
い
に
緩
や
か
な
東
傾
斜
の
斜
面
を
作
り
な
が
ら
、
南
方
に
向
か
っ

て
潤
井
川
低
地
か
ら
の
高
度
差
を
増
し
、
斜
面
上
部
が
急
傾
斜
で
下
部
に
向

か
っ
て
傾
斜
が
緩
く
な
る
崖
地
形
を
作
っ
て
い
る
（
写
真
１−

40
）。
南
部
の

青
見
か
ら
中
里
付
近
に
か
け
て
の
こ
の
崖
上
の
台
地
と
潤
井
川
低
地
と
の
比
高

は
最
大
一
五
〇
ｍ
前
後
と
な
る
。
こ
の
高
度
差
を
も
た
ら
し
た
の
が
断
層
線
崖

の
下
の
地
下
に
存
在
が
推
定
さ
れ
て
い
る
安
居
山
断
層
で
あ
る
。

　
西
富
士
宮
駅
を
出
て
、
潤
井
川
を
渡
っ
た
身
延
線
が
、
南
方
に
回
り
込
み
な

が
ら
登
っ
て
い
く
斜
面
が
安
居
山
断
層
の
南
部
が
作
る
崖
、
そ
こ
か
ら
沼
久
保

駅
ま
で
の
線
路
の
西
側
に
あ
る
東
向
き
の
急
斜
面
が
安
居
山
断
層
か
ら
連
続
す

る
水
沼
断
層
が
作
る
崖
で
あ
る
。
こ
の
崖
は
さ
ら
に
水
沼
南
方
で
、
東
流
す
る

富
士
川
に
浸
食
さ
れ
て
い
る
。
写
真
１−
13
で
は
、
富
士
川
左
岸
側
に
見
ら
れ

る
庵
原
層
群
を
切
る
水
沼
断
層
の
露
頭
を
紹
介
し
た
。

　
羽
鮒
丘
陵
の
南
端
部
で
は
、
本
章
第
三
節
で
述
べ
た
庵
原
層
群
が
、
丘
陵
上

面
か
ら
比
高
五
〇
ｍ
程
度
突
出
し
た
羽
鮒
山
（
三
二
一
ｍ
）
な
ど
の
小
山
地
を

作
っ
て
露
出
し
て
い
る
。
こ
の
部
分
を
除
け
ば
、
こ
の
丘
陵
は
西
に
緩
く
傾
斜

す
る
台
地
状
の
地
形
を
作
り
（
図
１−

36
）、
そ
の
表
層
の
大
部
分
は
旧
期
土

石
流
が
庵
原
層
群
を
不
整
合
に
覆
っ
て
い
る
（
写
真
１−

40
）。
そ
の
厚
さ
は

数
十
ｍ
に
な
る
。
地
表
を
低
地
側
に
向
か
っ
て
流
下
し
て
い
く
土
石
流
・
泥
流

が
、
供
給
源
に
近
い
富
士
火
山
南
西
麓
か
ら
潤
井
川
低
地
の
地
下
よ
り
も
羽
鮒

丘
陵
側
の
高
い
位
置
に
存
在
す
る
の
は
不
自
然
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
潤
井
川

低
地
と
羽
鮒
丘
陵
の
境
界
付
近
に
、
安
居
山
断
層
の
存
在
を
示
唆
す
る
理
由
の

一
つ
で
あ
る
。
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層
群
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
天
子
山
地
が
隆
起
し
て
い
る
（
図
１−

36
）。
羽

鮒
丘
陵
側
と
天
子
山
地
側
と
の
境
界
付
近
に
三
〇
〇
〇
ｍ
に
達
す
る
上
下
変
位

量
を
持
つ
入
山
断
層
と
連
続
す
る
芝
川
断
層
の
存
在
が
推
定
さ
れ
て
い
る
が

（
本
章
第
三
節
）、
変
動
地
形
と
し
て
は
明
瞭
と
は
い
え
な
い
（
図
１−

38
X
断

面
）。
そ
の
低
地
内
に
は
新
旧
の
土
石
流
堆
積
物
は
露
出
し
て
い
な
い
が
、
新

富
士
溶
岩
流
が
大
量
に
流
下
し
、
低
地
南
端
部
の
芝
川
で
富
士
川
に
流
入
し

て
い
る
（
図
１−

37
）。
芝
川
沿
い
を
流
下
し
た
新
富
士
溶
岩
流
に
つ
い
て
は
、

本
章
第
四
節
に
詳
し
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

安
居
山
低
地

　
羽
鮒
丘
陵
の
南
東
側
の
西
側
で
、安
居
山
断
層
の
南
方
延
長
部
（
水
沼
断
層
）

が
作
る
羽
鮒
丘
陵
東
縁
部
の
東
傾
斜
の
斜
面
と
、
星
山
丘
陵
の
西
縁
部
の
西
傾

斜
の
斜
面
に
挟
ま
れ
た
中
里
か
ら
水
沼
の
区
間
の
、
南
北
長
五
㎞
程
度
、
東
西

最
大
幅
約
一
㎞
の
幅
広
い
谷
を
安
居
山
低
地
と
呼
ぶ
（
図
１−

36
）。
こ
の
安

居
山
低
地
の
北
側
入
口
の
中
里
付
近
で
の
潤
井
川
低
地
は
標
高
一
二
〇
ｍ
前
後

で
、
約
八
〇
〇
ｍ
南
方
で
高
度
を
一
七
〇
ｍ
前
後
ま
で
上
げ
る
が
、
そ
こ
か
ら

南
に
向
か
っ
て
緩
や
か
に
高
度
を
下
げ
て
い
き
、
標
高
四
五
ｍ
前
後
で
富
士
川

に
達
す
る
（
図
１−

38
Ｙ
断
面
）。
低
地
の
中
央
部
よ
り
や
や
西
側
を
流
れ
る

小
河
川
沿
い
の
平
坦
地
を
除
け
ば
、そ
れ
よ
り
高
い
位
置
に
あ
る
平
坦
な
面（
中

位
段
丘
面
）
は
、
新
期
土
石
流
堆
積
物
と
、
そ
れ
よ
り
も
新
し
い
お
よ
そ
一
万

年
前
頃
の
新
富
士
溶
岩
流
で
覆
わ
れ
て
い
る
（
図
１−

19
、 

図
１−

37
）。

　
す
な
わ
ち
、
こ
の
安
居
山
低
地
内
で
は
、
供
給
側
の
潤
井
川
低
地
よ
り
も
お

よ
そ
五
〇
ｍ
以
上
高
い
部
分
に
も
新
期
土
石
流
お
よ
び
溶
岩
流
が
流
れ
込
み
、

見
か
け
上
は
そ
の
高
ま
り
を
乗
り
越
え
て
溶
岩
流
は
富
士
川
に
流
入
し
て
い

る
。
地
表
を
流
下
し
て
い
く
現
象
と
し
て
は
不
自
然
な
状
況
な
の
で
、
こ
の
高

ま
り
は
安
居
山
低
地
に
溶
岩
流
が
流
入
し
た
以
後
に
盛
り
上
が
っ
た
と
推
定
で

き
る
。

図１−38　羽鮒丘陵・安居山低地・星山丘陵の断層による変動地形を示す地形断面図
断面Ｘ、Ｙの位置は図 1−37、断面Ｚの位置は図 1−19 を 参照、断面Ｙ・Ｚの矢印は最大隆起部を示す。
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写真１−41　大宮断層の変位で形成された撓曲地形

富
士
宮
市
山
本
丸
山
付
近
か
ら
見
た
大
宮
断

層
撓
曲
崖
の
上
部
、
撓
曲
の
遷
急
線
は
写
真

の
南
西
方
で
、
写
真
内
の
北
半
部
の
旧
期
土

石
流
堆
積
面
は
北
東
側
に
緩
傾
斜
し
、
北
東

に
向
か
っ
て
傾
斜
が
増
加
す
る
。
斜
面
角
度

の
変
化
を
白
破
線
で
示
す
。

富
士
市
入
山
瀬
付
近
か
ら
大
宮
断
層
撓

曲
崖
を
正
面
か
ら
望
む
。

A

B

星
山
丘
陵

　
西
側
を
安
居
山
低
地
、
北
東
側
を
潤
井
川
低
地
、
南
西
側
を
富
士
川
、
南
東

側
を
富
士
川
と
潤
井
川
の
堆
積
物
が
作
る
富
士
市
内
の
河
口
平
野
に
囲
ま
れ
た

北
東
か
ら
南
西
幅
最
大
二・
五
㎞
、
北
西
か
ら
南
東
長
約
六
㎞
、
標
高
二
〇
〇

～
一
〇
〇
ｍ
前
後
の
緩
や
か
な
起
伏
を
も
つ
台
地
が
星
山
丘
陵
で
あ
る
（
図
１

−

36
）。
こ
の
台
地
か
ら
数
十
ｍ
突
出
す
る
岩
本
山
、
明み

ょ
う

星じ
ょ
う

山
お
よ
び
白し

ら

尾お

山

周
辺
は
、
本
章
第
三
節
で
解
説
し
た
庵
原
層
群
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
ら
を
囲
む
台
地
は
、
大
き
く
分
け
て
三
段
の
比
較
的
平
坦
な
面
か
ら
出
来

て
い
る
。

　
上
位
の
標
高
二
〇
〇
～
一
五
〇
ｍ
に
発
達
す
る
平
坦
面（
高
位
段
丘
面
）は
、

羽
鮒
丘
陵
と
ほ
ぼ
同
高
度
の
旧
期
土
石
流
堆
積
物
に
よ
っ
て
覆
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
よ
り
数
十
ｍ
低
い
中
位
の
平
坦
面
（
中
位
段
丘
面
）
は
、
現
在
の
星
山
放

水
路
が
通
過
す
る
谷
（
星
山
低
地
）
や
貫
戸
の
谷
（
貫
戸
低
地
）
内
の
段
丘
面

を
構
成
し
、
安
居
山
低
地
と
同
時
代
と
考
え
ら
れ
る
新
期
土
石
流
堆
積
物
に
覆
わ

れ
て
い
る
。
だ
が
、
安
居
山
低
地
と
は
異
な
り
、
星
山
・
貫
戸
の
両
低
地
内
に
は

新
富
士
溶
岩
流
は
分
布
し
て
い
な
い
（
図
１−

20
）。
下
段
の
平
坦
面
（
下
位
段

丘
面
）の
大
部
分
は
、そ
れ
ら
よ
り
も
新
期
の
河
川
堆
積
物
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　
庵
原
層
群
の
分
布
域
を
除
く
丘
陵
の
高
所
（
盛
り
上
が
り
部
）
は
丘
陵
の
北

東
縁
か
ら
約
五
〇
〇
ｍ
南
西
側
に
位
置
し
、
そ
こ
か
ら
北
東
側
と
南
西
側
に
緩

く
傾
斜
す
る
（
図
１−
38
Ｚ
断
面
、写
真
１−

41
A
）。
そ
の
傾
斜
の
変
換
部
（
最

大
盛
り
上
が
り
部
）
の
北
西
方
は
、
前
述
し
た
安
居
山
低
地
内
の
最
高
部
に
連

続
す
る
。
北
東
側
の
緩
斜
面
は
潤
井
川
低
地
に
向
か
っ
て
徐
々
に
傾
斜
を
増
し

て
最
大
斜
度
四
五
度
程
度
の
急
斜
面
に
な
り
、
低
地
の
平
坦
面
と
接
す
る
（
図

１−
38
Ｚ
断
面
）。
こ
の
斜
面
角
度
の
変
化
は
前
述
し
た
撓
曲
崖
を
作
る
変
動

地
形
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
斜
面
下
部
と
潤
井
川
低
地
と
の
間
に
断
層
（
大
宮

断
層
）
が
存
在
す
る
と
推
定
で
き
る
。
そ
の
低
地
と
の
高
度
差
は
北
東
部
で
は



63

少
な
い
が
、
南
東
部
に
向
か
っ
て
大
き
く
な
り
、
山
本
周
辺
で
お
よ
そ
八
〇
ｍ

に
達
す
る
（
写
真
１−

41
B
）。
撓
曲
地
形
の
上
面
と
潤
井
川
低
地
の
地
下
に

推
定
さ
れ
る
新
期
土
石
流
堆
積
物
と
の
一
三
〇
ｍ
前
後
の
分
布
高
度
差
か
ら
、

山
本
周
辺
で
の
大
宮
断
層
の
平
均
上
下
変
位
速
度
は
五・三
～
六・七
㎝
／
千
年

程
度
と
見
積
も
ら
れ
た
。
断
層
全
体
と
し
て
は
、
最
近
二
万
年
間
で
の
平
均
変

位
速
度
は
二
～
四
ｍ
／
千
年
程
度
と
す
る
指
摘
も
あ
る
。
Ｚ
断
面
付
近
の
撓

曲
崖
直
下
（
写
真
１−

41
B
の
石
の
宮
）
で
行
わ
れ
た
ト
レ
ン
チ
調
査
で
は
、

三
〇
〇
〇
～
二
八
〇
〇
年
前
の
断
層
活
動
が
検
出
さ
れ
た
と
報
告
さ
れ
た
。
こ

れ
に
つ
い
て
は
、
直
接
大
宮
断
層
の
活
動
を
示
す
証
拠
に
は
な
ら
な
い
と
す
る

指
摘
も
あ
る
。

　
一
方
、
南
西
側
に
向
か
っ
て
台
地
の
上
面
は
徐
々
に
高
度
を
下
げ
て
い
き
、

南
端
部
は
富
士
川
に
よ
っ
て
浸
食
さ
れ
て
い
る
。
星
山
丘
陵
北
西
か
ら
南
東
方

向
の
撓
曲
崖
は
、
そ
の
南
東
端
で
南
西
に
方
向
を
変
え
、
岩
本
山
南
東
の
急
崖

に
連
続
し
、
富
士
川
に
よ
っ
て
断
た
れ
る
。
そ
の
平
野
側
の
富
士
市
雁か

り
が
ね

堤づ
つ
み

南

東
部
の
地
下
に
入
山
瀬
断
層
が
存
在
す
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。 

蒲
原
丘
陵

　
西
に
入
山
断
層
で
富
士
川
層
群
が
分
布
す
る
庵
原
山
地
と
、
東
に
富
士
川
平

野
に
接
し
、
北
側
は
東
流
す
る
富
士
川
に
境
さ
れ
、
南
側
で
駿
河
湾
に
面
す
る

東
西
幅
約
六
㎞
、 

南
北
幅
約
九
㎞
の
地
域
が
蒲
原
丘
陵
で
あ
る
（
図
１−

17
）。

こ
の
丘
陵
の
大
部
分
は
富
士
市
域
に
入
る
た
め
、
簡
単
な
記
述
に
留
め
る
。

　
星
山
丘
陵
と
富
士
川
を
挟
む
蒲
原
丘
陵
の
北
部
に
は
新
期
・
旧
期
土
石
流
堆

積
物
は
分
布
せ
ず
、
芝
川
お
よ
び
安
居
山
低
地
を
流
下
し
た
溶
岩
流
が
、
芝
川

か
ら
松
野
・
中
尾
台
付
近
の
富
士
川
河
床
沿
い
に
露
出
し
て
い
る
。
こ
の
丘
陵

内
の
大
部
分
は
、
最
も
古
い
蒲
原
層
を
含
む
庵
原
層
群
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、

羽
鮒
・
星
山
丘
陵
に
比
較
し
て
は
る
か
に
小
谷
が
発
達
し
て
平
坦
地
が
少
な
く
、
丘

陵
と
い
う
よ
り
は
最
高
六
〇
〇
ｍ
に
近
い
高
度
を
持
つ
山
地
地
形
を
呈
し
て
い
る
。

　
星
山
丘
陵
の
南
東
方
か
ら
連
続
す
る
と
さ
れ
る
入
山
瀬
断
層
は
蒲
原
丘
陵
の

東
方
の
富
士
川
沿
い
の
地
下
か
ら
駿
河
ト
ラ
フ
北
縁
部
に
延
長
さ
れ
る
と
み
な

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
上
下
平
均
変
位
速
度
は
、
断
層
両
側
に
分
布
す
る
地
層
の

高
度
差
か
ら
、
七
ｍ
／
千
年
程
度
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
変
位
速
度
は
日

本
最
大
級
で
あ
り
、
丘
陵
と
富
士
川
平
野
と
の
間
に
は
断
層
線
崖
と
推
定
さ
れ

る
高
度
差
が
存
在
す
る
。
こ
こ
で
は
地
下
構
造
探
査
や
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
な
ど

が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
実
態
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。

羽
鮒
・
星
山
丘
陵
の
成
長
と
富
士
川
河
口
断
層
帯
の
活
動

　
以
下
で
は
、
富
士
宮
市
域
南
部
の
重
要
な
景
観
要
素
で
あ
る
羽
鮒
・
星
山
丘

陵
の
地
形
・
地
質
の
概
要
と
新
期
・
旧
期
の
土
石
流
堆
積
物
お
よ
び
周
囲
の
新

富
士
溶
岩
流
の
記
述
（
本
章
第
三
節
の
説
明
も
含
む
）
に
基
づ
い
て
、
東
縁
断

層
（
主
と
し
て
安
居
山
・
大
宮
断
層
）
の
活
動
と
羽
鮒
・
星
山
丘
陵
の
隆
起
過

程
を
解
説
す
る
。
図
１−

39
に
そ
の
過
程
を
模
式
的
に
示
し
た
。

旧
期
土
石
流
堆
積
以
前
か
ら
堆
積
期

　
本
章
第
三
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
庵
原
層
群
が
堆
積
を
終
了
し
た
五
〇
万
年

前
以
降
か
ら
五
万
年
前
頃
ま
で
に
富
士
火
山
南
西
麓
、
羽
鮒
・
星
山
丘
陵
周
辺

で
起
こ
っ
た
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
の
情
報
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
だ
が
、
こ
の
間

に
西
方
の
天
子
・
庵
原
山
地
は
芝
川
・
入
山
断
層
の
活
動
に
伴
っ
て
上
昇
し
、

富
士
川
は
両
山
地
の
間
を
削
り
込
ん
で
東
流
し
、
丘
陵
に
成
長
し
て
い
く
地
域

を
抜
け
て
駿
河
湾
に
注
い
で
い
た
（
図
１−

39
右
）。

　
こ
の
時
点
で
は
羽
鮒
・
星
山
丘
陵
は
ま
だ
存
在
せ
ず
、
富
士
山
南
西
麓
緩
斜

面
と
両
丘
陵
は
連
続
し
、
一
体
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
羽
鮒
丘
陵
南
部
、
星
山

丘
陵
の
白
尾
山
お
よ
び
明
星
山
・
岩
本
山
周
辺
に
は
浸
食
さ
れ
ず
に
残
っ
た
庵

原
層
群
に
よ
る
小
山
地
が
突
出
し
、
そ
れ
ら
を
囲
ん
で
庵
原
層
群
を
削
り
込
ん
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図１−39　羽鮒 ・星山・蒲原丘陵の形成と富士川河口断層帯の形成過程を示す模式図
新期・旧期土石流、新富士溶岩流の流下方向（白矢印 ）と堆積範囲は、堆積後の被覆と削

さく

剥
はく

のために厳密ではな
い。赤実線は相対的に断層活動が活発な時期、赤破線は不活発な時期、凸 は活発な隆起域を示す。

で
形
成
さ
れ
た
低
起
伏
の
地
形
が
広
が
っ
て
い
た
。

　
お
よ
そ
五
万
年
前
頃
か
ら
羽
鮒
・
星
山
丘
陵
に
成
長
す
る
部
分
を
含
め
て
、

旧
期
土
石
流
堆
積
物
が
富
士
火
山
南
西
麓
の
ほ
ぼ
全
面
を
覆
い
つ
く
し
、
両
丘

陵
の
高
位
段
丘
面
と
な
る
平
坦
な
地
形
を
作
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
富
士
川
を
越
え
た
蒲
原
丘
陵
の
内
部
に
は
旧
期
・
新
期
の
土

石
流
堆
積
物
や
富
士
山
起
源
の
溶
岩
流
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
に
加
え
て
、
丘

陵
内
の
大
部
分
は
庵
原
層
群
で
構
成
さ
れ
、
高
度
が
高
く
、
小
谷
が
発
達
し
た

山
地
地
形
を
呈
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
か
ら
、
こ
の
時
点
で
入
山
断
層
や
入
山
瀬

断
層
の
活
動
に
よ
っ
て
蒲
原
丘
陵
は
す
で
に
丘
陵
化
し
、
浸
食
を
受
け
て
い
た

と
見
ら
れ
る
。

新
期
土
石
流
の
流
入

　

旧
期
土
石
流
が
流
下
し
た
以
後
か
ら
羽
鮒
・
星
山
丘
陵
が
成
長
す
る
以
前

に
、
富
士
山
麓
か
ら
富
士
川
に
向
か
っ
て
旧
期
土
石
流
堆
積
物
を
削
り
込
ん
だ

深
さ
数
十
ｍ
に
達
す
る
幅
広
い
谷
が
形
成
さ
れ
て
い
た
（
図
１−

39
中
）。
そ

の
谷
の
名
残
り
（
旧
河
川
跡
ま
た
は
化
石
谷
）
が
現
在
の
芝
川
・
安
居
山
・
星

山
・
貫
戸
の
低
地
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
谷
の
形
成
は
、
二
万
年
前
頃
に
全
地

球
で
生
じ
た
寒
冷
期
で
の
海
水
面
の
低
下
に
よ
る
浸
食
作
用
の
活
発
化
が
原
因

か
も
し
れ
な
い
。
安
居
山
低
地
の
形
成
に
つ
い
て
は
、安
居
山
断
層（
水
沼
断
層
）

の
活
動
に
加
え
て
、
よ
り
東
側
の
沼
久
保
断
層
（
本
章
第
三
節
）
を
含
む
南
北

方
向
の
断
層
が
関
係
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

　
こ
れ
ら
の
う
ち
、
芝
川
低
地
を
除
く
三
低
地
に
は
新
期
土
石
流
堆
積
物
が
谷

を
埋
積
し
、
中
位
の
段
丘
面
が
成
長
し
た
。
こ
の
土
石
流
堆
積
物
は
富
士
川
に

流
入
し
、
富
士
川
左
岸
側
の
富
士
市
岩
本
万
野
の
集
落
が
あ
る
段
丘
面
を
形
成

し
て
い
る
。
羽
鮒
丘
陵
側
に
は
こ
の
時
の
新
期
土
石
流
堆
積
物
は
流
入
し
て
い

な
い
の
で
、
丘
陵
内
に
は
こ
の
時
期
の
谷
地
形
は
形
成
さ
れ
ず
、
星
山
丘
陵
に

先
行
し
て
南
西
麓
緩
斜
面
か
ら
隆
起
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
こ
の
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時
期
に
は
羽
鮒
丘
陵
北
方
の
芝
川
断
層
の
北
端
部
付
近
は
西
側
が
上
昇
す
る
活

動
を
繰
り
返
し
て
い
た
ら
し
い
（
本
章
第
四
節
）。

新
富
士
溶
岩
の
流
入
と
羽
鮒
・
星
山
丘
陵
の
隆
起

　
新
期
土
石
流
が
流
下
し
た
後
の
一
万
七
〇
〇
〇
年
前
後
あ
た
り
か
ら
、
安
居

山
お
よ
び
大
宮
断
層
の
活
動
を
伴
っ
て
羽
鮒
・
星
山
丘
陵
は
隆
起
を
開
始
し
た

ら
し
い
。
そ
の
時
点
で
は
芝
川
お
よ
び
安
居
山
低
地
は
存
続
し
、
こ
れ
ら
の
低

地
に
沿
っ
て
新
富
士
火
山
の
溶
岩
流
が
富
士
川
に
流
入
し
て
い
る
（
図
１−
39

左
）。
芝
川
を
経
由
し
た
溶
岩
流
の
年
代
は
一
万
五
〇
〇
〇
年
前
頃
だ
と
さ
れ

て
い
る
。

　
一
方
、
星
山
・
貫
戸
低
地
に
は
溶
岩
流
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
安
居
山
断

層
に
沿
う
崖
や
、
大
宮
断
層
に
伴
う
撓
曲
の
成
長
に
伴
い
、
富
士
山
南
西
麓
か

ら
羽
鮒
・
星
山
丘
陵
内
の
複
数
の
低
地
へ
新
期
土
石
流
堆
積
物
や
溶
岩
を
流
下

さ
せ
た
通
路
の
入
口
が
ふ
さ
が
れ
た
。
そ
の
結
果
、
河
川
は
段
丘
崖
や
撓
曲
崖

の
北
東
縁
に
沿
っ
て
合
流
し
な
が
ら
潤
井
川
と
な
っ
て
、
現
在
の
富
士
市
街
地

側
に
流
れ
を
変
え
た
。

　
さ
ら
に
東
側
の
富
士
市
入
山
瀬
周
辺
に
も
、
新
富
士
火
山
の
溶
岩
流
が
流
下

し
て
い
る
（
図
１−

19
）。
そ
の
西
部
側
の
溶
岩
流
は
星
山
丘
陵
の
北
東
縁
に

形
成
さ
れ
た
撓
曲
崖
に
沿
っ
て
流
路
を
南
東
側
に
迂
回
し
、
丘
陵
の
南
東
側
か

ら
富
士
川
に
流
入
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
新
富
士
火
山
起
源
の
溶
岩
流
が
芝
川
・
安
居
山
低
地
に
流
入
し
た

後
に
、
さ
ら
に
羽
鮒
・
星
山
丘
陵
は
隆
起
・
成
長
し
て
い
る
。
そ
の
時
期
は
、

お
そ
ら
く
一
万
年
前
頃
か
ら
そ
れ
以
降
で
あ
ろ
う
。
星
山
丘
陵
の
最
大
盛
り
上

が
り
部
（
背
斜
部
）
は
、
丘
陵
の
北
東
縁
よ
り
は
お
よ
そ
五
〇
〇
～
一
〇
〇
〇

ｍ
内
部
に
あ
り
、
そ
の
北
西
延
長
部
に
前
述
し
た
安
居
山
低
地
の
最
大
盛
り
上

が
り
部
が
形
成
さ
れ
た
。
星
山
低
地
も
撓
曲
地
形
と
そ
の
盛
り
上
が
り
の
影
響

で
河
川
の
流
路
と
し
て
機
能
し
な
く
な
っ
た
。
こ
の
時
に
形
成
さ
れ
た
盛
り
上

が
り
部
を
人
工
的
に
削
り
込
ん
で
、
潤
井
川
の
洪
水
対
策
用
の
流
路
に
改
変
し

た
の
が
、
現
在
の
星
山
放
水
路
で
あ
る
。

ま
と
め

　
富
士
宮
市
域
南
部
に
存
在
す
る
羽
鮒･

星
山
丘
陵
は
、
富
士
川
河
口
断
層
帯

の
活
動
に
伴
っ
て
隆
起
し
て
い
る
。
こ
の
隆
起
の
開
始
は
古
く
見
積
も
っ
て

二
万
年
前
頃
か
ら
で
、
富
士
山
の
形
成
史
か
ら
見
て
も
比
較
的
新
し
い
地
殻
変

動
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
東
縁
の
安
居
山
・
大
宮
・
入
山
瀬
断
層
の
変
位
速

度
は
、
日
本
の
地
殻
変
動
帯
の
中
で
も
最
速
レ
ベ
ル
で
あ
る
。
こ
の
断
層
帯
の

活
動
は
継
続
し
て
、
富
士
宮
市
街
地
と
羽
鮒
・
星
山
丘
陵
の
地
形
の
対
立
を
も

た
ら
し
た
。

　
こ
の
断
層
帯
の
地
震
リ
ス
ク
評
価
の
た
め
に
は
、
正
確
に
各
断
層
の
性
質
を

解
明
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
が
、
ま
だ
不
明
な
点
が
多
い
。
安
居
山
断
層
、
入

山
瀬
断
層
に
つ
い
て
は
、
逆
断
層
だ
と
す
る
意
見
が
強
い
が
、
大
宮
断
層
に
つ

い
て
は
正
断
層
と
す
る
意
見
と
逆
断
層
と
す
る
意
見
が
あ
る
。
ま
た
断
層
に

沿
っ
た
上
下
変
位
の
み
が
強
調
さ
れ
、
横
ず
れ
変
位
は
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
。

入
山
瀬
断
層
に
つ
い
て
は
、
そ
の
通
過
位
置
さ
え
不
明
確
で
あ
る
。

　
本
節
で
は
地
表
で
の
地
質
・
地
形
調
査
、
ト
レ
ン
チ
調
査
、
ボ
ー
リ
ン
グ
調

査
な
ど
で
得
ら
れ
た
情
報
に
基
づ
い
て
、
富
士
川
河
口
断
層
帯
に
関
わ
る
羽

鮒
・
星
山
丘
陵
周
辺
で
の
事
象
を
説
明
し
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
大
地
の
成
り

立
ち
を
正
確
に
理
解
す
る
た
め
に
は
、
富
士
宮
市
域
周
辺
で
は
地
表
付
近
ば
か

り
で
な
く
、
数
㎞
の
深
度
に
推
定
さ
れ
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト
と
の
境
界

に
い
た
る
ま
で
の
地
下
構
造
を
把
握
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
二
〇
一
〇
年
代

に
入
っ
て
、
三
丘
陵
周
辺
で
人
工
地
震
波
な
ど
を
用
い
た
地
下
構
造
探
査
が
試

み
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
は
、
現
在
ま
と
め
ら
れ
つ
つ
あ
り
、
複
雑
な
地
下
構
造

を
持
つ
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
だ
が
、
今
後
新
た
に
検
討
す
べ
き
課

題
も
多
い
。
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第
六
節
　
大
地
の
恵
み

−

地
下
水
と
地
下
資
源

富
士
山
西
麓
の
湧
水

　
富
士
山
は
独
立
峰
と
し
て
そ
び
え
立
ち
、
そ
の
広
大
な
裾
野
は
、
西
側
を
天

子
山
地
、
北
側
を
御み

坂さ
か

山
地
、
東
側
を
丹た

ん

沢ざ
わ

山
地
の
西
端
と
そ
れ
に
続
く
箱
根

山
地
に
囲
ま
れ
て
い
る
。
裾
野
に
は
涸か

ら

沢
が
多
く
、
河
川
を
流
れ
る
水
は
標
高

が
低
く
な
る
に
つ
れ
て
出
現
す
る
。
富
士
宮
市
域
を
流
れ
る
河
川
で
は
、
潤
井

川
は
上
井
出
周
辺
か
ら
流
水
が
現
れ
、
各
地
の
湧
水
な
ど
が
合
流
し
て
田
子
の

浦
へ
達
す
る
。
ま
た
、
芝
川
は
猪い

之の

頭か
し
ら

湧
水
群
を
起
点
と
し
、
富
士
川
と
合
流

し
て
駿
河
湾
に
注
ぎ
込
ん
で
い
る
（
図
１−

40
）。

　
国
内
の
多
く
の
地
域
で
は
水
資
源
の
主
体
は
河
川
水
で
あ
り
、
こ
れ
を
取
水

し
て
生
活
・
農
業
・
工
業
用
水
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
富
士
山
地

域
で
は
豊
富
で
良
質
な
地
下
水
・
湧
水
が
水
資
源
の
主
体
と
な
り
、
こ
の
地
域

の
自
然
・
生
活
・
産
業
・
文
化
を
支
え
て
い
る
。
富
士
山
麓
に
は
多
く
の
湧
水

地
が
あ
り
、
過
去
の
調
査
で
湧
水
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
た
三
三
五
箇
所
の
う

ち
、
二
七
一
箇
所
で
湧
水
を
確
認
し
て
い
る
（
図
１−

41
）。
湧
水
を
確
認
で

き
な
か
っ
た
地
点
は
湧
水
が
枯
れ
て
い
た
り
、
宅
地
化
な
ど
土
地
の
改
変
が
行

わ
れ
た
り
し
た
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
。
湧
水
は
地
下
水
が
地
表
に
自
然
に
出

て
き
た
も
の
で
「
地
下
水
の
の
ぞ
き
窓
」
と
言
わ
れ
る
が
、
常
に
湧
水
が
あ
る

よ
う
な
地
域
は
地
下
水
が
豊
富
、
も
し
く
は
適
切
に
地
下
水
が
管
理
さ
れ
て
い

る
場
所
と
言
え
る
。

　
富
士
山
の
水
理
地
質
に
関
し
て
は
、
古
く
か
ら
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
知
見
を
ま
と
め
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

①
現
在
の
富
士
山
の
下
に
は
透
水
性
の
低
い
地
層
（
泥
流
堆
積
物
）
を
挟
む

古
富
士
火
山
が
存
在
す
る
た
め
、
新
富
士
火
山
が
主
な
地
下
水
を
溜
め

る
帯
水
層
で
あ
り
、
か
つ
地
下
水
の
流
れ
る
流
路
に
も
な
っ
て
い
る
（
図

１−

42
）。 

②
富
士
山
本
宮
浅
間
大
社
境
内
に
あ
る
湧わ

く

玉た
ま

池
、
白
糸
の
滝
、
猪
之
頭
湧
水

群
の
ほ
か
、
楽
寿
園
（
三
島
市
）
に
あ
る
小
浜
池
や
柿
田
川
湧
水
群
（
清

水
町
）
な
ど
の
湧
水
（
三
島
湧
水
群
）
は
、
新
富
士
火
山
か
ら
噴
出
し

た
溶
岩
流
の
末
端
に
位
置
し
て
い
る
。
地
下
水
は
主
に
溶
岩
流
の
ガ
サ

ガ
サ
な
部
分
や
割
れ
目
の
ほ
か
ス
コ
リ
ア
層
な
ど
の
水
を
通
り
や
す
い

部
分
を
流
れ
て
い
く
。

　
で
は
、
富
士
宮
市
域
に
お
け
る
地
下
水
は
ど
の
よ
う
に
流
れ
て
き
た
の
だ
ろ

う
か
。
地
下
水
の
流
れ
は
降
水
と
地
下
水
・
湧
水
の
水
質
な
ど
か
ら
推
定
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
雨
や
雪
と
し
て
地
上
に
落
ち
て
き
た
水
の
う
ち
、
一
部
は
蒸

発
し
た
り
、
す
ぐ
に
流
出
し
て
河
川
と
な
っ
て
流
れ
出
た
り
す
る
が
、
地
中
に

浸
み
込
ん
だ
も
の
は
や
が
て
地
下
水
面
に
達
し
、
地
下
水
と
な
る
（
こ
の
こ
と

を
「
涵か

ん

養よ
う

」
と
い
い
、
涵
養
し
た
場
所
・
涵
養
し
た
標
高
の
こ
と
を
涵
養
域
・

涵
養
標
高
と
い
う
）。
地
下
水
が
長
い
年
月
を
か
け
て
地
中
を
流
れ
、
再
び
地

上
に
湧
き
出
た
も
の
が
湧
水
で
あ
る
。

　
降
水
の
水
質
は
季
節
や
場
所
で
大
き
く
変
化
す
る
が
、
地
下
水
と
し
て
ゆ
っ

く
り
流
れ
る
間
に
、
時
期
の
異
な
る
水
と
混
合
し
た
り
、
土
壌
や
岩
石
の
成
分

が
溶
け
こ
ん
だ
り
す
る
た
め
、
地
質
や
農
地
な
ど
の
土
地
利
用
状
況
の
影
響
を

強
く
受
け
る
。
し
た
が
っ
て
、
地
下
水
・
湧
水
の
水
質
な
ど
へ
の
影
響
は
、
雨

や
雪
な
ど
の
降
水
の
影
響
、
地
下
水
が
流
れ
る
流
域
の
地
質
の
影
響
、
人
為
的

影
響
に
要
因
を
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
以
下
、
降
水
と
地
下
水
・
湧
水
の
水
質
な
ど
の
特
徴
と
そ
れ
ら
の
関
連
性
に

つ
い
て
述
べ
る
。
な
お
、
こ
の
「
富
士
山
西
麓
の
湧
水
」
の
内
容
は
、
静
岡
県

環
境
衛
生
科
学
研
究
所
で
実
施
し
た
「
富
士
山
地
下
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
」

の
成
果
で
、
平
成
二
五
年
（
二
〇
一
三
）
に
取
り
ま
と
め
た
「
富
士
山
の
豊
か

な
地
下
水
を
未
来
に
引
き
継
ぐ
た
め
に
」の
一
部
を
再
構
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
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図１− 40　富士山地域の鳥
ちょう

瞰
かん

図
ず

（南南東から望む）
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図１− 42　溶岩中の地下水の流れの模式図

図１− 41　富士山地域の湧水地点
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降
水
の
影
響

　
降
水
の
酸
素
安
定
同
位
体
比
（
δデ

ル
タ

18000
Ｏ
、
コ
ラ
ム
）
を
測
定
し
た
結
果
を
図

１−

43
に
示
す
。
富
士
山
の
山
頂
に
近
づ
く
ほ
ど
「
軽
い
」
値
を
示
し
た
。
こ

れ
を
高
度
効
果
と
言
う
。
富
士
山
地
域
（
北
斜
面
を
除
く
）
で
は
、
一
〇
〇
ｍ

標
高
が
上
昇
す
る
と
δ
18000
Ｏ
値
で

−

マ
イ
ナ
ス

〇・一
七
‰パ

ー
ミ
ル

の
高
度
効
果
が
あ
る
。
一
方
、

北
斜
面
側
で
は
δ
18000
Ｏ
値
が
よ
り
軽
く
な
る
。
こ
れ
は
、
富
士
山
の
南
斜
面
で

重
い
水
が
降
雨
と
し
て
除
去
さ
れ
、
北
斜
面
側
に
流
れ
込
ん
だ
気
流
が
も
た
ら

す
降
雨
は
最
も
軽
い
水
と
な
っ
て
い
る
た
め
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

　
次
に
、
地
下
水
・
湧
水
の
酸
素
安
定
同
位
体
比
を
測
定
し
た
結
果
を
図
１−

44
に
示
す
。
富
士
山
の
東
麓
と
西
麓
が
軽
く
、
次
い
で
南
麓
、
三
島
湧
水
群
と

な
っ
て
い
る
。
地
下
水
・
湧
水
の
δ
18000
Ｏ
値

に
は
降
水
の
特
徴
が
保
存
さ
れ
て
お
り
、

ど
こ
で
降
っ
た
降
水
か
推
定
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
高
標
高
の
降
水
ほ
ど
δ
18000
Ｏ
値
が

軽
く
な
る
こ
と
か
ら
、
富
士
山
の
湧
水
は
、

お
お
よ
そ
標
高
一
〇
〇
〇
～
一
八
〇
〇
ｍ

以
上
で
降
り
注
ぎ
、
地
下
に
浸
み
込
ん
だ

雨
で
構
成
さ
れ
る
と
推
測
で
き
た
。

　

さ
ら
に
細
か
く
見
る
と
、
富
士
宮
市
と

富
士
市
の
市
境
周
辺
の
標
高 

五
〇
〇
ｍ
あ

た
り
の
湧
水
の
δ
18000

Ｏ
値
は

−
マ
イ
ナ
ス

八
‰
前
後

で
、
富
士
山
南
麓
や
西
麓
の
湧
水
の
値
よ

り
も
重
く
、
涵
養
標
高
は
一
〇
〇
〇
ｍ
以

下
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
富

士
山
麓
に
湧
き
出
す
水
の
流
れ
に
は
、
高

標
高
部
に
降
っ
た
雨
ほ
ど
地
下
深
く
に
浸

み
込
ん
で
流
れ
て
低
標
高
部
で
湧
き
出

し
、
中
標
高
部
の
降
水
は
比
較
的
地
下
の
浅
い
部
分
を
流
れ
て
近
く
で
湧
き
出

す
と
い
っ
た
、
階
層
構
造
が
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
三
島
湧
水
群

の
涵
養
標
高
は
一
〇
〇
〇
～
一
三
〇
〇
ｍ
と
求
め
ら
れ
た
が
、
こ
の
地
域
の
地

下
水
は
富
士
山
の
ほ
か
、
標
高
の
低
い
愛あ

し

鷹た
か

山
、
箱
根
山
の
三
系
統
の
地
下
水

が
混
合
さ
れ
て
い
る
た
め
、
富
士
山
の
地
下
水
の
み
に
限
定
し
て
み
る
と
、
よ

り
高
い
標
高
域
に
涵
養
し
た
地
下
水
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。
一
方
、
富
士
山

北
麓
は
他
の
山
麓
よ
り
も
地
下
水
・
湧
水
と
も
軽
く
な
り
、
降
水
の
δ
18000
Ｏ
値

を
反
映
し
て
い
た
。

図１− 44　酸素安定同位体比分布（単位：‰）

図１− 43　降水の酸素安定同位体比分布（単位：‰）
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水
分
子
は
酸
素
一
個
、
水
素
二
個
の

原
子
で
構
成
さ
れ
る
が
、
酸
素
原
子
に

は
中
性
子
の
数
に
よ
り
複
数
の
同
位
体

が
存
在
す
る
。
そ
の
う
ち
、
質
量
数
16
、

17
、
18
の
も
の
が
安
定
同
位
体
（
16

Ｏ

〈
酸
素
16
〉、17
Ｏ〈
酸
素
17
〉、18
Ｏ〈
酸
素

18
〉と
表
す
）
で
、
数
値
が
大
き
い
ほ
ど

「
重
い
酸
素
」
と
な
る
。
自
然
界
で
は
、

ほ
と
ん
ど
が
16

Ｏ
と
し
て
存
在
し
、17
Ｏ
、

18
Ｏ
は
約
〇・〇
三
八
％
、
〇・二
％
と
わ

ず
か
だ
が
、
光
学
的
な
手
法
や
質
量
分

析
に
よ
り
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

安
定
同
位
体
の
組
成
の
比
較
に
は
安

定
同
位
体
比
が
定
義
さ
れ
て
い
る
。
安

定
同
位
体
比
は
、
海
水
中
の
16
Ｏ
に
対
す

る
18
Ｏ
の
存
在
比
を
基
準
と
し
サ
ン
プ
ル

中
の
存
在
比
の
、
海
水
中
の
存
在
比
か

ら
の
差
を
δ
18
Ｏ
（
単
位
‰
：
一
〇
〇
〇

分
の
一
）
と
表
す
。
例
え
ば
大
き
な
マ

イ
ナ
ス
に
な
る
ほ
ど
（
小
さ
く
な
る
ほ

ど
）
重
い
18
Ｏ
が
少
な
い
こ
と
を
意
味
す

る
。
雨
の
安
定
同
位
体
比
を
測
定
す
る

と
、
標
高
が
高
い
地
域
ほ
ど
同
位
体
比

が
小
さ
い
、
す
な
わ
ち
「
軽
い
」
雨
が

降
る
こ
と
（
高
度
効
果
）
が
知
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
た
め
、
湧
水
の
δ
18
Ｏ
を
調

べ
る
こ
と
で
、
ど
の
標
高
で
降
っ
た
雨

か
を
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
水
素

原
子
の
安
定
同
位
体
比
の
一
つ
で
あ
る

２
H
（
Ｄ
と
表
現
）
の
存
在
比
δ
Ｄ
で
も

同
様
で
あ
る
。

c o l u m n

16O

存在比：99.757% 0.038%

0.205%

17O

18O

安定同位体比
が小さい降水

安定同位体比
が大きい降水

同位体比が
保存される

同位体比の
大きい湧水

同位体比の
小さい湧水

涵養標高の推定

水
の
酸
素
安
定
同
位
体
　
　
　
　

水
の
酸
素
安
定
同
位
体
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地
質
の
影
響

　
富
士
山
の
地
下
水
に
特
徴
的
な
成
分
と
し
て
バ
ナ
ジ
ウ
ム
（
元
素
記
号
Ｖ
）

が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
Ｖ
を
測
定
し
た
結
果
を
図
１−

45
に
示
す
。
実
際

に
湧
水
の
Ｖ
の
濃
度
を
富
士
山
と
そ
れ
以
外
の
山
系
で
比
較
す
る
と
、
富
士
山

の
方
が
高
濃
度
に
含
ま
れ
て
い
る
。
Ｖ
と
同
様
、
地
域
特
性
を
示
す
成
分
と
し

て
は
、
リ
ン
（
Ｐ
）、
ヒ
素
（
As
）
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
成
分

濃
度
は
、
δ
18000
Ｏ
値
と
負
の
相
関
（
δ
18000
Ｏ
値
が
軽
い
と
成
分
濃
度
が
高
く
な
る

関
係
）
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
Ｖ
濃
度
の
高
い
地
下
水
や
湧
水
は
、

涵
養
域
の
標
高
が
高
く
、
地
下
水
が
長
期
間
岩
石
と
接
触
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

溶
出
し
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
東
麓
の
湧
水
は
Ｖ
濃
度
が
高
く
、
こ
の

地
域
一
帯
に
分
布
す
る
御
殿
場
岩が

ん

屑せ
つ

な
だ
れ
堆
積
物
の
分
布
と
一
致
し
て
お

り
、
そ
の
下
流
に
位
置
す
る
三
島
湧
水
群
の
Ｖ
濃
度
も
愛
鷹
山
、
箱
根
山
起
源

の
湧
水
と
比
較
し
て
も
高
い
こ
と
か
ら
、
三
島
溶
岩
流
を
通
り
道
と
し
て
富
士

山
の
地
下
水
が
三
島
湧
水
群
に
流
れ
て
き
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
一
方
、
涵

養
標
高
が
比
較
的
低
い
富
士
宮
市
と
富
士
市
の
市
境
周
辺
の
湧
水
は
Ｖ
濃
度
が

低
く
、
湧
水
の
滞
留
時
間
が
短
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

 

人
為
的
影
響

　
農
地
や
畜
産
地
帯
か
ら
の
肥
料
や
糞ふ

ん

尿に
ょ
う

な
ど
に
よ
る
窒
素
の
影
響
に
よ
り
、

地
下
水
中
の
硝
酸
イ
オ
ン
濃
度
が
高
ま
る
場
合
が
あ
る
。
地
下
水
・
湧
水
中
の

硝
酸
イ
オ
ン
の
濃
度
は
、
愛
鷹
山
南
麓
か
ら
富
士
山
南
西
麓
に
か
け
て
高
濃
度

と
な
っ
た
。
硝
酸
イ
オ
ン
濃
度
の
高
い
地
域
は
、
茶
園
の
分
布
と
重
ね
合
わ
せ

る
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
茶
園
で
使
用
さ
れ
る
肥
料
の
影
響
を
受
け
て

い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
富
士
山
西
麓
の
湧
水
も
猪
之
頭
地
区
を
除

い
て
硝
酸
イ
オ
ン
濃
度
が
高
い
傾
向
に
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
詳
細
に
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
が
、
市
街
地
に
お
け
る
人
間
活
動
や
耕
作
、
畜
産
な
ど
、
土

地
利
用
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。

図１− 45　バナジウム濃度分布（単位：μg/L）
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白
糸
の
滝
・
音
止
の
滝

　
富
士
宮
市
域
に
は
、
市
北
部
の
猪
之
頭
湧
水
群
を
源
と
す
る
芝
川
と
、
富
士

山
西
斜
面
の
大
沢
扇
状
地（
大
沢
崩
れ
）を
源
に
す
る
潤
井
川
が
流
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
白
糸
の
滝
付
近
で
非
常
に
近
接
し
て
流
れ
て
い
る
が
（
最
接
近
区
間

で
約 

二
〇
〇
ｍ
）、
交
わ
る
こ
と
な
く
そ
れ
ぞ
れ
南
流
し
て
い
る
。 

芝
川
は
、

白
糸
の
滝
と
音
止
の
滝
よ
り
下
流
で
は
、
浸
食
が
進
み
、
両
岸
が
切
り
立
っ
た

渓
谷
と
な
っ
て
お
り
、
対
照
的
に
そ
の
上
流
で
は
緩
や
か
な
流
れ
と
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
滝
が
現
在
の
侵
食
前
線
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
一
方
、
潤
井

川
は
、
全
区
間
を
通
じ
て
芝
川
ほ
ど
河
床
の
浸
食
は
進
ん
で
お
ら
ず
、
芝
川
と

は
様
相
が
大
き
く
異
な
る
（
図
１−

46
）。
潤
井
川
は
、
大
沢
崩
れ
か
ら
多
量

の
土
砂
が
供
給
さ
れ
続
け
て
き
た
こ
と
が
そ
の
要
因
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
両
河
川
は
、
近
接
し
て
流
れ
る
も
の
の
、
全
く
異
な
る
生
い
立

ち
を
た
ど
っ
て
き
た
と
い
え
る
。

　
さ
て
、
多
く
の
資
料
で
は
、
白
糸
の
滝
の
湧
水
は
富
士
山
か
ら
流
れ
て
き
た

溶
岩
中
の
割
れ
目
を
伝
っ
て
き
た
地
下
水
が
湧
き
出
た
も
の
と
し
て
示
さ
れ
て

い
る
（
図
１−

47
）。
こ
こ
で
は
、
白
糸
の
滝
の
湧
水
が
ど
こ
か
ら
き
た
の
か
、

白
糸
の
滝
周
辺
の
地
形
地
質
の
ほ
か
、
湧
水
や
河
川
水
の
組
成
な
ど
か
ら
検
討

し
た
。

　

芝
川
に
か
か
る
白
糸
の
滝
と
音
止
の
滝
は
、
新
富
士
火
山
初
期
（
富
士
宮

期
）
の
溶
岩
流
上
か
ら
流
れ
落
ち
る
。
ま
た
、
白
糸
の
滝
の
下
流
側
の
左
崖
に

露
出
す
る
溶
岩
中
の
亀
裂
お
よ
び
基
底
部
か
ら
は
多
量
の
湧
水
が
滴
り
落
ち
て

い
る
。
芝
川
を
横
断
す
る
断
面
図
を
み
る
と
、
湧
き
出
し
口
の
標
高
は
、
近
く

を
流
れ
る
芝
川
の
河
床
よ
り
や
や
低
い
程
度
で
あ
る
。
富
士
山
か
ら
の
地
下
水

が
白
糸
の
滝
で
湧
き
出
す
と
す
る
と
、
芝
川
の
す
ぐ
下
を
通
り
抜
け
る
必
要
が

あ
る
（
図
１−

48
）。

　
平
成
二
三
年
（
二
〇
一
一
）
一
～
二
月
に
富
士
宮
市
は
、
白
糸
の
滝
周
辺
の

地
下
水
の
流
れ
を
把
握
す
る
た
め
、
白
糸
の
滝
と
音
止
の
滝
の
湧
水
地
点
の
標

図１− 46　白糸の滝周辺の地形と河川の流れ
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図１− 47　富士山の広大な裾野と白糸の滝・音止の滝

図１− 48　白糸の滝および音止の滝周辺の地形・地質断面図と当初想定された地下水の流れ
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高
調
査
と
、
白
糸
の
滝
上
流
側
や
音
止
の
滝
と
の
間
で
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
を
実

施
し
た
。

　
白
糸
の
滝
周
辺
で
は
、
芝
川
の
河
川
水
面
よ
り
高
い
河
岸
標
高
よ
り
も
ボ
ー

リ
ン
グ
孔
に
お
け
る
地
下
水
位
の
方
が
高
い
こ
と
が
わ
か
る
。
よ
っ
て
白
糸
の

滝
周
辺
で
は
、
芝
川
か
ら
河
川
水
が
浸
透
し
て
地
下
水
と
な
る
こ
と
は
な
く
、

芝
川
か
ら
浸
透
し
た
河
川
水
が
白
糸
の
滝
に
向
か
っ
て
流
れ
る
こ
と
は
で
き
な

い
。な
お
、ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
結
果
を
見
る
と
、新
富
士
火
山
噴
出
物
地
層
中（
地

表
面
下
六
～
一
二
ｍ
程
度
の
区
間
）
を
地
下
水
が
ボ
ー
リ
ン
グ
孔
側
方
か
ら
流

れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
（
図
１−

49
）。

　
白
糸
の
滝
お
よ
び
周
辺
の
湧
水
（
御お

鬢び
ん

水み
ず

含
む
）
と
芝
川
の
河
川
水
に
つ
い

て
、
電
気
伝
導
度
や
水
質
、
水
の
同
位
体
比
を
測
定
・
分
析
し
た
結
果
、
白
糸

の
滝
お
よ
び
周
辺
の
湧
水
は
芝
川
の
河
川
水
に
比
べ
、
電
気
伝
導
率
は
高
く
、

Na++

K++

濃
度
（
ナ
ト
リ
ウ
ム
イ
オ
ン
と
カ
リ
ウ
ム
イ
オ
ン
を
足
し
た
濃
度
）

や
バ
ナ
ジ
ウ
ム
濃
度
が
高
い
と
い
う
結
果
を
得
た
。
ま
た
、
水
の
酸
素
・
水
素

安
定
同
位
体
比
も
と
も
に
小
さ
い
こ
と
か
ら
、
白
糸
の
滝
お
よ
び
周
辺
の
湧

水
と
芝
川
の
河
川
水
は
全
く
異
な
る
地
下
水
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
図
１−

50
）。
こ
の
こ
と
か
ら
も
白
糸
の
滝
周
辺
で
は
芝
川
か
ら
浸
透
し
た
地
下
水
が

流
れ
る
こ
と
は
考
え
に
く
く
、
富
士
山
か
ら
流
れ
て
き
た
地
下
水
が
湧
き
出
た

も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
地
下
水
の
流
向
に
つ
い
て
は
よ
り
詳
細
な
調
査
が
必
要

で
あ
る
。

図１−49　白糸の滝周辺における地下水位の高さ分布
ボーリング孔における地下水位が芝川の河床標高よりも高いことが分かる。
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図１−50　白糸の滝の湧水などの分析結果
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富
士
金
山
（
麓
金
山
）

　
朝
霧
高
原
の
西
、
毛け

無な
し

山
の
南
に
あ
る
「
麓ふ

も
と

」
か
ら
峠
を
越
え
て
山
梨
県
身

延
町
下し

も

部べ

に
通
じ
る
一
帯
は
、
戦
国
時
代
か
ら
近
世
初
期
に
か
け
て
金
の
採
掘

が
行
わ
れ
て
い
た
（
図
１−

51
）。
身
延
町
湯
之
奥
東
方
の
湯
之
奥
金
山
で
は
、

天
子
山
地
内
に
分
布
す
る
富
士
川
層
群
へ
の
石せ

き

英え
い

閃せ
ん

緑り
ょ
く

岩が
ん

な
ど
の
貫か

ん

入に
ゅ
う

に
よ
っ

て
形
成
さ
れ
た
黄
鉄
鉱
を
伴
う
石
英
脈
か
ら
金
を
採
掘
し
て
お
り
、
こ
の
石
英

脈
に
は
一
t
あ
た
り
一
〇
～
一
〇
〇
ｇ
程
度
の
金
が
含
ま
れ
て
い
た
と
さ
れ
る

（
甲か

斐い

黄お
う

金ご
ん

村む
ら

・
湯
之
奥
金
山
博
物
館
編　
二
〇
〇
六
）。

　
富
士
金
山
（
麓
金
山
）
は
、
現
在
の
麓
集
落
の
裏
山
中
腹
に
位
置
し
、
金
山

へ
通
じ
る
道
の
途
中
に
は
飯は

ん

場ば

と
思
わ
れ
る
石
積
や
、
往
時
の
建
物
が
あ
っ
た

ら
し
い
石
垣
跡
な
ど
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
当
時
栄
え
て
い
た
こ
と
が
う
か
が

え
る
（
図
１−

52
）。
坑
道
は
小
さ
く
狭
い
も
の
で
、
岩
の
間
に
侵
入
し
た
鉱

脈
を
追
っ
て
か
が
み
な
が
ら
縦
横
に
お
り
進
み
、
鉱
石
を
取
り
出
す
と
下
の
河

原
で
細
か
く
砕
い
て
、
水
洗
い
し
た
上
で
砂
金
と
し
て
集
め
ら
れ
た
（
写
真
１

−

42
）。

　
天
文
二
〇
年
（
一
五
五
一
）、
今い

ま

川が
わ

義よ
し

元も
と

が
太お

お

田た

掃か
も
ん
の部
丞じ

ょ
う

に
あ
て
た
朱
印
状

に
は
、
麓
金
山
で
働
く
人
々
の
た
め
に
、「
毎
月
六
回
に
限
っ
て
馬
五
頭
で
荷

物
を
運
び
入
れ
る
こ
と
を
許
す
」
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
一
四
〇

人
分
の
生
活
を
支
え
る
だ
け
の
物
量
と
も
い
わ
れ
、
富
士
金
山
の
規
模
の
大
き

さ
を
推
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
最
盛
期
に
は
「
麓
千
軒
」
と
よ
ば
れ
、
大
勢

の
人
が
金
山
に
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
麓
金
山
は
、
は
じ
め
は
今
川
家
が
領
有
し
て
い
た
も
の
が
、
武
田
家
、
北
条

家
へ
と
変
転
し
、最
終
的
に
は
徳
川
家
が
手
中
に
し
て
い
る
。
麓
の
竹
川
家
は
、

戦
国
期
に
は
富
士
金
山
の
管
理
に
携
わ
り
、
江
戸
幕
府
か
ら
は
富ふ

士じ

山さ
ん

御お

林は
や
し

守も
り

と
し
て
の
役
目
を
受
け
、
明
治
時
代
初
め
ま
で
務
め
て
い
た
。
現
在
も
そ
の
子

孫
が
竹
川
家
を
守
っ
て
い
る
。

図１−51　麓金山周辺の地形
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図１−52　麓金山周辺の略図

写真１−42　金鉱山採掘跡
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第
二
章

富
士
宮
の
気
象

第
一
節
　
富
士
宮
市
の
気
象
観
測

　
静
岡
県
は
日
本
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
北
部
の
山
岳
地
帯
を
除
け
ば
、
全

般
的
に
温
暖
な
海
洋
性
気
候
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
富
士
山
の
南
西
麓
に
位
置

し
て
い
る
富
士
宮
市
の
気
候
は
、
静
岡
県
の
な
か
で
も
、
特
に
複
雑
な
気
象
値

を
も
つ
地
域
で
あ
る
。
端
的
に
い
え
ば
、
夏
は
短
く
て
暖
か
く
、
蒸
し
暑
く
て

ほ
ぼ
曇
り
で
あ
る
が
、
冬
は
寒
く
て
湿
度
が
高
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
、
一
年

を
通
し
て
温
暖
で
、
人
々
が
生
活
す
る
た
め
の
気
候
条
件
に
恵
ま
れ
て
い
る
。

北
部
地
域
で
は
、
年
に
一
～
二
度
降
雪
が
あ
る
く
ら
い
で
、
市
街
地
で
は
降
雪

が
ほ
と
ん
ど
な
い
。
ま
た
、
夏
の
朝
霧
高
原
は
過
ご
し
や
す
い
。

　
ま
た
、
富
士
・
愛あ

し

鷹た
か

・
御み

坂さ
か

・
毛け

無な
し

・
天
子
山
地
に
囲
ま
れ
、
沿
岸
部
よ
り

気
温
の
日
較
差
や
年
較
差
が
大
き
い
こ
と
か
ら
盆
地
気
候
に
近
い
。
し
か
し
、

海
洋
と
は
山
に
よ
っ
て
隔
離
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
比
較
的
乾
燥
し
て
降

水
量
が
少
な
い
と
い
う
盆
地
気
候
の
特
徴
は
も
っ
て
い
な
い
。

　
富
士
宮
市
は
、
富
士
山
頂
の
三
七
七
六
ｍ
か
ら
山
麓
の
二
六
ｍ
ま
で
標
高
差

が
日
本
一
大
き
な
市
で
、
市
域
も
静
岡
県
で
四
番
目
に
広
く
、
多
く
の
川
は
、

ほ
ぼ
北
東
か
ら
南
西
の
ち
南
に
流
れ
て
、人
口
が
多
い
市
の
南
部
に
向
か
う（
図

２−

１
）。
こ
の
た
め
、
川
筋
に
沿
っ
て
特
有
の
複
雑
な
気
象
変
化
を
示
す
こ

と
が
あ
る
。

　
気
温
は
海
抜
高
度
が
増
す
に
し
た
が
っ
て
低
下
す
る
の
で
、大
き
く
見
る
と
、

北
に
進
む
ほ
ど
海
抜
高
度
が
増
す
富
士
宮
市
は
、
南
暖
北
冷
と
い
う
こ
と
が
で

き
る
。

　
な
お
、
富
士
宮
市
の
中
心
部
は
、
近
隣
の
沼
津
市
や
富
士
市
の
中
心
部
と
比

図２−１　富士宮市の水系図

べ
る
と
、
年
平
均
気
温
は
や
や
低
め
で
あ
る
も
の
の
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
。
ま

た
、富
士
山
麓
に
あ
る
標
高
が
高
い
御
殿
場
市
の
中
心
部
よ
り
は
気
温
が
高
い
。

　
近
年
、
異
常
気
象
や
地
球
温
暖
化
に
よ
り
、
局
地
的
集
中
豪
雨
に
よ
る
都
市

部
の
内
水
氾
濫
や
中
小
河
川
氾
濫
な
ど
、
極
め
て
短
時
間
に
降
る
大
雨
に
よ
る

水
害
が
多
く
な
る
傾
向
に
あ
る
。
ま
た
、
台
風
が
大
型
化
し
て
大
雨
を
降
ら
せ

た
り
、
線
状
降
水
帯
の
発
生
頻
度
が
増
え
た
り
し
て
、
一
つ
の
現
象
に
よ
る
雨

量
が
増
え
る
傾
向
に
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
富
士
宮
市
で
も
無
関
係
で
は
な
い
と

思
わ
れ
る
。
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図 2-2　富士山頂が 0℃の時の
富士宮市の気温（平均的な気温
減率の場合）と富士宮市の気象
観測所（①御中道、②朝霧野外
活動センター、③大沢川橋、④
山宮小学校、⑤富士根南小学校、
⑥消防本部、⑦芝川分署、⑧楠

くす

金
がね

、⑨富士宮第二中学校）、⑩
アメダスの白糸観測所

　
富
士
山
の
山
麓
か
ら
山
頂
ま
で
の
気
温
減
率
（
高
度
が
増
す
に
つ
れ
て
気
温

が
低
く
な
る
割
合
）
は
、
一
〇
〇
ｍ
に
つ
き
約
〇・
五
℃
で
あ
る
が
、
晴
れ
て

い
る
時
よ
り
、
曇
っ
て
い
る
時
の
方
が
気
温
減
率
は
や
や
大
き
い
傾
向
に
あ

る
。
こ
こ
で
、
対
流
圏
下
部
の
平
均
的
な
気
温
減
率
で
あ
る
一
〇
〇
ｍ
に
つ
き

〇・
六
℃
を
使
う
と
、
富
士
山
頂
が
〇
℃
の
時
は
、
白
糸
（
海
抜
五
三
五
ｍ
）

付
近
で
は
一
九・
四
℃
、
富
士
宮
第
二
中
学
校
（
海
抜
一
四
五
ｍ
）
付
近
で
は

二
一・八
℃
と
な
る
（
図
２−

２
）。

　
ま
た
、
同
じ
標
高
で
も
、
海
岸
線
か
ら
北
上
す
る
に
し
た
が
っ
て
内
陸
的
と

な
り
、
富
士
川
沿
い
や
潤
井
川
沿
い
で
も
場
所
に
よ
っ
て
気
温
は
大
き
く
異
な

る
。

　
気
象
庁
で
は
、
地
方
気
象
台
な
ど
に
加
え
、
全
国
に
約
一
三
〇
〇
カ
所
の
地

域
気
象
観
測
所
（
以
下
ア
メ
ダ
ス
と
す
る
）
を
設
置
す
る
な
ど
気
象
観
測
網
を

展
開
し
て
い
る
。
静
岡
県
で
は
、
静
岡
市
に
静
岡
地
方
気
象
台
を
設
置
し
、
詳

細
な
気
象
観
測
を
し
て
い
る
。
加
え
て
、
富
士
宮
市
に
は
白
糸
に
ア
メ
ダ
ス
を

設
置
し
雨
量
を
、
富
士
山
頂
に
特
別
地
域
気
象
観
測
所
を
設
置
し
、
気
温
と
湿

度
、気
圧
を
観
測
し
て
い
る
。な
お
、富
士
山
頂
に
は
、平
成
一
六
年（
二
〇
〇
四
）

ま
で
は
有
人
の
測
候
所
が
設
置
さ
れ
て
い
た
の
で
、
参
考
値
な
が
ら
天
気
や
風

な
ど
の
平
年
値
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
気
象
庁
で
は
、
気
象
台
や
ア
メ
ダ
ス
の
無
い
所
の
平
年
値
を
、
地

形
な
ど
の
影
響
を
考
慮
し
、
全
国
を
一
㎞
四
方
の
網
目
単
位
（
メ
ッ
シ
ュ
単

位
）
で
メ
ッ
シ
ュ
気
候
値
を
作
成
し
て
い
る
。
メ
ッ
シ
ュ
気
候
値
の
気
象
要
素

は
平
均
気
温
・
日
最
高
気
温
・
日
最
低
気
温
・
降
水
量
・
最
深
積
雪
・
日
照
時

間
・
全
天
日
射
量
の
月
別
お
よ
び
年
の
平
年
値
で
あ
る
。
こ
の
章
で
は
、
特
に

こ
と
わ
ら
な
い
限
り
、
こ
の
メ
ッ
シ
ュ
気
候
値
の
う
ち
、「
メ
ッ
シ
ュ
気
候
値

二
〇
一
〇
」（
昭
和
五
六
年
～
平
成
二
二
年
〈
一
九
八
一
～
二
〇
一
〇
〉
の
平

年
値
）
の
富
士
宮
市
役
所
を
含
む
メ
ッ
シ
ュ
の
値
を
富
士
宮
メ
ッ
シ
ュ
の
気
候

値
と
す
る
。
さ
ら
に
、
静
岡
市
の
静
岡
地
方
気
象
台
の
気
候
値
を
静
岡
市
の
気

候
値
と
す
る
。

　
ま
た
、
図
２−
２
で
示
し
た
よ
う
に
、
富
士
宮
市
に
は
国
や
市
の
気
象
観
測

所
が
あ
り
、
そ
の
観
測
デ
ー
タ
も
利
用
す
る
。
な
お
、
本
章
で
は
、
富
士
宮
市

と
比
較
す
る
た
め
、
静
岡
県
で
一
番
詳
細
な
気
象
観
測
を
長
期
間
に
わ
た
っ
て

行
っ
て
い
る
静
岡
地
方
気
象
台
の
あ
る
静
岡
市
の
観
測
値
を
用
い
た
。
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第
二
節
　
富
士
宮
市
の
気
候

気
温

　
富
士
宮
メ
ッ
シ
ュ
の
年
平
均
気
温
は
一
五・
四
℃
で
、
月
平
均
気
温
が
一
番

高
い
の
は
八
月
の
二
六・二
℃
、次
い
で
高
い
の
は
七
月
の
二
四・八
℃
で
あ
る
。

逆
に
、
一
番
低
い
の
は
一
月
の
五・
二
℃
、
次
い
で
二
月
の
五・
六
℃
で
あ
る
。

そ
し
て
、
一
番
高
い
八
月
と
一
番
低
い
一
月
の
差
は
二
一・
〇
℃
で
あ
る
（
図

２−

３
）。

　
静
岡
市
の
年
平
均
気
温
は
一
六・九
℃
で
あ
る
の
で
、
静
岡
市
よ
り
一・五
℃

低
い
こ
と
に
な
る
。
月
別
に
比
較
す
る
と
、
ど
の
月
も
静
岡
市
よ
り
も
低
く
、

そ
の
差
が
一
番
大
き
い
の
は
二
月
の
二・
一
℃
で
、
総
じ
て
冬
季
間
に
差
が
大

き
い
。
一
方
、
差
が
一
番
小
さ
い
の
は
五
～
六
月
、
八
～
九
月
の
一・
二
℃
で

あ
る
。
静
岡
市
で
月
平
均
気
温
が
一
番
高
い
八
月
と
一
番
低
い
一
月
の
差
は

二
〇・
五
℃
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
富
士
宮
メ
ッ
シ
ュ
は
、
静
岡
市

に
比
べ
て
夏
と
冬
の
気
温
差
が
大
き
く
、
内
陸
的
で
高
原
的
な
色
彩
が
強
い
と

い
え
る
。

　
一
方
、
富
士
宮
メ
ッ
シ
ュ
の
日
最
高
気
温
の
年
平
均
は
二
〇・
三
℃
で
、
一

番
高
い
の
は
八
月
の
三
〇・九
℃
、
一
番
低
い
の
は
一
月
の
一
〇・五
℃
で
、
そ

の
差
は
二
〇・四
℃
で
あ
る
。
静
岡
市
の
日
最
高
気
温
の
年
平
均
が
二
一・三
℃

で
あ
る
の
で
、
静
岡
市
よ
り
一
℃
低
い
こ
と
に
な
る
。
月
別
に
比
較
す
る
と
、

ど
の
月
も
静
岡
市
よ
り
も
低
い
が
、
そ
の
差
が
一
番
大
き
い
の
は
二
月
の
一
・

七
℃
で
、総
じ
て
冬
季
間
に
差
が
大
き
い
。
差
が
一
番
小
さ
い
の
は
八
月
の
〇・

四
℃
で
あ
り
、
夏
の
最
高
気
温
は
静
岡
市
と
大
差
な
い
。

　

さ
ら
に
、
富
士
宮
メ
ッ
シ
ュ
の
日
最
低
気
温
の
年
平
均
は
一
一・
八
℃

で
、
一
番
高
い
の
は
八
月
の
二
三・
一
℃
、
一
番
低
い
の
は
一
月
の
一・
三
℃

で
、
そ
の
差
は
二
一・
八
℃
で
あ
る
。
八
月
と
一
月
の
気
温
差
は
、
日
最
高
気

温
よ
り
日
最
低
気
温
の
方
が
大
き
い
。
静
岡
市
の
日
最
低
気
温
の
年
平
均
は

一
二・
九
℃
で
あ
り
、
こ
れ
よ
り
、
一・一
℃
低
い
。
月
別
に
比
較
す
る
と
、
ど
の

月
も
静
岡
市
よ
り
も
低
い
値
で
あ
る
が
、
そ
の
差
が
一
番
大
き
い
の
は
五
月
の

一・四
℃
で
、
総
じ
て
春
期
間
に
差
が
大
き
い
。
差
が
一
番
小
さ
い
の
は
二
月
の

〇・五
℃
で
あ
る
。

　
富
士
宮
市
域
の
気
温
は
、
高

低
差
に
よ
る
影
響
を
大
き
く
受

け
て
い
る
。
富
士
宮
市
に
お
い

て
、
気
温
の
長
期
観
測
を
実

施
し
て
い
る
御お

中ち
ゅ
う

道ど
う

（
標
高

二
三
五
〇
ｍ
）、
朝
霧
野
外
活

動
セ
ン
タ
ー
（
八
六
〇
ｍ
）、

大
沢
川
橋
（
五
〇
〇
ｍ
）、
消

防
本
部
（
一
二
二
ｍ
）
の
四
地

点
に
つ
い
て
、
平
成
一
五
年
～

平
成
三
〇
年
（
二
〇
〇
三
～

二
〇
一
八
）
の
一
六
年
間
（
欠

測
期
間
が
あ
る
の
で
観
測
地
点

ご
と
に
統
計
期
間
が
異
な
る
）

で
も
、
こ
の
こ
と
が
示
さ
れ
て

い
る
。

　
最
高
気
温
の
年
平
均
は
、
御

中
道
七・
三
℃
（
一
一
年
間
の

平
均
）、
朝
霧
野
外
活
動
セ

ン
タ
ー
一
三・
八
℃
（
一
四

年
間
の
平
均
）、
大
沢
川
橋

図２−３　富士宮メッシュの日最高気温、平均気温、日最低気温の月別平年値

日最高気温：（年平均 20.3℃） 平均気温：（年平均 15.4℃） 日最低気温：（年平均 11.8℃）
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一
七・九
℃（
一
五
年
間
の
平
均
）、消
防
本
部
二
〇・四
℃（
一
六
年
間
の
平
均
）

で
あ
る
。

　
欠
測
期
間
が
あ
る
の
で
、
お
お
よ
そ
の
目
安
で
あ
る
が
、
御
中
道
と
消
防
本

部
間
で
の
気
温
減
率
を
計
算
す
る
と
、
一
〇
〇
ｍ
に
つ
き
〇・五
九
℃
で
あ
る
。

ま
た
、
御
中
道
と
大
沢
川
橋
で
計
算
す
る
と
、
一
〇
〇
ｍ
に
つ
き
〇・
五
七
℃

と
な
っ
て
お
り
、
対
流
圏
下
部
の
平
均
的
な
気
温
減
率
で
あ
る
一
〇
〇
ｍ
に
つ

き
〇・
六
℃
に
近
い
値
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
朝
霧
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

と
消
防
本
部
間
で
計
算
し
た
気
温
減
率
は
一
〇
〇
ｍ
に
つ
き
〇・
八
九
℃
と
大

き
く
、
標
高
の
高
い
観
測
地
点
ほ
ど
太
陽
の
日
射
に
よ
り
気
温
が
上
が
り
に
く

い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
最
低
気
温
の
年
平
均
は
、
御
中
道
〇・六
℃
（
一
一
年
間
の
平
均
）、
朝
霧
野

外
活
動
セ
ン
タ
ー
五・二
℃
（
一
四
年
間
の
平
均
）、大
沢
川
橋
八・八
℃
（
一
五

年
間
の
平
均
）、
消
防
本
部
一
一・八
℃
（
一
六
年
間
の
平
均
）
で
あ
る
。
こ
れ

か
ら
、
御
中
道
と
消
防
本
部
間
で
の
気
温
減
率
を
計
算
す
る
と
、
一
〇
〇
ｍ

に
つ
き
〇・
五
℃
で
あ
る
。
ま
た
、
御
中
道
と
大
沢
川
橋
間
で
計
算
す
る
と
、

一
〇
〇
ｍ
に
つ
き
〇・
四
五
℃
と
な
り
、
最
高
気
温
で
計
算
し
た
気
温
減
率
よ

り
小
さ
く
な
っ
て
お
り
、
標
高
の
低
い
観
測
地
点
ほ
ど
最
低
気
温
が
相
対
的
に

大
き
く
下
降
す
る
こ
と
に
対
応
し
て
い
る
。し
か
し
、朝
霧
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

と
消
防
本
部
間
で
の
気
温
減
率
は
一
〇
〇
ｍ
に
つ
き
〇・
八
九
℃
で
、
最
高
気

温
で
計
算
し
た
場
合
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
消
防
本
部
付
近
で
は
、
特
に

最
低
気
温
が
下
が
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
（
図
２−

４
）。

  

な
お
、
参
考
の
た
め
、
図
２−

４
で
は
、
一
〇
〇
ｍ
に
つ
き
〇・五
℃
の
気
温

減
率
と
〇・
六
℃
の
気
温
減
率
の
二
つ
の
斜
線
も
記
し
、
最
高
気
温
と
最
低
気

温
の
平
均
を
平
均
気
温
と
仮
定
し
て
記
入
し
た
。

　
年
平
均
気
温
は
、
御
中
道
三・
九
℃
、
朝
霧
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
九・
五
℃
、

大
沢
川
橋
一
三・四
℃
、
消
防
本
部
一
六・一
℃
な
の
で
、
御
中
道
と
消
防
本
部

で
計
算
す
る
と
一
〇
〇
ｍ
に
つ
き
〇・
五
四
℃
、
御
中
道
と
大
沢
川
橋
で
計
算

す
る
と
一
〇
〇
ｍ
に
つ
き
〇・
四
九
℃
と
な
り
、
朝
霧
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
と

消
防
本
部
間
で
の
気
温
減
率
は
一
〇
〇
ｍ
に
つ
き
〇・八
九
℃
で
あ
る
。

　
御
中
道
の
年
平
均
最
高
気
温
と
最
低
気
温
の
差
は
六・
七
℃
で
あ
り
、
朝
霧

野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
の
八・六
℃
、大
沢
川
橋
九・一
℃
、消
防
本
部
の
八・六
℃

と
比
べ
る
と
小
さ
な
値
で
あ
る
。
静
岡
市
の
年
平
均
最
高
気
温
と
最
低
気
温
の

差
は
八・
四
℃
で
あ
り
、
御
中
道
の
値
が
特
に
小
さ
い
の
は
高
原
的
な
色
彩
が

強
い
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
朝
霧
野
外
活
動
セ
ン

タ
ー
、
大
沢
川
橋
、
消
防
本
部
の
値
が
静
岡
市
よ
り
若
干
大
き
い
の
は
、
内
陸

的
な
色
彩
が
で
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

図２−４　富士宮市の標高による気温の違い
（○は最低気温、●は平均気温、□は最高気温）
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地
球
温
暖
化

　
人
間
活
動
に
伴
う
近
年
の
大
気
中
の
二
酸
化
炭
素
な
ど
の
温
室
効
果
ガ
ス
濃

度
の
増
加
が
、
地
球
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
収
支
の
不
均
衡
を
も
た
ら
し
、
そ
の
結
果

と
し
て
、
地
球
が
温
暖
化
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
世
界
の
年
平
均
気

温
で
は
、
一
〇
〇
年
で
〇・
七
二
℃
上
昇
し
て
い
る
。
日
本
付
近
で
は
、
世
界

の
年
平
均
よ
り
気
温
の
上
昇
量
が
大
き
く
、
一
〇
〇
年
で
一・
二
八
℃
上
昇
し

て
お
り
、
特
に
一
九
九
〇
年
代
以
降
、
高
温
と
な
る
年
が
頻
出
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
地
球
温
暖
化
で
は
、
気
温
が
上
昇
す
る
だ
け
で
な
く
、
極
端
な
高
温

や
低
温
、
強
い
雨
な
ど
特
定
の
指
標
を
超
え
る
現
象
（
極
端
現
象
）
が
増
え
る

と
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
人
為
的
な
影
響
が
な
く
て
も
起
き
る
地
球
の
気
候
が

持
つ
自
然
変
動
の
影
響
を
除
か
な
い
と
地
球
温
暖
化
の
影
響
は
よ
く
わ
か
ら
な

い
。
こ
の
た
め
、
地
球
温
暖
化
の
進
行
を
的
確
に
検
出
す
る
た
め
に
は
、
大
気

だ
け
で
な
く
海
洋
を
含
め
た
気
候
シ
ス
テ
ム
全
体
を
対
象
と
し
て
捉
え
た
上

で
、
長
期
的
な
観
点
で
変
化
傾
向
を
監
視
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
気
象
庁
に
よ
る
と
、
静
岡
県
内
の
気
温
は
、
数
年
～
数
十
年
の
さ
ま
ざ
ま
な

周
期
の
変
動
を
繰
り
返
し
な
が
ら
長
期
的
に
上
昇
し
て
い
る
。
静
岡
県
内
に
あ

る
（
あ
っ
た
）
気
象
官
署
の
長
年
の
観
測
値
を
用
い
た
分
析
で
は
、
静
岡
市
で

は
、昭
和
一
五
年
（
一
九
四
〇
）
以
降
一
〇
〇
年
あ
た
り
で
、平
均
気
温
は
二・

二
℃
上
昇
、三
島
で
は
、昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
以
降
一
〇
〇
年
あ
た
り
で
、

平
均
気
温
は
二・
四
℃
上
昇
し
て
お
り
、
い
ず
れ
の
地
点
で
も
日
本
の
平
均
気

温
の
上
昇
よ
り
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
浜
松
市
で
は
、
明
治
一
六
年

（
一
八
八
三
）
以
降
一
〇
〇
年
あ
た
り
で
、
平
均
気
温
は
一・三
℃
上
昇
、
御
前

崎
で
は
、昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
以
降
一
〇
〇
年
あ
た
り
で
平
均
気
温
は
一・

二
℃
の
上
昇
と
、
日
本
の
平
均
気
温
の
上
昇
と
同
程
度
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
各
地
の
気
温
の
上
昇
に
は
、地
球
温
暖
化
に
よ
る
長
期
的
な
上
昇
傾
向
に
、

ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
の
影
響
や
数
年
～
数
十
年
程
度
の
時
間
規
模
で
繰
り

返
さ
れ
る
自
然
変
動
が
重
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
静
岡
市
で
は
、
最
高
気
温
が
三
〇
℃
以
上
で
あ
る
真
夏
日
や
最
高
気

温
が
三
五
℃
以
上
で
あ
る
猛
暑
日
の
日
数
は
増
加
し
て
い
る
が
、
真
夏
日
の
増

加
率
よ
り
、
猛
暑
日
の
増
加
率
の
方
が
大
き
い
。
ま
た
、
最
低
気
温
が
二
五
℃

以
上
で
あ
る
熱
帯
夜
（
こ
こ
で
は
、
夜
間
で
あ
る
か
に
関
係
な
く
、
日
最
低
気

温
が
二
五
℃
以
上
の
日
と
す
る
）
の
日
数
は
、
一
九
四
〇
年
代
は
数
日
で
あ
っ

た
も
の
が
、
二
〇
一
〇
年
代
で
は
一
五
日
以
上
に
急
増
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、

平
均
的
に
気
温
が
上
昇
す
る
以
上
に
、極
端
に
暑
い
日
が
増
え
て
い
る
。
ま
た
、

最
低
気
温
が
〇
℃
未
満
で
あ
る
冬
日
の
日
数
は
大
き
く
減
少
し
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
こ
と
は
、
富
士
宮
市
で
も
同
様
と
考
え
ら
れ
る
。

　
富
士
宮
市
で
は
、
消
防
本
部
と
朝
霧
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
で
長
期
間
の
気
温

観
測
を
行
っ
て
い
る
が
、
地
球
温
暖
化
を
論
じ
る
に
は
、
か
な
り
観
測
期
間
が

短
い
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、こ
こ
で
は
平
成
一
二
年
～
平
成
二
一
年（
二
〇
〇
〇

～
二
〇
〇
九
）
と
、
平
成
二
二
年
～
平
成
三
〇
年
（
二
〇
一
〇
～
二
〇
一
八
）

ま
で
の
気
温
の
要
素
の
変
化
を
、
九・五
年
間
の
変
化
と
し
て
見
て
み
る
。

　
消
防
本
部
の
平
均
気
温
は
〇・八
℃
上
昇
し
て
お
り
、
一
年
当
た
り
で
は
〇・

一
℃
の
上
昇
で
あ
る
。
ま
た
、
最
高
気
温
は
一
年
当
た
り
〇・
一
℃
上
昇
し
て

い
る
が
、
最
低
気
温
は
ほ
と
ん
ど
変
化
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
最
高
気
温
が

三
〇
℃
以
上
の
真
夏
日
は
増
加
し
て
い
る
が
、
最
高
気
温
が
二
五
℃
以
上
の
夏

日
は
増
加
し
て
お
ら
ず
、
最
低
気
温
が
氷
点
下
の
冬
日
も
増
加
し
て
い
な
い
。

地
球
温
暖
化
で
は
、
気
温
の
上
昇
と
と
も
に
、
極
端
な
現
象
が
増
え
る
傾
向
が

あ
り
、こ
の
こ
と
の
反
映
の
可
能
性
が
あ
る
。
一
年
当
た
り
の
気
温
変
化
量
は
、

地
球
温
暖
化
に
よ
る
気
温
上
昇
値
よ
り
か
な
り
大
き
な
値
で
あ
り
、
さ
ら
な
る

観
測
の
積
み
重
ね
が
必
要
で
あ
る
。

　
ま
た
、
標
高
が
高
い
朝
霧
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
均
気
温
、
最
高
気

温
、
最
低
気
温
と
も
に
消
防
本
部
を
上
回
る
一
年
あ
た
り
〇・
三
℃
上
昇
し
て

い
る
。
ま
た
、
冬
日
は
一
二
三・〇
日
か
ら
七
七・六
日
へ
と
三
七
％
の
減
少
で

あ
る
が
、真
冬
日
は
一
五・五
日
か
ら
八・一
日
へ
と
四
八
％
も
減
少
し
て
い
る
。



83

ま
た
、
夏
日
は
約
一・
九
倍
に
増
え
て
い
る
が
、
真
夏
日
は
約
一
一
倍
に
も
急

増
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
地
球
温
暖
化
の
一
般
的
傾
向
と
似
て
い
る
。

降
水
量

　
日
本
は
世
界
的
に
み
て
も
降
水
量
の
多
い
国
で
あ
る
。
日
本
の
降
水
現
象
の

三
本
柱
を
あ
げ
る
と
、
梅
雨
期
の
雨
、
台
風
に
よ
る
雨
、
冬
の
季
節
風
に
よ
る

雪
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
影
響
が
大
き
い
地
域
で
は
年
降
水
量
が

多
く
な
る
。
ま
た
、
影
響
の
少
な
い
瀬
戸
内
海
沿
岸
、
中
部
地
方
の
内
陸
部
お

よ
び
北
海
道
で
は
、
年
降
水
量
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
ア
メ
ダ
ス
の
平
年
値

（
平
成
三
年
～
令
和
二
年
〈
一
九
九
一
～
二
〇
二
〇
〉
ま
で
の
三
〇
年
間
の
平

均
値
）
を
み
る
と
、
一
番
少
な
い
の
が
北
海
道
の
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
沿
岸
の
常と

こ

呂ろ

で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
七
〇
〇
㎜
を
超
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
一
番
多
い
鹿
児

島
県
の
屋
久
島
で
は
四
四
七
七・二
㎜
と
、常
呂
の
約
六・四
倍
も
降
っ
て
い
る
。

　
静
岡
県
は
、
秋
の
長
雨
と
台
風
に
よ
る
雨
に
加
え
、
梅
雨
の
降
水
量
に
よ
っ

て
、
日
本
国
内
で
は
真
ん
中
付
近
の
降
水
量
で
あ
り
、
富
士
宮
メ
ッ
シ
ュ
も
年

間
の
降
水
量
は
二
四
二
〇・
三
㎜
と
日
本
国
内
で
は
真
ん
中
付
近
で
あ
る
。
そ

し
て
、
雨
が
一
番
多
い
月
は
九
月
の
三
三
七・
三
㎜
、
一
番
少
な
い
の
が
一
二

月
の
六
五・
四
㎜
と
、
夏
に
多
く
冬
に
少
な
い
（
夏
は
冬
の
約
五
倍
）
と
い
う

特
徴
が
あ
る
（
図
２−
５
）。

　

富
士
宮
市
の
降
水
量
を
静
岡
市
の
降
水
量
と
比
較
す
る
と
、
富
士
宮
メ
ッ

シ
ュ
は
六
月
と
八
月
に
静
岡
市
よ
り
多
く
、
こ
の
影
響
で
年
間
降
水
量
は

二
四
二
〇・三
㎜
と
、静
岡
市
の
二
三
二
七・三
㎜
よ
り
若
干
多
く
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
地
形
効
果
に
よ
る
夏
の
熱ね

つ

雷ら
い

が
静
岡
市
よ
り
多
い
こ
と
に
対
応
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
ア
メ
ダ
ス
の
白
糸
観
測
所
と
富
士
宮
メ
ッ
シ
ュ
の
降
水
量
を
比
べ
る

と
、
白
糸
の
年
降
水
量
は
二
三
四
一・
六
㎜
と
、
富
士
宮
メ
ッ
シ
ュ
よ
り
若
干

少
な
い
。

　
月
別
に
み
る
と
、
白
糸
観
測
所
の
降
水
量
は
、
八
月
に
前
後
の
月
よ
り
少
な

い
と
い
う
点
で
静
岡
市
の
降
水
量
に
似
て
い
る
。
一
方
で
、
降
水
量
が
一
番
多

い
の
が
七
月
と
富
士
宮
メ
ッ
シ
ュ
や
静
岡
市
と
異
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
同

じ
富
士
宮
市
内
で
も
、
そ
の
月
に
多
い
風
向
に
よ
っ
て
雨
が
多
い
場
所
が
複
雑

に
変
わ
っ
て
い
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

　

富
士
宮
市
域
で
降
水
量
の
長
期
観
測
を
行
っ
て
い
る
御
中
道
・
大
沢
川

橋
・
消
防
本
部
・
芝
川
分
署
（
標
高
一
二
〇
ｍ
）
の
四
地
点
に
つ
い
て
、
平

成
二
四
年
～
平
成
三
〇
年

（
二
〇
一
二
～
二
〇
一
八
）

の
七
年
間
（
芝
川
分
署
は

平
成
二
五
年
〈
二
〇
一
三
〉

か
ら
の
六
年
間
）
の
年
降

水
量
の
平
均
は
、
御
中
道

二
五
二
八
㎜
、
大
沢
川
橋

二
一
五
三
㎜
、
消
防
本
部

二
〇
三
二
㎜
、
芝
川
分
署

一
九
一
六
㎜
で
あ
る
。ま
た
、

ア
メ
ダ
ス
の
白
糸
観
測
所

は
、
こ
の
七
年
間
の
年
平
均

降
水
量
は
二
二
八
一
㎜
と
、

御
中
道
よ
り
少
な
く
、
他
の

三
地
点
よ
り
多
い
。
こ
れ
ら

の
こ
と
か
ら
、
富
士
宮
市
の

降
水
量
は
、
北
に
行
く
ほ
ど

南
よ
り
の
風
に
よ
る
地
形
効

果
に
よ
っ
て
降
水
量
が
多
く

図２−５　富士宮メッシュと白糸、静岡市の降水量の月別平年値

富士宮メッシュ（年降水量：2420.3mm） 白糸（年降水量：2341.6mm）
静岡市（年降水量：2327.3mm）
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な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
月
別
降
水
量
が
一
番
多
い
月
は
四
地
点
と
も
九
月
、
一

番
少
な
い
月
は
芝
川
分
暑
が
一
二
月
、
他
の
三
地
点
が
一
月
で
あ
り
、
富
士
宮

メ
ッ
シ
ュ
と
同
じ
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

　

一
二
月
～
二
月
を
冬
、
三
月
～
五
月
を
春
、
六
月
～
八
月
を
夏
、
九
月
～

一
一
月
を
秋
と
し
て
、
季
節
別
降
水
量
を
み
る
と
、
降
水
量
が
多
い
の
は
秋
、

少
な
い
の
は
冬
と
い
う
の
は
四
地
点
と
も
共
通
で
あ
る
が
、
季
節
に
よ
っ
て
地

域
差
が
あ
る
（
図
２−

６
）。
地
域
差
が
一
番
大
き
い
の
は
夏
、
次
い
で
秋
で

あ
る
。夏
の
降
水
量
は
、

標
高
が
一
番
高
い
御
中

道
で
は
八
五
八
㎜
と
、

一
番
少
な
い
芝
川
分
署

の
四
五
九
㎜
の
約
一
・

九
倍
で
あ
る
。
こ
れ
は

台
風
に
よ
る
雨
に
は
地

域
差
が
あ
る
た
め
と
考

え
ら
れ
る
。
一
方
、
地

域
差
が
一
番
小
さ
い
の

は
春
で
、
一
割
程
度
の

差
し
か
な
い
。
ま
た
、

降
水
量
が
一
番
多
い
地

点
は
、
夏
か
ら
秋
は
標

高
が
高
い
御
中
道
で
あ

る
が
、
春
は
標
高
に
よ

る
差
が
な
く
な
り
、
冬

は
標
高
が
低
い
消
防
本

部
が
一
番
多
く
な
っ
て

い
る
。

　
富
士
宮
メ
ッ
シ
ュ
に
つ
い
て
気
温
と
降
水
量
の
関
係
を
み
る
と
（
図
２−

３
、

図
２−

５
）、
夏
は
気
温
が
高
く
て
降
水
量
が
多
く
、
冬
は
気
温
が
低
く
て
雨

が
少
な
い
と
い
う
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
春
と
秋
は
、
気
温
が
ほ
ぼ
同
じ

で
あ
る
が
、
秋
の
方
が
春
よ
り
降
水
量
が
多
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。

　
平
成
一
五
年
～
平
成
二
三
年（
二
〇
〇
三
～
二
〇
一
一
）の
御
中
道
、大
沢
橋
、

消
防
本
部
お
よ
び
ア
メ
ダ
ス
の
白
糸
観
測
所
の
年
降
水
量
を
み
る
と
、
一
番
多

い
年
が
御
中
道
で
は
三
八
二
四
㎜
（
平
成
二
三
年
〈
二
〇
一
一
〉）、
大
沢
橋
で

は
三
一
九
五
㎜
（
平
成
二
三
年
〈
二
〇
一
一
〉）、
消
防
本
部
で
は
二
九
〇
四

㎜
（
平
成
二
三
年
〈
二
〇
一
一
〉）、
白
糸
観
測
所
で
は
三
二
九
一・
五
㎜
（
平

成
二
三
年
〈
二
〇
一
一
〉）
で
あ
る
。
逆
に
、
一
番
少
な
い
年
は
、
御
中
道
で

は
一
五
八
九
㎜
（
平
成
一
七
年
〈
二
〇
〇
五
〉）、
大
沢
橋
で
は
一
五
三
七
㎜

（
平
成
一
七
年
〈
二
〇
〇
五
〉）、
消
防
本
部
で
は
一
四
五
一
㎜
（
平
成
一
七
年

〈
二
〇
〇
五
〉）、白
糸
観
測
所
で
は
一
六
六
六
㎜
（
平
成
一
七
年
〈
二
〇
〇
五
〉）

で
あ
る
。
御
中
道
で
は
、
年
降
水
量
が
多
か
っ
た
年
の
降
水
量
は
、
少
な
か
っ

た
年
の
降
水
量
の
二・
四
倍
も
あ
り
、
他
の
三
地
点
の
約
二
倍
よ
り
も
変
動
が

大
き
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。

大
雨
に
関
す
る
情
報

　
気
象
庁
で
は
、
数
年
に
一
度
程
度
し
か
発
生
し
な
い
よ
う
な
短
時
間
の
大
雨

を
観
測
（
地
上
の
雨
量
計
に
よ
る
観
測
）
し
た
り
、
解
析
（
気
象
レ
ー
ダ
ー
と

地
上
の
雨
量
計
を
組
み
合
わ
せ
た
分
析
：
解
析
雨
量
）
し
た
り
し
た
時
に
は
、

記
録
的
短
時
間
大
雨
情
報
を
発
表
し
て
い
る
。
こ
の
雨
量
基
準
は
、
一
時
間
雨

量
歴
代
一
位
ま
た
は
二
位
の
記
録
を
参
考
に
、
お
お
む
ね
府
県
予
報
区
ご
と
に

決
め
て
お
り
、
富
士
宮
市
の
場
合
は
、
一
時
間
雨
量
一
一
〇
㎜
で
あ
る
。
白

糸
観
測
所
で
の
観
測
値
や
、
富
士
宮
市
を
覆
う
一
㎞
メ
ッ
シ
ュ
の
解
析
値
が

一
一
〇
㎜
を
超
え
た
時
に
記
録
的
短
時
間
大
雨
情
報
が
発
表
さ
れ
、
現
在
の
降

雨
が
土
砂
災
害
や
浸
水
害
、
中
小
河
川
の
洪
水
災
害
の
発
生
に
つ
な
が
る
よ
う

図２−６　富士宮市内における降水量の季節別の地域差
（1：御中道、2：大沢川橋、3：消防本部、4：芝川分署）
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な
、
ま
れ
に
し
か
観
測
し
な
い
雨
量
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
せ
て
い
る
。

　
気
象
庁
で
は
、
解
析
雨
量
や
降
水
短
時
間
予
報
を
利
用
し
て
き
め
細
か
な
降

水
量
の
実
況
と
予
報
を
も
と
に
、
タ
ン
ク
モ
デ
ル
と
い
う
手
法
を
用
い
て
雨
水

の
地
下
浸
透
や
河
川
流
出
を
計
算
し
て
い
る
。
タ
ン
ク
内
の
総
貯
留
量
か
ら
土

砂
災
害
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
土
壌
雨
量
指
数
を
、
タ
ン
ク
か
ら
流
出
し
た
雨

の
量
か
ら
浸
水
害
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
表
面
雨
量
指
数
を
求
め
て
い
る
。
ま

た
、
流
水
し
た
雨
水
の
移
動
や
合
流
を
計
算
し
て
流
域
雨
量
指
数
を
求
め
て
い

る
。
そ
し
て
、
三
種
類
の
雨
量
指
数
と
災
害
の
関
係
な
ど
を
調
査
し
、
大
雨
警

報
や
洪
水
警
報
、
大
雨
注
意
報
や
洪
水
注
意
報
の
基
準
を
決
め
て
い
る
（
表

２−

１
）。

　
観
測
値
か
ら
推
計
し
た
静
岡
県
で
五
〇
年
に
一
度
観
測
さ
れ
る
四
八
時
間
降

水
量
や
三
時
間
降
水
量
は
、
富
士
宮
市
で
は
市
の
北
部
が
大
き
な
値
で
あ
り
、

こ
の
こ
と
は
、
富
士
宮
市
の
北
部
で
は
、
多
量
の
雨
が
降
る
こ
と
に
対
応
し
て

い
る
（
図
２−

７
）。
ま
た
、
土
壌
雨
量
指
数
も
富
士
宮
市
の
北
部
で
多
く
な
っ

て
お
り
、
こ
こ
で
は
大
量
の
水
分
を
含
む
こ
と
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

降
雪
と
積
雪

　
富
士
宮
市
で
の
降
雪
は
、
北
部
で
年
に
数
回
あ
る
く
ら
い
で
、
市
街
地
は
ほ

と
ん
ど
積
雪
が
な
い
。
富
士
宮
メ
ッ
シ
ュ
に
よ
る
と
、
月
別
の
最
深
積
雪
が
一

㎝
以
上
な
の
は
一
二
月
～
三
月
で
、
一
番
多
い
の
は
三
月
の
六
㎝
で
あ
る
。

　
こ
の
た
め
、
少
し
の
雪
で
も
大
き
な
被
害
が
発
生
す
る
こ
と
か
ら
、
大
雪
警

報
の
発
表
基
準
は
、
平
地
で
一
二
時
間
降
雪
の
深
さ
一
〇
㎝
、
山
地
で
一
二
時

間
降
雪
の
深
さ
二
〇
㎝
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
大
雪
注
意
報
の
発
表
基
準
は

大
雪
警
報
の
発
表
基
準
の
半
分
の
値
で
あ
る
（
表
２−

２
）。
つ
ま
り
、
富
士

宮
市
で
は
、
平
地
で
五
㎝
の
雪
が
降
れ
ば
、
交
通
障
害
な
ど
の
災
害
が
発
生
す

る
こ
と
の
反
映
で
あ
る
。

　
ま
た
、
積
雪
が
少
な
い
こ
と
か
ら
融
雪
注
意
報
の
発
表
基
準
は
作
ら
れ
て
お
ら

ず
、
な
だ
れ
注
意
報
の
発
表
基
準
は
、
降
雪
の
深
さ
が
三
〇
㎝
以
上
あ
っ
た
場

合
か
、積
雪
が
四
〇
㎝
以
上
あ
っ
て
最
高
気
温
が
一
五
℃
以
上
の
場
合
で
あ
る
。

表２−１　富士宮市の大雨・洪水警報、大雨・洪水注意報の発表基準 （令和４年〈2022〉4 月現在）

大雨警報

洪水警報

大雨注意報

洪水注意報

浸 水 害

土砂災害

浸 水 害

土砂災害

表面雨量指数基準：20

土壌雨量指数基準：171

流域雨量指数基準：
　　潤井川流域 27.9、芝川流域 36.4、引沢川流域 18.9

表面雨量指数基準：12

土壌雨量指数基準：87

流域雨量指数基準：
　　潤井川流域 22.3、芝川流域 29.1、引沢川流域 15.1
複合基準（表面雨量指数基準、流域雨量指数基準）：
　　潤井川流域（6、22.3）、富士川（10、74.6）
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図２−７　静岡県の 50 年に一度の 48 時間降水量、3 時間降水量、土壌雨指数

表２−２　富士宮市の表２−１以外の警報・注意報の発表基準（令和４年〈2022〉4 月現在）

暴風警報

暴風雪警報

大雪警報

強風注意報

風雪注意報

大雪注意報

雷注意報

融雪注意報

濃霧注意報

乾燥注意報

なだれ注意報

低温注意報

霜注意報

着氷（雪）注意報

平均風速 20m/s

平均風速 20m/s　雪を伴う

平地：12時間降雪の深さ 10cm　　山地：12時間降雪の深さ 20cm

平均風速 12m/s

平均風速 12m/s　雪を伴う

平地：12時間降雪の深さ５cm　　山地：12時間降雪の深さ 10cm

落雷等により被害が予想される場合

基準なし

視程 100m

最小湿度 30％で、実効湿度 50%

１.  降雪の深さが 30cm以上あった場合
２.  積雪が 40cm以上あって最高気温が 15℃以上の場合

冬期：最低気温 -４℃以下

早霜・晩霜期に最低気温４℃以下

著しい着氷（雪）が予想される場合
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風
　
静
岡
県
の
風
向
は
、
一
口
で
言
う
と
、
冬
は
北
西
季
節
風
が
多
く
、
北
部
山

地
を
乗
り
越
え
て
く
る
の
で
、
乾
燥
寒
冷
の
「
か
ら
っ
風
」
と
な
る
。
ま
た
、

夏
は
南
東
の
季
節
風
が
卓
越
し
、
太
平
洋
の
湿
潤
な
空
気
が
流
入
し
て
北
の
山

地
で
上
昇
し
、
多
雨
地
帯
を
作
っ
て
い
る
。

　
富
士
宮
市
は
、
年
間
を
通
じ
て
見
る
と
南
寄
り
の
風
が
卓
越
し
て
い
る
。
こ

れ
は
主
と
し
て
地
形
的
な
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
地
形
的
に
は

富
士
山
が
北
北
東
に
あ
り
、
西
側
に
は
北
か
ら
毛け

無な
し

・
天
子
山
地
が
北
か
ら
の

風
を
さ
え
ぎ
り
、
南
東
方
面
に
だ
け
開
け
て
い
る
の
で
駿
河
湾
方
面
か
ら
の
風

だ
け
が
障
害
な
く
卓
越
す
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
三
月
に
な
る
と
、
大
陸
の
高
気
圧
も
衰
え
は
じ
め
、
移
動
性
高
気
圧
や
低
気

圧
が
次
々
と
通
過
し
天
候
も
定
ま
ら
な
い
時
期
と
な
る
。
春
の
風
は
、
一
般
に

は
冬
よ
り
弱
い
や
わ
ら
い
だ
風
が
多
い
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
が
、
こ
の
地
方

で
は
冬
よ
り
強
い
場
合
が
多
く
、
時
に
田
畑
の
土
砂
を
舞
い
あ
げ
る
ほ
ど
の
突

風
も
や
っ
て
く
る
。

　
梅
雨
期
は
、
梅
雨
現
象
の
特
性
で
あ
る
北
東
気
流
と
南
東
季
節
風
が
現
わ
れ

る
。
ま
た
局
地
的
な
特
性
の
強
い
海
陸
風
が
一
番
発
達
し
や
す
く
な
る
。
台
風

の
接
近
や
雷
雨
の
発
生
に
よ
り
一
時
的
風
向
の
変
動
も
現
わ
れ
る
傾
向
が
あ

る
。
盛
夏
は
小
笠
原
気
団
か
ら
高
温
多
湿
な
風
が
吹
き
、
県
下
で
は
南
か
ら
西

の
風
が
吹
き
わ
た
る
。

　
九
月
の
は
じ
め
頃
は
ま
だ
太
平
洋
の
高
気
圧
の
影
響
を
受
け
る
が
、
秋
雨
前

線
も
現
わ
れ
や
す
く
、
ま
た
台
風
の
接
近
す
る
の
も
こ
の
時
期
で
あ
る
。
一
〇

月
か
ら
大
陸
高
気
圧
が
し
だ
い
に
強
ま
り
、
一
一
月
に
な
る
と
移
動
性
高
気
圧

が
し
ば
し
ば
通
過
す
る
時
期
と
な
り
、秋
の
安
定
し
た
気
象
現
象
が
現
わ
れ
る
。

し
か
し
一
一
月
後
半
よ
り
西
高
東
低
の
冬
型
の
気
圧
配
置
に
な
る
。
こ
の
時
期

の
こ
の
地
方
は
南
東・南
南
東
の
風
が
卓
越
し
一
般
に
は
風
力
は
お
だ
や
か
で
、

一
一
月
に
な
る
と
北
西
方
向
の
風
が
吹
き
は
じ
め
最
多
風
向
の
南
東
風
も
減
少

し
冬
へ
と
移
行
す
る
。

　
冬
は
、
大
陸
高
気
圧
が
発
達
し
て
西
高
東
低
の
気
圧
配
置
と
な
り
、
静
岡
県

は
全
般
に
北
西
季
節
風
に
よ
り
西
寄
り
の
風
が
吹
く
よ
う
に
な
る
。
こ
の
地
方

で
は
、
西
寄
り
の
風
は
他
の
季
節
よ
り
や
や
多
い
程
度
で
風
速
は
小
さ
い
。図２−８　富士宮市域の観測地点別風配図

同心円の数値は年平均の風向回数。

大沢川橋

消防芝川分署

山宮小学校

楠金公民館

富士根南小学校

消防本部
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こ
こ
ま
で
は
静
岡
県
全
体
の
一
般
的
な
話
で
、
富
士
宮
市
域
の
風
を
細
か
く

見
る
と
、
地
形
の
影
響
を
受
け
て
複
雑
で
、
同
じ
富
士
宮
市
域
と
い
っ
て
も
地

域
に
よ
り
吹
き
や
す
い
風
向
が
違
う
だ
け
で
な
く
、
風
の
強
さ
や
風
が
強
い
季

節
も
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
富
士
宮
市
で
風
の
長
期
観
測
を
し
て
い
る
六
地

点
、北
か
ら
大
沢
川
橋
、山
宮
小
学
校（
三
一
八
ｍ
）、富
士
根
南
小
学
校（
一
六
〇

ｍ
）
の
三
地
点
と
、
富
士
根
南
小
学
校
か
ら
西
へ
、
消
防
本
部
、
楠く

す

金が
ね

公
民
館

（
二
一
六
ｍ
）、
芝
川
分
署
の
三
地
点
の
計
六
地
点
に
つ
い
て
、
平
成
二
四
年
～

平
成
三
〇
年
（
二
〇
一
二
～
二
〇
一
八
）
の
七
年
間
（
楠
金
公
民
館
と
芝
川
分

署
は
平
成
二
五
年
〈
二
〇
一
三
〉
か
ら
の
六
年
間
）
を
見
て
も
、
地
域
に
よ
る

差
は
非
常
に
大
き
い
（
図
２−

８
）。

　
大
沢
川
橋
で
は
、
北
北
西
か
ら
北
北
東
の
風
と
、
南
西
か
ら
南
東
の
風
に
二
分

さ
れ
、
東
西
方
向
の
風
は
あ
ま
り
吹
か
な
い
。
風
速
は
、
一
年
を
通
し
て
月
平
均

で
一
ｍ
／
ｓ
前
後
か
ら
一・五
ｍ
／
ｓ
で
、
夏
に
風
が
弱
く
な
る
傾
向
が
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
、
山
宮
小
学
校
で
は
、
南
寄
り
の
風
が
多
く
、
南
南
東
か
ら
南

西
に
集
中
し
て
お
り
、
北
寄
り
の
風
が
か
な
り
少
な
い
。
風
速
は
三
月
～
五
月

の
春
が
や
や
強
く
、
月
平
均
で
二
ｍ
／
ｓ
前
後
に
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
富
士
根
南
小
学
校
で
は
、
南
南
東
を
中
心
に
、
南
東
か
ら
南
の
風
が

多
く
、
風
速
は
一・
四
ｍ
／
ｓ
前
後
で
一
一
月
～
一
二
月
に
弱
ま
る
。
消
防
本

部
で
は
、
南
南
東
を
中
心
に
南
東
か
ら
南
の
風
が
多
く
、
次
い
で
南
西
の
風
が

多
い
。
風
速
は
一
月
～
一
〇
月
は
月
平
均
で
一・
五
ｍ
／
ｓ
前
後
で
あ
る
が
、

一
一
月
～
一
二
月
は
月
平
均
で
一
ｍ
／
ｓ
前
後
と
や
や
弱
く
な
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
楠
金
公
民
館
で
は
、
西
北
西
の
風
を
中
心
に
北
北
西
か
ら
西
の

風
が
強
く
、
次
い
で
南
東
の
風
が
多
い
。
ま
た
、
年
平
均
の
平
均
風
速
は
〇
・

七
三
ｍ
／
ｓ
と
六
地
点
の
う
ち
一
番
弱
い
。
こ
れ
に
対
し
、
芝
川
分
署
で
は
他
の

地
点
と
大
き
く
異
な
り
、北
東
の
風
が
突
出
し
て
い
る
。
風
速
は
年
平
均
で
二・

三
四
ｍ
／
ｓ
と
六
地
点
の
う
ち
で
一
番
強
く
、
特
に
冬
は
月
平
均
で
二
ｍ
／
ｓ

を
上
回
り
、
夏
の
二
倍
の
風
が
吹
い
て
い
る
。

相
対
湿
度
と
霧

　
湿
度
の
変
化
は
、
シ
ベ
リ
ア
大
陸
か
ら
寒
冷
で
乾
燥
し
た
風
が
吹
い
て
く
る

二
月
が
最
も
少
な
い
。
そ
の
後
だ
ん
だ
ん
増
加
し
、
小
笠
原
気
団
か
ら
高
温
多

湿
な
南
東
風
の
吹
い
て
く
る
六
月
中
旬
頃
か
ら
湿
度
が
高
く
な
り
、
七
月
が
最

も
高
い
。
湿
度
の
高
い
状
態
は
九
月
下
旬
頃
ま
で
続
き
、
こ
の
間
、
四
日
に
一

日
は
蒸
し
暑
く
な
る
。
一
〇
月
以
降
は
、
シ
ベ
リ
ア
大
陸
か
ら
の
寒
冷
で
乾
燥

し
た
風
が
吹
い
て
く
る
た
め
湿
度
は
低
く
な
る
。
こ
の
た
め
、
火
災
は
湿
度
の

低
い
冬
に
多
く
、
無
雨
日
数
の
継
続
は
大
火
の
原
因
に
な
る
場
合
が
多
い
。

　
ち
な
み
に
、
詳
し
い
観
測
値
の
あ
る
静
岡
市
の
相
対
湿
度
の
月
平
均
は
、
七

月
が
一
番
大
き
く
七
九
％
、
一
月
と
二
月
が
一
番
少
な
く
五
七
％
で
あ
る
。

ま
た
、
各
月
別
の
降
水
日
数
（
〇・
〇
㎜
以
上
）
の
少
な
い
の
は
一
二
月
の

一
一・
〇
日
、
多
い
の
は
七
月
の
二
〇・
五
日
で
あ
る
。
降
水
日
数
（
〇・
五
㎜

以
上
）
も
似
た
傾
向
が
あ
り
、
降
水
は
夏
に
多
く
、
冬
に
少
な
い
と
い
う
こ
と

が
で
き
る
。
こ
れ
が
湿
度
の
季
節
変
化
に
現
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
富
士
宮
市
の
霧
の
発
生
は
、
風
が
強
く
気
温
の
低
い
冬
に
は
少
な
い
が
、
夏

を
中
心
に
し
て
そ
の
前
後
に
多
い
と
い
え
る
。
特
に
、六
～
七
月
は
、富
士
山・

御み

坂さ
か

山
地・天
子
山
地
に
取
り
囲
ま
れ
た
富
士
宮
市
北
部
は
、梅
雨
前
線
に
伴
っ

て
発
生
す
る
移
流
霧
や
、
四
周
の
山
に
冷
却
さ
れ
流
れ
こ
み
平
地
の
暖
気
と
混

合
し
て
で
き
る
混
合
霧
、
四
周
の
山
の
斜
面
を
は
い
上
る
滑か

っ

昇し
ょ
う

霧ぎ
り

（
山
霧
）
な

ど
の
発
生
が
多
く
、
南
部
の
市
街
は
晴
れ
て
い
る
の
に
、
猪い

之の

頭か
し
ら

よ
り
北
部
は

霧
に
覆
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
発
生
す
る
。

　
過
去
の
富
士
山
頂
透
明
度
と
気
象
要
素
の
関
係
の
調
査
、
富
士
宮
市
か
ら
富

士
山
の
透
明
度
を
六
階
級
（
〇
：
見
え
な
い
、
一
：
か
す
ん
で
見
え
な
い
、
二
：

か
す
ん
で
か
す
か
に
見
え
る
、三：か
す
ん
で
見
え
る
、四：普
通
に
見
え
る
、五：

は
っ
き
り
見
え
る
）
に
分
け
て
の
調
査
で
は
、
南
寄
り
の
風
が
吹
く
と
富
士
山

が
見
え
な
く
な
り
、
ま
た
、
湿
度
が
増
え
る
と
見
え
な
く
な
る
と
い
う
、
と
も

に
負
の
相
関
が
あ
る
。
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日
照
時
間
と
日
射
量

　
富
士
宮
市
は
一
年
を
通
し
て
雲
量
の
変
化
が
大
き
く
、
晴
れ
の
日
が
五
〇
％

を
超
え
る
月
は
一
〇
月
～
三
月
ま
で
の
冬
期
間
で
あ
り
、
一
二
月
に
は
約

八
〇
％
が
晴
れ
て
い
る
。
一
方
、四
月
～
九
月
ま
で
の
夏
期
間
は
雲
量
が
多
く
、

六
月
に
は
晴
れ
る
日
が
四
日
に
一
日
く
ら
い
し
か
な
い
。

　
富
士
宮
市
に
お
け
る
一
日
の
長
さ
は
、
冬
至
の
頃
が
一
番
短
く
九
時
間
四
七

分
、
夏
至
の
頃
が
一
番
長
く
一
四
時
間
三
二
分
で
あ
る
の
で
、
雲
が
な
け
れ
ば

夏
ほ
ど
日
照
時
間
（
日
照
計
で
測
定
さ
れ
る
直
達
日
射
量
が
一
二
〇
ｗワ

ッ
ト

／
㎡
以

上
あ
る
時
間
の
こ
と
で
、
直
射
光
で
物
体
の
影
が
認
め
ら
れ
る
時
間
）
が
長
く

な
る
。

　

し
か
し
、
雲
量
と
日
照
時
間
と
は
密
接
な
関
係
が
あ
り
、
一
日
の
長
さ
の

違
い
よ
り
、
雲
量
の
違
い
の
方
が
大
き
く
影
響
す
る
の
で
、
富
士
宮
市
で
日

照
時
間
が
長
い
の
は
冬
期
間
で
あ
る
。
富
士
宮
メ
ッ
シ
ュ
の
日
照
時
間
は
一

月
が
一
番
多
く
て
一
七
九・
九
時
間
で
、
冬
か
ら
春
に
か
け
て
一
番
多
い
と
い

う
特
徴
が
あ
る
。
一
番
少
な
い
の
は
梅
雨
期
の
六
月
の
一
一
九・
三
時
間
で
一

月
の
約
六
六
％
し
か
な
い
。
ま
た
、
年
間
の
日
照
時
間
は
一
八
八
二・
三
時
間

で
、
一
日
平
均
五
時
間
九
分
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
静
岡
市
の
日
照
時
間
と
比

べ
る
と
、
ど
の
月
も
静
岡
市
の
方
が
長
く
、
八
月
に
は
三
七・
〇
時
間
（
日
平

均
で
一
時
間
一
二
分
）
も
長
く
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
一
〇
月
の
差
は
三・
六

時
間
（
日
平
均
で
七
分
）
し
か
な
く
、
ほ
と
ん
ど
同
じ
と
考
え
ら
れ
、
年
間
で

は
二
六
九・二
時
間
（
一
日
平
均
四
四
分
）
静
岡
市
の
方
が
長
く
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
富
士
宮
メ
ッ
シ
ュ
の
方
が
夏
季
を
中
心
と
し
て
静
岡
市
よ
り
雲
量
が

多
い
影
響
と
考
え
ら
れ
る
。

　
全
天
日
射
量
（
天
空
の
全
方
向
か
ら
の
太
陽
日
射
量
）
は
、雲
が
な
け
れ
ば
、

太
陽
高
度
が
一
番
高
く
な
る
夏
至
の
頃
が
一
番
高
く
な
る
。
富
士
宮
市
の
全
天

日
射
量
は
、
六
月
が
梅
雨
期
に
よ
っ
て
雲
が
多
く
な
る
の
で
、
一
番
多
い
の
は

五
月
の
月
平
均
一
七・〇
MJ

メ
ガ
ジ
ュ
ー
ル

／
㎡
で
あ
る
。
ま
た
、
一
番
少
な
い
の
は
、
太
陽

高
度
が
一
番
低
く
な
る
冬
至
の
頃
で
あ
る
、一
二
月
の
八・六 

MJ
／
㎡
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
静
岡
市
の
日
射
量
と
比
べ
る
と
、
ど
の
月
も
静
岡
市
よ
り
少
な
く
、

特
に
七
～
八
月
に
差
が
大
き
い
の
は
、
こ
の
季
節
を
中
心
に
富
士
宮
メ
ッ
シ
ュ

の
方
が
静
岡
市
よ
り
雲
量
が
多
い
影
響
と
考
え
ら
れ
る
（
図
２−

９
）。　
　

富士宮メッシュ　日照時間（年合計：1882.3 時間）
富士宮メッシュ　全天日射量（年平均：12.9MJ/㎡）

図２−９　富士宮メッシュの月合計日照時間と月平均全天日射量



第
二
章  

富
士
宮
の
気
象

90

第
三
節
　
富
士
山
頂

気
圧
（
現
地
気
圧
）

　
富
士
山
の
気
象
は
、
低
気
圧
と
寒
さ
と
強
風
と
い
う
大
き
な
特
徴
が
あ
る
。

富
士
山
頂
の
現
地
気
圧
（
海
面
更
正
を
行
っ
て
い
な
い
気
圧
）
は
、
年
平
均
で

六
三
八・
二
hPa
と
、
平
地
の
約
六
割
で
あ
り
、
高
山
病
に
か
か
っ
た
り
、
身
体

を
動
か
す
と
息
苦
し
か
っ
た
り
す
る
。
ま
た
、
水
の
沸
騰
点
は
平
地
で
は
約

一
〇
〇
℃
で
あ
る
が
、
富
士
山
頂
で
は
八
七
～
八
八
℃
と
低
く
な
る
。

　

月
別
で
は
、
八
月
が
一
番
高
く
六
四
八・
七
hPa
、
一
月
が
一
番
低
い

ヘ
ク
ト
パ
ス
カ
ル

六
二
六・
七
hPa
で
、
差
は
二
二

hPa
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
気
温

が
低
い
冬
は
、
大
気
下
層
の

空
気
の
密
度
が
大
き
く
な
る

こ
と
を
反
映
し
て
い
る
（
図

２

−

10
）。
ち
な
み
に
、
静
岡

市
で
現
地
気
圧
が
一
番
高
い

の
は
一
一
月
の
一
〇
一
五・
七

hPa
、
一
番
低
い
の
は
六
月
と

七
月
の
一
〇
〇
七・
〇
hPa
で
、

そ
の
差
は
八・
七
hPa
で
富
士

山
頂
よ
り
小
さ
い
（
海
面
気

圧
で
は
一
番
高
い
一
一
月
の

一
〇
一
七・
六
hPa
と
一
番
低
い

七
月
の
一
〇
〇
八・
八
hPa
で
差

は
八・
八
hPa
）。
静
岡
の
よ
う

に
、
平
地
で
気
圧
が
高
く
な
る

季
節
は
富
士
山
頂
と
違
っ
て

冬
で
あ
る
。

　
富
士
山
頂
の
現
地
気
圧
の
最
も
低
い
記
録
は
、
平
成
九
年
（
一
九
九
七
）
一

月
二
二
日
に
観
測
し
た
五
九
七・
七
hPa
で
あ
る
。
こ
の
日
は
、
日
本
の
東
海
上

で
低
気
圧
が
発
達
し
、
西
高
東
低
の
気
圧
配
置
と
な
っ
て
強
い
寒
気
が
南
下

し
、
日
最
高
気
温

−

マ
イ
ナ
ス

二
一・
四
℃
、
日
最
低
気
温

−

マ
イ
ナ
ス

三
七・
九
℃
、
最
大
風
速

三
八・
二
ｍ
／
ｓ
（
北
北
西
の
風
）、
最
大
瞬
間
風
速
五
三・
四
ｍ
／
ｓ
（
北
北

西
の
風
）
を
観
測
し
た
。

気
温

　
富
士
山
頂
で
は
、
年
間
の

平
均
気
温
は

−

マ
イ
ナ
ス

五・
九
℃
で

あ
り
、
月
平
均
気
温
が
氷

点
下
で
な
い
の
は
、
六
～

九
月
の
四
カ
月
間
だ
け
で

あ
る
（
図
２

−

11
）。
最
も

気
温
が
高
い
八
月
の
平
均

気
温
が
六・
四
℃
、
最
も
低

い
一
月
の
平
均
気
温
は

−

マ
イ
ナ
ス

一
八・
二
℃
と
そ
の
差
は

二
四・
六
℃
で
あ
る
。
富
士

山
頂
の
冬
一
月
の
平
均
気
温

は
、
南
極
昭
和
基
地
の
冬
八

月
の
平
均
気
温
と
ほ
ぼ
同
じ

で
あ
る
が
、
風
が
昭
和
基
地

図 2-10　富士山頂の気圧（現地気圧）の平年値

図２−11　富士山頂の月ごとの平均気温、最高気温、最低気温
　　　　  （平成３年〜令和２年〈1991〜2020〉）

最高気温（年平均−3.0℃） 平均気温　−5.9℃
最低気温（年平均−9.0℃）

ヘ
ク
ト
パ
ス
カ
ル

ル
ビ　
別
枠　
注
意
！
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よ
り
強
い
た
め
、
体
感
温
度
は
富
士
山
頂
の
方
が
低
い
こ
と
に
な
る
。

　
ち
な
み
に
、
最
高
気
温
の
年
平
均
は

−

マ
イ
ナ
ス

三・〇
℃
、
最
低
気
温
の
年
平
均
は

−マイナス
九・
〇
℃
と
、
そ
の
差
は
六・
〇
℃
で
あ
る
。
季
節
別
に
は
、
夏
季
（
四
月

～
九
月
）
が
五・七
℃
、冬
季
（
一
月
～
三
月
、一
〇
月
～
一
二
月
）
が
六・三
℃

と
、
夏
季
の
方
が
差
は
小
さ
い
。

　

最
高
気
温
の
記
録
は
昭
和
一
七
年
（
一
九
四
二
）
八
月
一
三
日
の

一
七・
八
℃
、
最
低
気
温
の
記
録
は
昭
和
五
六
年
（
一
九
八
一
）
二
月
二
七
日

の

−

マ
イ
ナ
ス

三
八・〇
℃
で
あ
り
、
そ
の
差
は
五
五・八
℃
も
あ
る
。

　
北
海
道
の
旭
川
で

−

マ
イ
ナ
ス

四
一・〇
℃
（
明
治
三
五
年
〈
一
九
〇
二
〉
一
月
二
五

日
）
を
観
測
す
る
な
ど
、富
士
山
頂
の
記
録
よ
り
低
い
気
温
の
観
測
が
あ
る
が
、

風
が
弱
い
夜
明
け
前
に
放
射
冷
却
に
よ
っ
て
地
表
面
付
近
が
極
端
に
冷
え
た
時

の
記
録
で
あ
る
。
富
士
山
頂
の
最
低
気
温
の
記
録
は
、
強
い
風
が
吹
い
て
い
る

時
の
記
録
で
あ
り
、
体
感
温
度
は
富
士
山
頂
の
方
が
か
な
り
低
い
。

　
富
士
山
頂
の
平
年
の
真

冬
日
（
最
高
気
温
が
〇
℃

未
満
）
は
二
〇
九・
一
日

あ
り
、
一
一
月
～
四
月
は

す
べ
て
の
日
で
真
冬
日

で
あ
る
。
ま
た
、
冬
日

（
最
低
気
温
が
〇
℃
未
満
）

は
二
三
八・
三
日
あ
り
、

一
二
月
～
三
月
は
す
べ
て

の
日
で
冬
日
で
あ
る
。
そ

し
て
、
七
月
と
八
月
は
真

冬
日
も
冬
日
も
な
い
。

　
夏
の
晴
れ
た
日
は
、
平

地
で
の
多
く
の
日
と
同
じ

く
、
昼
過
ぎ
に
一
番
高
く
、
夜
明
け
前
に
一
番
低
く
な
る
と
い
う
日
変
化
を
す

る
が
、
冬
に
な
る
と
日
中
で
も

−

マ
イ
ナ
ス

二
〇
℃
以
下
の
状
態
が
数
日
続
く
こ
と
も
多

く
な
る
。
こ
の
た
め
、
平
均
を
と
る
と
、
平
地
に
比
べ
て
一
日
の
気
温
変
化
が

小
さ
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
、
特
に
冬
で
は
、
一
日
の
気
温
変
化
が
小
さ
い
。

こ
れ
に
対
し
、
静
岡
市
な
ど
平
地
で
は
、
逆
に
冬
の
方
が
一
日
の
気
温
変
化
が

大
き
い
。

　
人
間
活
動
に
伴
う
温
室
効
果
ガ
ス
濃
度
の
増
加
に
よ
っ
て
地
球
が
温
暖
化
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
富
士
山
頂
も
、
一
九
三
三
年
以
降
、
一
〇
〇

年
あ
た
り
で
平
均
気
温
は
一・
二
℃
上
昇
と
、
日
本
の
平
均
気
温
の
上
昇
と
同

程
度
上
昇
し
て
い
る
（
図
２−

12
）。

日
射
量

　
富
士
山
頂
で
は
太
陽
光
線
が
通
過
し
て
く
る
大
気
層
が
薄
い
た
め
、
年
間
を

通
し
て
の
全
天
日
射
量
は
多
く
、
年
平
均
の
全
天
日
射
量
は
一
七・七
MJ

メ
ガ
ジ
ュ
ー
ル

／
㎡

と
、
地
上
の
約
一・
五
倍
程
度
で
あ
る
。
全
天
日
射
量
は
、
一
般
的
に
夏
季
に

多
く
冬
季
に
少
な
く
な
っ
て
お
り
、
太
陽
高
度
が
高
い
夏
至
の
頃
に
最
大
値
と

な
る
。
夏
季
に
多
い
と
い
っ
て
も
、四
月
か
ら
八
月
ま
で
ほ
ぼ
同
じ
値
で
あ
る
。

最
多
は
五
月
の
二
二・
九
MJ
／
㎡
、
こ
れ
は
、
太
陽
高
度
が
高
く
な
る
夏
至
前

後
に
、
梅
雨
と
な
っ
て
雲
ま
た
は
霧
が
多
く
な
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
全
天

日
射
量
の
最
少
は
一
二
月
の
一
一・二
MJ
／
㎡
で
あ
る
。

湿
度

　
富
士
山
頂
は
、
雲
や
霧
に
覆
わ
れ
な
い
限
り
、
平
地
よ
り
乾
燥
し
て
い
る
。

富
士
山
頂
の
平
均
相
対
湿
度
が
一
番
高
い
の
は
七
月
の
七
九
％
で
、こ
の
頃
は
、

雲
の
中
に
い
る
こ
と
が
多
い
こ
と
に
対
応
し
て
い
る
。
ま
た
、
一
番
相
対
湿
度

が
低
い
の
は
、
一
一
月
と
一
二
月
の
五
二
％
と
、
夏
に
高
く
冬
に
低
い
（
単
純

年
平
均
六
二
％
）。

図２−12　富士山頂の年平均気温の推移
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富
士
山
頂
の
相
対
湿
度
の
一
日
の
変
化
は
、
平
地
と
は
逆
で
、
日
の
出
の
あ

と
下
層
の
湿
っ
た
空
気
が
上
昇
し
て
く
る
た
め
雲
や
霧
が
現
れ
や
す
く
、
湿
度

は
正
午
ご
ろ
最
も
高
く
な
る
。
逆
に
、夜
間
は
雲
や
霧
が
な
く
な
り
低
く
な
る
。

一
般
に
、
平
地
で
は
、
気
温
が
一
番
低
く
な
る
日
の
出
前
に
相
対
湿
度
が
一
番

高
く
な
り
、
日
の
出
と
と
も
に
気
温
が
上
昇
す
る
と
相
対
湿
度
が
低
く
な
る
。

風
　
富
士
山
頂
は
風
が
強
く
、
年
間
の
平
均
風
速
は
一
二・
一
ｍ
／
ｓ
で
、
冬
に

強
く
、
夏
に
比
較
的
弱
く
な
っ
て
い
る
。
風
速
が
一
番
強
い
の
は
一
月
で
、
平

均
風
速
が
一
五・九
ｍ
／
ｓ
、
い
ち
ば
ん
穏
や
か
な
八
月
で
も
平
均
風
速
は
七・

六
ｍ
／
ｓ
と
、
一
月
～
二
月
で
は
平
野
部
の
七
倍
程
度
の
風
、
七
月
～
八
月
で

平
野
部
の
二
～
三
倍
の
風
が
吹
い
て
い
る
（
図
２−

13
）。「
春
一
番
」
や
「
木

枯
ら
し
一
号
」
の
基
準
が
お
お
む
ね
八
ｍ
／
ｓ
な
の
で
、
富
士
山
頂
で
風
が
弱

い
八
月
で
も
、
平
地
で
あ
れ
ば
か
な
り
の
風
速
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
富
士
山

頂
の
冬
は
夏
に
比
べ
て
約
二
倍
の
強
い
風
が
吹
く
と
い
っ
た
、
夏
と
冬
で
は
風

速
に
大
き
な
差
が
あ
る
が
、
平
地
の
静
岡
で
は
、
月
別
の
平
均
風
速
が
一
番
大

き
い
の
は
三
月
と
四
月
の
二・四
ｍ
／
ｓ
、一
番
小
さ
い
の
は
一・九
ｍ
／
ｓ
と
、

風
速
の
差
は
〇・五
ｍ
／
ｓ
し
か
な
い
。

　

富
士
山
頂
で
一
五
ｍ
／
ｓ
以
上
の
強
風
が
吹
く
日
数
は
二
三
五・
八
日

（
全
体
の
六
五
％
）
も
あ
り
、
二
〇
ｍ
／
ｓ
以
上
の
暴
風
も
一
三
八・
五
日

（
三
八
％
）、
三
〇
ｍ
／
ｓ
以
上
の
暴
風
も
二
四・
七
日
（
七
％
）
も
あ
る
。
特

に
一
月
～
二
月
が
激
し
く
、
天
気
が
快
晴
で
も
二
〇
ｍ
／
ｓ
前
後
の
風
が
吹
き

荒
れ
る
。

　
風
速
が
一
〇
ｍ
／
ｓ
未
満
の
風
が
弱
い
日
は
、
夏
の
太
平
洋
高
気
圧
に
覆
わ

れ
た
七
月
～
八
月
頃
に
二
〇
日
程
度
し
か
な
い
。
そ
し
て
、
特
に
風
の
弱
い
時

間
帯
は
、
午
前
八
時
頃
か
ら
正
午
頃
で
あ
る
。

　
台
風
や
発
達
し
た
低
気
圧
が
本
州
付
近
を
通
る
際
や
、
冬
の
季
節
風
が
強
く

吹
く
時
は
、
五
〇
ｍ
／
ｓ
を
超
え
る
風
と
な
り
、
昭
和
一
七
年
（
一
九
四
二
）

四
月
五
日
に
は
低
気
圧
に
よ
っ
て
七
二・
五
ｍ
／
ｓ
（
西
南
西
の
風
）
と
い
う

最
大
風
速
を
観
測
し
て
い
る
。
次
い
で
、
昭
和
一
六
年
（
一
九
四
一
）
一
〇
月

二
日
に
台
風
（
当
時
は
番
号
を
つ
け
て
い
な
い
）
に
よ
り
七
〇・五
ｍ
／
ｓ
（
南

の
風
）と
い
う
最
大
風
速
を
観
測
し
て
い
る
。
ま
た
、昭
和
四
一
年（
一
九
六
六
）

九
月
二
五
日
に
は
台
風
二
六
号
に
よ
っ
て
九
一・〇
ｍ
／
ｓ（
南
南
西
の
風
）を
、

次
い
で
、
昭
和
四
四
年
（
一
九
六
九
）
八
月
五
日
に
は
八
六・
〇
ｍ
／
ｓ
（
南

南
西
の
風
）
と
い
う
凄
ま
じ
い
勢
い
の
最
大
瞬
間
風
速
を
観
測
し
て
い
る
。

　
風
速
の
一
日
の
変
化
は
、
平
地
の
変
化
と
は
ま
っ
た
く
反
対
で
、
日
の
出
と

と
も
に
弱
く
な
り
、
日
中
最

も
弱
く
な
る
。
日
没
後
は
次

第
に
強
ま
り
、
日
の
出
直
前

に
最
も
強
ま
る
。

　
富
士
山
頂
で
観
測
さ
れ
る

風
は
、
そ
の
高
度
か
ら
自
由

大
気
中
の
季
節
風
で
あ
る
た

め
、
年
間
を
通
し
て
西
風
が

卓
越
し
て
い
る（
図
２−

14
）。

　
一
月
～
三
月
の
最
多
風
向

は
、
富
士
山
の
観
測
地
点
が

山
頂
の
西
南
西
端
に
位
置
す

る
こ
と
か
ら
、
山
を
回
り
込

む
風
の
影
響
を
受
け
て
、
西

風
で
は
な
く
、
西
北
西
の
風

が
一
番
多
く
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
四
～
六
月
に
お
い
て

は
、
偏
西
風
の
蛇
行
や
低
気

図２−13　富士山頂の月ごとの平均風速（平成３年〜平成 16 年〈1991
　　　　　〜 2004〉）と静岡市の月ごとの平均風速（平成３年〜令和
　　　　　２年〈1991 〜 2020〉）

富士山頂（年平均 12.1m/s）
静 岡 市（年平均 2.2m/s）
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図２−14　富士山頂の風配図
同心円の数値はその風向の占める割合を％で示す。

圧
の
通
過
に
よ
っ
て
南
西
方
向
の
風
の
頻
度
も
多
く
な
り
、
西
北
西
と
西
南
西

の
二
方
向
の
風
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

　
周
囲
に
高
い
山
が
な
く
孤
立
峰
の
富
士
山
で
は
、
海
か
ら
の
水
蒸
気
を
含
ん

だ
風
が
直
接
山
肌
に
ぶ
つ
か
っ
て
山
腹
を
上
昇
す
る
気
流
や
風
下
側
の
広
い
範

囲
の
上
空
に
乱
気
流
を
起
こ
し
、
他
の
山
に
は
見
ら
れ
な
い
笠
雲
や
吊つ

る

し
雲
と

い
う
特
徴
的
な
雲
が
現
れ
る
。
昔
か
ら
、
笠
雲
や
吊
し
雲
が
か
か
る
と
天
気
が

変
わ
る
兆
し
と
さ
れ
、
富
士
山
の
麓
に
住
む
人
々
は
、
富
士
山
に
か
か
る
雲
の

形
で
天
気
を
予
測
し
て
い
た
。

　
富
士
山
頂
付
近
で
は
年
間
を
通
し
て
西
寄
り
の
風
が
吹
い
て
い
て
、
こ
の
風

が
山
越
え
（
上
昇
）
す
る
こ
と
で
空
気
が
冷
や
さ
れ
る
。
空
気
が
湿
っ
て
い
れ

ば
水
蒸
気
は
凝
結
し
、
雲
を
作
る
が
、
山
越
え
し
て
下
降
す
る
時
に
は
雲
粒
は

蒸
発
し
て
な
く
な
る
。
結
果
と
し
て
笠
を
か
ぶ
っ
た
よ
う
な
笠
雲
と
な
る
。
同

じ
笠
雲
と
い
っ
て
も
、
山
頂
付
近
の
水
蒸
気
量
や
風
速
の
変
化
な
ど
で
形
が
多

少
変
わ
っ
て
く
る
。
吊
し
雲
は
、
天
か
ら
吊
り
下
げ
た
か
の
よ
う
に
同
じ
場

所
に
留
ま
る
雲
で
あ
る
。
富
士
山
を

超
え
た
気
流
は
、
そ
の
後
も
上
下
に

波
を
打
っ
て
風
下
側
に
伝
わ
っ
て
ゆ

く
。
こ
れ
を
山さ

ん

岳が
く

波は

と
い
う
が
、
こ

の
波は

頭と
う

に
で
き
る
の
が
吊
し
雲
で
、

山
の
中
腹
を
廻め

ぐ

る
気
流
と
ぶ
つ
か
っ

て
上
昇
流
を
強
化
し
た
り
、
時
に
は

渦
巻
い
た
り
し
て
い
る
の
で
、
乱

気
流
に
な
っ
て
い
る
。
昭
和
四
一

年
（
一
九
六
六
）
三
月
五
日
の
富
士

山
上
空
で
起
こ
っ
た
Ｂ
Ｏ
Ａ
Ｃ
機
の

墜
落
事
故
の
主
因
は
、
こ
の
乱
気
流

と
い
わ
れ
て
い
る
。
上
空
の
風
向
や

風
速
が
一
定
で
あ
れ
ば
、
風
下
側
に

で
き
る
波
の
位
置
も
ほ
ぼ
同
じ
な
の

で
、
吊
し
雲
が
ほ
ぼ
同
じ
位
置
に
浮

か
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

　
夏
以
外
の
季
節
で
は
、
本
州
上
空

は
偏
西
風
帯
に
入
る
こ
と
が
多
い
た

め
に
富
士
山
頂
で
は
西
寄
り
の
暴
風
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が
吹
き
や
す
く
な
る
。
こ
の
た
め
、
富
士
山
五
合
目
の
樹
木
は
風
が
強
い
た
め

に
地
を
這は

う
よ
う
に
低
く
な
っ
て
お
り
、
し
か
も
西
側
の
枝
が
あ
ま
り
成
長
で

き
ず
、
東
側
に
伸
び
て
い
る
。
ま
た
、
五
合
目
以
上
の
冬
は
、
冷
た
い
季
節
風

が
吹
き
つ
け
る
極
限
環
境
と
な
り
、
樹
木
が
育
た
な
い
だ
け
で
な
く
、
北
ア
ル

プ
ス
や
立
山
の
よ
う
に
夏
の
お
花
畑
を
作
る
高
山
植
物
も
見
ら
れ
な
い
。

降
水
量

　

富
士
山
頂
で
は
、
風
が
強
く
、
気
流
の
乱
れ
も
大
き
い
た
め
、
横
な
ぐ
り

の
雨
が
降
り
、
時
に
は
下

か
ら
降
っ
て
く
る
。
こ
の

よ
う
な
雨
粒
は
雨
量
計
に

は
入
ら
な
い
こ
と
か
ら
正

確
な
雨
量
を
観
測
す
る
こ

と
が
難
し
く
、
積
雪
の

観
測
は
行
わ
れ
て
い
て

も
、
雨
量
の
観
測
は
行
わ

れ
て
い
な
い
。
た
だ
、
山

麓
で
雨
が
多
い
南
西
斜
面

の
白
糸
観
測
所
で
年
間
降

水
量
が
二
三
〇
〇
㎜
程
度

な
ど
か
ら
、
年
間
降
水
量

は
三
〇
〇
〇
㎜
程
度
で
は

な
い
か
と
推
定
さ
れ
て
い

る
。

　

富
士
山
頂
付
近
の
雪

は
、
冬
型
の
気
圧
配
置

で
は
な
か
な
か
降
ら
ず
、

図２−15　富士山頂の月別最深積雪の平年値

降
っ
て
も
気
温
が
低
い
た
め
に
融
け
て
消
え
る
よ
り
も
、
風
に
飛
ば
さ
れ
て
な

く
な
る
こ
と
の
方
が
多
い
。
春
先
に
な
る
と
南
岸
低
気
圧
が
定
期
的
に
通
過
し

て
降
雪
が
多
く
な
り
、
気
温
が

−

マ
イ
ナ
ス

五
℃
程
度
と
比
較
的
高
い
た
め
に
着
雪
し

や
す
く
な
っ
て
飛
ば
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
る
。

　
雪
日
数
が
多
い
の
は
、本
州
南
岸
を
低
気
圧
が
通
り
や
す
い
三
月
で
あ
る
が
、

こ
の
雪
が
消
え
た
り
、
飛
ば
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
な
く
積
み
重
な
る
た
め
、
最

深
積
雪
の
平
年
値
は
四
月
が
一
番
多
く
二
〇
六
㎝
、
次
い
で
五
月
の
一
九
六
㎝

で
あ
り
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
時
期
は
、
富
士
山
の
積
雪
が
最
大
と
な
る

（
図
２−

15
）。

　
な
お
、
統
計
の
取
り
方
の
違
い
で
差
が
出
る
が
、
富
士
山
頂
の
年
間
の
最
深

積
雪
の
平
年
値
は
二
一
四
㎝
で
あ
る
。
な
お
、
最
深
積
雪
が
多
い
の
は
い
つ
も

四
月
で
は
な
い
た
め
、
年
間
の
最
深
積
雪
は
四
月
よ
り
大
き
な
値
と
な
る
。

ま
た
、積
雪
が
三
ｍ
を
超
え
た
日
は
、昭
和
二
六
年
～
平
成
一
六
年
（
一
九
五
一

～
二
〇
〇
四
）
ま
で
の
五
四
年
間
で
、
六
回
（
四
月
に
三
回
、
五
月
に
二
回
、

六
月
に
一
回
）あ
り
、こ
の
う
ち
、最
深
積
雪
の
記
録
は
、平
成
元
年（
一
九
八
九
）

四
月
二
七
日
の
三
三
八
㎝
、
次
い
で
、
同
年
五
月
七
日
の
三
三
一
㎝
、
同
年
六

月
一
日
の
三
一
〇
㎝
で
あ
る
。

　
富
士
山
頂
の
積
雪
の
初
日
の
平
年
値
は
九
月
二
四
日
、
積
雪
の
終
日
は
六
月

二
五
日
で
あ
る
が
、
根
雪
（
長
期
間
積
雪
）
の
初
日
は
一
〇
月
二
三
日
、
終
日

は
六
月
二
二
日
で
あ
り
、
富
士
山
頂
の
積
雪
期
間
は
約
七
カ
月
と
い
う
こ
と
が

で
き
る
。こ
こ
で
は
、積
雪
は
観
測
点
周
囲
の
地
面
を
半
分
以
上
雪
や
霰あ

ら
れ

が
覆
っ

た
状
態
の
こ
と
で
そ
の
深
さ
が
積
雪
量
、
根
雪
は
冬
の
期
間
中
に
積
も
っ
た
雪

が
長
期
間
消
え
ず
に
残
っ
て
い
る
状
態
で
あ
る
。

　
富
士
山
で
の
積
雪
が
存
在
す
る
区
域
は
一
〇
月
以
降
山
頂
か
ら
中
腹
に
広
が

り
、
一
二
月
末
に
は
一
合
目
付
近
に
達
す
る
。
中
腹
の
大
部
分
で
積
雪
が
溶
け

だ
す
の
は
三
月
頃
で
あ
る
が
、
日
本
海
を
低
気
圧
が
通
る
際
は
、
気
温
が
急
上

昇
す
る
の
で
雪
崩
が
発
生
し
や
す
く
な
る
。

年間最深積雪の平年値：214cm
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図２−16　富士山頂の雪日数、霧日数、雷日数の月別平年値

　
最
深
積
雪
の
階
級
別
の
日
数
を
み
る
と
、
冬
期
間
は
ほ
と
ん
ど
の
月
で
積
雪

が
あ
り
、
一
月
～
五
月
で
は
ほ
と
ん
ど
の
日
で
五
〇
㎝
以
上
の
積
雪
が
あ
り
、

中
で
も
四
月
は
、
ほ
と
ん
ど
の
日
で
一
〇
〇
㎝
以
上
の
積
雪
が
あ
る
。

　
富
士
山
頂
の
初
雪
の
平
年
日
は
九
月
一
七
日
、
終
雪
の
平
年
日
は
六
月
五
日

で
、年
間
で
雪
が
降
っ
た
日（
雪
日
数
）は
一
〇
八・四
日
と
年
間
の
約
三
割
で
、

雪
日
数
が
一
番
多
い
の
は
三
月
の
一
七・
三
日
で
あ
る
（
図
２−

16
）。
一
番
少

な
い
八
月
で
も
〇・
一
日
あ
り
、
年
に
よ
っ
て
は
い
つ
で
も
雪
が
降
る
。
こ
の

た
め
、
初
雪
と
終
雪
が
い
つ
な
の
か
が
分
か
り
に
く
い
。

　
気
象
庁
で
は
、初
雪
の
定
義
を
、令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）
三
月
に
変
更
し
、

「
八
月
一
日
か
ら
翌
年
の
七
月
三
一
日
ま
で
に
初
め
て
降
る
雪
（
み
ぞ
れ
で
も

良
い
）」
と
し
て
い
る
。
そ
れ
以
前
は
、
そ
の
年
最
高
の
日
平
均
気
温
の
日
以

降
で
、
初
め
て
降
る
雪
を
初
雪
と
し
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
統
計
を
取
り
は
じ

め
た
昭
和
一
一
年
（
一
九
三
六
）
以
降
で
、
最
も
早
い
初
雪
は
七
月
三
一
日
と

な
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
昭
和
三
八
年
（
一
九
六
三
）
は
日
平
均
気
温
の
最
高

値
が
七
月
一
二
日
の
七・九
℃
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
富
士
山
頂
は
夏
に
平
地
で
晴
れ
て
い
て
も
雲
が
流
れ
て
き
て
霧
に
包
ま
れ
た

り
、
逆
に
春
や
秋
に
高
気
圧
が
北
偏
し
て
い
る
時
な
ど
、
北
東
風
が
吹
い
て
平

地
で
は
曇
り
や
雨
の
時
で
も
快
晴
に
な
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
、
富
士
山
頂
の
天
気
は
、
平
地
と
違
う
こ
と
が
か
な
り
あ
り
、
天
気
の
変
化

も
平
地
よ
り
激
し
い
。

　

霧
日
数
が
一
番
多
い
の
は
六
月
と
七
月
の
二
一・
六
日
と
初
夏
に
多
い
が
、

一
番
少
な
い
一
二
月
で
も
一
二・七
日
も
あ
る
。
年
間
の
霧
日
数
は
二
〇
九・一

日
と
、
二
日
に
一
日
以
上
は
霧
が
出
て
い
る
。
富
士
山
頂
の
雪
や
霧
の
各
日
数

は
平
地
よ
り
圧
倒
的
に
多
い
と
い
う
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
、
冬
期
間
の
雷
日
数
は
〇・
四
日
前
後
と
少
な
い
が
、
雪
日
数

の
少
な
い
八
月
の
雷
日
数
は
三・八
日
、
七
月
の
雷
日
数
は
二・九
日
と
、
真
夏

は
一
週
間
に
一
回
く
ら
い
は
雷
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
（
年
間
で
は

一
四・五
日
）。

　
気
温
か
ら
す
る
と
、
八
月
は
登
山
シ
ー
ズ
ン
と
い
え
る
が
、
雷
シ
ー
ズ
ン
で

も
あ
る
。
特
に
午
後
か
ら
夕
方
に
雷
が
発
生
す
る
こ
と
が
多
い
。
ま
た
、
山
頂

よ
り
中
腹
で
雷
が
発
生
す
る
こ
と
が
多
く
、し
か
も
上
か
ら
来
る
と
は
限
ら
ず
、

地
表
付
近
を
横
に
走
っ
た
り
、
下
の
方
か
ら
来
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
、
過
去

に
は
登
山
中
の
落
雷
に
よ
る
被
害
が
少
な
く
な
い
。
こ
の
た
め
、
登
山
中
に
雷

鳴
を
聞
い
た
ら
、
す
ぐ
に
最
寄
の
山
小
屋
へ
の
避
難
が
必
要
で
あ
る
。雪日数 霧日数 雷日数
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第
一
節
　
ど
ん
な
植
物
が
あ
る
か

　
富
士
山
の
麓
に
位
置
す
る
富
士
宮
市
は
地
質
学
的
に
は
フ
ォ
ッ
サ
マ
グ
ナ
地

域
に
属
し
、
古
く
に
活
発
な
火
山
活
動
を
経
験
し
た
地
域
で
あ
る
。
富
士
宮
市

の
象
徴
的
存
在
で
も
あ
る
富
士
山
を
例
に
と
る
と
、
富
士
山
は
日
本
列
島
の
太

平
洋
側
の
四
つ
の
プ
レ
ー
ト
が
接
す
る
地
域
に
噴
出
し
た
火
山
で
あ
る
（
写
真

３−

1
）。
富
士
山
を
含
ん
だ
富
士
宮
市
域
は
フ
ォ
ッ
サ
マ
グ
ナ
の
海
や
地
塊

に
噴
出
し
た
火
山
で
あ
る
た
め
、
そ
の
地
史
を
反
映
し
た
植
物
の
分
布
が
見
ら

れ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
地
域
に
分
布
が
限
ら
れ
た
植
物
や
、
地
域
を
特
徴
づ

け
る
植
物
が
生
育
し
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
分
布
が

限
ら
れ
た
植
物
を
植
物
地

理
学
上
フ
ォ
ッ
サ
マ
グ
ナ

要
素
と
呼
び
、
富
士
宮
市

や
富
士
山
の
植
物
の
分
布

を
特
徴
づ
け
て
い
る
。

　
以
下
に
富
士
山
を
中
心

に
フ
ォ
ッ
サ
マ
グ
ナ
要
素

の
植
物
を
あ
げ
る
（
渡
邉　

二
〇
〇
二
）。

写真３−１　富士山南西面の植物の垂直分布
積雪の下方ラインが森林限界。

（
一
）
富
士
山
と
そ
の
周
辺
に
の
み
分
布
す
る
も
の

　
　
　

  

オ
オ
サ
ワ
ト
リ
カ
ブ
ト
・
ア
シ
タ
カ
ツ
ツ
ジ

（
二
）
富
士
山
周
辺
・
箱
根
山
な
ど
に
分
布
す
る
も
の　
　

　
　
　

  

サ
ン
シ
ョ
ウ
バ
ラ
・
ハ
コ
ネ
グ
ミ
・
ム
ラ
サ
キ
ツ
リ
ガ
ネ
ツ
ツ
ジ
・

　
　
　

  

キ
ン
ト
キ
ヒ
ゴ
タ
イ
・
ヒ
ト
ツ
バ
シ
ョ
ウ
マ

（
三
）
富
士
山
を
中
心
と
し
て
関
東
に
達
す
る
も
の

　
　
　

  

マ
メ
ザ
ク
ラ
（
フ
ジ
ザ
ク
ラ
・
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
）

（
四
）
富
士
山
を
中
心
と
し
て
南
ア
ル
プ
ス
に
達
す
る
も
の

　
　
　

  

ラ
ン
ヨ
ウ
ア
オ
イ
・
マ
ツ
ノ
ハ
マ
ン
ネ
ン
グ
サ
・
ハ
コ
ネ
ハ
ナ
ヒ
リ

　
　
　

  

ノ
キ
・
イ
ヌ
ヤ
マ
ハ
ッ
カ
・
イ
ワ
シ
ャ
ジ
ン
・
フ
ジ
チ
ド
リ

（
五
）
伊
豆
・
箱
根
・
愛あ

し

鷹た
か

山
を
中
心
と
し
て
富
士
山
に
達
す
る
も
の

　
　
　

  

オ
ト
メ
ア
オ
イ

　
以
上
、
富
士
宮
市
に
と
っ
て
植
物
地
理
学
上
重
要
な
フ
ォ
ッ
サ
マ
グ
ナ
要
素

の
植
物
を
あ
げ
た
が
、
こ
れ
に
加
え
、
分
布
限
界
種
・
稀き

産さ
ん

種
（
ま
れ
な
種
）・

絶
滅
の
恐
れ
の
あ
る
種
を
あ
げ
る
。

キ
ス
ミ
レ
・
ス
ル
ガ
テ
ン
ナ
ン
シ
ョ
ウ
・
ヒ
ゴ
ス
ミ
レ
・
カ
タ
ク
リ
・

エ
ビ
ネ
・
ホ
テ
イ
ラ
ン
・
キ
ン
ラ
ン
・
キ
バ
ナ
ア
ツ
モ
リ
ソ
ウ
・
ア

ツ
モ
リ
ソ
ウ
・
ク
マ
ガ
イ
ソ
ウ
・
セ
ッ
コ
ク
・
ハ
コ
ネ
ラ
ン
・
ベ
ニ
シ
ュ

ス
ラ
ン
・
フ
ガ
ク
ス
ズ
ム
シ
ソ
ウ
・
コ
ク
ラ
ン
・
ミ
ヤ
マ
フ
タ
バ
ラ
ン
・

オ
ノ
エ
ラ
ン
・
ツ
レ
サ
ギ
ソ
ウ
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写真３−２　富士山山頂の火口
火口の東側内壁には大きな蘚類群落が見られる。

表３−１　富士山の森林植物帯区分

第
二
節
　
富
士
山
の
植
物
の
分
布

　

富
士
山
の
植
物
の
垂
直
分
布
に
関
し
て
は
表
３−

1
（
渡
邉　

二
〇
〇
二
）

の
よ
う
に
典
型
的
な
分
布
帯
が
見
ら
れ
る
。
現
在
ま
で
に
富
士
山
の
植
物
の
垂

直
分
布
に
つ
い
て
は
多
く
の
教
科
書
・
解
説
書
・
文
献
な
ど
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま

な
場
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
蘚せ

ん

類
（
コ
ケ
類
）
に
つ
い
て
は
、
富
士

山
の
山
頂
や
高
山
・
亜
高
山
帯
に
多
く
が
生
育
し
て
い
る
の
に
も
関
わ
ら
ず
、

そ
の
資
料
は
極
め
て
少
な
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
以
下
に
富
士
山
の
植
物
の
垂
直
分
布
を
標
高
の
高
い
場
所
（
三
七
七
六
ｍ
）

か
ら
低
い
場
所
に
向
か
っ
て
順
に
述
べ
る
。

山
頂
の
火
口
周
辺
に
お
け
る
蘚
類
の
分
布

　

火
口
周
辺
は
一
三
属
一
八
種
の
蘚
類
が
確
認
さ
れ
て
い
る
（
増
沢　

二
〇
〇
二
）。
蘚
類
の
分
布
は
一
様
で
は
な
く
集
中
性
が
見
ら
れ
る
。
大
き
な

蘚
類
群
落
が
存
在
す
る
の
は
剣
ヶ
峰
（
三
七
七
六
ｍ
）
の
西
斜
面
と
東
斜
面
お

よ
び
白
山
岳
の
北
西
斜
面
、
伊
豆
岳
の
西
面
（
火
口
の
東
側
）
近
く
の
火
口
内

縁
で
あ
る
（
写
真
３−

2
）。
特
に
剣
ヶ
峰
直
下
に
は
一
一
属
一
三
種
の
蘚
類

が
出
現
し
て
お
り
、
出
現
種
数
か
ら
み
て
も
多
様
な
フ
ロ
ラ
（
あ
る
地
域
に
生

育
し
て
い
る
植
物
の
全
種
類
）
が
形
成
さ
れ
て
い
る
う
え
に
、
ギ
ン
ゴ
ケ
や
ヤ

ノ
ウ
エ
ノ
ア
カ
ゴ
ケ
が
大
き
な
群
落
を
形

成
し
て
い
る
。
大
き
な
も
の
で
は
、
平
面

の
直
径
が
五
ｍ
以
上
に
な
る
も
の
も
見
ら

れ
る
。

　

山
頂
は
乾
燥
し
て
い
て
、
降
雨
ま
た
は

霧
に
よ
る
水
分
供
給
だ
け
の
場
所
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
場
所
で
は
、
乾
燥
し
た
高
山
帯

特
有
の
種
類
と
い
わ
れ
て
い
る
ヤ
リ
ギ
ボ

ウ
シ
ゴ
ケ
と
シ
モ
フ
リ
ゴ
ケ
が
分
布
し
て

い
る
。
ヤ
リ
ギ
ボ
ウ
シ
ゴ
ケ
は
最
も
乾
燥
し

た
場
所
に
出
現
し
て
い
る
。
シ
モ
フ
リ
ゴ
ケ

は
山
頂
だ
け
で
は
な
く
、
富
士
山
全
域
に

分
布
し
て
い
る
。
こ
の
蘚
類
の
名
前
の
由

来
は
、
葉
の
先
に
透
明
な
針
状
の
突
起
（
透

明
尖せ

ん

）
を
作
る
こ
と
に
よ
っ
て
蘚
類
群
落

が
白
く
見
え
る
た
め
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。

垂直分布
（気候帯）
高山帯
（寒帯）
高山帯

（亜寒帯）
亜高山

（亜寒帯）
山地帯

（冷温帯）
山地帯

（冷温帯）
丘陵帯

（暖温帯）
平地帯

（暖温帯）

コケ帯
（高山コケ帯）
オンタデ帯

（高山草本帯）
シラベ帯

（亜寒帯針葉樹林）
ウラジロモミ帯

（冷温帯針広混交林）
ブナ帯

（冷温帯落葉樹林）
クリ帯

（暖温帯落葉樹林）
カシ帯

（暖温帯照葉樹林）

3000～3776m

（2400）～2850～3000m

1800～（2400）～2850m

1600～1800m

900～1600m

（350）～570～900m

0～（350）～570m

森林植物帯名 標 　 高
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火
山
荒
原
の
植
物

　
山
地
帯
・
亜
高
山
帯
・
高
山
帯
と
、
標
高
が
増
す
に
し
た
が
っ
て
植
物
の
生

育
環
境
は
厳
し
く
な
る
。
高
山
帯
は
植
物
の
生
育
に
と
っ
て
大
変
厳
し
い
環
境

で
あ
る
。
富
士
山
の
斜
面
は
移
動
し
や
す
い
ス
コ
リ
ア
層
か
ら
成
る
部
分
が
多

く
、
そ
こ
に
は
富
士
山
特
有
の
植
物
の
生
育
に
と
っ
て
厳
し
い
砂さ

礫れ
き

地
が
み
ら

れ
る
。
そ
の
よ
う
な
場
所
に
は
、
多
く
の
場
合
砂
礫
の
移
動
に
適
応
し
た
群
落

が
成
立
し
て
い
る
。

　
森
林
限
界
よ
り
標
高
の
高
い
部
分
は
草
本
植
物
群
落
が
ま
ば
ら
に
分
布
し
て

い
る
（
写
真
３−

３
）。
こ
れ
ら
は
オ
ン
タ
デ
や
イ
タ
ド
リ
の
群
落
で
あ
る
が
、

低
温
か
つ
土
壌
中
の
窒
素
量
が
極
め
て
少
な
い
状
態
で
も
標
高
二
九
〇
〇
ｍ
付

近
ま
で
生
育
し
て
い
る
。
環
境
条
件
が
厳
し
く
な
り
、
森
林
の
成
立
が
不
可
能

な
森
林
限
界
上
部
の
植
生
帯
を
富
士
山
で
は
火
山
荒
原
と
呼
ん
で
い
る
。
こ
の

火
山
荒
原
に
は
マ
メ
科
の
植
物
が
三
種
類
分
布
し
て
い
る
。
こ
の
三
種
類
は
、

斜
面
の
一
番
上
部
に
ム
ラ
サ
キ
モ
メ
ン
ヅ
ル
、
そ
の
下
に
イ
ワ
オ
ウ
ギ
、
森
林

限
界
付
近
に
タ
イ
ツ
リ
オ
ウ
ギ
の
順
に
、そ
の
分
布
領
域
を
分
け
あ
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
マ
メ
科
植
物
は
、
根
に
共
生
す
る
根
粒
菌
が
空
気
中
の
窒
素
を
固
定

し
、
土
壌
中
に
窒
素
を
供
給
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
株
の
周
辺
に
は
徐
々

に
窒
素
が
増
加
し
、
他
の
種
類
の
植
物
が
侵
入
し
や
す
く
な
る
。

火
山
荒
原
で
礫
の
移
動
を
止
め
て
い
る
植
物

　
礫
の
移
動
に
対
し
て
そ
れ
を
止
め
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
植
物
と
し
て
フ

ジ
ア
ザ
ミ
が
あ
げ
ら
れ
る
。
フ
ジ
ア
ザ
ミ
は
、
日
本
列
島
の
中
部
地
方
の
山
地

帯
か
ら
亜
高
山
帯
の
砂
礫
地
に
か
け
て
生
育
す
る
大
型
の
多
年
生
草
本
植
物
で

あ
る
。
植
物
分
類
学
的
に
は
キ
ク
科
ア
ザ
ミ
属
（C

irsiu
m

）
の
植
物
で
、
こ

の
仲
間
に
は
ノ
ハ
ラ
ア
ザ
ミ
、
ノ
ア
ザ
ミ
、
ナ
ン
ブ
ア
ザ
ミ
な
ど
が
あ
る
。
キ

ク
科
の
植
物
は
、
ふ
つ
う
細
い
冠
状
の
花
が
多
数
集
ま
っ
て
頭
花
を
作
っ
て
い

る
。
フ
ジ
ア
ザ
ミ
の
頭
花
は
直
径
一
〇
㎝
以
上
に
も
な
り
、
日
本
列
島
で
は
こ

の
大
き
さ
に
な
る
も
の
は
他
に
は
な
い
（
写
真
３−

４
）。
花
の
色
は
、
紫
と

濃
い
紅
色
の
間
で
、
小
花
は
管
状
で
細
く
、
五
裂
に
な
っ
て
い
て
、
八
月
の
終

わ
り
か
ら
九
月
の
中
旬
に
か
け
て
花
を
咲
か
せ
る
。
こ
の
植
物
は
長
い
直
根
を

持
ち
、
地
中
に
杭く

い

を
打
ち
込
む
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
礫
が
移
動
し

や
す
い
場
所
で
は
、
フ
ジ
ア
ザ
ミ
の
ほ
か
に
、
フ
ジ
ハ
タ
ザ
オ
や
ミ
ヤ
マ
オ
ト

コ
ヨ
モ
ギ
な
ど
も
、
斜
面
に
張
り
つ
く
よ
う
に
根
を
広
げ
、
礫
の
移
動
を
阻
止

し
て
い
る
。

　
遷
移
が
進
行
す
る
た
め
に
は
、
フ
ジ
ハ
タ
ザ
オ
や
ミ
ヤ
マ
オ
ト
コ
ヨ
モ
ギ
に

か
わ
っ
て
別
の
種
類
の
植
物
が
生
育
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
礫
の
移
動
は
、
斜
面
の
角
度
が
あ
る
程
度
な
だ
ら
か
に
な
っ
て
、
安
定
度

が
増
し
て
く
れ
ば
お
さ
ま
る
。
一
方
、
フ
ジ
ハ
タ
ザ
オ
・
ミ
ヤ
マ
オ
ト
コ
ヨ
モ

ギ
・
オ
ン
タ
デ
・
イ
タ
ド
リ
・
コ
タ
ヌ
キ
ラ
ン
な
ど
の
密
度
が
増
す
こ
と
に
よ
っ

て
も
礫
の
移
動
は
緩
和
さ
れ
る
。

森
林
限
界
の
わ
い
性
低
木
群
落

　
富
士
山
の
森
林
限
界
の
最
前
線
は
三
種
類
の
低
木
、
ミ
ヤ
マ
ヤ
ナ
ギ
・
ミ
ヤ

マ
ハ
ン
ノ
キ
・
ダ
ケ
カ
ン
バ
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
（
写
真
３−

５
）。
そ

れ
ら
の
う
ち
、
空
気
中
の
窒
素
を
固
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
ミ
ヤ
マ
ハ
ン
ノ
キ

は
、
森
林
限
界
付
近
の
土
壌
を
富
栄
養
化
す
る
の
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
ミ
ヤ
マ
ハ
ン
ノ
キ
は
、
貧
栄
養
な
森
林
限
界
付
近
の
土
壌

に
窒
素
養
分
を
与
え
る
と
い
う
点
で
特
徴
的
な
植
物
と
い
え
る
。
一
般
に
落
葉

樹
の
葉
は
生
育
期
間
の
後
期
に
枯
れ
て
落
下
す
る
が
、
そ
の
直
前
に
葉
の
中
の

物
質
を
枝
や
幹
に
回
収
す
る
。
と
こ
ろ
が
ミ
ヤ
マ
ハ
ン
ノ
キ
は
葉
か
ら
養
分
を

ほ
と
ん
ど
回
収
せ
ず
に
葉
を
落
下
さ
せ
て
し
ま
う
。
一
般
に
植
物
は
、
空
気
中

の
窒
素
を
直
接
利
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
ミ
ヤ
マ
ハ
ン
ノ
キ
は
根
に
つ

く
根
粒
菌
の
働
き
に
よ
り
、
空
気
中
か
ら
窒
素
を
た
く
さ
ん
取
り
込
む
こ
と
が

で
き
る
。
そ
の
た
め
葉
の
中
の
窒
素
を
幹
に
十
分
に
回
収
し
な
く
て
も
生
存
し
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写真３−３　
森林限界上部の草本植物群落
標高 3,000 ｍの砂礫地に点在するオンタデ。

写真３−４　
亜高山帯の砂礫地に分布する
フジアザミ
大きな花をつけ、長い直根を持つ。

写真３−５　
森林限界の先端部に生育する
ミヤマハンノキ
わい性低木で、葉の中に多量な窒素を含んでいる。
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て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
窒
素
を
多
量
に
含
ん
だ
葉

が
裸
地
に
落
下
（
落
葉
）
し
て
分
解
さ
れ
る
と
、
土
壌
が
富
栄
養
化
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。

森
林
限
界
の
変
動

　
富
士
山
で
は
宝
永
四
年
（
一
七
〇
七
）
に
南
東
斜
面
で
噴
火
が
起
っ
た
。
こ

の
噴
火
に
よ
り
植
生
は
広
範
囲
に
わ
た
り
失
わ
れ
た
。
そ
の
後
植
生
は
回
復

し
、
現
在
一
次
遷
移
が
進
行
中
で
あ
る
。
こ
の
付
近
の
森
林
限
界
は
現
在
標
高

約
二
四
〇
〇
ｍ
に
位
置
し
て
い
る
が
噴
火
か
ら
約
三
〇
〇
年
が
経
過
し
、
現
在

限
界
線
は
上
昇
の
過
程
に
あ
る
（
写
真
３−

６
）。
森
林
限
界
の
先
端
は
ミ
ヤ

マ
ハ
ン
ノ
キ
・
ダ
ケ
カ
ン
バ
・
ミ
ヤ
マ
ヤ
ナ
ギ
な
ど
の
わ
い
性
低
木
で
構
成
さ

れ
て
い
て
、
そ
の
前
面
の
裸
地
に
は
オ
ン
タ
デ
・
イ
タ
ド
リ
・
フ
ジ
ハ
タ
ザ
オ
・

ミ
ヤ
マ
オ
ト
コ
ヨ
モ
ギ
・
コ
タ
ヌ
キ
ラ
ン
な
ど
の
パ
イ
オ
ニ
ア
植
物
（
裸
地
に

最
初
に
侵
入
す
る
植
物
）
が
分
布
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
群
落
の
中
に
極き

ょ
く

相そ
う

林り
ん

（
あ
る
気
候
条
件
下
で
最
も
安
定
し
た
植
物
群
落
）
を
構
成
す
る
木
本
植
物
が

侵
入
し
て
き
て
い
る
。
森
林
限
界
よ
り
標
高
の
低
い
場
所
の
優
占
種
は
カ
ラ
マ

ツ
・
シ
ラ
ビ
ソ
・
ト
ウ
ヒ
・
コ
メ
ツ
ガ
な
ど
で
あ
る
。

　
宝
永
火
口
周
辺
の
森
林
限
界
線
は
一
〇
年
で
ほ
ぼ
一
ｍ
く
ら
い
の
速
さ
で
上

昇
し
て
い
る
。
近
年
、
特
に
カ
ラ
マ
ツ
の
上
昇
速
度
が
速
ま
っ
て
い
る
。

亜
高
山
帯
の
常
緑
針
葉
樹
林

　
富
士
山
の
南
お
よ
び
南
西
斜
面
の
亜
高
山
帯
に
は
シ
ラ
ビ
ソ
・
ト
ウ
ヒ
・
コ

メ
ツ
ガ
・
ウ
ラ
ジ
ロ
モ
ミ
と
い
っ
た
常
緑
針
葉
樹
が
分
布
し
て
い
る
。
林
床
の

草
本
類
で
は
ヒ
メ
ノ
ガ
リ
ヤ
ス
・
イ
チ
ヤ
ク
ソ
ウ
の
仲
間
が
優
占
種
と
な
っ
て

い
て
、
場
所
に
よ
っ
て
は
林
床
が
イ
ワ
ダ
レ
ゴ
ケ
・
タ
チ
ハ
イ
ゴ
ケ
・
ス
ギ
ゴ

ケ
に
覆
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
は
林
内
に
蘚
類
群
落
が
広
く
発
達
し
て
い
る
の
が

特
徴
で
あ
る
。
こ
の
亜
高
山
帯
針
葉
樹
林
は
標
高
一
八
〇
〇
ｍ
～
二
四
〇
〇
ｍ

写真３−６　宝永第一火口付近の森林限界
近年森林限界線の上昇が見られる。
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に
位
置
し
て
い
て
、
年
間
を
通
し
て
濃
い
緑
の
ベ
ル
ト
を
形
成
し
て
い
る
。

富
士
山
の
ブ
ナ
群
落

　
富
士
山
に
お
け
る
ブ
ナ
群
落
は
森
林
の
垂
直
区
分
で
は
山
地
帯
、
気
候
帯
で

は
冷
温
帯
に
分
布
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
ブ
ナ
が
分
布
す
る
標
高
は
八
〇
〇

ｍ
～
一
七
〇
〇
ｍ
で
、
太
平
洋
側
に
分
布
す
る
ブ
ナ
群
落
の
特
徴
を
持
っ
て
い

る
。
富
士
山
の
ブ
ナ
群
落
は
ブ
ナ
の
純
林
で
は
な
く
ミ
ズ
ナ
ラ
・
イ
タ
ヤ
カ
エ

デ
・
ヒ
メ
シ
ャ
ラ
と
の
混
交
林
と
な
っ
て
い
る
。

　
ブ
ナ
は
富
士
宮
市
か
ら
御
殿
場
市
に
か
け
て
分
布
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
ほ

と
ん
ど
が
大だ

い

径け
い

木ぼ
く

で
あ
る
（
写
真
３−

７
）。
ま
た
、
ブ
ナ
が
生
育
し
て
い
る

周
辺
に
は
ブ
ナ
の
実
生
や
幼
樹
が
ほ
と
ん
ど
出
現
し
な
い
た
め
、
天
然
更
新

が
停
滞
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
こ
の
ブ
ナ
の
群
落
は
静
岡
県
に
よ
り
、
詳

し
く
調
べ
ら
れ
て
お
り
、「
ブ
ナ
の
戸
籍
簿
」
が
作
成
さ
れ
て
い
る
（
増
沢　

二
〇
一
二
）。

　
富
士
宮
市
内
（
富
士
山
麓
）
に
あ
る
ブ
ナ
群
落
の
周
辺
に
は
、
市
民
が
落
葉

広
葉
樹
林
を
観
察
で
き
る
「
富
士
山
ふ
れ
あ
い
の
森
」
が
あ
る
。
こ
の
森
は
側

火
山
で
あ
る
西に

し

臼う
す

塚づ
か

火
口
を
中
心
に
標
高
一
〇
〇
〇
ｍ
～
一
三
〇
〇
ｍ
に
位
置

し
て
い
る
。
こ
の
地
域
は
温
帯
落
葉
広
葉
樹
林
帯
で
あ
り
、
ブ
ナ・ミ
ズ
ナ
ラ・

イ
タ
ヤ
カ
エ
デ
が
優
占
す
る
自
然
林
で
あ
る
。

　
こ
こ
に
は
遊
歩
道
が
整
備
さ
れ
て
い
て
、「
ブ
ナ
広
場
」
や
「
カ
エ
デ
広
場
」

な
ど
に
容
易
に
行
く
こ
と
が
で
き
る
。
ブ
ナ
広
場
の
周
辺
に
は
高
木
層
を
形
成

す
る
大
径
木
の
ブ
ナ
・
イ
タ
ヤ
カ
エ
デ
・
ミ
ズ
ナ
ラ
の
ほ
か
に
ホ
オ
ノ
キ
・
ア

ズ
キ
ナ
シ
・
ヒ
メ
シ
ャ
ラ
な
ど
の
高
木
が
分
布
し
、
中
間
層
に
は
ア
ブ
ラ
チ
ャ

ン
・
チ
ド
リ
ノ
キ
・
ミ
ツ
マ
タ
が
生
育
し
て
い
る
。
ま
た
林
床
に
は
ニ
リ
ン
ソ

ウ
・
フ
タ
リ
シ
ズ
カ
・
ヤ
マ
シ
ャ
ク
ヤ
ク
・
ト
チ
バ
ニ
ン
ジ
ン
な
ど
が
分
布
し
、

春
か
ら
秋
に
か
け
て
多
様
な
花
を
観
察
で
き
る
。

写真３−７　西臼塚のブナ広場
ブナ、ミズナラ、カエデ類の落葉広葉樹林を観察できる。
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第
三
節
　
富
士
宮
市
の
特
徴
的
な
地
域
と
植
物

朝
霧
高
原
の
草
原

　
富
士
山
西
麓
に
位
置
す
る
朝
霧
高
原
は
か
つ
て
酪
農
の
開
拓
が
行
わ
れ
、
現

在
は
広
く
牧
草
地
と
な
っ
て
い
る
。
草
原
を
横
切
っ
て
い
る
車
道
か
ら
見
る
景

観
は
ほ
と
ん
ど
が
酪
農
の
た
め
の
草
原
で
あ
る
が
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
自
然
草

原
や
雑
木
林
が
残
存
し
て
い
る
。
比
較
的
広
く
残
っ
て
い
る
自
然
草
原
は
道
の

駅
周
辺
で
一
部
は
公
園
に
な
っ
て
い
る
（
写
真
３−

８
）。

　
朝
霧
高
原
の
植
生
は
渡
邉
（
二
〇
〇
二
）
に
よ
り
地
形
や
野
火
な
ど
の
影
響

を
考
慮
し
て
以
下
の
四
つ
の
区
分
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。

　
（
一
）
ス
ス
キ
・
サ
サ
型
草
原

　
（
二
）
窪く

ぼ

地ち

の
湿
潤
型
草
原

　
（
三
）
灌か

ん

木ぼ
く

・
草
原
モ
ザ
イ
ク
地

　
（
四
）
ス
コ
リ
ア
扇
状
地

　
ス
ス
キ
・
サ
サ
型
草
原
や
灌
木
・
草
原
モ
ザ
イ
ク
区
分
で
は
ワ
ラ
ビ
・
イ
タ

ド
リ
・
カ
ワ
ラ
ナ
デ
シ
コ
・
ワ
レ
モ
コ
ウ
・
タ
チ
ツ
ボ
ス
ミ
レ
・
ゲ
ン
ノ
シ
ョ

ウ
コ
・
ウ
ツ
ボ
グ
サ
・
オ
カ
ト
ラ
ノ
オ
・
マ
ツ
ム
シ
ソ
ウ
・
シ
ラ
ヤ
マ
ギ
ク
・

ノ
コ
ン
ギ
ク
・
チ
ガ
ヤ
・
ス
ス
キ
・
ヤ
マ
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
・
コ
オ
ニ
ユ
リ
な
ど
を

観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
近
年
外
来
種
で
あ
る
ハ
ル
ジ
オ
ン
・
セ
イ

タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
の
朝
霧
高
原
へ
の
侵
入
が
顕
著
に
な
っ
て
い
て
い
る
。

　
湿
潤
型
草
原
に
は
タ
ニ
ソ
バ
・
タ
カ
ト
ウ
ダ
イ
・
ア
サ
マ
フ
ウ
ロ
・
ヌ
マ
ト

ラ
ノ
オ
・
ク
サ
レ
ダ
マ
・
サ
ワ
シ
ロ
ギ
ク
・
ユ
ウ
ス
ゲ
・
ノ
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
・

サ
ワ
ギ
ボ
ウ
シ
な
ど
が
出
現
す
る
。

写真３−８　富士山西麓の広大な朝霧高原
牧草地と多様性の高い自然草原が混在している。
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雑
木
林
や
灌
木
・
草
原
モ
ザ
イ
ク
地
は
富
士
山
西
麓
の
天
子
ヶ
岳
地
域
に
広

く
分
布
し
て
い
る
。
こ
の
地
区
に
は
ア
カ
マ
ツ
・
バ
ッ
コ
ヤ
ナ
ギ
・
ヤ
マ
ハ
ン

ノ
キ
・
ク
マ
シ
デ
・
サ
ワ
シ
バ
・
ク
リ
・
カ
シ
ワ
・
ケ
ヤ
キ
・
ヤ
マ
グ
ワ
・
コ

ナ
ラ
・
ノ
リ
ウ
ツ
ギ
・
マ
メ
ザ
ク
ラ
・
イ
タ
ヤ
カ
エ
デ
・
オ
オ
モ
ミ
ジ
・
ウ
リ

ハ
ダ
カ
エ
デ
・
ホ
オ
ノ
キ
・
ハ
ク
ウ
ン
ボ
ク
・
リ
ョ
ウ
ブ
・
ク
ロ
モ
ジ
・
サ
ン

シ
ョ
ウ
・
ア
オ
ハ
ダ
・
マ
ユ
ミ
・
イ
ヌ
ツ
ゲ
・
キ
ブ
シ
・
ミ
ズ
キ
・
ヤ
マ
ツ
ツ

ジ
・
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
・
サ
ン
シ
キ
ウ
ツ
ギ
・
ウ
ツ
ギ
・
ガ
マ
ズ
ミ
・
ニ
ワ
ト
コ

な
ど
の
木
本
植
物
が
多
く
み
ら
れ
る
。
雑
木
林
を
構
成
す
る
灌
木
の
多
様
性
が

高
い
地
区
で
あ
る
。

　
ス
コ
リ
ア
扇
状
地
は
草
原
よ
り
乾
燥
し
た
環
境
で
、
ヤ
マ
ハ
ン
ノ
キ・ク
リ・

コ
ナ
ラ
な
ど
の
高
木
、
ミ
ヤ
マ
ヤ
シ
ャ
ブ
シ
・
シ
モ
ツ
ケ
な
ど
の
灌
木
、
そ
の

ほ
か
草
本
植
物
が
モ
ザ
イ
ク
状
に
生
育
し
て
い
る
。

小こ

田だ

貫ぬ
き

湿
原

　
小
田
貫
湿
原
は
富
士
山
西
麓
で
は
唯
一
の
湿
原
で
あ
る
。
こ
の
湿
原
で
は
昭

和
初
期
に
神じ

ん

代だ
い

ス
ギ
の
発
掘
が
行
わ
れ
た
。
富
士
山
麓
で
は
貴
重
な
湿
生
植
物

群
落
が
発
達
し
て
い
る
場
所
で
あ
る
（
写
真
３−

９
）。
湿
原
の
中
央
部
に
は

水
が
停
滞
す
る
池
が
数
個
あ
り
、
そ
れ
を
取
り
巻
く
よ
う
に
湿
生
の
植
物
が
分

布
し
て
い
る
。

　
近
年
の
植
生
調
査
（
富
士
宮
市　
二
〇
二
一
）
に
よ
る
植
生
図
か
ら
広
範
囲

に
広
が
っ
て
い
る
群
落
は
ヤ
マ
ド
リ
ゼ
ン
マ
イ
群
落
・
ワ
ラ
ビ
群
落
・
ツ
リ
フ

ネ
ソ
ウ-

カ
サ
ス
ゲ
群
落
・
ミ
ツ
バ
ツ
チ
グ
リ-

ア
サ
マ
フ
ウ
ロ
群
落
（
平

成
一
三
年
〈
二
〇
〇
一
〉
調
査
）・
サ
ワ
シ
ロ
ギ
ク-

ヌ
マ
ガ
ヤ
群
落
・
ミ
ズ

オ
ト
ギ
リ-

ア
ゼ
ス
ゲ
群
落
・
イ
ヌ
ツ
ゲ-

イ
ボ
タ
ノ
キ
群
落
・
カ
ン
ガ
レ

イ
群
落
・
ス
ス
キ
群
落
で
あ
る
（
図
３−

１
）。

写真３−９　富士山西麓の唯一の湿原である小田貫湿原
貴重で多様な湿生植物群落が発達している。
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図３−１　小田貫湿原の植生図
上図は水条件と植物群落分布図、下図は植生図（ダイダイ色は湿地のサワシロギク−ヌマガヤ群落）。

0　　　　　　　　　　　25　　　　　　　　　　　50　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　100
m

0　　　　　　　　　　　25　　　　　　　　　　　50　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　100
m
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小
田
貫
湿
原
に
お
い
て
重
要
種
と
さ
れ
て
い
る
植
物
は
、
モ
ウ
セ
ン
ゴ
ケ
・

ア
サ
マ
フ
ウ
ロ
・
ハ
コ
ネ
グ
ミ
・
ヒ
メ
ナ
ミ
キ
・
ミ
カ
ワ
タ
ヌ
キ
モ
・
サ
ワ
ギ

キ
ョ
ウ
・
サ
ワ
シ
ロ
ギ
ク
・
コ
オ
ニ
ユ
リ
・
ミ
ズ
チ
ド
リ
・
カ
ヤ
ラ
ン
な
ど
で

あ
る
。
上
記
の
う
ち
ア
サ
マ
フ
ウ
ロ
と
サ
ワ
ギ
キ
ョ
ウ
（
写
真
３−

10
・
３−

11
）
は
色
鮮
や
か
な
花
を
つ
け
る
た
め
、
観
察
に
来
る
市
民
に
人
気
の
植
物
で

あ
る
。

　
近
年
こ
の
湿
原
は
乾
燥
傾
向
に
あ
り
、
湿
原
の
一
部
に
ス
ス
キ
群
落
と
ヤ
マ

ド
リ
ゼ
ン
マ
イ
群
落
が
拡
大
侵
入
し
て
い
る
。湿
原
の
乾
燥
化
と
湿
原
に
流
入・

流
出
し
て
い
る
水
の
収
支
に
つ
い
て
は
、
富
士
宮
市
が
調
査
・
対
策
を
行
っ
て

い
る
。

　
小
田
貫
湿
原
の
周
辺
に
は
ヒ
ノ
キ
の
植
林
や
コ
ナ
ラ
の
群
落
が
分
布
し
て
い

る
。
こ
の
う
ち
、
コ
ナ
ラ
林
に
は
こ
の
地
域
を
特
徴
づ
け
る
低
木
種
の
ハ
コ
ネ

グ
ミ
・
ア
シ
タ
カ
ツ
ツ
ジ
な
ど
が
生
育
し
て
い
る
が
、
コ
ナ
ラ
の
樹
冠
の
発
達

に
よ
っ
て
、
被
陰
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
衰
弱
の
傾
向
に
あ
る
。
そ
の
た
め
、
ハ

コ
ネ
グ
ミ
・
ア
シ
タ
カ
ツ
ツ
ジ
・
マ
メ
ザ
ク
ラ
を
主
な
構
成
種
と
す
る
、
か
つ

て
の
樹
林
へ
と
復
元
す
る
計
画
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、
富
士
宮
市
が
そ

の
方
向
で
管
理
を
進
め
て
い
る
。

写真３−11　湿原の中の池の縁に生育するサワギキョウ
アサマフウロとともに色鮮やかな紫色の花をつける。 

写真３−10　上：アサマフウロ
　　　　　　下：サワギキョウ
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湧
玉
池
の
水
生
植
物

　

富
士
山
本
宮
浅
間
大
社
境
内
に
あ
る
湧わ

く

玉た
ま

池
は
富
士
山
に
降
っ
た
雨
や
雪

解
け
水
が
湧
き
出
し
、
自
然
湧
水
池
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
（
写
真
３−

12
）。

こ
の
池
の
湧
水
は
透
明
度
が
高
く
、
四
季
を
通
じ
て
繁は

ん

茂も

す
る
水
草
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
。
ま
た
、
こ
の
湧
水
池
は
年
間
を
通
し
て
水
温
が
ほ
ぼ
一
定
で
、

常
時
澄
ん
だ
水
を
蓄
え
て
い
る
。
下
田
（
二
〇
一
三
）
に
よ
る
と
、
こ
の
池
と

そ
の
周
辺
に
は
九
種
類
の
水
草
や
コ
ケ
植
物
な
ど
が
生
育
し
て
い
る
。
沈
水
植

物
と
し
て
コ
カ
ナ
ダ
モ
・
バ
イ
カ
モ
な
ど
、
抽
水
植
物
と
し
て
セ
キ
シ
ョ
ウ
・

オ
ラ
ン
ダ
ガ
ラ
シ
な
ど
、
ま
た
こ
の
池
に
関
連
し
た
カ
ワ
ジ
シ
ャ・ノ
チ
ド
メ・

フ
ジ
ウ
ロ
コ
ゴ
ケ
・
ホ
ソ
バ
ゼ
ニ
ゴ
ケ
な
ど
が
生
育
し
て
い
る
。

　
湧
玉
池
は
富
士
宮
市
の
市
街
地
に
囲
ま
れ
て
い
る
た
め
、
市
民
が
自
然
の
水

草
を
観
察
す
る
の
に
は
容
易
な
場
所
で
あ
る
が
、
近
年
コ
カ
ナ
ダ
モ
な
ど
の
外

来
種
の
侵
入
も
見
ら
れ
る
。

白
糸
の
滝
周
辺

　
白
糸
の
滝
は
、
富
士
山
山
頂
付
近
か
ら
白
糸
溶
岩
が
流
下
し
て
き
て
こ
こ
に

溶
岩
の
壁
が
露
出
し
、
そ
の
壁
か
ら
水
流
が
噴
出
し
て
白
い
糸
の
よ
う
に
見
え

る
美
し
い
滝
で
あ
り
、
世
界
文
化
遺
産
富
士
山
の
構
成
資
産
で
あ
る
。
周
辺
は

照
葉
樹
林
と
カ
エ
デ
類
の
落
葉
樹
林
に
囲
ま
れ
て
い
る
（
写
真
３−

13
）。
こ

の
地
域
に
は
音
止
の
滝
・
朝
日
滝
・
陣
馬
の
滝
な
ど
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
照
葉

樹
林
と
落
葉
樹
林
に
囲
ま
れ
て
い
る
。

　
白
糸
の
滝
か
ら
南
に
位
置
し
て
い
る
狩か

り

宿や
ど

の
下げ

馬ば

桜ざ
く
ら

は
樹
齢
八
〇
〇
年
と
推

定
さ
れ
て
い
る
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
巨
木
で
あ
る
。
国
の
特
別
天
然
記
念
物
に
指
定

さ
れ
て
い
て
、
日
本
五
大
桜
の
一
つ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
源み

な
も
と
の
よ
り
と
も

頼
朝
が
馬
を
つ
な

い
だ
「
駒こ

ま

止ど
め

の
桜
」
と
も
い
わ
れ
、
花
期
に
は
多
く
の
富
士
宮
市
民
が
訪
れ
、

憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
る
。
現
在
、
度
重
な
る
台
風
な
ど
に
よ
り
樹
勢
は
衰
退

し
て
い
る
（
写
真
３−

14
）。

写真３−12　富士山本宮浅間大社境内の湧玉池
池は湧水を湛

たた
え四季を通じて水草を見ることができる。
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写真３−14　狩宿の下馬桜
樹齢 800 年と推定されているヤマザクラの巨木である。

写真３−13　溶岩の壁から水が噴出している白糸の滝
照葉樹林と落葉樹林に囲まれている。
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第
一
節
　
ど
ん
な
動
物
が
い
る
か

　
静
岡
県
は
生
物
多
様
性
の
豊
か
な
場
所
で
あ
る
。
東
西
に
幅
広
く
、
富
士
山

や
南
ア
ル
プ
ス
と
い
う
日
本
を
代
表
す
る
高
山
が
あ
り
、
ま
た
日
本
の
中
心
的

な
位
置
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
南
方
系
・
北
方
系
い
ず
れ
の
要
素
の
も
の
も
見
ら

れ
る
た
め
、
生
息
・
生
育
す
る
生
物
の
種
数
が
た
い
へ
ん
多
い
。

　
令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）
に
静
岡
県
が
「
静
岡
県
野
生
生
物
目
録
」
を
公
表

し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
哺
乳
類
六
○
種
、
鳥
類
四
二
一
種
、
爬は

虫ち
ゅ
う

類

一
九
種
、
両
生
類
二
一
種
、
淡
水
魚
類
一
八
六
種
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
脊せ

き

椎つ
い

動
物
に
つ
い
て
は
、
富
士
宮
市
域
に
ど
ん
な
種
が
生
息
し
て
い
る
か
お

お
む
ね
わ
か
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
次
項
よ
り
順
に
述
べ
る
。

　
一
般
に
「
動
物
」
と
い
う
と
こ
の
よ
う
な
「
脊
椎
動
物
」、
も
し
く
は
「
哺

乳
類
」
を
想
像
す
る
方
が
多
い
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
以
外
に
も
多
く
の
小
さ

な
動
物
た
ち
が
存
在
す
る
。
陸
地
や
淡
水
に
限
っ
て
も
、
節せ

っ

足そ
く

動
物
（
後
述
す

る
昆
虫
類
の
他
、
ク
モ
類
、
ム
カ
デ
・
ヤ
ス
デ
と
い
っ
た
多た

足そ
く

類
、
エ
ビ
・
カ

ニ
・
ダ
ン
ゴ
ム
シ
と
い
っ
た
甲こ

う

殻か
く

類
を
含
む
）、
環か

ん

形け
い

動
物
（
ミ
ミ
ズ
・
ヒ
ル

な
ど
）、
軟な

ん

体た
い

動
物
（
カ
タ
ツ
ム
リ
・
ナ
メ
ク
ジ
・
タ
ニ
シ
な
ど
）、
扁へ

ん

形け
い

動
物

（
コ
ウ
ガ
イ
ビ
ル
・
プ
ラ
ナ
リ
ア
な
ど
）、
線せ

ん

形け
い

動
物
（
線せ

ん

虫ち
ゅ
う

類
）、
類る

い

線せ
ん

形け
い

動

物
（
ハ
リ
ガ
ネ
ム
シ
類
）、
緩か

ん

歩ぽ

動
物
（
ク
マ
ム
シ
）
な
ど
が
陸
上
に
す
ん
で

い
る
し
、
加
え
て
淡
水
中
に
は
海か

い

綿め
ん

動
物
（
淡
水
海
綿
）、
刺し

胞ほ
う

動
物
（
淡
水

ク
ラ
ゲ
、ヒ
ド
ラ
な
ど
）、輪り

ん

形け
い

動
物
（
ワ
ム
シ
）、腹ふ

く

毛も
う

動
物
（
イ
タ
チ
ム
シ
）、

外が
い

肛こ
う

動
物
（
コ
ケ
ム
シ
な
ど
）
な
ど
が
、
静
岡
県
内
に
生
息
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。

　
前
途
の
動
物
群
は
ほ
ぼ
す
べ
て
生
物
分
類
学
上
の
「
門も

ん

」
と
い
う
階
級
に
当

た
る
分
類
群
で
あ
る
。
生
物
の
分
類
に
は
、
界か

い

門も
ん

綱こ
う

目も
く

科か

属ぞ
く

種し
ゅ

と
い
う
必
須
の

階
級
が
あ
り
、
例
え
ば
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
と
い
う
「
種
」
は
、
動
物
界
脊せ

き

索さ
く

動
物

門
哺
乳
綱
食
肉
目
ク
マ
科
ク
マ
属
に
分
類
さ
れ
る
（
脊
索
動
物
門
は
脊
椎
動
物

＋
ホ
ヤ
類
＋
ナ
メ
ク
ジ
ウ
オ
類
か
ら
な
る
）。
こ
う
し
て
み
る
と
「
門
」
と
い

う
階
級
が
い
か
に
大
き
な
く
く
り
の
分
類
で
あ
る
の
か
が
わ
か
っ
て
い
た
だ
け

る
だ
ろ
う
か
。

　
で
は
、
こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
動
物
群
の
門
の
メ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
静
岡
県

や
富
士
宮
市
域
に
ど
ん
な
種
が
生
息
し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、

昆
虫
の
一
部
と
陸
生
・
淡
水
生
の
貝
類
を
除
け
ば
、
ほ
と
ん
ど
分
か
っ
て
い
な

い
。こ
う
し
た
動
物
の
ほ
と
ん
ど
は
人
目
に
つ
き
に
く
い
小
さ
な
も
の
で
あ
り
、

研
究
す
る
人
も
少
な
く
、
そ
の
生
息
の
実
態
は
日
本
全
国
と
い
う
規
模
で
も
地

域
レ
ベ
ル
で
も
未
解
明
の
こ
と
が
た
い
へ
ん
多
い
の
が
実
情
で
あ
る
。

富
士
宮
市
の
動
物
相
の
特
徴

　
富
士
宮
市
域
に
は
東
側
に
富
士
山
が
あ
り
、
西
側
に
は
毛け

無な
し

山・長
者
ヶ
岳・

天
子
ヶ
岳
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
山
梨
県
境
に
位
置
す
る
天
子
山
地
、
そ
れ
ら
の

間
に
は
朝
霧
高
原
な
ど
広
大
な
富
士
の
裾
野
が
位
置
し
て
い
る
。
ま
た
田
貫
湖

の
よ
う
な
広
い
開
水
面
や
富
士
川
・
芝
川
な
ど
の
河
川
と
い
っ
た
陸
水
環
境
が

あ
り
、
小こ

田だ

貫ぬ
き

湿
原
の
よ
う
な
湿
地
環
境
も
存
在
す
る
。
ま
た
ヒ
ノ
キ
・
ス
ギ

の
植
林
地
、
畑
地
や
水
田
な
ど
の
農
耕
地
、
そ
し
て
市
街
地
な
ど
多
種
多
様
な
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環
境
が
存
在
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
環
境
に
独
自
の
生
態
系
が
成
立
し
、
動
物
た
ち

が
く
ら
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
富
士
宮
市
の
動
物
相
の
顕
著
な
特
徴
に
つ
い
て

述
べ
る
。

垂
直
分
布
の
面
白
さ

　
富
士
宮
市
に
は
海
岸
線
が
な
い
の
で
、
海
洋
性
・
海
岸
性
の
生
物
は
存
在
し

な
い
が
、
海
抜
二
六
メ
ー
ト
ル
か
ら
富
士
山
の
山
頂
ま
で
の
、
ひ
と
つ
の
市
町

村
で
は
日
本
一
と
い
う
標
高
差
を
有
し
て
お
り
、
標
高
差
に
応
じ
た
動
物
の
垂

直
分
布
が
見
ら
れ
る
の
が
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

　
気
候
帯
で
見
て
も
低
標
高
か
ら
高
標
高
に
向
け
て
暖
帯
・
温
帯
・
亜
寒
帯
と

移
行
し
、
富
士
山
の
森
林
限
界
を
超
え
た
高
山
に
至
る
。
ま
た
植
生
も
気
候
帯

と
合
わ
せ
て
照
葉
樹
林
、
落
葉
広
葉
樹
林
、
針
葉
樹
林
の
亜
高
山
帯
・
高
山
帯

と
変
化
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
植
生
に
適
応
し
た
動
物
群
集
が
成
立
し
て
お
り
、
そ

れ
ら
が
連
続
的
に
観
察
で
き
る
貴
重
な
場
所
と
な
っ
て
い
る
。
垂
直
分
布
に
つ

い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
動
物
群
で
見
ら
れ
る
が
、
特
に
鳥
類
で
は
山
を
登
り
な

が
ら
、
そ
の
移
り
変
わ
り
を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
本
章
第
三
節
）。

　
ま
た
、
モ
グ
ラ
の
仲
間
で
あ
る
食
虫
類
の
地
表
性
種
で
あ
る
ヒ
ミ
ズ
と
ヒ
メ

ヒ
ミ
ズ
の
関
係
も
標
高
に
関
連
し
た
興
味
深
い
現
象
が
観
察
さ
れ
る
。
ヒ
メ
ヒ

ミ
ズ
は
ヒ
ミ
ズ
よ
り
も
体
が
小
さ
く
、
こ
の
二
種
は
一
般
的
に
競
合
す
る
と
ヒ

メ
ヒ
ミ
ズ
が
駆
逐
さ
れ
て
し
ま
う
。
そ
し
て
多
く
の
場
合
ヒ
メ
ヒ
ミ
ズ
が
高
標

高
地
に
お
い
や
ら
れ
、
低
標
高
に
は
ヒ
ミ
ズ
、
高
標
高
地
に
ヒ
メ
ヒ
ミ
ズ
と
い

う
分
布
パ
タ
ー
ン
が
で
き
あ
が
る
。
し
か
し
、
新
し
い
溶
岩
に
覆
わ
れ
て
い
る

場
所
に
は
ヒ
ミ
ズ
が
侵
入
で
き
な
い
ら
し
く
、
こ
う
し
た
場
所
で
は
低
標
高
地

に
も
ヒ
メ
ヒ
ミ
ズ
が
高
密
度
で
生
息
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
単
な
る
標
高
の

違
い
の
み
な
ら
ず
、
溶
岩
の
存
在
が
動
物
の
分
布
を
規
定
し
て
い
る
富
士
山
な

ら
で
は
の
現
象
で
あ
る
。

少
な
い
高
山
性
動
物

　
富
士
山
は
誰
も
が
知
る
日
本
一
高
い
山
で
あ
る
が
、
意
外
な
こ
と
に
高
山
性

の
生
物
が
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
。
そ
の
理
由
は
富
士
山
が
新
し
い
山
で
あ
る

こ
と
だ
。
現
在
、
日
本
ア
ル
プ
ス
の
高
山
な
ど
に
見
ら
れ
る
高
山
性
生
物
は
氷

河
期
に
は
よ
り
低
標
高
の
土
地
に
広
く
分
布
し
て
い
た
。
そ
れ
が
氷
河
期
の
終

末
と
と
も
に
、
高
標
高
地
に
登
り
は
じ
め
た
頃
、
富
士
山
は
活
発
な
火
山
活
動

を
行
っ
て
い
る
最
中
で
あ
り
、
火
山
灰
や
溶
岩
に
覆
わ
れ
た
大
地
は
、
そ
う
し

た
寒
地
性
の
生
物
た
ち
の
避
難
地
に
な
り
え
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ

る
。

　
た
だ
し
、
亜
高
山
か
ら
高
山
帯
に
見
ら
れ
る
ホ
シ
ガ
ラ
ス
の
よ
う
な
種
が
生

息
し
て
い
る
、
鳥
類
は
羽
に
よ
り
自
力
で
飛
ん
で
来
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
、

生
息
域
を
拡
げ
て
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
昆
虫
の
節
で
後
述
す
る

蛾が

類
の
フ
ジ
シ
ロ
ミ
ャ
ク
ヨ
ト
ウ
は
富
士
山
五
合
目
付
近
が
日
本
で
唯
一
知
ら

れ
て
い
る
生
息
地
で
あ
る
。
例
外
的
に
見
ら
れ
る
高
山
性
の
動
物
と
し
て
コ
バ

ネ
ヒ
ナ
バ
ッ
タ
が
あ
げ
ら
れ
る
（
本
章
第
七
節
）。
こ
の
よ
う
な
高
山
性
生
物

は
富
士
山
の
溶
岩
が
到
達
し
な
か
っ
た
わ
ず
か
な
場
所
で
そ
の
生
息
を
つ
な
い

で
き
た
も
の
た
ち
の
子
孫
と
考
え
ら
れ
る
。

　
消
え
ゆ
く
草
原
性
の
動
物

　
富
士
西
麓
に
広
が
る
朝
霧
高
原
は
草
原
性
の
動
物
の
貴
重
な
生
息
地
で
あ
っ

た
。
日
本
の
温
帯
で
は
自
然
に
草
原
が
維
持
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
無
く
、

長
く
草
原
生
態
系
が
維
持
さ
れ
て
い
た
場
所
の
ほ
と
ん
ど
は
人
為
の
介
在
が

あ
っ
た
場
所
で
あ
る
。
富
士
山
周
辺
の
裾
野
に
は
広
大
な
草
原
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
が
、
こ
う
し
た
草
原
環
境
は
、
富
士
山
の
噴
火
の
後
に
溶
岩
や
火
山
灰

に
覆
わ
れ
た
環
境
に
自
然
に
生
じ
た
一
次
草
原
を
基
と
し
て
、
そ
の
後
、
火
入

れ
や
草
刈
な
ど
の
生
活
の
た
め
の
人
々
の
営
み
が
継
続
的
に
行
わ
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
存
続
し
て
き
た
「
里
山
」
的
な
二
次
草
原
で
あ
る
。
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こ
う
し
た
草
原
に
生
息
す
る
生
物
は
、
大
陸
内
陸
の
比
較
的
乾
燥
し
た
地
域

に
見
ら
れ
る
も
の
が
多
く
、
日
本
列
島
が
今
よ
り
冷
涼
だ
っ
た
こ
ろ
に
大
陸
か

ら
渡
っ
て
き
て
繁
栄
し
て
い
た
も
の
た
ち
の
生
き
残
り
だ
。
し
か
し
、
近
年
、

人
の
生
活
様
式
が
変
化
す
る
こ
と
に
伴
い
農
林
業
の
形
態
も
変
わ
り
、「
里
山
」

か
ら
人
の
管
理
が
消
え
、
草
原
が
維
持
さ
れ
な
く
な
っ
て
き
た
。
具
体
的
に
は

粗
放
的
な
牧
畜
が
行
わ
れ
灌か

ん

木ぼ
く

の
点
在
し
て
い
た
生
物
多
様
性
が
高
い
草
原
で

あ
っ
た
場
所
が
、
管
理
の
行
き
届
い
た
牧
草
地
に
変
わ
っ
た
こ
と
や
、
採
草
や

火
入
れ
の
行
わ
れ
な
く
な
る
場
所
が
増
え
る
と
、
人
の
手
に
よ
り
保
た
れ
て
い

た
草
原
が
や
ぶ
化
、
樹
林
に
遷
移
し
て
い
く
。
そ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
急
速

に
草
原
性
の
生
物
が
減
少
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
多
く
は
絶
滅
危
惧
種
に
あ
げ

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
鳥
類
の
節
（
本
章
第
三
節
）
で
述
べ
ら
れ
て
い

る
が
、県
内
で
は
富
士
山
麓
が
唯
一
の
渡
来
地
で
あ
る
夏
鳥
の
オ
オ
ジ
シ
ギ（
環

境
省
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
・
準
絶
滅
危
惧
種
）
と
ア
カ
モ
ズ
（
環
境
省
レ
ッ

ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
・
絶
滅
危
惧
Ｉ
Ｂ
類
：
静
岡
県
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
・
絶

滅
危
惧
Ⅰ
Ａ
類
）
が
朝
霧
高
原
で
は
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
チ
ョ

ウ
類
で
も
朝
霧
高
原
は
草
原
性
種
の
重
要
な
生
息
地
で
あ
る
が
、
い
く
つ
も
の

種
が
地
域
絶
滅
し
て
し
ま
っ
た
。

フ
ォ
ッ
サ
マ
グ
ナ
と
関
連
す
る
興
味
深
い
分
布

　
富
士
山
や
そ
の
周
辺
は
南
部
フ
ォ
ッ
サ
マ
グ
ナ
に
位
置
し
て
い
る
。
フ
ォ
ッ

サ
マ
グ
ナ
は
本
州
の
中
央
部
を
南
北
に
つ
ら
ぬ
く
大
地
溝
帯
で
、
少
な
く
と
も

六
〇
〇
万
年
前
頃
ま
で
は
海
で
あ
り
、
太
平
洋
と
日
本
海
を
結
ぶ
海
峡
で
あ
っ

た
。
陸
生
生
物
の
多
く
は
こ
の
海
峡
を
渡
る
こ
と
が
で
き
ず
、
分
断
さ
れ
て
い

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。そ
の
後
陸
化
し
て
陸
生
生
物
の
往
来
が
可
能
に
な
り
、

フ
ォ
ッ
サ
マ
グ
ナ
の
東
西
を
由
来
と
す
る
動
物
た
ち
は
混
じ
り
合
っ
て
い
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
頃
の
分
断
に
由
来
す
る
と
み
ら
れ
る
興
味
深
い
分
布

が
認
め
ら
れ
る
。

　
代
表
的
な
も
の
は
、
西
日
本
に
分
布
の
中
心
の
あ
る
コ
ウ
ベ
モ
グ
ラ
と
東
日

本
に
分
布
の
中
心
が
あ
る
ア
ズ
マ
モ
グ
ラ
で
あ
る
。
こ
の
分
布
の
成
因
の
大
元

に
は
フ
ォ
ッ
サ
マ
グ
ナ
の
存
在
が
あ
り
そ
う
だ
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
分
布
境
界

で
は
、
両
種
の
競
争
が
起
こ
り
、
現
在
で
も
分
布
域
が
変
化
す
る
現
象
が
知
ら

れ
て
い
る
。
長
野
県
諏
訪
地
方
で
は
コ
ウ
ベ
モ
グ
ラ
が
ア
ズ
マ
モ
グ
ラ
を
駆
逐

し
、
一
〇
年
間
で
一
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
も
分
布
を
拡
大
さ
せ
た
事
例
が
観
察
さ

れ
て
い
る
。
富
士
宮
市
で
も
朝
霧
高
原
に
お
い
て
、
コ
ウ
ベ
モ
グ
ラ
と
ア
ズ
マ

モ
グ
ラ
の
混
成
地
が
見
つ
か
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
種
間
関
係
に
つ
い
て
の
詳

細
な
研
究
は
な
い
も
の
の
た
い
へ
ん
興
味
深
い
場
所
で
あ
る
。

　
ま
た
、
南
部
フ
ォ
ッ
サ
マ
グ
ナ
に
特
有
の
種
も
見
ら
れ
る
。
第
四
節
で
紹
介

さ
れ
て
い
る
オ
カ
ダ
ト
カ
ゲ
は
そ
の
代
表
的
な
も
の
で
、
伊
豆
諸
島
・
伊
豆
半

島
か
ら
富
士
山
南
麓
に
か
け
て
分
布
し
て
い
る
。
伊
豆
半
島
は
か
つ
て
海
上
に

誕
生
し
た
火
山
島
を
起
源
と
し
て
、
拡
大
し
な
が
ら
本
州
に
衝
突
し
た
陸
塊
で

あ
り
、
オ
カ
ダ
ト
カ
ゲ
は
そ
う
し
た
大
地
の
動
き
に
連
動
し
て
成
立
・
分
布
を

形
成
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。ま
た
富
士
宮
市
を
は
じ
め
富
士
山
南
麓
で
は
、

オ
カ
ダ
ト
カ
ゲ
が
分
布
の
境
界
を
接
す
る
ヒ
ガ
シ
ニ
ホ
ン
ト
カ
ゲ
と
交
雑
を
起

こ
し
て
い
る
こ
と
も
た
い
へ
ん
興
味
深
い
。

　
こ
の
地
域
で
の
近
縁
種
の
交
雑
に
関
連
し
て
、
後こ

う

翅し

が
退
化
し
た
甲
虫
の
オ

オ
ア
リ
ガ
タ
ハ
ネ
カ
ク
シ
属
に
つ
い
て
の
話
題
も
あ
る
。
南
部
フ
ォ
ッ
サ
マ
グ

ナ
に
分
布
す
る
ク
ロ
サ
ワ
オ
オ
ア
リ
ガ
タ
ハ
ネ
カ
ク
シ
と
東
日
本
に
広
く
分
布

す
る
ル
イ
ス
オ
オ
ア
リ
ガ
タ
ハ
ネ
カ
ク
シ
の
富
士
西
麓
で
の
分
布
境
界
は
、
富

士
宮
市
滑な

め

沢さ
わ

に
お
い
て
ほ
ぼ
直
線
的
に
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
（『
富
士

宮
市
の
自
然
』〈
一
九
九
五
〉）。
ま
た
、
こ
の
な
か
で
一
カ
所
で
の
み
二
種
の

混
成
地
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
二
種
の
ハ
ネ
カ
ク
シ
は
山
梨
県
丹
波
山
村

の
混
成
地
に
お
い
て
、
雑
種
の
形
成
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、
富
士
宮
に
お
い
て
も

交
雑
が
起
き
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
、今
後
の
調
査
の
進
展
が
楽
し
み
で
あ
る
。
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外
来
生
物
な
ど
の
新
規
侵
入
種

　
人
間
が
持
ち
込
ん
だ
外
来
生
物
が
各
地
で
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
富

士
宮
市
域
で
も
多
く
の
外
来
種
が
見
つ
か
っ
て
お
り
、
そ
の
な
か
に
は
侵
略
的

と
な
り
、
人
間
生
活
や
生
態
系
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
外
来
生
物
法
で
規
制

さ
れ
る
オ
オ
ク
チ
バ
ス
や
ア
ラ
イ
グ
マ
な
ど
の
「
特
定
外
来
生
物
」
も
生
息
し

て
い
る
。
人
間
が
持
ち
込
ん
だ
こ
う
し
た
侵
略
的
外
来
生
物
は
、
人
間
が
防
除

し
根
絶
を
目
指
す
べ
き
だ
が
、
し
ば
し
ば
た
い
へ
ん
困
難
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
根
絶
に
成
功
し
た
事
例
も
あ
る
。
そ
の
一
つ
が
田
貫
湖
で
昭
和

六
〇
年
（
一
九
八
五
）
に
最
初
の
野
生
化
が
確
認
さ
れ
た
カ
ナ
ダ
ガ
ン
だ
。
そ

の
後
繁
殖
を
繰
り
返
し
て
山
梨
や
神
奈
川
な
ど
に
も
拡
大
し
一
〇
〇
羽
を
超
え

た
が
、
そ
の
後
、
捕
獲
と
卵
の
除
去
を
継
続
し
、
平
成
二
七
年
（
二
○
一
五
）

に
最
後
の
一
羽
が
捕
獲
さ
れ
、
国
内
で
は
根
絶
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
事
例
は
定
着
の
初
期
に
、
多
く
の
方
々
の
努
力
で
根
気
よ
く
防
除
を
続
け

る
こ
と
が
で
き
た
た
め
の
成
功
で
あ
っ
た
。

　
平
成
一
七
年
（
二
〇
〇
五
）
に
施
行
さ
れ
た
外
来
生
物
法
は
、
生
態
系
、
人

の
生
命
身
体
、
農
林
水
産
業
に
被
害
を
及
ぼ
す
、
も
し
く
は
及
ぼ
す
お
そ
れ
の

あ
る
侵
略
的
外
来
生
物
を
政
令
に
よ
り
特
定
外
来
生
物
に
指
定
し
、
そ
れ
ら
に

つ
い
て
、
飼
育
・
保
管
運
搬
、
輸
入
、
野
外
へ
の
放
出
、
譲
渡
や
販
売
な
ど
の

行
為
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
特
定
外
来
生
物
に
は
指
定
さ
れ
て
い
な
い

が
、取
り
扱
い
に
注
意
が
必
要
な「
生
態
系
被
害
防
止
外
来
種
」が
リ
ス
ト
ア
ッ

プ
さ
れ
て
い
る
。
ペ
ッ
ト
と
し
て
親
し
ま
れ
、
各
地
に
分
布
し
て
い
る
ア
カ
ミ

ミ
ガ
メ
と
ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ
ニ
が
、
令
和
五
年
（
二
〇
二
三
）
よ
り
新
た
に
飼

育
は
可
能
な
も
の
の
、輸
入
や
野
外
へ
の
放
出
、販
売
な
ど
が
規
制
さ
れ
る
「
条

件
付
特
定
外
来
生
物
」
に
指
定
さ
れ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

　
外
来
生
物
の
被
害
拡
大
防
止
の
た
め
に
は
、
入
れ
な
い
こ
と
や
逃
が
さ
な
い

こ
と
、
そ
し
て
捕
獲
な
ど
の
防
除
と
と
も
に
、
侵
入
を
い
ち
早
く
と
ら
え
る
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
の
実
施
も
重
要
で
あ
る
。

多
様
な
動
物
を
は
じ
め
と
す
る
生
物
多
様
性
の
保
全

　
生
物
多
様
性
と
い
う
概
念
は
、
多
様
な
生
物
が
存
在
し
、
そ
れ
ら
が
関
わ
り

合
っ
て
く
ら
し
て
い
る
こ
と
を
包
括
的
に
指
す
も
の
で
あ
る
。
二
〇
世
紀
の
後

半
か
ら
、
生
物
多
様
性
の
重
要
性
と
そ
の
保
全
の
必
要
性
が
話
題
に
さ
れ
る
こ

と
が
多
く
な
っ
た
。
人
類
の
存
続
の
基
盤
と
し
て
も
生
物
多
様
性
は
必
要
不
可

欠
な
も
の
で
あ
る
。
一
例
を
あ
げ
る
と
、
私
た
ち
の
食
料
は
ほ
ぼ
す
べ
て
が
他

の
生
物
に
依
存
し
て
お
り
、
農
林
水
産
業
が
維
持
さ
れ
る
基
盤
と
し
て
も
、
良

好
な
生
態
系
や
生
物
多
様
性
の
保
全
が
大
切
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

一
方
で
、
開
発
な
ど
の
人
間
活
動
が
生
態
系
に
影
響
を
与
え
、
生
物
多
様
性
の

劣
化
が
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
に
現
れ
、
こ
う
し
た
劣
化
を
減
速
し
、
生
物
多
様
性

を
回
復
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
叫
ば
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
動
き
を
支

え
る
も
の
と
し
て
、
国
レ
ベ
ル
で
は
生
物
多
様
性
国
家
戦
略
が
策
定
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
国
家
戦
略
は
平
成
七
年
（
一
九
九
五
）
に
最
初
に
策
定
さ
れ
、
以
降

数
度
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
を
重
ね
て
い
る
。
ま
た
、
地
域
レ
ベ
ル
で
は
静
岡
県
が

「
ふ
じ
の
く
に
生
物
多
様
性
地
域
戦
略
」を
平
成
三
〇（
二
〇
一
八
）に
策
定
し
、

お
お
よ
そ
一
〇
年
間
の
目
標
や
施
策
を
記
載
し
て
お
り
、
そ
の
中
に
は
市
民
の

役
割
も
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
県
内
の
自
治
体
で
も
独
自
の
生
物
多
様
性
地

域
戦
略
を
作
成
す
る
と
こ
ろ
も
出
て
き
て
お
り
、
行
政
・
市
民
が
一
体
と
な
っ

た
多
様
性
保
全
が
よ
り
進
む
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　
以
上
、
こ
こ
に
述
べ
、
次
節
以
降
で
語
ら
れ
る
よ
う
に
富
士
宮
市
域
に
は
、

興
味
深
い
動
物
相
や
群
集
が
存
在
し
、
未
知
の
種
や
詳
し
い
研
究
が
俟ま

た
れ
る

興
味
深
い
現
象
も
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
生
物
多
様
性
の
保
全
に
つ

い
て
は
、
重
要
性
が
認
識
さ
れ
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
実
効
的
な

対
策
に
つ
い
て
は
こ
れ
か
ら
の
さ
ら
な
る
推
進
が
必
要
で
あ
る
。
か
け
が
え
な

い
動
物
た
ち
の
生
息
で
き
る
貴
重
な
自
然
を
守
り
、
次
代
に
伝
え
て
い
く
こ
と

は
、
現
代
を
生
き
る
私
た
ち
の
大
き
な
責
務
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
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第
二
節
　 

富
士
宮
市
の
野
生
動
物
（
哺
乳
類
）

　
富
士
宮
市
は
、市
域
に
富
士
山
や
天
子
山
地
を
含
み
、奥
山
、中
山
間
地
（
里

地
里
山
）、平
地
に
広
が
る
市
街
地
な
ど
、多
様
な
環
境
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
環
境
の
下
、野
生
の
哺
乳
類
で
は
、多
様
な
種
が
生
息
し
て
お
り
、

本
州
で
見
ら
れ
る
種
の
大
部
分
が
生
息
し
て
い
る
。

　
大
型
の
種
で
は
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
・
ニ
ホ
ン
ジ
カ
・
カ
モ
シ
カ
・
イ
ノ
シ
シ
、

中
型
の
種
で
は
、
タ
ヌ
キ
・
キ
ツ
ネ
・
ア
ナ
グ
マ
・
ニ
ホ
ン
ザ
ル
・
ニ
ホ
ン
ノ

ウ
サ
ギ
・
テ
ン
・
イ
タ
チ
・
ニ
ホ
ン
リ
ス
・
ム
サ
サ
ビ
・
ハ
ク
ビ
シ
ン
・
ア
ラ

イ
グ
マ
、
小
型
の
種
で
は
、
ヤ
マ
ネ
・
ヒ
メ
ネ
ズ
ミ
・
ア
カ
ネ
ズ
ミ
・
カ
ヤ
ネ

ズ
ミ
・
モ
グ
ラ
・
ヒ
ミ
ズ
・
ジ
ネ
ズ
ミ
・
コ
ウ
モ
リ
類
な
ど
が
生
息
し
て
い
る
。

富
士
宮
市
に
特
徴
的
に
見
ら
れ
る
種

ニ
ホ
ン
ジ
カ
（
写
真
４−

１
）

　
シ
カ
は
縄
文
時
代
に
は
、
イ
ノ
シ
シ
と
と
も
に
常
食
さ
れ
た
。
シ
カ
は
カ
ノ

シ
シ
と
も
呼
ば
れ
る
が
、シ
シ
と
は
肉
、あ
る
い
は
食
用
の
獣
の
意
味
で
あ
る
。

鎌
倉
時
代
に
も
、
巻
狩
り
な
ど
で
イ
ノ
シ
シ
と
と
も
に
猟
の
対
象
と
さ
れ
た
。

富
士
宮
市
の
地
名
に
も
、「
大お

お

鹿し
か

窪く
ぼ

」
と
鹿
が
つ
く
地
名
が
あ
る
。『
富
士
宮
市

史　
上
巻
』（
一
九
七
一
）
で
は
、
鹿
の
頭
数
が
減
少
し
て
い
る
と
の
記
述
が

あ
る
が
、
近
年
は
急
増
し
て
い
る
。
富
士
宮
の
シ
カ
は
、
本
州
に
広
く
分
布
す

る
在
来
種
の
ニ
ホ
ン
ジ
カ
（
ホ
ン
シ
ュ
ウ
ジ
カ
）
で
、
四
つ
の
胃
袋
を
持
つ

反は
ん

芻す
う

獣
で
あ
る
。
反
芻
と
は
、
胃
の
中
に
入
れ
た
食
べ
物
を
口
に
戻
し
て
噛か

む

こ
と
を
意
味
す
る
。
シ
カ
は
、草
だ
け
で
な
く
、樹
葉
や
樹
皮
も
食
べ
る
た
め
、

牧
草
を
含
め
た
農
産
物
や
森
林
被
害
が
深
刻
化
し
て
い
る
。
森
林
の
下
草
な
ど

を
食
べ
つ
く
す
こ
と
で
、
生
態
系
の
破
壊
や
土
砂
崩
れ
な
ど
を
引
き
起
こ
し
て

い
る
た
め
、
個
体
数
調
整
な
ど
の
対
策
が
行
わ
れ
て
い
る
。

イ
ノ
シ
シ
（
写
真
４−

２
）

　
イ
ノ
シ
シ
も
シ
カ
と
同
様
に
、古
く
か
ら
富
士
宮
市
域
に
数
多
く
生
息
す
る
。

猪い

之の

頭か
し
ら

な
ど
猪
の
付
く
地
名
も
見
ら
れ
る
が
、「
井
の
頭
」
が
語
源
と
の
説
も

あ
る
。

　
鎌
倉
時
代
に
は
、
武
士
の
鍛
錬
と
し
て
巻
狩
り
が
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
獲
物

は
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
だ
っ
た
。
佐さ

折お
り

地
区
か
ら
北
山
・
赤あ

か

焼や
け

に
か
け
て
部
分
的

に
残
る
土
手
は
、
巻
狩
り
の
際
に
イ
ノ
シ
シ
な
ど
を
追
い
詰
め
る
た
め
に
使
わ

れ
た
「
猪し

し

土ど

手て

」
で
あ
る
と
の
伝
承
も
あ
る
。
ま
た
、
全
国
各
地
に
は
イ
ノ
シ

シ
や
シ
カ
に
よ
る
農
産
物
被
害
を
防
ぐ
た
め
の
シ
シ
垣
が
見
ら
れ
る
が
、「
猪

土
手
」
も
そ
れ
に
該
当
す
る
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

　
イ
ノ
シ
シ
は
在
来
種
で
、
単
胃
・
雑
食
で
繁
殖
力
が
強
い
。
近
年
は
豚ぶ

た

熱ね
つ

に

感
染
し
た
野
生
イ
ノ
シ
シ
が
、
ブ
タ
へ
感
染
さ
せ
る
事
例
が
全
国
的
に
増
加
し

て
お
り
、
そ
の
対
策
が
急
が
れ
て
い
る
。

カ
モ
シ
カ
（
写
真
４−

３
）

　
富
士
山
や
天
子
山
地
な
ど
に
生
息
し
て
い
る
。
国
指
定
の
特
別
天
然
記
念
物

で
、
狩
猟
や
捕
獲
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
全
国
的
に
分
布
域
が
拡

大
し
、奥
山
だ
け
で
は
な
く
、山
麓
や
農
地
周
辺
で
も
見
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

ウ
シ
の
仲
間
で
草
食
性
の
た
め
、
反
芻
を
行
う
。
雌
雄
と
も
短
い
角
が
あ
り
、

毎
年
少
し
ず
つ
成
長
し
、
生
え
変
わ
る
こ
と
は
な
い
。
群
れ
を
成
す
シ
カ
と
異

な
り
、
単
独
行
動
を
す
る
こ
と
も
特
徴
で
あ
る
。
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タ
ヌ
キ
（
写
真
４−

４
）

　
市
街
地
も
含
め
、
市
域
に
広
く
生
息
し
て
い
る
が
、
標
高
の
高
い
場
所
に
は

少
な
い
。
人
間
に
と
っ
て
身
近
な
動
物
と
言
え
る
が
、
日
中
に
姿
を
見
か
け
る

こ
と
は
ま
れ
で
、
石
や
木
の
下
の
隙
間
、
家
の
床
下
や
倉
庫
と
い
っ
た
物
陰
で

休
息
し
、
夜
間
に
活
動
す
る
。
果
実
・
昆
虫
・
カ
エ
ル
な
ど
を
食
べ
る
雑
食
性

で
、
人
間
活
動
に
よ
っ
て
出
さ
れ
る
野
菜
く
ず
や
、
生
ご
み
な
ど
も
餌
と
し
て

い
る
。

　
近
年
は
、
疥か

い

癬せ
ん

（
ダ
ニ
に
よ
る
皮
膚
病
）
に
よ
り
、
全
身
の
毛
が
抜
け
、
皮

膚
が
象
の
よ
う
に
な
り
、
衰
弱
死
す
る
個
体
も
見
ら
れ
る
。

ニ
ホ
ン
ノ
ウ
サ
ギ
（
写
真
４−

５
）

　
う
さ
ぎ
追
い
し
か
の
山
、
と
「
故ふ

る

郷さ
と

」
の
歌
詞
に
あ
る
よ
う
に
、
里
地
里
山

を
代
表
す
る
種
で
あ
る
。
山
地
・
草
地
・
農
地
・
河
川
敷
な
ど
に
広
く
生
息
し

て
お
り
、
朝
霧
高
原
の
草
原
な
ど
で
も
良
く
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
と
て
も
速

く
走
り
、
全
身
茶
褐
色
の
た
め
、
人
間
が
気
付
か
な
い
う
ち
に
草
陰
な
ど
に
隠

れ
て
し
ま
う
。

　
草
食
性
で
、
植
物
の
葉
・
芽
・
樹
皮
な
ど
を
食
べ
る
。

ニ
ホ
ン
リ
ス
（
写
真
４−

６
）

　
樹
上
で
生
活
す
る
た
め
、
ま
と
ま
っ
た
樹
林
地
が
あ
る
富
士
山
麓
や
天
子
山

地
な
ど
に
生
息
し
て
い
る
。
お
腹
の
毛
色
は
一
年
中
白
く
、
夏
の
背
中
は
赤
褐

色
、
冬
は
灰
褐
色
に
な
る
。
木
の
実
、
植
物
の
葉
・
芽
な
ど
を
中
心
に
、
昆
虫

な
ど
も
食
べ
る
。
日
中
に
木
か
ら
木
へ
と
移
動
し
な
が
ら
採
食
す
る
が
、
小
型

で
動
き
が
速
く
、
樹
木
の
色
が
保
護
色
と
な
り
、
人
間
が
気
付
く
こ
と
は
ま
れ

で
あ
る
。
ク
ル
ミ
や
マ
ツ
の
実
（
松
ぼ
っ
く
り
）
が
好
物
で
、
種
を
か
じ
り
取

ら
れ
た
松
ぼ
っ
く
り
は
、
エ
ビ
フ
ラ
イ
の
よ
う
な
特
徴
的
な
形
に
な
る
。

　
一
方
で
、
近
年
、
マ
ツ
枯
れ
が
ま
ん
延
し
、
マ
ツ
の
木
が
減
少
し
て
お
り
、

ニ
ホ
ン
リ
ス
へ
の
影
響
も
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

ま
れ
に
見
ら
れ
る
種

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
・
ニ
ホ
ン
ザ
ル

　
両
種
と
も
市
内
で
の
生
息
数
は
少
な
く
、
富
士
山
の
北
・
東
側
、
天
子
山
地

の
西
側
、
富
士
川
流
域
な
ど
、
市
外
・
県
外
か
ら
の
移
入
個
体
の
存
在
も
考
え

ら
れ
る
。

　
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
は
攻
撃
性
が
高
い
種
で
は
な
い
が
、
出
合
い
頭
に
出
く
わ
し

た
り
、
幼
獣
を
連
れ
て
い
る
時
に
は
攻
撃
し
て
く
る
こ
と
も
あ
る
。
人
間
の
存

在
を
知
ら
せ
る
鈴
な
ど
を
携
帯
し
、
ク
マ
に
先
に
去
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
食
べ
物
は
木
の
実
や
植
物
の
芽
、
昆
虫
類
な
ど
の
雑
食
で
あ
る
が
、

人
間
活
動
に
よ
っ
て
出
さ
れ
た
生
ご
み
や
、
飼
わ
れ
て
い
る
ニ
ワ
ト
リ
な
ど
を

食
べ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。
人
間
と
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
と
の
生
活
圏
が
重
な
ら

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

外
来
種

ハ
ク
ビ
シ
ン
・
ア
ラ
イ
グ
マ

　
ハ
ク
ビ
シ
ン
は
東
南
ア
ジ
ア
、
ア
ラ
イ
グ
マ
は
北
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
外
来
種

（
人
間
に
よ
っ
て
持
ち
込
ま
れ
た
種
）
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ハ
ク
ビ
シ
ン
は

市
内
全
域
で
生
息
し
て
お
り
、
ア
ラ
イ
グ
マ
も
分
布
域
を
拡
大
し
て
い
る
可
能

性
が
あ
る
。

　
両
種
と
も
雑
食
性
で
、
木
登
り
が
上
手
く
、
手
先
も
器
用
な
た
め
、
農
作
物

に
対
す
る
被
害
が
生
じ
て
い
る
。
特
に
ア
ラ
イ
グ
マ
は
「
特
定
外
来
生
物
」
に

指
定
さ
れ
て
お
り
、
飼
育
や
野
外
に
放
つ
こ
と
が
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
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第
三
節
　
野
鳥
の
仲
間

　
市
域
の
標
高
差
が
三
七
五
〇
ｍ
と
全
国
一
を
誇
る
富
士
宮
市
に
は
、
低
地
か

ら
高
山
帯
に
か
け
て
市
街
地
・
農
耕
地
・
河
川
・
草
原
・
人
工
林
・
自
然
林
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
が
あ
る
。
中
で
も
山
麓
か
ら
高
山
帯
に
か
け
て
幅
広
い
生

物
の
垂
直
分
布
が
見
ら
れ
る
富
士
山
、
市
域
北
部
に
位
置
す
る
朝
霧
高
原
、
西

部
を
南
北
に
連
な
る
天
子
山
系
は
、
富
士
宮
市
の
自
然
を
特
徴
づ
け
る
地
域
と

言
え
る
。
ま
た
、市
内
に
は
富
士
川・潤
井
川・芝
川
な
ど
の
一
級
河
川
が
流
れ
、

こ
の
流
域
は
周
囲
の
自
然
と
相
ま
っ
て
多
く
の
野
鳥
た
ち
の
生
息
地
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
様
に
多
様
な
環
境
を
も
つ
富
士
宮
市
で
は
、
現
在
五
二
科
二
〇
〇

種
の
野
鳥
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

市
街
地
周
辺

　

富
士
山
本
宮
浅
間
大
社
（
浅
間
大
社
、
写
真
４−
８
）・
潤
井
川
を
中
心
と

す
る
市
街
地
で
は
、
ス
ズ
メ
・
カ
ラ
ス
類
の
ほ
か
に
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
・
ヒ
ヨ
ド

リ
・
ム
ク
ド
リ
・
ハ
ク
セ
キ
レ
イ
な
ど
が
年
間
を
通
じ
て
生
息
し
て
い
る
。
浅

間
大
社
の
森
で
は
、
初
夏
に
な
る
と
ア
オ
バ
ズ
ク
が
渡
来
し
、
夕
暮
れ
時
か
ら

特
徴
の
あ
る
鳴
き
声
が
聞
こ
え
て
く
る
。

　
一
九
八
〇
年
代
後
半
に
は
浅
間
大
社
の
森
で
二
〇
〇
羽
を
超
え
る
ゴ
イ
サ
ギ

の
集
団
繁
殖
地
が
で
き
、
鳴
き
声
と
フ
ン
の
悪
臭
に
閉
口
し
た
も
の
だ
が
、
そ

の
後
こ
の
繁
殖
地
は
富
士
フ
イ
ル
ム
富
士
宮
工
場
の
植
え
込
み
に
移
動
し
た
後

自
然
消
滅
し
、
現
在
で
は
ゴ
イ
サ
ギ
の
姿
も
声
も
珍
し
く
な
っ
た
。

　
潤
井
川
の
星ほ

し

山や
ま

放
水
路
水
門
周
辺
（
写
真
４−

９
）
で
は
、
冬
に
な
る
と
多

く
の
カ
モ
た
ち
が
越
冬
す
る
。
マ
ガ
モ
・
カ
ル
ガ
モ
・
コ
ガ
モ
の
ほ
か
に
オ
カ

ヨ
シ
ガ
モ
・
ヒ
ド
リ
ガ
モ
・
キ
ン
ク
ロ
ハ
ジ
ロ
な
ど
が
訪
れ
る
。
潤
井
川
や
周

辺
の
水
田
地
帯
で
は
初
夏
に
な
る
と
留り

ゅ
う

鳥ち
ょ
う

（
同
じ
地
域
に
一
年
中
生
息
し
て
、

季
節
的
な
移
動
を
し
な
い
鳥
）
の
カ
ル
ガ
モ
に
加
え
て
、
近
年
は
か
つ
て
冬ふ

ゆ

鳥ど
り

（
越
冬
す
る
た
め
に
秋
に
日
本
に
渡
来
し
冬
を
過
ご
し
、
春
に
北
方
へ
渡
っ
て

い
く
渡
り
鳥
）
で
あ
っ
た
マ
ガ
モ
が
繁
殖
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
平
成
一
九
年
（
二
〇
〇
七
）
の
冬
に
潤
井
川
で
初
め
て
確
認
さ
れ
た
オ
オ
バ

ン
（
写
真
４−

10
）
は
、
そ
の
後
数
を
増
や
し
、
令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）
に

は
一
五
〇
羽
を
超
え
た
。

　
平
成
一
二
年
（
二
〇
〇
〇
）
頃
か
ら
潤
井
川
流
域
で
姿
を
見
か
け
る
よ
う
に

な
っ
た
イ
ソ
ヒ
ヨ
ド
リ
は
、
平
成
二
〇
年
（
二
〇
〇
八
）
に
万
野
原
新
田
、
令

和
三
年
（
二
〇
二
一
）
に
は
富
士
山
に
最
も
近
い
粟
倉
地
区
で
観
察
さ
れ
た
。

市
街
地
の
建
造
物
で
の
繁
殖
例
も
増
え
、市
域
で
の
生
息
が
定
着
し
つ
つ
あ
る
。

富
士
山
二
合
目
周
辺

　
富
士
山
の
中
腹
、
標
高
一
〇
〇
〇
ｍ
～
一
六
〇
〇
ｍ
の
森
林
は
、
ブ
ナ
・
カ

エ
デ
な
ど
の
落
葉
広
葉
樹
と
カ
ラ
マ
ツ
・
ウ
ラ
ジ
ロ
モ
ミ
な
ど
の
針
葉
樹
が
混

在
す
る
豊
か
な
森
で
、
多
く
の
野
鳥
の
生
息
地
と
な
っ
て
い
る
。（
写
真
４−

11
）

こ
こ
で
は
年
間
を
通
じ
て
コ
ゲ
ラ
・
ア
カ
ゲ
ラ
・
ア
オ
ゲ
ラ
・
コ
ガ
ラ
・
ヤ
マ

ガ
ラ
・
ヒ
ガ
ラ
・
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
・
ゴ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
・
ミ
ソ
サ
ザ
イ
・
ホ
オ
ジ

ロ
な
ど
が
生
息
し
て
い
る
。
初
夏
を
迎
え
る
と
ツ
ツ
ド
リ
・
カ
ッ
コ
ウ
・
ホ
ト

ト
ギ
ス
・
セ
ン
ダ
イ
ム
シ
ク
イ
・
ア
カ
ハ
ラ
・
ク
ロ
ツ
グ
ミ
・
コ
ル
リ
・
コ
サ

メ
ビ
タ
キ
・
キ
ビ
タ
キ
・
オ
オ
ル
リ
な
ど
の
夏な

つ

鳥ど
り

（
繁
殖
す
る
た
め
に
春
に
日

本
に
渡
来
し
夏
を
過
ご
し
、
秋
に
南
方
へ
渡
っ
て
い
く
渡
り
鳥
）
が
南
の
国
か

ら
渡
っ
て
く
る
。
冬
に
は
シ
ロ
ハ
ラ
・
ツ
グ
ミ
・
ア
ト
リ
・
マ
ヒ
ワ
・
シ
メ
・

カ
シ
ラ
ダ
カ
・
ミ
ヤ
マ
ホ
オ
ジ
ロ
な
ど
の
冬
鳥
が
北
国
か
ら
渡
っ
て
く
る
。

　
富
士
宮
市
域
の
富
士
山
で
は
、
一
九
九
〇
年
代
ま
で
は
珍
し
い
夏
鳥
だ
っ
た

キ
ビ
タ
キ
が
平
成
一
二
年
（
二
〇
〇
〇
）
以
降
徐
々
に
生
息
数
を
増
や
し
て
い

る
。
そ
れ
に
続
く
よ
う
に
平
成
二
七
年
（
二
〇
一
五
）
以
降
オ
オ
ル
リ
の
生
息
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写真４−８　富士山本宮浅間大社
境内に大木の茂る鎮守の森や富士山の湧水・湧玉池があり、
四季を通じて多くの野鳥が生息している。

写真４−10　潤井川に群れるオオバン
2010 年代まではカモの仲間がここの主役だったが、2020
年代に入るとオオバンにその座を奪われようとしている。

写真４−11　富士山二合目の自然林
ブナ・ミズナラ・カエデ・ヒメシャラなどの大木が残る富
士山中腹の自然林は、野鳥だけでなく多くの動植物の命を
育む。

写真４−７　富士宮市の鳥　ヒバリ
かつて郊外の農耕地に麦畑が広がるころはあちこちでその
声が聞かれたが、現在では朝霧高原が主な生息地となって
いる。

写真４−９　星山放水路水門からの潤井川
潤井川の水面が広がる星山放水路水門の上流は、冬になる
と多くのカモたちの越冬地となる。
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数
も
増
え
て
い
る
。
標
高
一
二
〇
〇
ｍ
の
西に

し

臼う
す

塚づ
か

周
辺
は
夏
鳥
と
し
て
局
地
的

に
渡
来
す
る
マ
ミ
ジ
ロ
（
写
真
４−

12
）・ア
カ
ハ
ラ
の
生
息
地
と
な
っ
て
い
る
。

富
士
山
五
合
目

　

富
士
山
の
森
林
限
界
（
写
真
４−

13
）、
標
高
二
四
〇
〇
ｍ
に
位
置
す
る
五

合
目
周
辺
は
ホ
シ
ガ
ラ
ス
（
写
真
４−

14
）・
メ
ボ
ソ
ム
シ
ク
イ
・
イ
ワ
ヒ
バ
リ
・

カ
ヤ
ク
グ
リ
な
ど
高
山
に
住
む
野
鳥
の
生
息
地
で
あ
る
。
ダ
ケ
カ
ン
バ
・
ミ
ヤ

マ
ハ
ン
ノ
キ
・
ナ
ナ
カ
マ
ド
な
ど
の
落
葉
広
葉
樹
に
カ
ラ
マ
ツ
・
シ
ラ
ビ
ソ
な

ど
の
針
葉
樹
が
混
ざ
る
樹
林
帯
は
麓
よ
り
約
一
か
月
遅
れ
て
新
緑
が
芽
吹
く
。

六
月
末
頃
に
な
る
と
こ
の
森
で
は
多
く
の
野
鳥
た
ち
が
繁
殖
期
を
迎
え
る
。
キ

ク
イ
タ
ダ
キ
・
コ
ガ
ラ
・
ヒ
ガ
ラ
・
ミ
ソ
サ
ザ
イ
・
ル
リ
ビ
タ
キ
・
ビ
ン
ズ
イ
・

ウ
ソ
な
ど
の
さ
え
ず
り
が
林
内
に
響
き
、
岩
場
で
繁
殖
す
る
ア
マ
ツ
バ
メ
が
上

空
を
飛
び
交
う
。
平
成
二
年
（
一
九
九
〇
）
以
前
に
は
観
察
例
の
少
な
か
っ
た

ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス
・
ウ
グ
イ
ス
が
、
最
近
の
五
合
目
で
は
夏
季
に
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

朝
霧
高
原

　

富
士
山
の
西
麓
に
広
が
る
朝
霧
高
原
（
写
真
４−

15
）
は
、
市
域
の
北
部
、

標
高
七
〇
〇
ｍ
～
九
七
〇
ｍ
に
あ
る
。
現
在
で
は
森
林
や
牧
草
地
と
な
っ
た
場

所
も
多
い
が
、
こ
の
地
域
を
特
徴
づ
け
る
環
境
と
し
て
高
原
性
の
草
原
地
帯
が

あ
げ
ら
れ
る
。
特
に
根
原
地
区
の
ス
ス
キ
を
主
な
植
生
と
し
、
灌か

ん

木ぼ
く

が
点
在
す

る
草
原
地
帯
に
は
留
鳥
の
キ
ジ
・
ノ
ス
リ
・
モ
ズ
・
ヒ
バ
リ
（
写
真
４−

７
）・

ウ
グ
イ
ス
・
イ
カ
ル
・
ホ
オ
ジ
ロ
な
ど
が
生
息
し
、
初
夏
に
は
カ
ッ
コ
ウ
・
ホ

ト
ト
ギ
ス
・
オ
オ
ヨ
シ
キ
リ
・
コ
ヨ
シ
キ
リ
・
ア
カ
ハ
ラ
・
コ
ム
ク
ド
リ
・
ホ

オ
ア
カ
な
ど
の
夏
鳥
が
渡
来
す
る
。
中
で
も
県
内
で
は
富
士
山
麓
に
し
か
渡
来

し
な
い
オ
オ
ジ
シ
ギ
・
ア
カ
モ
ズ
・
ノ
ビ
タ
キ
（
写
真
４−

16
）
の
三
種
は
こ

の
地
域
を
代
表
す
る
野
鳥
と
言
え
る
。
し
か
し
令
和
三
年（
二
〇
二
一
）現
在
、

こ
の
三
種
の
う
ち
ノ
ビ
タ
キ
だ
け
は
渡
来
が
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
オ
オ
ジ
シ

ギ
・
ア
カ
モ
ズ
は
記
録
が
途
絶
え
た
。

　
冬
に
は
タ
ゲ
リ
・
ツ
グ
ミ
・
シ
ロ
ハ
ラ
・
ジ
ョ
ウ
ビ
タ
キ
・
カ
ヤ
ク
グ
リ
・

タ
ヒ
バ
リ
・
ベ
ニ
マ
シ
コ
・
カ
シ
ラ
ダ
カ
な
ど
の
冬
鳥
が
訪
れ
、
年
に
よ
っ
て

は
ハ
イ
イ
ロ
チ
ュ
ウ
ヒ
・
コ
ミ
ミ
ズ
ク
・
コ
チ
ョ
ウ
ゲ
ン
ボ
ウ
も
飛
来
す
る
。

上
井
出
地
区
に
あ
る
富
士
桜
自
然
墓
地
公
園
で
は
、
園
内
の
池
の
中
の
島
に

あ
っ
た
ア
オ
サ
ギ
の
コ
ロ
ニ
ー
に
割
り
込
む
よ
う
に
平
成
一
四
年（
二
〇
〇
二
）

春
か
ら
カ
ワ
ウ
が
繁
殖
を
始
め
た
。
そ
の
後
カ
ワ
ウ
は
数
を
増
や
し
続
け
、
平

成
二
四
年
（
二
〇
一
二
）
に
は
完
全
に
カ
ワ
ウ
の
コ
ロ
ニ
ー
と
な
る
。
そ
の

後
さ
ら
に
数
は
増
え
、
令
和
三
年
（
二
〇
二
一
）
五
月
に
は
九
一
個
の
巣
と

四
二
〇
羽
の
カ
ワ
ウ
が
確
認
さ
れ
た
。

写真４−12　マミジロ
富士山二合目の自然林では、五月に入るとマミジロ・ク
ロツグミ・アカハラ・コルリ・コサメビタキ・キビタキ
などの夏鳥の声が響き渡る。
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写真４−14　五合目で繁殖するホシガラス
森林限界で繁殖するホシガラスのほかに、こ
このカラマツ林はイワヒバリやカヤクグリな
どの繁殖地でもある。

写真４−13　富士山五合目の森林限界
丈の低いカラマツが地面を這うように茂り、
その下方にはダケカンバ・ミヤマハンノキ・
ナナカマドなどの広葉樹林帯がある。

写真４−15　朝霧高原
ススキの草原と畑地が混在する根原地区の
草原は、市内でも貴重な草原性の野鳥の生
息地である。

写真４−16　朝霧高原のノビタキ
視界を遮るものの無い広い草原を好むノビ
タキは、人間の開発による草原の減少で生
息地が狭められている。
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田
貫
湖
周
辺

 
朝
霧
高
原
の
西
側
、
長
者
ヶ
岳
の
麓
に
市
内
で
唯
一
の
湖
、
田
貫
湖
が
あ
る
。

（
写
真
４−

17
）
周
囲
四
㎞
ほ
ど
の
人
造
湖
で
、
年
間
を
通
じ
て
カ
ル
ガ
モ
・

カ
イ
ツ
ブ
リ
・
カ
ワ
ウ
な
ど
留
鳥
の
水
鳥
が
生
息
し
て
い
る
。
冬
に
な
る
と
ヒ

ド
リ
ガ
モ
・
マ
ガ
モ
・
ハ
シ
ビ
ロ
ガ
モ
・
オ
ナ
ガ
ガ
モ
・
コ
ガ
モ
・
ホ
シ
ハ
ジ

ロ
・
キ
ン
ク
ロ
ハ
ジ
ロ
・
カ
ワ
ア
イ
サ
（
写
真
４−

18
）
な
ど
が
渡
来
す
る
が

近
年
減
少
傾
向
に
あ
る
。
逆
に
数
を
増
や
し
て
い
る
の
が
オ
オ
バ
ン
で
、
冬
季

の
湖
面
で
最
も
多
く
見
ら
れ
る
。

　
田
貫
湖
に
近
い
猪い

之の

頭か
し
ら

地
区
に
は
、
一
級
河
川
の
芝
川
の
水
源
が
あ
り
、
こ

の
周
囲
は
渡
来
が
局
地
的
な
夏
鳥
の
ノ
ジ
コ
の
生
息
地
で
あ
る
。
芝
川
流
域
は

過
去
に
は
ヤ
マ
セ
ミ
（
写
真
４−

19
）
の
生
息
地
だ
っ
た
が
、
ほ
か
の
地
域
も

含
め
て
近
年
で
は
市
内
で
そ
の
姿
を
見
る
こ
と
は
な
く
な
っ
た
。

天
子
山
系

　
田
貫
湖
の
西
側
に
は
、
北
は
山
梨
県
境
の
竜
ヶ
岳
か
ら
雨あ

ま

ヶが

岳た
け

・
毛け

無な
し

山
・

長
者
ヶ
岳
・
天
子
ヶ
岳
・
白
水
山
と
連
な
る
天
子
山
系
が
あ
る
。
自
然
林
と
人

工
林
が
混
在
し
、
富
士
川
水
系
の
芝
川
・
稲
子
川
・
大
倉
川
（
写
真
４−

20
）

な
ど
の
渓
流
が
流
れ
て
い
て
自
然
度
は
高
い
。山
野
に
生
息
す
る
野
鳥
の
種
類・

数
と
も
に
多
く
、
山
が
深
く
人
の
手
の
入
ら
な
い
地
域
も
多
い
こ
と
か
ら
、
野

鳥
の
生
態
系
の
頂
点
に
立
つ
ク
マ
タ
カ
が
生
息
し
て
い
る
。
夏
鳥
と
し
て
日
本

に
渡
来
す
る
タ
カ
類
の
サ
シ
バ
・
ハ
チ
ク
マ
が
、
富
士
山
の
北
側
を
通
過
し
こ

の
山
を
越
え
て
南
に
渡
る
様
子
が
秋
に
観
察
さ
れ
る
。

明
星
山
周
辺

　
富
士
宮
市
街
地
上
空
は
、
天
子
山
系
と
同
様
に
富
士
山
の
南
側
を
通
過
し
て

南
に
渡
っ
て
い
く
野
鳥
の
渡
り
の
コ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
。
富
士
宮
市
南
部

に
位
置
す
る
明み

ょ
う

星じ
ょ
う

山
の
山
頂
か
ら
は
、
秋
に
な
る
と
サ
シ
バ
（
写
真
４−

21
）・

ハ
チ
ク
マ
に
加
え
ア
カ
ハ
ラ
ダ
カ
・
ツ
ミ
・
ハ
イ
タ
カ
・
チ
ゴ
ハ
ヤ
ブ
サ
な
ど

の
タ
カ
類
が
上
空
を
通
過
し
て
い
く
様
子
が
、
多
い
年
に
は
一
ヶ
月
間
で
五
千

羽
以
上
も
観
察
さ
れ
て
い
る
（
写
真
４−

22
）。
こ
の
季
節
に
は
タ
カ
類
以
外

に
も
ヨ
タ
カ
・
ハ
リ
オ
ア
マ
ツ
バ
メ
・
ア
マ
ツ
バ
メ
・
サ
ン
シ
ョ
ウ
ク
イ
・
コ

シ
ア
カ
ツ
バ
メ
・
ク
ロ
ツ
グ
ミ
・
エ
ゾ
ビ
タ
キ
・
コ
サ
メ
ビ
タ
キ
な
ど
の
夏
鳥

が
南
に
渡
っ
て
い
く
姿
が
観
察
で
き
る
。

写真４−17　
田貫湖から望む富士山
田貫湖の西側には水と緑の
豊かな天子山系が連なり、
小鳥だけでなく、クマタカ・
オオタカ・ノスリなどの猛

もう

禽
きん

類
るい

も生息する。

写真４−18　
田貫湖に飛来したカワアイサ
かつては湖一面にカモたちの姿が見
られたが、周囲の開発か地球温暖化
の影響か、近年その数が減ってきた。
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写真４−19　ヤマセミ
かつて市内を流れる渓流ならどこでもみられた
ヤマセミは、全国的な傾向としてその数を減ら
し続けている。

写真４−21　明星山上空のサシバの群れ
上昇気流をつかんだサシバの群れは旋回飛翔で高
度を稼ぎ、次々と西の空を目指して渡っていく。

写真４−20　天子山系を流れる大倉川
市内の渓流は多くの水生昆虫や魚類を育み、こ
れらを捕食するセキレイ類・カワガラス・カワ
セミ類などの生息地となる。

写真４−22　明星山山頂でタカの渡りの観察
例年 9 月末から 10 月初めが野鳥たちの秋の渡
りのピークで、明星山ではタカだけでなく林の
中を渡っていく多くの野鳥が観察できる。
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第
四
節
　
ト
カ
ゲ
・
ヘ
ビ
の
仲
間

　
ト
カ
ゲ
・
ヘ
ビ
の
仲
間
を
爬は

虫ち
ゅ
う

類
と
呼
ぶ
。
富
士
宮
市
に
生
息
が
確
認
さ
れ

て
い
る
ト
カ
ゲ
類
は
、
ヒ
ガ
シ
ニ
ホ
ン
ト
カ
ゲ
・
オ
カ
ダ
ト
カ
ゲ
（
写
真
４−

23
）・
ニ
ホ
ン
カ
ナ
ヘ
ビ
・
ニ
ホ
ン
ヤ
モ
リ
で
あ
る
。

　
『
学
研
の
図
鑑　
爬
虫
・
両
生
類
』（
一
九
七
三
）
を
見
る
と
全
国
に
生
息
し

て
い
る
ト
カ
ゲ
類
は
ニ
ホ
ン
ト
カ
ゲ
・
カ
ナ
ヘ
ビ
・
ヤ
モ
リ
と
書
か
れ
て
い

る
が
、
伊
豆
半
島
に
生
息
し
た
も
の
は
オ
カ
ダ
ト
カ
ゲ
で
あ
る
こ
と
が
判
明

し
た
。
西
は
富
士
川
を
境
界
と
し
、
東
は
神
奈
川
県
の
酒さ

か
わ匂
川
ま
で
生
息
し

て
い
る
。
北
は
富
士
山
の
南
麗
ま
で
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
ニ
ホ
ン
ト
カ
ゲ
は
関
西
を
境
に
東
西
で
遺
伝
的
に
異
な
る
こ
と
が

判
明
し
、
東
の
も
の
は
平
成
二
四
年
（
二
〇
一
二
）
に
ヒ
ガ
シ
ニ
ホ
ン
ト
カ
ゲ

と
し
て
新
種
記
載
さ
れ
た
。
ま
た
遺
伝
的
解
析
に
よ
り
、
ヒ
ガ
シ
ニ
ホ
ン
ト
カ

ゲ
と
オ
カ
ダ
ト
カ
ゲ
の
交
雑
個
体
が
、
富
士
宮
市
・
富
士
市
・
裾
野
市
・
御
殿

場
市
・
駿
東
郡
小
山
町
・
静
岡
市
清
水
区
で
確
認
さ
れ
て
お
り
、
日
本
国
内
で

こ
こ
だ
け
に
見
ら
れ
る
珍
し
い
事
例
で
あ
る
。

　
ヒ
ガ
シ
ニ
ホ
ン
ト
カ
ゲ
・
オ
カ
ダ
ト
カ
ゲ
・
ニ
ホ
ン
カ
ナ
ヘ
ビ
の
三
種
の
生

息
場
所
は
草
地
で
、
昼
間
小
さ
な
昆
虫
類
を
餌
と
し
て
い
る
。
ニ
ホ
ン
ヤ
モ
リ

は
民
家
の
雨
戸
の
中
や
隙
間
に
隠
れ
て
い
て
、
夜
に
な
る
と
窓
や
壁
に
張
り
付

き
、
電
灯
の
光
に
集
ま
る
カ
や
ガ
な
ど
を
捕
ま
え
て
餌
と
し
て
い
る
。
指
先
に

は
細
か
な
鉤か

ぎ

状じ
ょ
う

の
突
起
が
あ
り
、
こ
れ
を
ひ
っ
か
け
る
こ
と
に
よ
り
垂
直
な
ガ

ラ
ス
窓
も
登
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
富
士
宮
市
で
こ
れ
ま
で
に
記
録
さ
れ
て
い
る
ヘ
ビ
類
は
、
ヤ
マ
カ
ガ
シ
（
写

真
４−
24
）・
シ
マ
ヘ
ビ
（
写
真
４−

25
）・
ヒ
バ
カ
リ
・
ジ
ム
グ
リ
（
写
真
４−

26
）

で
あ
る
。『
富
士
宮
市
の
自
然
』（
一
九
八
八
）
で
は
ア
オ
ダ
イ
シ
ョ
ウ
・
マ
ム

シ
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
採
集
地
・
確
認
地
点
の
記
載
が
な
い
た
め
生
息
種

か
ら
除
外
し
た
。

写真４−24　ヤマカガシ
全長 60〜120cm。水田や河川の周辺で多く見られる。
主にカエルと小魚を食べる。
毒蛇であるが気性はおとなしい。

写真４−23　オカダトカゲ
体長は 20〜25cm、体色は褐色か暗褐色。長い尻尾
をもつ。子供の頃は尻尾の青が目立つ。
産卵は６〜７月、倒木や石の下に 10cm 程の巣を作り、
３〜15 個の楕

だ

円体状の乳白色の卵を産む。メスは抱
卵して孵

ふ

化
か

まで絶食して卵を守る。
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写真４−26　ジムグリ　
全長 70〜100cm。体色は赤みがかった茶褐色で、黒
い斑点がはいる。
主に山地に生息し、地に潜ってネズミやモグラを捕食
することから、ジムグリの呼び名がついた。

写真４−25　シマヘビ
全長 80〜150cm。背面の体色は普通わら色で、4 本
の黒褐色の縦縞

じま

模様が走る。カエル・トカゲ・ネズミ・
小鳥・マムシやヤマカガシの幼蛇など多様な動物を
食べる。
気性は荒くかみつくことが多い。

富士宮市の爬虫類の生息記録

ニホンヤモリ

●朝霧高原野外活動センター
●下柚野　　　　 ●下稲子 大間　　　　●羽鮒 坂本　　　
●大久保 堤　　　●上稲子 神矢野　　　●上稲子 西沢

●半野　　　　●佐折　　　●上井出　　●下稲子
●内房 落合 ●下柚野 大畑

●朝霧高原野外活動センター　　　●朝霧高原牧場

●下稲子

●大久保 堤　　　　　●上稲子 森

●上条 大石寺境内　　●上条 大石寺周辺
●白糸の滝周辺

●外神

●内野 法藏院

●小田貫湿原　　　　 ●朝霧高原野外活動センター
●長貫 楠金　　　　　 ●上稲子 塩野
●上柚野 桜峠　　　　●下稲子　　　　
●青木平団地周辺

●青木平 ●栗倉南　　　●外神スポーツ広場

ニホンカナヘビ

ヒガシニホントカゲ

ヒガシニホントカゲと
オカダトカゲの交雑個体

オカダトカゲ

タカチホヘビ
ヒバカリ
ジムグリ

シマヘビ

ヤマカガシ

表４−１   富士宮市の爬虫類の生息記録
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第
五
節
　
カ
エ
ル
・
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
仲
間

　

富
士
宮
市
に
生
息
す
る
カ
エ
ル
の
仲
間
は
、
ア
ズ
マ
ヒ
キ
ガ
エ
ル
・
ニ
ホ

ン
ア
マ
ガ
エ
ル
・
ヤ
マ
ア
カ
ガ
エ
ル
・
タ
ゴ
ガ
エ
ル
・
ト
ノ
サ
マ
ガ
エ
ル
・

ツ
チ
ガ
エ
ル
・
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
（
写
真
４−

27
）・
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
ア
オ
ガ

エ
ル
・
カ
ジ
カ
ガ
エ
ル
と
、
今
回
初
め
て
観
察
さ
れ
た
国
内
移
入
種
の
ヌ
マ

ガ
エ
ル
、
そ
し
て
特
定
外
来
生
物
の
ウ
シ
ガ
エ
ル
の
一
一
種
類
で
あ
る
。

　
『
富
士
宮
市
の
自
然
』（
一
九
八
八
）
で
は
ニ
ホ
ン
ア
カ
ガ
エ
ル
が
目
録
に

入
っ
て
い
た
が
、
富
士
宮
市
に
は
分
布
し
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の

理
由
と
し
て
、
河
端
政
一
（
一
九
七
二
）
は
目
録
に
記
載
し
た
も
の
の
、
広

範
囲
を
長
期
間
調
査
し
、
ヤ
マ
ア
カ
ガ
エ
ル
・
ツ
チ
ガ
エ
ル
・
ト
ノ
サ
マ
ガ

エ
ル
を
高
頻
度
で
観
察
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ニ
ホ
ン
ア
カ
ガ
エ
ル

は
確
認
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
富
士
宮
市
に
隣
接
す
る
山
梨
県
南
部
町

な
ど
、
水
田
地
帯
で
標
高
の
低
い
地
域
で
も
ニ
ホ
ン
ア
カ
ガ
エ
ル
は
確
認
さ

れ
て
い
な
い
。（
湯
本　
二
〇
〇
〇
）

　

富
士
宮
市
に
生
息
が
確
認
さ
れ
て
い
る
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
仲
間
は
、
ア

カ
ハ
ラ
イ
モ
リ
・
ハ
コ
ネ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
（
写
真
４−

28
）・
ヒ
ガ
シ
ヒ
ダ

サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
（
写
真
４−
29
）
の
３
種
類
で
あ
る
。

　
ア
カ
ハ
ラ
イ
モ
リ(

写
真
４−
30
）
は
、
田
ん
ぼ
や
緩
や
か
な
流
れ
の
小
川
、
池

で
観
察
で
き
る
。
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
の
産
卵
期
、
木
の
枝
に
産
み
付
け
ら
れ

た
淡
黄
白
色
の
卵
塊
の
下
に
、
落
ち
て
来
る
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
を
待
ち
受
け
る

ア
カ
ハ
ラ
イ
モ
リ
が
何
個
体
も
集
ま
っ
て
い
る
の
を
頻
繁
に
観
察
し
て
い
る
。

　

ハ
コ
ネ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
・
ヒ
ガ
シ
ヒ
ダ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
は
、
毛け

無な
し

山

を
起
点
と
す
る
河
川
の
源
流
部
に
生
息
し
て
い
る
。
ヒ
ガ
シ
ヒ
ダ
サ
ン
シ
ョ

ウ
ウ
オ
は
紫
褐
色
の
背
面
に
黄
色
斑
点
を
も
ち
、
全
長
一
四
～
一
九
㎝
で
メ

ス
は
オ
ス
よ
り
も
大
き
い
。
繁
殖
は
二
月
～
三
月
に
大
き
な
岩
の
下
で
な
さ

れ
、
幼
生
（
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
）
は
流
れ
の
緩
や
か
な
淵ふ

ち

で
生
活
す
る
が
、

大
半
は
越
冬
し
、
翌
年
に
変
態
し
て
陸
上
生
活
に
移
る
。

　

ハ
コ
ネ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
は
、
全
長
一
三
～
一
九
㎝
で
体
は
細
長
く
、
特
に

尾
が
長
い
。
カ
エ
ル
や
ほ
か
の
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
は
、
幼
生
が
変
態
し
て
陸
上

生
活
に
移
る
と
肺
呼
吸
を
行
う
よ
う
に
な
る
が
、
ハ
コ
ネ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の

仲
間
だ
け
は
肺
を
持
た
ず
皮
膚
呼
吸
の
み
で
生
活
す
る
。
繁
殖
期
は
特
異
で
、

年
二
回
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
石
川
県
宝ほ

う

達だ
つ

山
で
は
五
月
中
旬
～
七
月

中
旬
と
一
〇
月
下
旬
～
一
二
月
下
旬
に
行
わ
れ
る
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

繁
殖
周
期
が
オ
ス
は
一
年
お
き
、
メ
ス
は
三
年
お
き
と
知
ら
れ
て
い
る
。
静
岡

県
の
愛あ

し

鷹た
か

山
の
桃
沢
川
の
源
流
部
で
一
四
カ
月
に
渡
っ
て
月
一
回
幼
生
の
成
長

を
観
察
し
た
と
こ
ろ
、
全
長
約
二
八
㎜
の
個
体
が
五
月
と
八
月
に
観
察
さ
れ
た
。

富
士
宮
市
の
個
体
群
も
同
じ
よ
う
な
繁
殖
を
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

写真４−27　モリアオガエル
直径20cmほどの白い泡状の卵塊には200〜400個の卵が
入っている。小田貫湿原では約100の卵塊が観察された。（令
和 4 年 6 月 23 日）

写真４−28　ハコネサンショウウオ
全長は13〜19cm。体は細長く、体の尾の比率はサンショ
ウウオの仲間で一番長い。
幼生は、頭の付け根に外えらと呼ばれる左右対称のえらと、
指先に黒い爪を持つ。変態して陸上生活に移るまで 2 年以
上かかる。
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表４−２　富士宮市の両生類の生息記録

写真４−30　アカハライモリ
全長はオスが 8.5〜10.5cm、メスが
10 〜13cm。背面は褐色から黒で腹面
はオレンジから赤で不規則な黒斑があ
る。産卵は４〜７月で池や水田の水生
植物や草に１卵ずつ産み付ける。

写真４−29　ヒガシヒダサンショウウオ
全長は 14〜19cm メスはオスよりも
体が大きい。体色は紫褐色の背面に
黄色斑点を持つ。産卵は２〜３月で源
流部の水中で集団で行われることが多
い。メスは１対の卵のうを産む。卵は直径５mm で強靭な卵のう外皮で守ら
れる。１対の卵のうには23〜72 個の卵を数えた。幼生は渓流の緩やかな淵
で水生昆虫を食べ、大半は翌年変態して陸上生活に移る。　　　

有
尾
目

無
尾
類

アカハライモリ ●上稲子  北ヶ谷戸　　 ●大岩　　●羽鮒山山頂の池　　●羽鮒
●芝川スポーツ広場　　●鳥並

ハコネサンショウウオ
●猪之頭  枯木沢（標高 750m以上）　　
●猪之頭  湯之奥林道の渓流（標高 750m以上）
●猪之頭  モミジ割沢（標高 750m以上）　　●麓  白水沢（標高 950m以上）
●麓  朝日沢（標高 950m以上）　　●稲子川支流  西沢（標高 600m以上）

ヒダサンショウウオ ●猪之頭  枯木沢（標高 750m以上）　　●麓  白水沢（標高 950m以上）
●猪之頭  モミジ割沢（標高 750m以上）

アズマヒキガエル ●羽鮒山山頂の池　　●大岩　　●青木平　　●内房
●富士根北小学校粟倉分校正門付近

ヤマアカガエル ●小田貫湿原　　　●田貫湖  長者橋下堰堤　　●猪之頭養鱒場
●毛無山登山道　　●上稲子  宮地

タゴガエル ●長貫  楠金　　●上稲子  池ノ谷　　●上柚野  桜峠
●内房  落合　　●上稲子  塩野　　●猪之頭  芝川上流

トノサマガエル ●田貫湖
ツチガエル ●田貫湖

ニホンアマガエル
●猪之頭養鱒場　　　　　　●北山本門寺　 ●半野
●佐折　　●上井出　　　　●長貫  楠金　　●上柚野  西村
●鳥並　　●大久保  堤　　●羽鮒  坂本　　●上稲子  西ヶ谷戸
●西山  蒲沢　　●芝川スポーツ公園

モリアオガエル ●小田貫湿原　　●半野　　●佐折　　●上井出　　●麓  朝日沢
シュレーゲルアオガエル ●小田貫湿原
カジカガエル ●内房  落合　　●上稲子  池ノ谷　　●上稲子  宮地
ヌマガエル ●沼久保
ウシガエル ●沼久保

成　体

卵のう

幼　生
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第
六
節
　 

富
士
宮
市
の
魚

　

富
士
宮
市
は
海
岸
線
こ
そ
持
た
な
い
が
、
駿
河
湾
に
注
ぐ
富
士
川
や
潤
井

川
、さ
ら
に
は
そ
の
支
流
が
、市
内
各
所
を
流
れ
る
。
そ
の
た
め
本
市
域
で
は
、

コ
イ
や
フ
ナ
類
の
よ
う
に
一
生
を
川
や
湖
沼
な
ど
淡
水
域
で
過
ご
す
「
純
淡

水
魚
」
だ
け
で
な
く
、
ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ
や
ア
ユ
な
ど
、
生
活
史
の
中
で
川
と

海
と
を
行
き
来
す
る
「
通
し
回
遊
魚
」
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
河
川
以
外

に
も
、
田
貫
湖
を
始
め
と
す
る
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
湖
沼
や
貯
水
池
、
田
畑
を

潤
す
灌か

ん

漑が
い

用
水
な
ど
、
富
士
宮
市
域
の
水
環
境
は
淡
水
魚
に
多
様
な
生
息
環

境
を
提
供
し
て
い
る
。
豊
富
な
湧
水
を
背
景
と
し
た
淡
水
魚
養
殖
も
盛
ん
で
、

特
に
ニ
ジ
マ
ス
の
養
殖
収
穫
量
は
日
本
一
の
規
模
を
誇
る
。

　

本
市
域
の
魚
類
相
、
す
な
わ
ち
「
富
士
宮
市
に
は
ど
ん
な
魚
が
何
種
生
息

し
て
い
る
の
か
？
」
に
つ
い
て
は
、
一
九
七
〇
年
代
か
ら
近
年
に
至
る
ま
で
、

定
期
的
に
調
査
・
報
告
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
ら
の
報
告
や
標
本
・
画
像
な
ど

を
整
理
す
る
と
、
少
な
く
と
も
表
４−

３
に
あ
げ
た
三
九
種
を
確
認
で
き
る
。

こ
の
数
は
、
県
内
で
こ
れ
ま
で
に
確
認
さ
れ
て
い
る
淡
水
魚
全
体
の
約
二
割

に
相
当
す
る
。
多
い
と
は
言
え
な
い
数
値
だ
が
、
河
口
周
辺
に
多
産
す
る
汽

水
性
魚
類
が
含
ま
れ
な
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
さ
ほ
ど
少
な
い
わ
け
で
も
な
い
。

　

今
回
ま
と
め
た
表
は
、
あ
く
ま
で
暫
定
的
な
も
の
だ
。
実
は
本
市
域
の
魚

類
相
は
十
分
に
理
解
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
原
因
は
大
き
く
二
つ
あ

る
。
ま
ず
、
①
こ
れ
ま
で
国
内
外
の
各
地
か
ら
多
く
の
魚
種
、
す
な
わ
ち
外

来
種
が
人
の
手
に
よ
り
持
ち
込
ま
れ
て
き
た
こ
と
。
そ
し
て
、
②
か
つ
て
の

調
査
報
告
で
も
、
多
く
は
証
拠
と
な
る
標
本
や
画
像
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
。

　

①
の
外
来
種
に
は
、
海
外
か
ら
日
本
に
持
ち
込
ま
れ
た
「
国
外
外
来
種
」

だ
け
で
な
く
、
日
本
国
内
の
各
地
、
時
に
は
県
内
の
他
市
町
か
ら
持
ち
込
ま

れ
た
「
国
内
外
来
種
」
も
含
ま
れ
る
。
表
を
見
て
も
分
か
る
よ
う
に
、
い
ま

市
域
で
見
ら
れ
る
魚
種
の
多
く
が
外
来
種
で
あ
る
。
導
入
時
期
は
種
に
よ
り
さ

ま
ざ
ま
だ
が
、
い
ず
れ
も
江
戸
時
代
以
降
、
大
半
が
こ
こ
わ
ず
か
数
十
年
の
間

に
起
き
た
変
化
だ
。
結
果
、
増
え
る
魚
も
い
れ
ば
、
い
つ
し
か
減
少
・
消
失
す

る
魚
も
い
た
。
魚
類
相
が
不
安
定
で
、
そ
の
時
々
の
実
態
が
見
え
に
く
い
。

　

外
来
種
と
聞
い
て
す
ぐ
思
い
浮
か
ぶ
の
は
、
地
域
の
生
物
多
様
性
へ
の
影
響

が
特
に
大
き
い
侵
略
的
外
来
種
だ
ろ
う
。
代
表
格
の
オ
オ
ク
チ
バ
ス
や
ブ
ル
ー

ギ
ル
な
ど
は
、
捕
食
に
よ
る
影
響
の
深
刻
さ
か
ら
、
国
が
定
め
る
「
特
定
外
来

生
物
に
よ
る
生
態
系
等
に
係
る
被
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
」（
通
称
：
外
来
生

物
法
）
の
「
特
定
外
来
生
物
」
に
指
定
さ
れ
、
飼
養
や
保
管
、
運
搬
な
ど
が
禁

じ
ら
れ
て
い
る
。

　
対
照
的
な
の
は
ニ
ジ
マ
ス
だ
。
オ
オ
ク
チ
バ
ス
な
ど
と
同
じ
国
外
外
来
種
で
あ

り
な
が
ら
、
重
要
な
養
殖
対
象
魚
で
あ
る
こ
と
、
養
殖
魚
が
遊
漁
（
釣
り
）
用

に
放
流
さ
れ
て
も
大
半
が
直
後
に
釣
獲
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
、
本
州
以
南
の
自

然
河
川
に
定
着
し
た
例
は
ご
く
一
部
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
現
状
、
県

内
で
は
さ
ほ
ど
問
題
視
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
も
見
え
る
。
養
殖
の
歴
史
の
長

さ
も
あ
っ
て
か
、
ニ
ジ
マ
ス
が
外
来
種
と
聞
い
て
驚
く
人
も
い
る
ほ
ど
だ
。

　

国
内
外
来
種
の
場
合
、
本
来
の
放
流
対
象
種
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ら
に
混
じ

り
持
ち
込
ま
れ
、
ひ
そ
か
に
定
着
し
て
し
ま
う
種
も
少
な
く
な
い
。
も
と
も
と

地
域
に
同
じ
種
が
生
息
し
て
い
た
場
合
な
ど
、
放
流
さ
れ
た
他
地
域
の
も
の
と

の
交
雑
・
遺
伝
子
汚
染
に
よ
り
、
長
い
歴
史
が
培
っ
て
き
た
地
域
集
団
の
特
性

が
失
わ
れ
る
恐
れ
も
あ
る
。
見
た
目
で
は
よ
く
分
か
ら
な
い
ま
ま
、
い
つ
の
間

に
か
浸
透
し
て
い
く
恐
ろ
し
さ
が
国
内
外
来
種
に
は
あ
る
。

　
②
の
問
題
は
、
後
に
第
三
者
が
報
告
内
容
を
検
証
で
き
な
い
こ
と
だ
。
身
近
な

淡
水
魚
で
は
あ
る
が
、
そ
の
分
類
に
は
近
年
も
変
更
や
修
正
が
加
え
ら
れ
続
け

て
い
る
。
従
来
同
種
と
さ
れ
て
い
た
も
の
が
複
数
種
に
分
割
さ
れ
る
例
も
あ
り
、
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表４−３　富士宮市域で 確認されている 淡水魚※1

※１ 市内に各種の外来集団のみが見られる場合は備考欄に「外来種」と記したが、在来と考えられる集団もいる場合には、
　　 国内外来集団の導入例があっても記さない
※ 2 情報源：1）芝川町（1973）、2）板井（1982）、3） 富士宮市（1988）、 4）富士宮市（1995）、5）富士宮市（2005）、
　 　　　　　6）静岡県くらし・環境部環境局自然保護課（2019）、7）標本・画像
※ 3 種同定や分布については本文参照
※ 4 富士宮市（2005）に「富士宮には天然種のメダカの確認ができない」「アブラハヤとタカハヤの稚魚を富士宮ではメダ
　　カと呼んでいる」「平成 10 年に水田にヒメダカを放流」という記述もあり、おそらくは国内外来種

目 備　　　　考 情報源※2種科
ウナギ目

サケ目

キュウリウオ目

コイ目

ナマズ目

ダツ目

スズキ目

ウナギ科

サケ科

アユ科
キュウリウオ科

コイ科

ドジョウ科

ナマズ科

メダカ科

カジカ科

サンフィッシュ科

タイワンドジョウ科

ハゼ科

ニホンウナギ

ニジマス

ヤマメ（サクラマス）

アマゴ（サツキマス）

ギンザケ
イワナ類※3

カワマス
アユ
ワカサギ
アブラハヤ
ウグイ※3

オイカワ
カワムツ

カマツカ

タモロコ
モツゴ

コイ

ギンブナ※3

ゲンゴロウブナ

キンギョ

タイリクバラタナゴ

ヤリタナゴ※3

ドジョウ
ヒガシシマドジョウ
ホトケドジョウ

ナマズ

ミナミメダカ

アユカケ（カマキリ）
カジカ
オオクチバス
ブルーギル

カムルチー

カワヨシノボリ
シマヨシノボリ
ルリヨシノボリ
オオヨシノボリ

その他のヨシノボリ類

ヌマチチブ

ボウズハゼ

「ウナギ」と報告されたものも含む

外来種（国内外来種）

外来種（国内外来種）；養殖場からの逸出
外来種（国内外来種）

外来種（国内外来種）

「マルタ」と報告されたものも含む
外来種（国内外来種）
外来種（国内外来種）

外来種（国内外来種）

外来種（国外外来種）

外来種（国内外来種）

「シマドジョウ」と報告されたものも含む

外来種（国外外来種）
外来種（国外外来種）

1, 5

3, 4, 5, 7

1, 3

2, 3, 5, 6

5
5
3
1, 2, 5, 7
3
1, 2, 3, 4, 5, 7
1, 2, 5
1, 2, 7
6, 7

1, 2, 5, 7

4, 5
2, 5, 7

1, 2, 3, 4, 5, 7

2, 3, 4, 7

3, 4, 5

5

1, 4, 5

5
1, 2, 3, 4, 5, 6, 7
1, 2, 5, 6, 7
1, 4, 6, 7

1, 2, 5, 7

1, 5, 7

1, 5
1, 2, 3, 5, 6, 7
4, 7
7

5

1, 2, 6, 7
2, 7
2, 7
2, 7

5, 7

1, 2

2, 7

外来種 （国外外来種）；養殖場や管理釣り場からの
逸出等

放流により、国内外来集団との交雑による遺伝的
攪乱が懸念

外来種（国外外来種）；「猪之頭で確認」とあり

山梨県内の富士川水系からカマツカとスナゴカマツ
カとの交雑個体の報告例あり

少なくとも現在市内に生息するものは、おそらく国外
産種あるいはそれとの交雑集団

「マブナ」「キンブナ」と報告されたものも含む
外来種（国内外来種）；「ヘラブナ」と報告された
ものも含む

外来種（国外外来亜種）；「タナゴ」と報告される例が
多い

外来種（国内外来種、ただし導入時期は江戸時代
以降と推定）

「メダカ」と報告されたものも含む；在来集団か移入
によるものかは未調査※4

外来種（国外外来種）；「タイワンドジョウ」「ライ
ギョ」と報告されたもの

複数の外来種（国内外来種）の生息可能性あり（「ト
ウヨシノボリ」と報告されたもの含む）；標本に基
づく検証（再同定）が必要

「チチブ」と報告されたもの；標本に基づく検証（再
同定）が必要
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そ
の
場
合
、
標
本
や
画
像
で
も
残
さ
れ
て
い
な
い
限
り
、
時
に
は
D
N
A
解

析
用
の
組
織
標
本
が
残
さ
れ
て
い
な
い
限
り
、正
確
な
種
の
再
同
定
が
難
し
い
。

単
純
に
種
同
定
に
疑
義
が
生
じ
た
際
な
ど
も
、証
拠
が
残
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、

報
告
者
を
「
信
じ
る
」
し
か
な
い
。
よ
ほ
ど
明
瞭
な
状
況
証
拠
で
も
あ
れ
ば
別

だ
が
、
多
く
場
合
そ
う
し
た
記
録
は
採
用
困
難
と
な
る
。

　

実
際
、
か
つ
て
報
告
さ
れ
た
魚
種
で
あ
っ
て
も
、
証
拠
不
十
分
の
た
め
先

出
の
表
に
掲
載
し
て
い
な
い
も
の
が
い
く
つ
か
あ
る
。
例
え
ば
『
芝
川
町
誌
』

（
一
九
七
三
）
に
掲
載
さ
れ
た
オ
オ
ウ
ナ
ギ
や
マ
ル
タ
ウ
グ
イ
、
キ
ン
ブ
ナ
、

ド
ン
コ
、
ジ
ュ
ズ
カ
ケ
ハ
ゼ
な
ど
が
、
そ
れ
だ
。

　
オ
オ
ウ
ナ
ギ
は
県
内
各
地
か
ら
記
録
が
あ
る
が
、
大
半
は
河
口
付
近
で
採
集

さ
れ
た
「
し
ら
す
う
な
ぎ
」
状
の
幼
魚
だ
。
南
方
系
の
種
で
あ
り
、
大
き
く
成

長
し
た
も
の
は
、
県
内
で
は
温
泉
水
な
ど
の
影
響
に
よ
り
水
温
が
高
め
な
陸
水

域
で
ま
れ
に
採
捕
さ
れ
る
に
過
ぎ
な
い
。
富
士
宮
市
の
場
合
は
、
海
か
ら
の
距

離
や
豊
富
な
湧
水
に
よ
る
冷
涼
な
水
環
境
の
多
さ
を
思
う
と
、
本
種
が
生
息
す

る
可
能
性
は
低
い
。
大
型
の
ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ
の
誤
同
定
で
あ
る
可
能
性
も
捨
て

き
れ
な
い
。

　

マ
ル
タ
ウ
グ
イ
は
、
近
似
種
ウ
グ
イ
の
誤
同
定
で
あ
ろ
う
。
本
種
（
標
準

和
名
は
マ
ル
タ
）
の
県
内
に
お
け
る
正
確
な
分
布
記
録
は
な
く
、
例
え
ば
板
井

（
一
九
八
二
）
は
、
安
倍
川
や
大
井
川
で
同
様
に
マ
ル
タ
と
呼
称
さ
れ
て
い
た
魚

を
海
か
ら
溯
上
す
る
回
遊
型
の
ウ
グ
イ
と
再
同
定
し
た
。
富
士
宮
市
域
の
ウ
グ
イ

が
回
遊
型
か
一
生
を
河
川
で
過
ご
す
河
川
型
か
に
つ
い
て
は
、精
査
を
要
す
る
。

　
キ
ン
ブ
ナ
は
、
市
域
に
よ
く
見
ら
れ
る
近
似
種
ギ
ン
ブ
ナ
が
掲
載
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
誤
同
定
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

　
ド
ン
コ
と
ジ
ュ
ズ
カ
ケ
ハ
ゼ
も
、
前
者
で
わ
ず
か
に
人
為
的
移
入
に
よ
る
も

の
と
思
わ
れ
る
集
団
が
県
中
部
の
一
部
で
確
認
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
富

士
宮
市
内
で
の
記
録
は
、
い
ず
れ
も
実
際
の
標
本
や
写
真
を
確
認
し
な
い
限
り

正
体
は
判
然
と
し
な
い
が
、
カ
ジ
カ
か
他
の
ハ
ゼ
類
か
の
誤
同
定
だ
ろ
う
か
。

写真４−31　富士宮市域で採集された淡水魚
１ アユ　　２ オイカワ　　３ カマツカ　　４ アブラハヤ　　５ カワムツ　　６ ヒガシシマドジョウ

1

2

3

4

5

6
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『
富
士
宮
市
の
自
然
』（
二
〇
〇
五
）
で
は
、
タ
カ
ハ
ヤ
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

市
域
に
多
産
す
る
近
似
種
ア
ブ
ラ
ハ
ヤ
と
は
別
に
記
し
、
そ
れ
と
の
識
別
点

も
あ
げ
て
い
る
も
の
の
、
残
念
な
が
ら
標
本
や
画
像
な
ど
は
示
さ
れ
て
い
な

い
。
板
井
（
一
九
八
二
）
や
静
岡
県
く
ら
し
・
環
境
部
環
境
局
自
然
保
護
課

（
二
〇
一
九
）
な
ど
の
全
県
調
査
で
は
富
士
宮
市
域
か
ら
タ
カ
ハ
ヤ
の
採
集
記

録
が
な
く
、本
種
も
や
は
り
、実
際
の
標
本
に
基
づ
く
検
証
が
求
め
ら
れ
よ
う
。

　
同
書
で
市
内
各
所
か
ら
記
録
さ
れ
て
い
る
イ
ワ
ナ
は
、
亜
種
の
別
（
ニ
ッ
コ

ウ
イ
ワ
ナ
か
ヤ
マ
ト
イ
ワ
ナ
か
）
が
定
か
で
な
い
た
め
、
表
で
は
イ
ワ
ナ
類
と

し
た
。
本
種
に
つ
い
て
板
井
（
一
九
八
二
）
は
「
富
士
川
水
系
で
は
山
梨
県
側

に
は
生
息
す
る
が
、
静
岡
県
側
の
本
支
流
に
は
ま
っ
た
く
い
な
い
」
と
記
し
て

お
り
、
お
そ
ら
く
後
年
に
導
入
さ
れ
た
国
内
外
来
種
と
推
察
さ
れ
る
。
な
お
同

氏
は
二
〇
〇
〇
年
に
は
す
で
に
市
内
の
芝
川
水
系
に
て
本
種
を
目
視
確
認
し
て

い
る
（
板
井
隆
彦
氏
私
信
）。

　
同
様
に
、
か
つ
て
田
貫
湖
に
生
息
し
て
い
た
と
い
う
ヤ
リ
タ
ナ
ゴ
、
同
湖
や

水
久
保
貯
水
池
な
ど
で
記
録
さ
れ
た
タ
モ
ロ
コ
も
、
市
域
で
は
国
内
外
来
種
と

な
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
田
貫
湖
で
は
ハ
ク
レ
ン
の
放
流
例
も
あ
る
と
い
う
が
、

そ
の
後
の
記
録
が
見
当
た
ら
ず
表
で
は
割
愛
し
た
。

　
魚
は
水
中
の
生
物
で
あ
り
、
そ
の
変
化
は
陸
上
生
物
に
比
べ
て
気
づ
か
れ
に

く
い
。
先
日
あ
る
機
会
に
市
内
の
富
士
川
水
系
を
訪
れ
た
際
に
は
、
従
来
の
報

告
で
記
録
の
少
な
い
カ
ワ
ム
ツ
（
国
内
外
来
種
）
な
ど
が
普
通
に
見
ら
れ
た
。

違
和
感
を
覚
え
つ
つ
、
や
は
り
、
と
い
う
思
い
も
浮
か
ぶ
。
も
と
よ
り
自
然
は

変
化
し
て
い
く
も
の
だ
。
と
は
い
え
、
本
来
な
ら
ば
長
い
年
月
を
か
け
て
培
わ

れ
て
き
た
は
ず
の
地
域
の
魚
類
相
が
、
人
間
活
動
の
影
響
に
よ
り
、
い
ま
急
激

に
変
貌
を
遂
げ
つ
つ
あ
る
。
市
域
の
魚
類
相
の
「
ら
し
さ
」
と
は
何
か
。
何
を

守
り
、
次
代
に
継
承
し
て
い
き
た
い
か
。
ま
ず
は
実
態
を
正
確
に
把
握
す
る
た

め
に
も
、
今
後
も
網
羅
的
な
調
査
の
継
続
が
必
須
と
な
ろ
う
。
調
査
結
果
を
保

証
す
る
標
本
や
画
像
の
保
存
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
も
肝
要
だ
。

7

8

9

10

11

12

13

写真４−31（続き）　富士宮市域で採集された淡水魚
７ ナマズ　　８ カジカ　　９ ボウズハゼ　　10 カワヨシノボリ　　11 シマヨシノボリ
12 オオヨシノボリ　　13 ルリヨシノボリ
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第
七
節
　
富
士
宮
市
の
昆
虫

　

昆
虫
は
節せ

っ

足そ
く

動
物
門も

ん

の
綱こ

う

の
一
つ
で
、
世
界
で
百
万
種
以
上
、
日
本
で
も

四
万
種
以
上
が
知
ら
れ
る
膨
大
な
種
数
を
誇
る
動
物
群
で
あ
る
。
小
型
で
目

に
つ
き
に
く
い
も
の
が
多
い
上
に
、
小
さ
な
も
の
ほ
ど
研
究
者
も
少
な
い
こ

と
か
ら
、
い
ま
だ
に
発
見
・
命
名
さ
れ
て
い
な
い
種
も
多
い
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。
未
知
の
種
を
含
め
る
と
日
本
に
は
一
〇
万
種
以
上
の
昆
虫
が
生
息
し

て
い
る
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
静
岡
県
内
の
昆
虫
に
つ
い
て
は
「
静
岡
県

野
生
生
物
目
録
」
に
取
り
ま
と
め
ら
れ
て
い
て
、
蜻と

ん
ぼ蛉
（
ト
ン
ボ
）
目も

く

一
○

○
種
、
直ち

ょ
く

翅し

（
バ
ッ
タ
）
目
一
四
九
種
、
半は

ん

翅し

（
カ
メ
ム
シ
）
目
八
六
五
種
、

鞘し
ょ
う

翅し

（
甲
虫
）
目
五
○
二
七
種
、
チ
ョ
ウ
目
二
一
三
八
種
、
ア
リ
科
一
○
五

種
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
種
数
が
多
い
上
に
調
査
が
不
足
し
て
い
る
膜ま

く

翅し

（
ハ
チ
）
目
や
双そ

う

翅し

（
ハ
エ
）
目
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
リ
ス
ト
化
が
な

さ
れ
て
お
ら
ず
、
ど
ん
な
種
が
県
内
に
生
息
し
て
い
る
か
は
明
ら
か
に
な
っ

て
い
な
い
。

　

富
士
宮
市
に
生
息
し
て
い
る
昆
虫
に
つ
い
て
の
ま
と
ま
っ
た
リ
ス
ト
は
な

い
も
の
の
、
富
士
山
は
古
く
か
ら
昆
虫
の
研
究
が
行
わ
れ
て
き
た
場
所
で
あ

る
。
ま
た
、
チ
ョ
ウ
に
つ
い
て
は
全
県
的
に
詳
細
に
調
べ
ら
れ
て
い
て
、
富

士
宮
市
域
に
つ
い
て
も
多
く
の
こ
と
が
分
か
っ
て
お
り
、『
富
士
宮
市
の
自
然
』

（
二
○
一
三
）
で
は
一
〇
九
種
が
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。
本
節
で
は
、

本
市
に
お
け
る
特
徴
的
な
昆
虫
に
つ
い
て
述
べ
る
。

富
士
山
の
昆
虫

　

富
士
山
は
そ
の
標
高
に
よ
っ
て
植
生
を
は
じ
め
と
す
る
環
境
が
大
き
く
変

わ
り
、
そ
こ
に
生
息
す
る
昆
虫
の
様
相
も
大
き
く
変
化
す
る
。
そ
の
一
連
の

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
変
化
を
連
続
的
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
が
、
富
士
山
の

特
性
で
あ
り
魅
力
で
も
あ
る
。

富
士
山
頂
の
昆
虫

　

山
の
頂
上
部
に
は
風
に
よ
っ
て
多
く
の
昆
虫
が
低
地
か
ら
吹
き
上
げ
ら
れ
て

く
る
。
富
士
山
頂
で
も
国
立
公
園
協
会
編
（
一
九
七
二
）
や
篠
田
（
二
○
一
四
）

に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
キ
ア
ゲ
ハ
・
オ
ニ
ヤ
ン
マ
・
カ
メ
ノ
コ
テ
ン
ト
ウ

な
ど
い
ろ
い
ろ
な
昆
虫
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
は
高
山
性
の
も

の
で
は
な
く
、
植
生
の
な
い
富
士
山
頂
で
は
生
息
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
自
力

で
再
び
低
標
高
の
生
息
地
に
飛
ん
で
戻
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
死
滅
し
て
し

ま
う
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
富
士
山
頂
で
見
る
こ
と
の
で
き
る
昆
虫
た
ち
は
、

昆
虫
が
し
ば
し
ば
風
に
よ
っ
て
長
距
離
を
運
ば
れ
る
こ
と
を
教
え
て
く
れ
、
そ

の
な
か
に
は
新
し
い
好
適
な
生
息
地
に
偶
然
た
ど
り
着
け
る
も
の
た
ち
も
い
る

で
あ
ろ
う
こ
と
を
想
像
さ
せ
て
く
れ
る
。

写真４−32　コバネヒナバッタ
翅が退化しており、飛翔力はない。富
士山の個体群は周囲の溶岩に似た黒い
体色が特徴。
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高
山
帯

　

富
士
山
は
高
山
性
生
物
が
少
な
い
こ
と
が
一
つ
の
特
徴
で
あ
る
が
、
特
筆

す
べ
き
高
山
性
の
昆
虫
が
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、コ
バ
ネ
ヒ
ナ
バ
ッ
タ（
写

真
４−

32
）
と
い
う
サ
ハ
リ
ン
南
部
、北
海
道
東
部
か
ら
本
州
の
高
山
帯
に
点
々

と
分
布
す
る
バ
ッ
タ
の
仲
間
で
あ
る
。
こ
の
種
の
富
士
山
で
の
発
見
は
平
成

一
八
年
（
二
○
○
六
）
の
こ
と
で
、
石
川
均ひ

と
し

氏
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
。
本

州
の
高
山
帯
に
見
ら
れ
る
も
の
は
山
塊
ご
と
に
別
の
亜
種
に
分
類
さ
れ
て
お

り
、
富
士
山
の
も
の
は
未
命
名
で
あ
る
が
独
立
の
亜
種
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
バ
ッ
タ
は
高
山
帯
の
荒
原
植
生
に
生
息
し
て
い
る
が
、
文
字
通
り
「
小こ

翅ば
ね

」
の
た
め
飛
翔
能
力
は
な
く
、
富
士
山
が
活
発
に
活
動
す
る
前
の
時
代
に

す
で
に
富
士
山
に
す
ん
で
い
た
も
の
が
、
噴
火
の
影
響
の
中
で
も
な
ん
と
か

生
き
延
び
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
他
の
高
山
性
生
物

が
滅
ん
で
い
っ
た
な
か
、
奇
跡
的
に
残
存
し
て
い
る
種
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
ま
た
、
フ
ジ
シ
ロ
ミ
ャ
ク
ヨ
ト
ウ
（
写
真
４−
33
）
は
、
ヤ
ガ
科
に
属
す
る

蛾が

で
、
日
本
で
は
富
士
山
の
五
合
目
付
近
の
み
で
生
息
が
確
認
さ
れ
て
い
る

種
で
あ
る
。
幼
虫
は
森
林
限
界
を
超
え
た
砂さ

礫れ
き

地
に
生
え
て
い
る
マ
メ
科
の

ム
ラ
サ
キ
モ
メ
ン
ヅ
ル
を
食
草
と
し
て
い
る
。
ム
ラ
サ
キ
モ
メ
ン
ヅ
ル
自
体

は
北
海
道
南
部
か
ら
本
州
に
点
々
と
生
育
地
が
あ
る
が
、
本
種
は
日
本
で
は

富
士
山
に
し
か
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
国
外
に
目
を
向
け
る
と
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
か
ら
シ
ベ
リ
ア
南
部
に
か
け
て
の
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
北
部
に
広
く
分
布
す

る
。
こ
う
し
た
分
布
か
ら
考
え
る
と
、
こ
の
蛾が

は
氷
河
期
の
生
き
残
り
の
高

山
性
生
物
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

亜
高
山
帯
か
ら
落
葉
広
葉
樹
林

　

冷
涼
な
気
候
の
亜
高
山
帯
で
は
、
カ
ラ
マ
ツ
・
シ
ラ
ビ
ソ
・
コ
メ
ツ
ガ
な

ど
の
針
葉
樹
林
が
優
占
し
、
そ
う
し
た
針
葉
樹
林
を
利
用
す
る
オ
オ
ク
ロ
カ

ミ
キ
リ
・
ト
ド
マ
ツ
カ
ミ
キ
リ
・
ア
ラ
メ
ハ
ナ
カ
ミ
キ
リ
と
い
っ
た
特
徴
的

写真４−33　フジシロミャクヨトウ
翅の開長は36〜42mm。年に一回、7 月頃に成虫が出現す
る。日本では富士山でしか見ることができない。

写真４−34　朝霧高原の草原（昭和 46 年〈1971〉）
この草原にはホシチャバネセセリ・アサマシジミが生息し
ていた。この 2 種のチョウは富士宮市のみならず、静岡県
内から姿を消した可能性が高い。
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な
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
が
生
息
し
て
い
る
。
落
葉
広
葉
樹
林
に
は
た
い
へ
ん
数
多

く
の
昆
虫
た
ち
が
生
息
し
て
お
り
、
西に

し

臼う
す

塚づ
か

一
帯
な
ど
は
昆
虫
の
観
察
に
た

い
へ
ん
好
適
な
場
所
で
あ
る
。
和
名
に
「
富
士
」
を
冠
す
る
唯
一
の
チ
ョ
ウ

で
あ
る
フ
ジ
ミ
ド
リ
シ
ジ
ミ
は
、
北
海
道
南
部
か
ら
九
州
に
か
け
て
生
息
す

る
日
本
固
有
種
で
あ
る
。
こ
の
種
は
日
本
の
近
代
昆
虫
学
を
築
い
た
松
村
松し

ょ
う

年ね
ん

が
、
表
富
士
に
お
い
て
明
治
二
九
年
（
一
八
九
六
）
に
採
集
し
、
自
ら
明
治

四
三
年
（
一
九
一
〇
）
に
命
名
記
載
し
た
も
の
で
あ
る
の
だ
が
、
富
士
山
で

は
む
し
ろ
珍
し
い
種
で
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
運
だ
。

草
原
性
の
昆
虫

　

富
士
山
の
裾
野
に
は
広
大
な
草
原
が
広
が
っ
て
お
り
、
富
士
宮
市
域
で
も

朝
霧
高
原
な
ど
に
こ
う
し
た
景
観
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
（
写
真
４−

34
）。

こ
う
し
た
草
原
は
元
々
、
富
士
山
の
火
山
活
動
に
よ
る
影
響
で
成
立
し
、
そ

の
後
、
人
々
の
生
活
の
中
で
利
用
さ
れ
る
こ
と
で
維
持
さ
れ
て
き
た
生
態
系

で
あ
る
。
こ
う
し
た
環
境
に
特
徴
的
な
チ
ョ
ウ
と
し
て
ホ
シ
チ
ャ
バ
ネ
セ
セ

リ
（
写
真
４−

35
）・
ヘ
リ
グ
ロ
チ
ャ
バ
ネ
セ
セ
リ
・
ギ
ン
イ
チ
モ
ン
ジ
セ
セ
リ
・

ヒ
メ
シ
ロ
チ
ョ
ウ
（
写
真
４−

36
）・
ゴ
マ
シ
ジ
ミ
・
ヒ
メ
シ
ジ
ミ
・
ア
サ
マ

シ
ジ
ミ
（
写
真
４−

37
）・ヒ
ョ
ウ
モ
ン
チ
ョ
ウ
な
ど
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
環
境
の
変
化
に
よ
っ
て
こ
う
し
た
チ
ョ
ウ
の
多
く
が
絶
滅
・

激
減
し
て
し
ま
っ
た
。
周
辺
の
疎
林
に
生
息
す
る
ヤ
マ
キ
チ
ョ
ウ
・
ハ
ヤ
シ

ミ
ド
リ
シ
ジ
ミ
・
キ
マ
ダ
ラ
モ
ド
キ
な
ど
も
同
様
の
経
過
を
た
ど
っ
て
し
ま
っ

て
い
る
。

謎
の
多
い
ア
リ
・
ア
ギ
ト
ア
リ

　

平
成
二
六
年
（
二
○
一
四
）
に
突
然
、
目
立
つ
大お

お

顎あ
ご

を
も
つ
日
本
最
大
級

の
蟻あ

り

・
ア
ギ
ト
ア
リ
（
写
真
４−

38
）
が
白し

ら

尾お

山
公
園
で
発
見
さ
れ
た
。
こ
の

ア
リ
は
南
西
諸
島
に
分
布
す
る
も
の
だ
っ
た
が
、二
〇
〇
〇
年
代
以
降
、東
京・

写真４−35　ホシチャバネセセリ
環境省レッドデータブック絶滅危惧 IB類、静岡県レッド
データブック絶滅危惧 IA類。1980 年代までは朝霧高原に
多かったが、90年代に激減し、2003年を最後に姿は見ら
れない。

写真４−36　ヒメシロチョウ
環境省レッドデータブック絶滅危惧IB類、静岡県レッド
データブック絶滅危惧Ⅱ類。幼虫の食草はマメ科ツルフジ
バカマ。朝霧高原の一部に細々と生息している。
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神
奈
川
・
三
重
・
大
阪
・
岡
山
で
続
々
と
見
つ
か
り
だ
し
て
い
た
も
の
だ
っ
た
。

富
士
宮
市
で
の
生
息
確
認
の
報
告
の
後
、
こ
れ
ま
で
記
録
の
な
か
っ
た
高
知
・

大
分
・
栃
木
で
も
発
見
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
静
岡
県
内
で
は
ま
だ
富
士
宮

市
か
ら
し
か
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
な
ぜ
、
突
然
こ
の
ア
リ
が
各
地
で
、
そ

し
て
富
士
宮
市
で
見
つ
か
り
だ
し
た
か
に
つ
い
て
は
謎
で
あ
る
。
在
来
種
で

ひ
っ
そ
り
と
く
ら
し
て
い
た
も
の
が
、
急
に
見
つ
か
り
だ
し
た
と
い
う
可
能

性
は
、
こ
の
よ
う
な
目
立
つ
大
型
の
ア
リ
で
は
あ
ま
り
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

　

実
は
日
本
で
は
ア
リ
の
調
査
研
究
が
進
ん
で
い
て
、
全
国
各
地
に
ど
ん
な

ア
リ
が
生
息
し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
は
ず
い
ぶ
ん
判
明
し
て
い
る
。
そ
う

す
る
と
近
年
の
温
暖
化
の
影
響
を
受
け
て
自
力
で
分
布
を
拡
げ
た
か
、
も
し

く
は
人
為
的
に
（
お
そ
ら
く
は
非
意
図
的
に
）
持
ち
込
ま
れ
た
外
来
種
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
森
林
総
合
研
究
所
の
砂す

な

村む
ら

栄え
い

力り
き

氏
は
興
味

深
い
説
を
展
開
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
新
た
に
ア
ギ
ト
ア
リ
が
見
つ
か
っ
た

場
所
は
駐
車
場
に
近
い
と
こ
ろ
が
多
く
、
人
間
が
車
で
（
知
ら
ず
に
）
運
ん

で
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
今
後
、
各
地
で
検
証
が

進
め
ば
由
来
が
明
ら
か
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
富
士
宮
市
の
ア
ギ
ト
ア
リ

の
分
布
は
拡
大
す
る
の
か
？
生
態
系
へ
の
負
の
影
響
は
な
い
の
か
？
今
後
、

注
目
し
て
い
き
た
い
テ
ー
マ
で
あ
る
。

　

昆
虫
の
世
界
は
広
く
て
深
い
。
種
数
が
非
常
に
多
い
こ
と
も
あ
り
、
未
知

の
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
る
。
市
域
に
ど
れ
だ
け
の
昆
虫
が
生
息
し
て
い
る
か

と
い
う
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
し
、
新
た
な
侵
入
種
や
絶
滅
し
て

い
く
も
の
た
ち
も
い
る
。
そ
う
し
た
基
礎
的
な
調
査
を
行
い
、
変
遷
を
見
守
っ

て
い
く
こ
と
は
自
然
の
理
解
に
と
っ
て
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ

の
よ
う
な
情
報
・
知
識
を
知
る
こ
と
で
、
生
態
系
の
一
員
と
し
て
の
昆
虫
に

興
味
を
惹
か
れ
、
身
の
回
り
の
自
然
に
関
心
を
寄
せ
、
自
然
の
豊
か
さ
と
大

切
さ
を
感
じ
る
方
が
少
し
で
も
増
え
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

写真４−37　アサマシジミ
環境省レッドデータブック絶滅危惧 IB類、静岡県レッド
データブック絶滅危惧 IA類。静岡県内では富士宮市から
のみ知られていたが、近年は確認記録がない。

写真４−38　アギトアリ
体長は10mmを超える。目立つ大顎を180度開いて歩き
回り、大顎の根元付近の感覚毛に獲物が触れると素早くつ
かまえる。大きな獲物に対しては腹端の毒針も使用する。
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火
山
噴
出
物
か
ら
得
ら
れ
る
情
報

　
富
士
宮
市
域
に
あ
る
遺
跡
の
多
く
は
、
富
士
山
の
広
大
な
山
麓
を
中
心
に
分

布
し
て
お
り
、
富
士
山
の
火
山
噴
出
物
や
そ
れ
ら
を
主
な
母
材
と
し
た
風
化
火

山
灰
土
や
土
壌
に
よ
っ
て
厚
く
覆
わ
れ
て
い
る
。

　
当
時
の
住
居
や
倉
庫
な
ど
の
建
造
物
は
、
掘
削
し
や
す
い
風
化
火
山
灰
土
を

建
物
の
基
礎
と
し
て
利
用
し
て
作
ら
れ
、
ま
た
造
成
さ
れ
た
平
坦
地
は
、
日
常

生
活
の
場
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
何
ら
か
の
要
因
に
よ
っ
て
こ

れ
ら
の
建
造
物
な
ど
が
放
棄
さ
れ
る
と
、
新
た
な
風
化
火
山
灰
土
や
火
山
噴
出

物
が
、
長
い
年
月
を
か
け
て
そ
れ
ら
を
埋
没
さ
せ
て
い
く
。
私
た
ち
が
遺
跡
や

遺
構
に
み
る
土
層
断
面
に
は
、
そ
の
土
地
の
利
用
と
放
棄
さ
れ
埋
没
し
て
い
く

土
地
と
人
々
と
の
関
わ
り
の
歴
史
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
土
層
中
に
挟
ま
る
火

山
噴
出
物
は
、
当
時
の
人
々
に
直
接
的
に
影
響
を
与
え
た
災
害
要
因
を
表
す
だ

け
で
な
く
、
こ
の
地
に
住
む
人
々
の
生
活
様
式
の
変
遷
を
理
解
す
る
上
で
不
可

欠
な
年
代
を
教
え
て
く
れ
る
も
の
も
あ
る
。

　
さ
て
、
こ
こ
で
い
う
「
火
山
噴
出
物
」
と
は
、
火
山
の
噴
火
に
よ
っ
て
直
接

も
た
ら
さ
れ
る
溶
岩
・
噴
石
・
火
砕
流
・
火
砕
サ
ー
ジ
・
降
下
火
砕
物
（
主
に

ス
コ
リ
ア
）
な
ど
を
指
す
。
そ
の
中
に
は
、
よ
り
遠
方
の
火
山
の
噴
火
に
よ
っ

て
飛
来
し
た
ガ
ラ
ス
質
の
細
粒
な
火
山
灰
で
構
成
さ
れ
る
降
下
火
砕
物
も
含
ま

れ
る
。
こ
の
う
ち
、
溶
岩
・
噴
石
・
火
砕
流
・
火
砕
サ
ー
ジ
は
、
そ
れ
ら
に
含

ま
れ
る
噴
出
物
そ
の
も
の
の
熱
や
衝
撃
に
よ
っ
て
、
そ
こ
に
住
む
人
々
の
生
命

や
生
活
空
間
を
奪
う
噴
火
現
象
で
あ
り
（
第
一
編
第
一
章
第
四
節
）、
そ
の
痕

第
一
章

先
史
〜
中
世
：
自
然
を
生
か
し
た
暮
ら
し
と
信
仰
心
の
め
ば
え

第
一
節
　
火
山
噴
出
物
か
ら
わ
か
る
遺
跡
の
年
代
と
分
布

写真１−１　
榛
はる

名
な

山二ッ岳の噴火の火砕流・火砕サージ堆積物に埋没した「 甲
よろい

を着た古墳人」
群馬県渋川市の金井東裏遺跡で発見された。
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跡
は
地
形
や
地
層
と
し
て
明
瞭
に
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
写
真
１−

１
）。

一
方
、
降
下
火
砕
物
は
、
上
空
に
放
出
さ
れ
て
破
砕
さ
れ
た
マ
グ
マ
が
固
化
し

て
落
下
・
堆
積
し
た
も
の
で
あ
り
、
当
時
の
地
面
の
凹
凸
や
生
活
面
を
そ
れ
ら

の
形
状
ど
お
り
に
覆
う
こ
と
か
ら
、
降
下
火
砕
物
か
ら
な
る
地
層
の
縞し

ま

模
様
は

同
じ
時
に
堆
積
し
た
こ
と
を
示
す
等
時
間
面
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
富
士
山
か
ら
噴
出
し
た
大
沢
ス
コ
リ
ア
は
、
富
士
宮
市
域
に
厚
く
堆
積
し

て
お
り
、
こ
の
地
域
の
代
表
的
な
降
下
火
砕
物
で
あ
る
。

　
日
本
列
島
お
よ
び
そ
の
周
辺
に
は
多
く
の
火
山
が
あ
り
、そ
れ
ら
の
破
局
的・

爆
発
的
噴
火
に
よ
っ
て
高
く
噴
き
上
げ
ら
れ
た
噴
出
物
は
偏
西
風
に
よ
っ
て
広

域
に
運
ば
れ
た
後
、
富
士
山
麓
に
も
降
下
・
堆
積
し
、
細
粒
な
火
山
灰
の
地
層

と
し
て
確
認
で
き
る
。
そ
れ
ら
は
肉
眼
で
視
認
で
き
る
ほ
ど
明
瞭
で
厚
い
も
の

も
あ
れ
ば
、
風
化
火
山
灰
土
の
中
に
火
山
ガ
ラ
ス
や
鉱
物
粒
子
の
濃
集
部
と
し

て
混
在
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
ガ
ラ
ス
質
の
細
粒
な
火
山
灰
を
「
広
域
テ
フ
ラ
」
と
も
呼
び
、

富
士
山
麓
で
も
古
く
か
ら
知
ら
れ
、
離
れ
た
地
域
で
確
認
し
た
地
層
と
そ
の
堆

積
し
た
年
代
を
つ
な
ぐ
重
要
な
存
在
で
あ
る
（
写
真
１−

２
）。
最
近
の
調
査

結
果
も
含
め
る
と
、
主
な
も
の
と
し
て
、
噴
出
年
代
の
古
い
も
の
か
ら
順
に
、

富
士
山
の
活
動
開
始
時
期
の
指
標
と
な
る
御お

ん

岳た
け

火
山
起
源
の
御
岳
第
一
テ
フ
ラ

（
町
田 

一
九
九
〇
：
On−

Pm1 

約
一
〇
万
年
前
）、
古
富
士
火
山
（
富
士
火
山
星ほ

し

山や
ま

期
）
の
降
下
火
砕
物
か
ら
な
る
地
層
中
に
挟
在
す
る
姶あ

い

良ら

カ
ル
デ
ラ
起
源
の

姶
良
Tn（
丹た

ん

沢ざ
わ

）
テ
フ
ラ
（
町
田
・
新
井 

一
九
七
六
：
AT 

約
三
万
年
前
）、
浅あ

さ

間ま

火
山
起
源
の
立
川
ロ
ー
ム
上
部
ガ
ラ
ス
質
テ
フ
ラ
（
山
崎 

一
九
七
八
：
UG 

約
一
万
三
〇
〇
〇
年
～
一
万
四
〇
〇
〇
年
前
〈
最
近
で
は
一
万
八
〇
〇
〇
年
前

前
後
の
知
見
も
あ
り
〉）、
九
州
南
方
海
域
の
鬼き

界か
い

カ
ル
デ
ラ
起
源
の
鬼
界
ア
カ

ホ
ヤ
テ
フ
ラ
（
町
田
・
新
井 

一
九
七
八
：
Ｋ−

Ah 

約
七
三
〇
〇
年
前
）、
伊
豆

諸
島
北
部
新
島
火
山
起
源
の
新に

い

島じ
ま

式し
き

根ね

島じ
ま

テ
フ
ラ
（
小
林
ほ
か 

二
〇
二
〇
：

Nj
−

Sk 

約
七
〇
〇
〇
年
前
）、
伊
豆
東
部
火
山
群
の
カ
ワ
ゴ
平だ

い
ら

火
山
起
源
の
カ

ワ
ゴ
平
テ
フ
ラ
（
葉
室 

一
九
七
七
：
Kg 

約
三
二
〇
〇
年
前
）
そ
し
て
、
新
島

火
山
の
南
西
に
あ
る
神こ

う

津づ

島し
ま

火
山
起
源
の
神
津
島
天
上
山
テ
フ
ラ
（
杉
原
ほ
か 

二
〇
〇
一
：
Kz−
Tj 

八
三
八
年
）
が
あ
げ
ら
れ
る
（
表
１−

１
）。

　
こ
れ
ら
広
域
テ
フ
ラ
が
降
下
・
堆
積
し
た
層
位
（
降
灰
層
準
）
と
遺
構
・
遺

物
の
形
成
・
包
含
層
準
と
の
層
位
関
係
を
調
査
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
遺
跡
の

成
立
時
期
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
広
域
テ
フ
ラ
を
始
め
と
し
て
地

層
中
に
挟
在
す
る
火
山
噴
出
物
は
「
時
間
の
物
差
し
」
と
し
て
非
常
に
有
効
な

ツ
ー
ル
で
あ
る
。

テ フ ラ 年　　代

神津島天上山テフラ

カワゴ平テフラ

新島式根島テフラ

鬼界アカホヤテフラ

立川ローム上部
ガラス質テフラ

Ｋｚ-Ｔｊ 西暦838年

約10万年前

約7000年前

約3200年前
縄文後期・晩期の境界の目安

約7300年前
縄文時代早期と前期を分ける目安

約１万3000年～１万4000年前
（最近では１万8000年前前後
の知見もあり）

約３万年前
後期旧石器時代を前半と後半
で分ける目安

Ｋｇ

Ｎｊ-Ｓｋ

Ｋ-Ａｈ

ＵＧ

姶良Ｔｎ（丹沢）テフラ ＡＴ

御岳第一テフラ Ｏｎ-Ｐｍ１

表１−１　広域テフラとその年代
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写真１−２　広域テフラが確認できる主な地点とその堆積状況
「➡︎」を付した位置に広域テフラを確認できる。

③ 姶良Tn （丹沢）テフラ（小山町柴怒田）

① カワゴ平テフラ（富士宮市麓）※２層に別れてみえる

露頭で視認できる広域テフラの主な確認地点

④ 御岳第１テフラ（小山町柳島）

② カワゴ平テフラ（Kg）（御殿場市太郎坊）
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図１−１　大鹿窪遺跡、滝戸遺跡周辺の地形と溶岩流分布

白矢印は、溶岩の流れた方向を示す。

縄
文
時
代
の
遺
跡
に
み
ら
れ
る
火
山
噴
出
物
と
そ
の
年
代

　
大お

お

鹿し
か

窪く
ぼ

遺
跡
、
滝た

き

戸ど

遺
跡
と
い
っ
た
縄
文
時
代
の
遺
跡
の
発
掘
調
査
で
は
、

富
士
山
か
ら
流
れ
て
き
た
溶
岩
流
を
覆
う
風
化
火
山
灰
土
お
よ
び
土
壌
中
よ

り
、
遺
構・遺
物
な
ど
が
多
数
発
見
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
風
化
火
山
灰
土・

土
壌
中
か
ら
は
、
富
士
火
山
起
源
の
ス
コ
リ
ア
層
や
広
域
テ
フ
ラ
起
源
の
火
山
ガ

ラ
ス
も
確
認・検
出
さ
れ
、遺
跡
の
成
立
年
代
を
知
る
手
掛
り
の
一
つ
と
な
っ
た
。

　
大
鹿
窪
遺
跡
の
令
和
二
年
度
発
掘
調
査
で
は
、
発
掘
エ
リ
ア
の
東
半
部
に
溶

岩
が
分
布
し
て
い
た
（
図
１−

１
a
）。
そ
の
分
布
形
状
は
、
北
西
か
ら
南
東
に

向
か
っ
て
鶏
の
脚
の
形
の
よ
う
に
拡
が
っ
て
お
り
、
溶
岩
流
の
表
面
に
は
、
そ

の
流
れ
の
方
向
を
示
す
縄
状
構
造
を
伴
っ
て
い
る
（
図
１−

１
c
）。
ま
た
、
こ

の
溶
岩
は
大
き
な
斜
長
石
斑
晶
に
富
む
特
徴
的
な
岩
相
を
有
す
る
。
こ
れ
ら
の

特
徴
よ
り
、
大
鹿
窪
遺
跡
で
確
認
さ
れ
た
溶
岩
は
、
大
鹿
窪
遺
跡
の
西
側
を
北

か
ら
南
に
芝
川
沿
い
を
流
下
す
る
芝
川
溶
岩
流
（
高
田
ほ
か 

二
〇
一
六
、
約

一
万
七
〇
〇
〇
年
前
）
で
あ
り
（
図
１−

１
b
）、
大
鹿
窪
遺
跡
は
少
な
く
と

も
そ
の
年
代
よ
り
新
し
い
時
期
に
成
立
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

芝
川
溶
岩
流
を
覆
う
風
化
火
山
灰
土
・
土
壌
に
着
目
す
る
と
、
そ
の
中
に

は
、
富
士
火
山
起
源
の
降
下
ス
コ
リ
ア
層
と
し
て
、
上
位
か
ら
、
大
沢
ス
コ
リ

ア
（
町
田 

一
九
六
四
：
Os
）、
オ
レ
ン
ジ
ス
コ
リ
ア
（
村
山
ス
コ
リ
ア
〈
町
田 

一
九
六
四
〉
に
対
比
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
）
の
各
地
層
を
確
認
で
き
る
（
図

１−

２
）。
こ
の
ほ
か
、
地
表
の
耕
作
土
直
下
に
は
、
大お

お

淵ぶ
ち

ス
コ
リ
ア
（
宮
地　

一
九
八
八
：
Ob
）
に
対
比
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
ス
コ
リ
ア
の
密
集
部
を
確
認
で

き
る
。

　

一
方
、
広
域
テ
フ
ラ
に
つ
い
て
は
、
火
山
ガ
ラ
ス
の
濃
集
層
準
と
そ
れ
を

構
成
す
る
火
山
ガ
ラ
ス
の
形
態
、
屈
折
率
お
よ
び
主
成
分
化
学
組
成
の
特
徴

に
基
づ
き
、
既
知
の
広
域
テ
フ
ラ
と
の
対
比
と
そ
の
降
灰
層
準
の
特
定
を
試

み
た
。
そ
の
結
果
、
Ob
が
密
集
す
る
土
壌
質
黒
色
シ
ル
ト
層
（
２
層
）
中
は
Kz

−

Tj
の
降
灰
層
準
、
Os
直
下
の
土
壌
質
黒
色
～
暗
灰
色
シ
ル
ト
（
5A
層
）
に
Kg

a

bc
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の
降
灰
層
準
、
そ
の
下
位
の
暗
褐
～
暗
灰
色
風
化
火
山
灰
土
（
6B
層
）
最
下
部

に
Nj−

Sk
と
Ｋ−

Ah
両
テ
フ
ラ
の
降
灰
層
準
が
推
定
さ
れ
た
。
芝
川
溶
岩
流
を

覆
う
明
褐
色
風
化
火
山
灰
土
（
7A
～
10
層
）
に
は
、
UG
起
源
の
火
山
ガ
ラ
ス
が

散
在
し
て
お
り
、
明
瞭
な
濃
集
層
準
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
UG
の
年
代
は
芝

川
溶
岩
流
の
年
代
と
近
接
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
、
そ
の
降
灰
層
準
は
芝
川

溶
岩
流
の
挟
在
層
準
と
ほ
ぼ
一
致
、
も
し
く
は
芝
川
溶
岩
の
下
位
に
あ
る
た
め

と
考
え
ら
れ
る
。

　

大
鹿
窪
遺
跡
で
の
発
掘
結
果
に
よ
れ
ば
、
6B
層
か
ら
7B
層
で
縄
文
早
期
か

ら
草
創
期
の
遺
物
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
の
層
位
区
間
の
最
上
位
に
あ
た
る
6B

層
で
広
域
テ
フ
ラ
で
あ
る
Nj

−

Sk
と
Ｋ

−

Ah
の
降
灰
層
準
が
推
定
さ
れ
、
約

七
〇
〇
〇
年
前
の
年
代
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
7B
層
で
発
掘
さ
れ
た
遺
物
が

一
万
二
五
〇
〇
～
一
万
三
三
〇
〇
年
前
の
年
代
を
示
す
こ
と
か
ら
（
本
章
第

三
節
）、
建
物
接
地
面
の
年
代
は
一
万
三
五
〇
〇
年
前
頃
、
オ
レ
ン
ジ
ス
コ
リ

ア
の
年
代
は
周
囲
に
分
布
す
る
溶
岩
の
年
代
も
考
慮
し
て
一
万
三
五
〇
〇
～

一
万
四
〇
〇
〇
年
前
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
当
時
の
大
鹿
窪
で
は
、
建
物
建
築
前
に
オ
レ
ン
ジ
ス
コ

リ
ア
が
す
で
に
降
下
・
堆
積
し
て
お
り
、
そ
れ
を
基
礎
と
し
て
住
居
が
建
築

さ
れ
、
人
々
が
生
活
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
大
鹿
窪
遺
跡
内
の

別
の
遺
構
で
は
よ
り
古
い
遺
物
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
形
式
な
ど
か
ら

一
万
五
〇
〇
〇
～
一
万
六
〇
〇
〇
年
前
の
年
代
が
推
定
さ
れ
て
い
る
（
小
林 

二
〇
一
九・二
〇
二
〇
）。

　
な
お
、
滝
戸
遺
跡
の
令
和
三
年
度
発
掘
調
査
で
は
、
芝
川
溶
岩
流
よ
り
新
し

い
約
一
万
年
前
に
噴
出
し
た
外と

神が
み

溶
岩
流
（
高
田
ほ
か 

二
〇
一
六
〈
図
１−

１

b
〉）
を
被
覆
す
る
風
化
火
山
灰
土
中
か
ら
縄
文
時
代
の
遺
物
な
ど
が
確
認
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
風
化
火
山
灰
土
・
土
壌
か
ら
は
、
大
鹿
窪
遺
跡
で
確
認
さ
れ

た
同
じ
層
位
で
富
士
火
山
起
源
の
ス
コ
リ
ア
層
お
よ
び
広
域
テ
フ
ラ
起
源
の
火

山
ガ
ラ
ス
濃
集
層
準
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
遺
物
は
オ
レ
ン
ジ
ス
コ
リ

図１−２　大鹿窪遺跡の土層断面
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ア
層
上
位
の
UG
起
源
の
火
山
ガ
ラ
ス
の
み
を
含
む
明
褐
色
風
化
火
山
灰
土
層
準

か
ら
確
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
滝
戸
遺
跡
は
大
鹿
窪
遺
跡
よ
り
新
し
い
遺

跡
で
あ
る
こ
と
を
広
域
テ
フ
ラ
分
析
か
ら
も
確
認
で
き
る
。

富
士
宮
市
の
遺
跡
分
布
と
そ
の
変
遷

　
富
士
宮
市
域
で
は
、
後
期
旧
石
器
時
代
か
ら
人
々
が
自
然
環
境
に
適
応
し
な

が
ら
生
活
し
、
そ
の
痕
跡
が
遺
跡
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。
遺
跡
の
分
布
は
、

当
時
の
生
活
や
社
会
の
在
り
方
、
そ
こ
に
暮
ら
す
人
た
ち
が
何
を
受
け
入
れ
た

の
か
を
示
す
。
ま
た
、
遺
跡
の
分
布
を
時
期
別
に
整
理
す
る
こ
と
で
、
そ
の
変

遷
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
こ
で
は
、
火
山
噴
出
物
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
る
年
代
を
軸
に
、
時
期
ご

と
の
遺
跡
分
布
を
と
お
し
て
富
士
宮
の
自
然
を
舞
台
と
し
た
人
々
の
活
動
を
み

て
い
く
。

写真１−３　大鹿窪遺跡で確認された広域テフラ
　　　　　　起源の火山ガラス

図１−３　時代区分と層序の対比

カワゴ平テフラ
（透明な軽石型火山ガラス）

鬼界アカホヤテフラ
（透明なバブルウォール型火山ガラス）
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図
１−

３
は
、
時
代
区
分
ご
と
の
遺
構
や
遺
物
が
埋
ま
っ
て
い
る
地
層
（
以

下
「
遺
物
包
含
層
」
と
い
う
）
と
代だ

い

官か
ん

屋や

敷し
き

遺
跡(

富
士
根
地
域
）、
千せ

ん

居ご

遺

跡
・
大
鹿
窪
遺
跡
・
小こ

塚づ
か

遺
跡
（
芝
川
流
域
）
お
よ
び
滝
戸
遺
跡
・
下し

も

高た
か

原は
ら

遺

跡
（
星
山
丘
陵
）
の
模
式
的
地
層
を
広
域
テ
フ
ラ
お
よ
び
富
士
火
山
の
主
な
降

下
火
砕
物
に
よ
り
対
比
し
た
も
の
で
あ
る
。
図
中
の
降
下
火
砕
物
の
う
ち
、「
千

居
ス
コ
リ
ア
」
は
、
千
居
遺
跡
に
お
い
て
確
認
さ
れ
た
降
下
ス
コ
リ
ア
で
、
千

居
遺
跡
以
外
で
は
層
と
し
て
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
、
代
官
屋
敷
遺
跡
や
滝

戸
遺
跡
な
ど
で
地
層
中
に
散
在
す
る
。
本
章
第
三
節
で
述
べ
る
と
お
り
富
士
宮

市
域
に
お
け
る
縄
文
時
代
中
期
と
後
期
の
境
界
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か

ら
表
中
に
示
し
た
。
た
だ
し
、
層
位
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
。
ま
た
、
オ
レ
ン
ジ
ス
コ
リ
ア
よ
り
下
位
の
層
序
は
、
遺
物
包
含
層
の
調
査

が
進
ん
で
い
る
愛あ

し

鷹た
か

・
箱
根
地
域
と
の
対
比
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。 

　

図
１

−

４
は
、
時
代
区
分
ご
と
の
富
士
宮
市
域
の
遺
跡
数
を
グ
ラ
フ
化

し
た
も
の
で
あ
る
。
遺
跡
数
は
、『
富
士
宮
市
遺
跡
地
図 

―
第
４
版
― 

』

（
二
〇
一
三
）
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
時
期
区
分
は
そ
の
後
の
検
討
に
よ
り

変
更
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
遺
跡
を
加
除
し
た
。
す
な
わ
ち
、
遺
跡
地
名
表
の

時
期
区
分
に
よ
る
計
数
に
、
時
期
が
明
ら
か
に
な
っ
た
遺
跡
や
時
期
が
広
が
っ

た
遺
跡
を
加
え
、
ほ
か
の
時
期
と
な
っ
た
遺
跡
を
除
外
し
た
。
本
編
に
お
け
る

市
域
の
遺
跡
数
は
こ
れ
に
よ
る
。

　
ま
た
、
検
討
に
当
た
っ
て
、
地
理
・
地
形
お
よ
び
遺
跡
の
疎
密
状
況
に
基
づ

い
て
次
の
と
お
り
区
分
し
た
。

　
①　
富
士
宮
扇
状
地
お
よ
び
周
辺
高
地

　
②　
潤
井
川
流
域  

潤
井
川
の
屈
曲
部
よ
り
上
流
の
段
丘
、
潤
井
川
低

　
　
　
地
、
潤
井
川
低
地
よ
り
下
流
の
沿
岸
お
よ
び
星
山
丘
陵
、
安
居
山

　
　
　

低
地
な
ど

　
③　
芝
川
流
域  

羽は

鮒ぶ
な

丘
陵
南
部
の
西
斜
面
、
芝
川
中
流
域
、
羽
鮒
丘

　
　
　
陵
北
部
な
ど
。

図１−４　地域における遺跡数の時代変遷



143

る
と
少
な
い
。

　
古
墳
時
代
は
前
期
に
は
弥
生
時
代
後
期
よ
り
増
加
す
る
が
、
地
域
的
な
傾
向

は
弥
生
時
代
後
期
と
変
わ
ら
な
い
。
中
期
に
は
富
士
宮
扇
状
地
お
よ
び
周
辺
高

地
を
残
し
て
途
絶
え
る
。
後
期
に
は
若
干
回
復
す
る
が
、
そ
の
内
容
に
は
地
域

差
が
あ
り
、
潤
井
川
流
域
の
高
台
や
富
士
根
地
域
で
は
古
墳
が
多
く
な
る
傾
向

が
み
ら
れ
る
。

　
次
節
以
降
は
、
時
代
別
に
特
徴
を
み
て
い
く
。
説
明
に
あ
た
り
遺
物
包
含
層

に
つ
い
て
は
、
図
１−

３
の
本
書
で
の
区
分
名
称
に
よ
る
。
ま
た
、
日
本
全
国

お
よ
び
静
岡
県
の
遺
跡
数
に
つ
い
て
は
文
化
庁
の
『
平
成
二
八
年
度
埋
蔵
文
化

財
関
係
統
計
資
料
』
の
平
成
二
八
年
度
周
知
の
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
数
を
参
照

し
、
本
文
中
で
は
「
包
蔵
地
数
」
と
す
る
。

　
④　
富
士
根
地
域

　
⑤　
朝
霧
高
原

　
⑥　
稲
子
川
流
域

　
⑦　
富
士
川
西
岸
（
内う

つ

房ぶ
さ

地
区
）

　
⑧　
山
体
西
斜
面
か
ら
大
沢
扇
状
地

　
こ
の
う
ち
、
山
体
西
斜
面
か
ら
大
沢
扇
状
地
に
は
先
史
時
代
の
遺
跡
の
分
布

は
な
い
。

　
富
士
宮
市
域
の
遺
跡
数
は
二
四
八
遺
跡
で
、
こ
の
う
ち
先
史
時
代
（
後
期
旧

石
器
時
代
か
ら
古
墳
時
代
）
の
遺
跡
は
二
一
九
遺
跡
で
あ
る
。
表
１−
２
は
、

先
史
時
代
の
主
な
遺
跡
で
あ
る
。
ま
た
、
図
１−

５
は
主
な
遺
跡
を
赤
色
立
体

地
図
に
描
き
入
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
富
士
宮
市
域
に
お
け
る
後
期
旧
石
器
時
代
の
遺
跡
は
四
遺
跡
の
み
で
あ
る
。

次
節
で
述
べ
る
よ
う
に
、
全
国
で
多
く
の
遺
跡
が
確
認
さ
れ
、
静
岡
県
で
も
箱

根
・
愛
鷹
山
麓
か
ら
磐い

わ

田た

原ば
ら

を
中
心
に
多
く
の
遺
跡
が
確
認
さ
れ
る
こ
と
と
は

対
照
的
に
少
な
い
。

　
縄
文
時
代
に
は
い
る
と
、
草
創
期
は
一
〇
遺
跡
で
早
期
に
増
加
し
た
の
ち
前

期
に
一
旦
減
少
し
、
中
期
に
大
き
く
増
加
し
た
後
、
晩
期
に
か
け
て
大
き
く
減

少
し
、
確
認
さ
れ
る
の
は
八
遺
跡
と
な
る
。
地
域
別
に
見
て
も
ほ
ぼ
同
じ
傾
向

を
示
す
が
、
早
期
か
ら
前
期
に
か
け
て
の
減
少
の
時
期
に
潤
井
川
流
域
・
芝
川

流
域
で
大
き
く
減
少
す
る
の
に
対
し
、
富
士
根
地
域
で
は
三
割
程
度
の
減
少
に

と
ど
ま
る
。
ま
た
、
朝
霧
高
原
、
稲
子
川
流
域
お
よ
び
富
士
川
西
岸
で
は
縄
文

時
代
中
期
の
ご
く
短
期
間
に
遺
跡
が
進
出
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
弥
生
時
代
に
は
前
期
の
可
能
性
が
あ
る
遺
跡
は
一
遺
跡
の
み
と
な
り
、
中
期

も
五
遺
跡
と
少
な
い
。
後
期
に
は
増
加
す
る
が
、
縄
文
時
代
に
比
べ
る
と
少
な

い
。
地
域
的
に
み
る
と
分
布
の
中
心
は
潤
井
川
流
域
で
、
縄
文
時
代
に
あ
ま
り

分
布
し
な
か
っ
た
富
士
宮
扇
状
地
お
よ
び
周
辺
高
地
に
も
現
れ
る
。芝
川
流
域・

富
士
根
地
域
で
も
確
認
さ
れ
る
が
、
潤
井
川
流
域
と
同
様
、
縄
文
時
代
に
比
べ
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表１－２　富士宮市内の遺跡の一覧（主要遺跡を抜粋。ただし、古墳は表１−３に別掲。）
◎ 確実なもの　　○ ほぼ確実なもの　　△ 時期が明らかになったもの
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図１－５　富士宮市内の主な遺跡の位置



第
一
章  

先
史
〜
中
世

146

第
二
節
　
後
期
旧
石
器
時
代 （
四
万
年
前
～
一
万
六
〇
〇
〇
年
前
）

　
富
士
宮
市
に
お
け
る
人
々
の
活
動
は
、
後
期
旧
石
器
時
代
か
ら
始
ま
る
。
日

本
に
お
け
る
後
期
旧
石
器
時
代
は
、約
四
万
年
前
か
ら
一
万
六
〇
〇
〇
年
前
で
、

姶あ
い

良ら

Tn
（
丹た

ん

沢ざ
わ

）
テ
フ
ラ
（
火
山
灰
）
の
降
下
を
目
安
に
前
半
期
と
後
半
期
に

区
分
さ
れ
る
。「
日
本
列
島
に
お
い
て
は
基
本
的
に
は
台だ

い

形け
い

様よ
う

石
器
群
・
ナ
イ

フ
形
石
器
群・尖せ

ん

頭と
う

器き

石
器
群・細さ

い

石せ
き

刃じ
ん

石
器
群
の
順
で
変
遷
が
た
ど
れ
る
」（
堤　

二
〇
一
一
）。『
日
本
列
島
の
旧
石
器
時
代
遺
跡
―
日
本
旧
石
器
（
先
土
器
・

岩
宿
）
時
代
遺
跡
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
―
』
に
よ
れ
ば
、
全
国
で
は
一
万
一
五
〇

遺
跡
、
静
岡
県
は
二
六
一
遺
跡
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
包
蔵
地
数
は
全

国
で
七
九
二
八
遺
跡
、
静
岡
県
は
四
〇
二
遺
跡
で
あ
る
。

　
後
期
旧
石
器
時
代
の
富
士
宮
市
域
の
遺
跡
数
は
こ
れ
ま
で
八
遺
跡
と
さ
れ
て

い
た
が
、
こ
の
う
ち
四
遺
跡
は
そ
の
後
の
検
討
で
縄
文
時
代
草
創
期
と
さ
れ
た

た
め
、
確
実
な
も
の
は
下し

も

高た
か

原は
ら

遺
跡
・
小こ

塚づ
か

Ａ
遺
跡
・
小
塚
Ｃ
遺
跡
・
沼ぬ

ま

久く
ぼ

保さ
か

坂う
え

上
遺
跡
の
四
遺
跡
で
あ
る
（
図
１−

６
）。

　

下
高
原
遺
跡
は
潤
井
川
流
域
の
星ほ

し

山や
ま

丘
陵
で
確
認
さ
れ
、
ナ
イ
フ
形
石
器

や
尖
頭
器
な
ど
の
狩
猟
具
が
出
土
し
た
（
写
真
１−

４
）。
遺
物
包
含
層
（
図

１−

３
②
）
は
愛
鷹
山
麓
の
第
Ⅰ
黒
色
帯
か
ら
第
Ⅰ
ス
コ
リ
ア
層
に
対
比
さ
れ

（
中
村　

二
〇
一
一
）、
三
万
～
二
万
八
〇
〇
〇
年
前
と
考
え
ら
れ
る
（
三
好　

二
〇
一
〇
）
が
、
富
士
宮
市
域
の
他
の
遺
跡
の
遺
物
包
含
層
と
の
対
比
は
明
ら

か
で
は
な
い
。

　
小
塚
Ａ
遺
跡
・
小
塚
Ｃ
遺
跡
は
芝
川
流
域
の
羽は

鮒ぶ
な

丘
陵
南
部
で
確
認
さ
れ
、

ナ
イ
フ
形
石
器
や
尖
頭
器
な
ど
の
狩
猟
具
や
細さ

い

石せ
き

刃じ
ん

核か
く

・
剥は

く

片へ
ん

（
石
器
製
作
の

素
材
や
破
片
）
な
ど
が
出
土
し
た
（
小
野
ほ
か　
一
九
七
二
、
写
真
１−

５
）。

遺
物
包
含
層
は
黄
褐
色
火
山
灰
土
層
お
よ
び
暗
褐
色
砂
質
土
層
で
あ
る
（
図
１

−
３
①
②
）。
な
お
、
小
塚
Ａ
遺
跡
で
は
、
黄
褐
色
火
山
灰
土
層
下
部
で
AT
と

さ
れ
る
火
山
ガ
ラ
ス
が
検
出
さ
れ
AT
よ
り
下
位
に
も
遺
物
包
含
層
が
あ
る
可
能

図１−６　後期旧石器時代の遺跡
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性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
芝
川
町
教
育
委
員
会　
一
九
九
五
a
）。

　
こ
れ
ら
の
遺
跡
は
い
ず
れ
も
河
川
を
望
む
高
台
に
位
置
し
、
ほ
と
ん
ど
の
遺

跡
は
台
地
上
の
開
け
た
場
所
に
立
地
す
る
こ
と
と
整
合
的
で
あ
る
。
ま
た
、
い

ず
れ
も
田
貫
湖
岩が

ん

屑せ
つ

な
だ
れ
や
他
の
土
石
流
堆
積
物
の
影
響
を
受
け
て
い
な
い

高
台
に
あ
る
。
富
士
宮
市
内
の
他
の
場
所
に
旧
石
器
時
代
の
遺
跡
が
あ
っ
た
と

し
て
も
、
田
貫
湖
岩
屑
な
だ
れ
や
他
の
土
石
流
堆
積
物
に
埋
め
ら
れ
た
と
み
ら

れ
る
た
め
、
そ
れ
ら
の
検
出
は
困
難
で
あ
ろ
う
。

写真１−４　下高原遺跡の発掘現場と出土遺物

写真１−５　小塚 A 遺跡の発掘現場と出土遺物
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縄
文
時
代
の
包
蔵
地
数
は
、
全
国
で
九
万
四
八
四
四
遺
跡
、
静
岡
県
内

で
は
二
四
一
八
遺
跡
で
あ
る
。
最
終
氷
期
の
最
も
寒
冷
な
時
期
を
過
ぎ
た
約

一
万
六
〇
〇
〇
年
前
頃
か
ら
植
生
が
変
化
す
る
。
狩
り
の
対
象
は
シ
カ
や
イ
ノ

シ
シ
の
ほ
か
に
キ
ツ
ネ
や
タ
ヌ
キ
、
ウ
サ
ギ
な
ど
敏び

ん

捷し
ょ
う

な
動
物
に
変
わ
り
、
新

し
い
狩
り
の
道
具
と
し
て
弓
矢
が
発
明
さ
れ
た
。
粘
土
の
加
熱
に
よ
る
化
学
変

化
を
応
用
し
て
土
器
が
発
明
さ
れ
、
煮し

ゃ

沸ふ
つ

用
具
と
し
て
使
用
さ
れ
、
可
食
範
囲

が
飛
躍
的
に
拡
大
し
た
た
め
、
ド
ン
グ
リ
・
ト
チ
・
ク
リ
・
ク
ル
ミ
な
ど
の
堅

果
類
が
食
料
の
主
体
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
縄
文
時
代
は
、
温
暖
な
気
候

下
の
自
然
環
境
に
適
応
し
、
採
集
経
済
の
も
と
で
定
住
生
活
を
送
っ
た
時
代
と

い
え
る
。

　
一
般
的
に
は
土
器
様
式
に
よ
り
草
創
期
・
早
期
・
前
期
・
中
期
・
後
期
・
晩

期
の
六
期
に
区
分
さ
れ
る
。
縄
文
時
代
は
、
食
料
資
源
に
恵
ま
れ
人
口
が
大
き

く
増
加
し
た
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
を
時
期
別
・
地
域
別
に
み

る
と
増
減
が
著
し
い
。
東
日
本
で
は
中
期
に
人
口
が
大
き
く
増
加
し
た
後
、
晩

期
に
向
か
っ
て
大
き
く
減
少
す
る
。
西
日
本
で
は
後
期
に
向
か
っ
て
次
第
に
増

え
、
弥
生
時
代
の
発
展
に
つ
な
が
る
。
こ
の
傾
向
は
遺
跡
数
で
も
み
ら
れ
る
。

　
富
士
宮
市
域
で
は
一
五
八
遺
跡
が
確
認
さ
れ
、
湧
水
が
多
い
潤
井
川
流
域
の

高
台
、星ほ

し

山や
ま

丘
陵
、芝
川
流
域
の
高
台
、富
士
根
地
域
の
開か

い

析せ
き

谷こ
く

（
浸
食
に
よ
っ

て
で
き
た
谷
）
の
高
台
に
集
中
す
る
（
図
１−

７
）。
総
体
的
に
は
静
岡
県
東

部
と
同
様
の
傾
向
が
み
ら
れ
る
が
、
地
理
的
に
関
東
地
方
・
中
部
山
地
・
東
海

地
方
の
境
界
に
位
置
す
る
こ
と
か
ら
、
各
地
の
変
化
を
反
映
し
た
動
き
も
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
富
士
宮
市
域
で
の
出
来
事
の
時
期
（
層
準
）
を
特

定
す
る
こ
と
は
、
日
本
全
国
の
変
化
を
解
明
す
る
手
掛
か
り
と
な
る
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
こ
で
は
、
出
土
層
準
に
よ
る
遺
跡
間
の
時
期
を
比
較
す
る
が
、
表
面

採
集
に
よ
る
場
合
や
地
層
が
か
く
乱
さ
れ
て
い
る
場
合
な
ど
、
出
土
遺
物
と
出

土
層
準
の
関
係
が
十
分
吟
味
で
き
な
い
場
合
も
あ
る
た
め
、
こ
こ
で
は
土
器
形

式
に
よ
る
編
年
も
参
考
と
し
た
。 

な
お
、
縄
文
時
代
の
土
器
編
年
は
、
小
林

謙
一
（
二
〇
一
七
）
に
準
拠
す
る
。

草
創
期
（
約
一
万
五
八
〇
〇
年
前
～
一
万
一
五
〇
〇
年
前
）

　
縄
文
時
代
草
創
期
は
後
期
旧
石
器
時
代
か
ら
の
移
行
期
に
あ
た
る
。
氷
期
末

期
の
い
わ
ゆ
る
「
寒
の
も
ど
り
」
の
再
寒
冷
期
で
気
候
は
不
安
定
な
時
期
と
考

え
ら
れ
る
。
人
々
の
食
生
活
で
は
、ア
ク
抜
き
の
技
術
が
定
着
し
、ド
ン
グ
リ・

ト
チ
・
ク
リ
・
ク
ル
ミ
な
ど
の
利
用
が
始
ま
っ
て
い
た
。
遺
跡
の
立
地
は
、
定

住
化
の
始
ま
り
や
、
河
川
漁
労
な
ど
生せ

い

業ぎ
ょ
う

の
多
様
化
な
ど
旧
石
器
時
代
と
は
異

な
る
生
活
様
相
に
適
し
た
場
所
に
移
り
、
段
丘
面
か
ら
丘
陵
面
や
低
地
面
へ
の

進
出
が
み
ら
れ
る
。

　
静
岡
県
内
の
遺
跡
数
は
、『
県
内
発
見
の
時
期
別
遺
跡
数
・
住
居
数
』（
静
岡

県　
一
九
九
四
、
以
下
「
県
内
発
見
の
時
期
別
遺
跡
数
」）
に
よ
れ
ば
六
遺
跡

で
あ
る
。

　
富
士
宮
市
域
の
遺
跡
は
、
芝
川
流
域
の
小こ

塚づ
か

Ａ
遺
跡
と
大お

お

鹿し
か

窪く
ぼ

遺
跡
が
知
ら

れ
て
い
る
が
、
後
期
旧
石
器
時
代
ま
た
は
縄
文
時
代
の
時
期
不
詳
と
さ
れ
て
い

る
遺
跡
の
う
ち
、
潤
井
川
流
域
の
滝た

き

戸ど

遺
跡
、
芝
川
流
域
の
山や

ま

際ぎ
わ

遺
跡
、
富
士

根
地
域
の
上か

み

石い
っ

敷し
き

遺
跡
・
若わ

か

宮み
や

遺
跡
な
ど
八
遺
跡
は
出
土
遺
物
か
ら
草
創
期
の

可
能
性
が
高
い
。

　
富
士
宮
市
域
に
お
け
る
遺
物
包
含
層
の
上
限
は
漸ぜ

ん

移い

帯た
い

上
面
で
あ
る
（
図
１

−

３
）。
下
限
に
つ
い
て
は
オ
レ
ン
ジ
ス
コ
リ
ア
よ
り
下
位
で
草
創
期
の
遺
物

が
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
黄
褐
色
火
山
灰
土
層
中
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ

れ
ま
で
の
と
こ
ろ
特
定
で
き
て
い
な
い
。
な
お
、
黄
褐
色
火
山
灰
土
層
は
、
愛あ

し

鷹た
か

山
麓
の
休や

す
み

場ば

層
（
約
一
万
五
〇
〇
〇
～
二
万
三
〇
〇
〇
年
前
）
と
対
比
し
て

第
三
節
　
縄
文
時
代 （
一
万
五
八
〇
〇
年
前
～
二
四
〇
〇
年
前
）
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図１−７　縄文時代の主要な遺跡
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い
る
遺
跡
も
あ
る
が
、
草
創
期
の
包
含
層
と
し
て
休
場
層
よ
り
上
位
に
位
置
づ

け
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
草
創
期
の
遺
跡
の
う
ち
大
鹿
窪
遺
跡
で
は
、
竪
穴
住
居
址し

が
一
五
基
、
竪
穴

状
遺
構
が
二
基
検
出
さ
れ
た
。
竪
穴
住
居
址
の
う
ち
一
〇
基
は
馬ば

蹄て
い

形け
い

と
な
っ

て
広
場
を
持
ち
、
そ
の
中
に
土
坑
・
集
石
・
配
石
を
築
い
て
い
る
（
写
真
１−

６
）。
遺
構
・
遺
物
は
Ⅰ
～
Ⅲ
期
に
分
け
ら
れ
（
図
１−

３
③
）、
Ⅰ
期
は
遺
物

の
形
式
な
ど
か
ら
一
万
六
〇
〇
〇
～
一
万
五
〇
〇
〇
年
前
の
年
代
が
推
定
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
放
射
性
炭
素
同
位
体
に
よ
る
年
代
測
定
か
ら
、
Ⅱ
期
は

一
万
三
三
〇
〇
～
一
万
二
九
〇
〇
年
前
を
含
む
年
代
、
Ⅲ
期
は
一
万
二
九
〇
〇

～
一
万
二
五
〇
〇
年
前
を
含
む
年
代
と
推
定
さ
れ
て
い
る
（
小
林
ほ
か　

二
〇
二
二
）。
集
落
と
し
て
同
時
期
に
存
在
し
た
可
能
性
が
あ
る
住
居
の
最
大

数
は
七
基
と
推
定
さ
れ
て
い
る
が
、
長
期
間
の
定
住
と
い
う
よ
り
季
節
的
な
移

動
の
中
で
繰
り
返
し
住
ん
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
そ
の
他
の
遺
跡
に
つ
い
て
は
、
出
土
遺
物
か
ら
小
塚
Ａ
遺
跡
・
滝
戸
遺
跡
は

大
鹿
窪
遺
跡
の
Ⅱ
期
、
小こ

松ま
つ

原ば
ら

Ａ
遺
跡
・
若
宮
遺
跡
は
大
鹿
窪
遺
跡
の
Ⅲ
期
よ

り
少
し
後
の
草
創
期
終
末
に
対
比
さ
れ
、
当
該
時
期
に
お
け
る
富
士
宮
市
域
の

人
々
の
流
れ
に
つ
い
て
よ
り
詳
細
に
検
討
が
で
き
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。
今
後
、
草
創
期
の
包
含
層
下
限
の
確
定
を
含
め
た
層
準
の
検
討

が
課
題
で
あ
る
。

縄
文
時
代
早
期
（
約
一
万
一
五
〇
〇
年
前
～
七
〇
〇
〇
年
前
）

　
気
候
は
温
暖
と
な
り
海
水
温
が
上
昇
し
海
進
（
海
面
が
上
昇
し
、
海
岸
線
が

内
陸
に
移
動
す
る
こ
と
）
が
起
き
、植
物
質
食
料
や
水
産
資
源
の
利
用
が
進
み
、

定
住
が
進
ん
だ
こ
と
か
ら
文
化
圏
が
成
立
す
る
。
早
期
後
半
に
な
る
と
生
産
・

加
工
用
の
石
器
が
充
実
し
、
釣
り
針
の
出
現
や
貝
塚
の
成
立
な
ど
生
業
体
系
に

変
化
が
起
き
た
。

　
県
内
発
見
の
時
期
別
遺
跡
数
は
五
二
六
遺
跡
で
あ
る
。
早
期
前
半
に
縄
文
文

写真１−６　大鹿窪遺跡の遺構と出土遺物

竪穴住居跡 令和 2 年度調査区全景
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化
が
定
着
し
、東
部
で
集
落
が
増
え
る
が
、中
部・西
部
は
少
な
い
。『
静
岡
県
史
』

に
よ
れ
ば
早
期
前
半
で
は
お
お
む
ね
東
部
が
関
東
地
方
、
中
部
以
西
は
西
日
本

の
影
響
が
あ
る
が
、
そ
の
後
関
東
地
方
の
影
響
が
西
部
に
広
が
っ
て
い
っ
た
と

さ
れ
て
い
る
。
早
期
後
半
に
な
る
と
、
愛
鷹
山
麓
・
箱
根
を
中
心
に
東
部
で
遺

跡
数
が
増
加
し
、
中
部
に
も
広
が
り
を
見
せ
る
。
一
方
、
西
日
本
か
ら
中
部
山

地
に
中
心
を
移
し
た
文
化
の
影
響
が
静
岡
県
西
部
か
ら
中
部
ま
で
及
ぶ
。

　
富
士
宮
市
域
の
遺
跡
数
は
五
三
遺
跡
で
あ
る
。
遺
跡
の
立
地
は
、
小
河
川
を

望
む
高
台
が
多
い
。
遺
物
包
含
層
は
、
暗
褐
色
土
層
（
富
士
黒
）
の
下
底
か
ら

早
期
と
前
期
の
境
界
の
目
安
と
さ
れ
る
Ｋ−

Ah
ま
で
で
あ
る（
図
１−

３
④
）が
、

Ｋ−

Ah
は
富
士
宮
市
域
で
は
地
層
中
に
単
層
と
し
て
堆
積
し
て
い
る
こ
と
は
少

な
く
認
識
さ
れ
な
い
こ
と
が
多
い
。

　
早
期
の
初
め
は
潤
井
川
流
域
の
安あ

居ご

山や
ま

低
地
で
小
松
原
Ａ
遺
跡
が
草
創
期
か

ら
続
き
、
星
山
丘
陵
で
は
下し

も

高た
か

原は
ら

遺
跡
が
確
認
さ
れ
る
。
芝
川
流
域
で
は
小
塚

Ａ
遺
跡
、
富
士
根
地
域
で
は
若
宮
遺
跡
が
草
創
期
か
ら
続
く
。
若
宮
遺
跡
は
東

海
地
方
の
縄
文
時
代
早
期
を
代
表
す
る
遺
跡
で
、
早
期
と
し
て
は
全
国
屈
指
の

規
模
を
持
つ
と
さ
れ
る
。
竪
穴
住
居
二
八
棟
、
炉ろ

穴あ
な

跡
六
〇
基
、
集
石
土
坑
跡

一
三
基
な
ど
が
検
出
さ
れ
、
多
数
の
遺
物
も
出
土
し
た
（
写
真
１−

７
）。
そ

の
ほ
か
、
上
石
敷
遺
跡
、
箕み

の

輪わ

遺
跡
・
代だ

い

官か
ん

屋や

敷し
き

遺
跡
な
ど
が
現
れ
る
。

　
早
期
の
中
頃
に
な
る
と
、
潤
井
川
流
域
に
滝
戸
遺
跡
・
月つ

き

の
輪わ

平だ
い
ら

遺
跡
な
ど

が
現
れ
る
。
富
士
根
地
域
で
は
、早
期
の
初
め
こ
ろ
に
現
れ
た
遺
跡
が
途
絶
え
、

代
わ
っ
て
滝た

き

ノの

上う
え

遺
跡
・
出い

ず
り

水み
ず

遺
跡
な
ど
が
短
期
間
現
れ
る
。
富
士
宮
扇
状
地

で
は
、
浅
間
大
社
遺
跡
の
北
側
の
高
地
で
遺
物
が
確
認
さ
れ
、
初
め
て
進
出
し

た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
土
器
の
系
統
か
ら
富
士
宮
市
域
の
遺
跡
に
お
け
る
文

化
の
変
遷
を
み
る
と
、
早
期
中
頃
に
関
東
文
化
圏
か
ら
東
海
・
近
畿
の
影
響
が

強
く
な
る
時
期
が
あ
る
が
、
こ
の
時
期
が
ど
の
層
準
に
あ
た
る
の
か
は
特
定
で

き
て
い
な
い
。

　
早
期
末
に
は
鬼き

界か
い

カ
ル
デ
ラ
が
噴
火
し
、
九
州
南
部
の
文
化
を
壊
滅
さ
せ
、

噴
出
し
た
火
山
灰
（
Ｋ−
Ah
）
の
影
響
は
、
前
期
末
に
起
き
た
東
海
地
方
西
部

お
よ
び
関
東
地
方
か
ら
中
部
山
地
へ
の
人
々
の
移
動
を
引
き
起
こ
し
た
と
の
指

摘
も
あ
り
（
小
松　
二
〇
〇
五
）、
富
士
宮
市
域
に
お
け
る
遺
跡
数
激
減
と
の

関
係
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

写真１−７　若宮遺跡の発掘調査区と住居址

集石土坑 竪穴住居跡
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縄
文
時
代
前
期
（
約
七
〇
〇
〇
年
前
～
五
五
〇
〇
年
前
）

　
後
氷
期
の
最
温
暖
期
に
あ
た
り
、
海
進
が
ピ
ー
ク
に
達
す
る
。
文
化
の
中
心
は

鬼
界
カ
ル
デ
ラ
の
噴
火
で
壊
滅
し
た
南
部
九
州
か
ら
、
東
北
地
方
や
東
日
本
に
中

心
が
移
る
。
土
器
の
器
形
・
文
様
・
組
み
合
わ
せ
は
年
代
差
・
地
域
差
が
著
し
く

な
る
。
土
偶
・
石
棒
な
ど
の
呪
物
や
装
身
具
が
登
場
し
、
祭さ

い

祀し

施
設
と
思
わ
れ
る

巨
大
な
施
設
も
登
場
す
る
。
定
住
性
は
さ
ら
に
高
ま
り
環
状
集
落
が
構
築
さ
れ
、

遠
浅
の
海
岸
に
は
多
く
の
貝
塚
も
現
れ
る
。
関
東
地
方
の
内
陸
で
は
コ
ナ
ラ
・
ク

リ
な
ど
の
暖
温
帯
落
葉
広
葉
樹
林
と
な
る
が
、
関
東
地
方
・
中
部
地
方
の
沿
岸
か

ら
西
日
本
は
照
葉
樹
林
と
な
る
。
植
物
の
採
集
・
狩
猟
・
漁
労
な
ど
の
道
具
は
ほ

ぼ
出
そ
ろ
い
、
木
製
品
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
漆
の
技
術
も
開
発
さ
れ
た
。
水

産
資
源
を
食
物
資
源
に
組
み
込
み
、
関
東
東
部
で
は
内
湾
性
漁
労
が
発
達
す
る
。

　
県
内
発
見
の
時
期
別
遺
跡
数
は
三
二
五
遺
跡
で
、
早
期
よ
り
減
少
す
る
。
遺
跡

数
は
東
部
に
多
く
、
中
部
・
西
部
で
少
な
い
。
前
期
後
半
に
な
る
と
活
性
化
し

て
東
部
を
中
心
に
増
加
し
、
中
部
・
西
部
で
も
増
え
る
。

　

富
士
宮
市
域
で
は
二
一
遺
跡
に
減
少
す
る
。
遺
物
包
含
層
は
、
暗
褐
色
土

層
（
富
士
黒
）
の
Ｋ−

Ah
よ
り
上
位
で
あ
る
（
図
１−

３
⑤
）。
前
半
は
芝
川
流

域
で
大
鹿
窪
遺
跡
、
潤
井
川
流
域
の
高
台
に
滝
戸
遺
跡
、
富
士
根
地
域
で
箕
輪

A
・
B
遺
跡
（
以
下
「
箕
輪
遺
跡
」）・
峯
石
遺
跡
・
代
官
屋
敷
遺
跡
な
ど
が
確

認
さ
れ
、
東
海
地
方
の
遺
物
が
出
土
す
る
。
こ
の
う
ち
、
箕
輪
遺
跡
は
早
期
か

ら
後
期
ま
で
続
く
大
型
遺
跡
で
、
早
期
前
半
の
土
器
を
伴
う
竪
穴
住
居
群
が
見

つ
か
っ
て
い
る
（
写
真
１−

８
）。
滝
戸
遺
跡
・
小
塚
Ａ
遺
跡
・
箕
輪
遺
跡
な

ど
は
そ
の
後
も
続
き
、
さ
ら
に
、
前
期
中
頃
を
境
に
星
山
丘
陵
に
月
の
輪
平
遺

跡
な
ど
が
確
認
さ
れ
る
。
富
士
根
地
域
で
は
代
官
屋
敷
遺
跡
が
再
出
現
す
る
と

と
も
に
、
ワ
ラ
ビ
平だ

い
ら

遺
跡
な
ど
が
現
れ
る
。
前
期
後
半
に
は
出
土
す
る
遺
物
の

傾
向
が
変
わ
り
、
関
東
地
方
・
中
部
山
地
の
遺
物
が
多
く
な
る
。
遺
物
の
傾
向

が
変
わ
る
時
期
は
、
前
期
中
頃
と
思
わ
れ
る
が
、
今
後
出
土
し
た
土
器
の
層
準

を
遺
跡
ご
と
に
比
較
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

縄
文
時
代
中
期
（
約
五
五
〇
〇
年
前
～
四
五
〇
〇
年
前
）

　
中
期
前
半
ま
で
に
日
本
列
島
に
九
つ
の
地
域
圏
が
成
立
し
た
。
石
器
の
種
類

は
植
物
質
食
料
の
利
用
が
進
ん
だ
こ
と
を
示
し
、
関
東
地
方
・
中
部
山
地
に
は

ク
リ
林
の
文
化
が
成
立
し
た
。
漁
業
技
術
は
、
関
東
以
北
か
ら
北
海
道
で
は
多

様
な
漁
法
が
存
在
す
る
よ
う
に
な
る
。
遺
跡
の
立
地
は
、
小
河
川
の
流
域
や
湧

写真１−８　箕輪遺跡の発掘調査区全景
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水
に
近
い
場
所
に
な
る
。
中
期
末
に
な
る
と
、
気
候
の
寒
冷
化
に
よ
る
環
境
変

化
に
よ
り
、
関
東
地
方
で
遺
跡
数
の
減
少
が
始
ま
る
。
ま
た
、
最
上
川
中
・
下

流
域
（
中
村　
二
〇
一
三
）、
八
戸
市
南
部
（
菅
原　
二
〇
一
七
）
な
ど
で
も

遺
跡
立
地
の
変
化
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　
県
内
発
見
の
時
期
別
遺
跡
数
は
一
〇
七
一
遺
跡
で
あ
る
。
伊
豆
半
島
で
は
、

西
関
東
の
関
連
が
深
く
、愛
鷹・箱
根
か
ら
掛
川
に
か
け
て
は
八
ヶ
岳
山
麓
（
中

部
山
地
）
の
中
期
文
化
と
よ
く
似
た
内
容
の
文
化
が
現
れ
る
。
ま
た
、
遠と

お
と
う
み江
西

部
の
平
野
部
に
は
、
近
畿
・
瀬
戸
内
系
が
現
れ
伊い

那な

谷だ
に

（
長
野
県
）
ま
で
広
が

る
（
静
岡
県　
一
九
九
四
）。

　
富
士
宮
市
域
で
は
、
一
一
二
遺
跡
が
確
認
さ
れ
る
。
遺
物
の
包
含
層
は
栗
色

土
層
で
上
限
は
千せ

ん

居ご

ス
コ
リ
ア
と
考
え
ら
れ
る
（
図
１−

３
⑥
）。
千
居
ス
コ

リ
ア
は
千
居
遺
跡
で
住
居
址
を
埋
め
る
降
下
物
で
あ
る
が
、
他
の
遺
跡
で
は
成

層
と
し
て
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
同
一
層
準
と
思
わ
れ
る
栗
色
土

層
の
最
上
部
に
ス
コ
リ
ア
が
点
在
す
る
例
が
あ
る
こ
と
か
ら
富
士
宮
市
域
に
お

け
る
中
期
と
後
期
の
境
界
と
し
て
扱
う
。

　
遺
跡
の
分
布
は
前
期
ま
で
と
同
様
、
潤
井
川
流
域
・
芝
川
流
域
・
富
士
根
地

域
に
集
中
す
る
が
、
さ
ら
に
上
流
ま
で
進
出
す
る
。
星
山
丘
陵
で
は
、
丘
陵
面

が
浸
食
さ
れ
た
谷
や
安
居
山
低
地
な
ど
に
も
進
出
す
る
。

　
中
期
前
葉
の
遺
跡
は
、
関
東
地
方
の
遺
物
が
出
土
す
る
こ
と
が
多
い
。
中
期

中
葉
に
な
る
と
、
中
部
山
地
の
影
響
を
受
け
た
遺
跡
が
多
く
な
る
。
特
に
、
芝

川
流
域
で
は
ほ
と
ん
ど
の
遺
跡
で
中
部
山
地
の
遺
物
が
出
土
す
る
よ
う
に
な

る
。
ま
た
、
富
士
根
地
域
で
は
関
東
地
方
と
中
部
山
地
の
遺
物
が
混
在
し
て
出

土
す
る
よ
う
に
な
り
、
星
山
丘
陵
で
は
関
東
地
方
、
中
部
山
地
に
加
え
東
海
地

方
の
影
響
を
受
け
た
遺
跡
が
現
れ
る
。
中
期
後
葉
に
は
そ
れ
ま
で
分
布
が
な

か
っ
た
高
地
や
山
間
地
へ
の
進
出
が
確
認
さ
れ
る
。
芝
川
流
域
で
は
、
千
居
遺

跡
・
上か

み

谷が
や

戸と

遺
跡
（
猪い

之の

頭か
し
ら

）
な
ど
、
潤
井
川
流
域
で
も
不
確
実
な
が
ら
北
山

で
確
認
さ
れ
る
。
ま
た
、
稲
子
川
流
域
で
も
確
認
さ
れ
る
。

　
千
居
遺
跡
や
上
谷
戸
遺
跡
は
、
富
士
川
か
ら
芝
川
の
沿
岸
に
連
な
る
遺
跡
の

延
長
に
あ
る
。
富
士
川
・
芝
川
の
よ
う
な
大
・
中
河
川
は
山
梨
県
境
や
八
ヶ
岳

山
麓
に
至
る
手
段
と
し
て
使
わ
れ
た
こ
と
を
示
す
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
た

だ
し
、
こ
の
時
期
に
高
地
に
進
出
し
た
遺
跡
は
、
中
期
末
ま
で
の
短
期
間
で
断

絶
し
て
し
ま
う
。
千
居
遺
跡
は
そ
の
典
型
で
あ
る
。

　
千
居
遺
跡
は
、
中
部
山
地
の
土
器
が
出
土
す
る
大
規
模
な
集
落
で
、
一
〇
棟

前
後
の
竪
穴
住
居
跡
が
構
成
す
る
「
ム
ラ
」
が
、
千
居
ス
コ
リ
ア
に
埋
も
れ
て

存
続
で
き
な
く
な
り
放
棄
さ
れ
た
後
、
集
落
の
上
に
全
長
四
〇
m
以
上
の
列
石

が
二
列
作
ら
れ
た
様
子
が
確
認
さ
れ
て
い
る
（
写
真
１−

９
）。
広
場
を
囲
む

住
居
群
と
の
境
に
結
界
と
し
て
設
け
ら
れ
た
遺
構
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
富

士
山
の
方
向
を
向
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
火
山
活
動
を
意
識
し
た
可
能
性
も
あ

る
。
住
居
址
の
上
に
配
石
を
築
い
た
例
は
、
滝
戸
遺
跡
・
峯み

ね

石い
し

遺
跡
で
も
確
認

さ
れ
、千
居
遺
跡
と
同
様
の
時
期
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、こ
の
時
期
は
、

関
東
で
確
認
さ
れ
る
の
と
同
様
に
富
士
宮
市
域
で
も
多
く
の
遺
跡
が
衰
え
る
。

そ
の
理
由
と
し
て
千
居
遺
跡
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
火
山
活
動
の
影
響
も
考
え
ら

れ
る
が
、
遺
跡
・
層
準
ご
と
の
出
土
遺
物
の
推
移
を
と
ら
え
る
こ
と
で
、
静
岡

県
内
や
全
国
の
で
き
ご
と
と
の
関
係
が
よ
り
一
層
鮮
明
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
。
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縄
文
時
代
後
期
（
約
四
五
〇
〇
年
前
～
三
二
〇
〇
年
前
）

　
気
候
の
寒
冷
化
は
進
み
、
中
期
に
中
部
や
関
東
に
広
が
っ
た
ク
リ
林
の
文
化

は
衰
退
し
、
中
部
山
地
の
遺
跡
数
が
中
期
に
比
べ
激
減
す
る
。
遺
跡
の
減
少
は

全
国
で
も
確
認
さ
れ
、
北
海
道
東
部
で
は
ほ
と
ん
ど
遺
物
が
発
見
さ
れ
な
く
な

る
。
海
岸
線
の
後
退
は
東
北
地
方
・
関
東
地
方
・
中
国
四
国
地
方
の
遺
跡
立
地

に
変
化
を
も
た
ら
し
、
高
台
か
ら
低
湿
地
遺
跡
や
低
地
遺
跡
に
変
化
す
る
。
中

期
後
半
か
ら
出
現
し
た
配
石
遺
構
は
東
北
地
方
を
中
心
に
大
規
模
な
環
状
列
石

な
ど
の
巨
石
文
化
に
つ
な
が
る
。
呪
術
的
・
祭
祀
的
な
遺
物
が
東
北
地
方
を
中
心

に
増
加
す
る
。
後
期
後
半
に
は
、文
化
圏
が
再
編
さ
れ
新
た
な
土
器
も
現
れ
る
。

　
県
内
発
見
の
時
期
別
遺
跡
数
は
三
四
九
遺
跡
に
減
少
す
る
。
中
期
末
か
ら
の

遺
跡
数
の
減
少
の
影
響
は
特
に
東
部
で
著
し
く
、
中
・
西
部
の
三
分
の
一
程
度

ま
で
激
減
し
た
。
一
方
、
中
・
西
部
を
中
心
に
長
期
間
継
続
す
る
拠
点
集
落
が

営
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
弥
生
時
代
に
つ
な
が
る
。

　
富
士
宮
市
域
の
遺
跡
数
は
減
少
し
、
六
二
遺
跡
と
な
る
。
遺
物
の
包
含
層
は

黒
褐
色
土
層
（
黒
ボ
ク
、
図
１−

３
⑦
）
で
、
三
一
五
〇
年
前
に
噴
出
し
た
と

考
え
ら
れ
る
大
沢
ス
コ
リ
ア
（
本
章
第
一
節
）
が
包
含
層
か
ど
う
か
は
現
時
点

で
は
明
確
で
は
な
い
。
遺
跡
の
分
布
は
中
期
と
同
様
で
あ
る
が
、
関
東
地
方
の

遺
物
が
出
土
す
る
よ
う
に
な
る
。
約
四
〇
〇
〇
年
前
を
境
に
、
滝
戸
遺
跡
（
写

真
１−

10
）・
大お

お

中な
か

里ざ
と

坂さ
か

下し
た

遺
跡
な
ど
で
出
土
す
る
遺
物
が
減
少
し
、
そ
れ
以

外
の
遺
跡
は
途
絶
す
る
。
富
士
宮
市
域
に
お
け
る
遺
跡
の
減
少
に
つ
い
て
は
、

関
東
地
方
や
中
部
山
地
で
顕
著
に
表
れ
た
気
候
変
動
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
集
落
立
地
の
変
化
に
よ
る
低
地
へ
の
進
出
も
起
き
て
お
り
、
富
士
山
南

～
西
麓
で
は
、
浮う

き

島し
ま

沼ぬ
ま

方
面
へ
の
移
動
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
ほ
か
火
山
活
動

の
影
響
の
可
能
性
も
あ
る
が
、
い
ま
の
と
こ
ろ
明
ら
か
で
は
な
い
。

写真１−９　上空から見た千居遺跡（赤破線の部分が大規模な列石・北東方面が富士山）

遺物の出土状況
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縄
文
時
代
晩
期
（
約
三
二
〇
〇
年
前
～
二
四
〇
〇
年
前
）

　
縄
文
時
代
晩
期
は
、
沿
岸
部
な
ど
の
一
部
を
除
く
ほ
と
ん
ど
の
地
域
で
衰
退

が
み
ら
れ
る
。
衰
退
の
原
因
は
寒
冷
化
に
よ
り
食
料
と
し
て
利
用
し
て
い
た
植

物
が
減
少
し
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
特
に
中
部
山
地
で
は
植
物
食
に
依
存
し

て
い
た
た
め
影
響
を
強
く
受
け
た
と
思
わ
れ
る
。
一
方
、
関
東
地
方
南
部
で
は

海
岸
地
帯
に
遺
跡
が
集
中
す
る
よ
う
に
な
る
こ
と
か
ら
、
環
境
変
化
に
応
じ
立

地
を
変
え
る
こ
と
で
生
活
手
段
の
変
更
を
試
み
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
県
内
発
見
の
時
期
別
遺
跡
数
は
一
八
四
遺
跡
に
激
減
す
る
。
静
岡
県
域
全
体

で
減
少
す
る
中
で
も
特
に
東
部
に
お
い
て
著
し
く
減
少
す
る
。

　
富
士
宮
市
域
で
も
激
減
し
、
縄
文
時
代
晩
期
と
さ
れ
て
い
る
遺
跡
数
は
八
遺

跡
と
な
る
。
包
含
層
は
調
査
の
少
な
さ
も
相
ま
っ
て
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
現

状
で
は
大
沢
ス
コ
リ
ア
の
前
後
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
（
図
１−

３
⑧
）。

ま
た
、
大
沢
ス
コ
リ
ア
よ
り
上
位
は
、
ほ
と
ん
ど
の
遺
跡
で
耕
作
に
よ
る
か
く

乱
な
ど
を
受
け
て
お
り
情
報
が
少
な
い
。
後
期
か
ら
維
持
さ
れ
た
遺
跡
が
継
続

す
る
ほ
か
、
晩
期
前
半
に
若
干
回
復
す
る
が
、
晩
期
中
頃
に
は
ほ
と
ん
ど
途
絶

す
る
。
潤
井
川
流
域
で
は
、潤
井
川
の
屈
曲
点
の
段
丘
上
に
大お

お

中な
か

里ざ
と

坂さ
か

上う
え

遺
跡・

大
中
里
坂
下
遺
跡
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
大
中
里
坂
下
遺
跡
は
、
後
期
か
ら
継

続
す
る
遺
跡
で
、
石
剣
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。
芝
川
流
域
で
は
、
芝
川
中
流

域
の
段
丘
上
に
柚ゆ

野の

和わ

平だ
い
ら

遺
跡
が
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
未
調
査
の
た
め
詳
し

い
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
富
士
根
地
域
で
確
認
さ
れ
た
辰た

つ

野の

遺
跡

で
は
、
石
器
の
ほ
か
ア
ク
セ
サ
リ
ー
も
出
土
し
て
い
る
（
写
真
１−

11
）。

　
富
士
宮
市
域
で
の
晩
期
末
の
遺
跡
数
の
減
少
は
、
大
沢
ス
コ
リ
ア
が
広
い
範

囲
に
厚
く
堆
積
し
た
こ
と
で
環
境
の
変
化
が
大
き
か
っ
た
こ
と
が
影
響
し
た
可

能
性
が
考
え
ら
れ
る
が
、
静
岡
県
東
部
地
域
に
お
け
る
遺
跡
数
の
減
少
と
の
関

係
は
明
確
で
は
な
い
。

遺物の出土状況

写真１−10　滝戸遺跡後期の出土遺物

写真１−11　辰野遺跡の発掘調査区と
　　　　　　出土遺物
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第
四
節
　
弥
生
時
代
（ 

二
四
〇
〇
年
前
～
一
八
〇
〇
年
前
）

　
弥
生
時
代
に
は
本
格
的
な
水
田
稲
作
が
開
始
さ
れ
、
金
属
の
使
用
や
機
織
り

の
開
始
な
ど
新
た
な
文
化
要
素
が
現
れ
る
。
水
田
経
営
の
た
め
指
導
者
の
も
と

で
集
団
と
し
て
の
結
び
つ
き
が
強
く
な
り
ム
ラ
が
形
成
さ
れ
、
ム
ラ
と
ム
ラ
は

土
地
や
水
な
ど
の
資
源
と
鉄
器
な
ど
の
道
具
を
め
ぐ
っ
て
争
い
、
や
が
て
統
一

さ
れ
て
各
地
に
小
さ
な
ク
ニ
が
生
ま
れ
、
小
さ
な
ク
ニ
は
さ
ら
に
集
散
を
繰
り

返
し
古
墳
時
代
に
続
く
。

　
弥
生
時
代
の
時
期
区
分
は
前
期
・
中
期
・
後
期
に
分
け
る
意
見
や
前
期
以
前

の
「
早
期
」
を
加
え
る
意
見
が
あ
る
。
開
始
時
期
は
、
約
二
四
〇
〇
年
前
と
す

る
意
見
の
ほ
か
、
九
州
で
水
田
稲
作
が
始
ま
っ
た
こ
ろ
の
土
器
に
付
着
し
た
炭

化
物
の
年
代
か
ら
約
二
九
〇
〇
年
前
（
藤
尾
ほ
か　
二
〇
〇
五
）
と
す
る
意
見

な
ど
い
く
つ
か
の
考
え
方
が
あ
る
。

　

富
士
宮
市
域
に
お
け
る
遺
物
包
含
層
は
大
沢
ス
コ
リ
ア
よ
り
上
位
で
あ
る

が
、
耕
作
に
よ
る
か
く
乱
な
ど
に
よ
る
影
響
を
受
け
て
お
り
明
ら
か
に
な
っ
て

い
な
い
。
包
蔵
地
数
は
全
国
で
は
三
万
八
八
九
九
遺
跡
、
静
岡
県
は
一
四
八
九

遺
跡
で
あ
る
。
富
士
宮
市
域
全
体
で
は
五
〇
遺
跡
で
あ
る
が
、
具
体
的
な
内
容

が
よ
く
分
か
ら
な
い
遺
跡
も
多
い
（
図
１−

８
）。

弥
生
時
代
前
期
か
ら
中
期

　
九
州
に
伝
わ
っ
た
稲
作
は
次
第
に
東
に
広
が
る
が
、
初
期
は
小
規
模
で
遺
跡

数
も
少
な
い
。
西
日
本
で
は
水
田
稲
作
に
適
し
た
平
野
の
中
心
部
に
立
地
す
る

一
方
、
尾お

張わ
り

平
野
で
は
土
器
形
式
に
よ
る
中
心
部
と
周
辺
部
の
住
み
分
け
が
み

ら
れ
る
。
東
日
本
で
も
縄
文
時
代
晩
期
後
半
か
ら
弥
生
時
代
中
期
初
め
ま
で
の

遺
跡
は
少
な
く
、
確
認
さ
れ
る
遺
跡
も
小
規
模
で
短
期
間
に
廃
絶
す
る
例
が
ほ

と
ん
ど
と
さ
れ
る
。
中
期
に
は
西
日
本
（
北
部
九
州
・
畿き

内な
い

・
瀬
戸
内
・
山
陰

な
ど
）
の
平
野
部
で
遺
跡
が
密
集
し
、環か

ん

濠ご
う

集
落
や
高
地
性
集
落
も
出
現
す
る
。

中
期
後
半
に
は
東
日
本
で
も
遺
跡
が
増
加
し
特
に
平
野
部
に
密
集
す
る
。一
方
、

東
北
地
方
で
も
遺
跡
は
増
加
す
る
が
増
え
方
は
ゆ
る
や
か
で
あ
る
。

　
稲
作
を
受
容
し
た
時
期
・
段
階
は
地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
。
静
岡
県
域
で
は

前
期
か
ら
影
響
を
受
け
、
紀
元
前
一
世
紀
頃
に
定
着
し
た
と
み
ら
れ
、
中
期
か

ら
丘
陵
や
台
地
の
裾
野
の
扇
状
地
や
小
河
川
に
沿
っ
た
高
台
に
水
田
稲
作
中
心

の
農
耕
集
落
と
み
ら
れ
る
遺
跡
が
現
れ
る
。弥
生
時
代
を
通
じ
て
遠と

お
と
う
み江
西
部（
天

竜
川
以
西
）、
遠
江
中
・
東
部
（
太
田
川
・
菊
川
流
域
）、
駿
河
西
部
（
大
井
川

か
ら
清
水
）、
駿
河
東
部
お
よ
び
伊
豆
（
富
士
川
以
東
）
の
四
つ
の
地
域
圏
に

分
か
れ
、
開か

い

析せ
き

谷こ
く

の
扇
状
地
か
ら
河
川
が
流
域
に
形
成
し
た
自
然
堤
防
上
な
ど

生
産
の
場
で
あ
る
水
田
の
適
地
に
広
が
っ
て
い
っ
た
（
静
岡
県　
一
九
九
四
）。

　
富
士
宮
市
域
で
の
弥
生
時
代
の
始
ま
り
は
前
述
の
と
お
り
大
沢
ス
コ
リ
ア
の

影
響
で
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い
。
前
期
の
遺
跡
は
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
確
認
さ

れ
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
渋し

ぶ

沢さ
わ

遺
跡
は
前
期
か
ら
始
ま
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
弥
生
時
代
中
期
の
遺
跡
立
地
は
縄
文
時
代
と
は
異
な
り
段
丘
上
で
も
よ
り
低

い
場
所
と
な
る
。
富
士
宮
市
域
の
遺
跡
数
は
五
遺
跡
で
、
潤
井
川
流
域
の
渋
沢

遺
跡
・
別べ

っ

所し
ょ

遺
跡
、
潤
井
川
支
流
の
風か

ざ

祭ま
つ
り

川
上
流
の
押お

し

出だ
し

遺
跡
な
ど
五
遺
跡
が

確
認
さ
れ
る
が
、
中
期
前
半
に
は
途
絶
え
て
し
ま
う
。

　

渋
沢
遺
跡
は
富
士
宮
市
域
の
弥
生
遺
跡
の
う
ち
で
最
も
早
く
現
れ
た
遺
跡

で
、
潤
井
川
流
域
の
潤
井
川
低
地
上
流
の
段
丘
上
に
立
地
す
る
（
写
真
１

−

12
）。
丘
陵
や
台
地
の
開
析
谷
の
扇
状
地
や
小
河
川
に
沿
っ
た
平
野
部
を
望
む

位
置
に
あ
り
、
水
田
に
近
く
自
然
の
災
害
を
避
け
や
す
い
と
い
う
静
岡
県
域
に

お
け
る
弥
生
時
代
前
半
の
立
地
の
特
徴
を
示
す
例
の
一
つ
と
さ
れ
る
（
静
岡
県　

一
九
九
四
）。
ま
た
、
稲
穂
を
摘
む
た
め
の
石
包
丁
な
ど
の
農
具
と
石せ

き

鏃ぞ
く

・
石せ

き

斧ふ

な
ど
の
狩
猟
具
が
同
時
に
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ご
く
初
期
の
農
耕
生

産
力
で
は
生
活
を
維
持
で
き
ず
狩
猟
・
採
集
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
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図１−８　弥生時代の主要な遺跡
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と
が
推
測
さ
れ
る
。

　
富
士
宮
市
域
で
は
弥
生
時
代
中
期
後
半
か
ら
遺
跡
が
途
切
れ
る
。
こ
の
要
因

に
つ
い
て
、
同
時
期
に
静
岡
県
東
部
で
は
低
地
へ
の
進
出
が
み
ら
れ
、
富
士
市

域
で
も
浮う

き

島し
ま

沼ぬ
ま

周
辺
の
遺
跡
が
低
地
に
進
出
す
る
（
藤
村　
二
〇
一
七
、
松
原　

一
九
九
二
）
こ
と
か
ら
、「
こ
の
地
域
で
最
初
の
水
田
耕
作
を
行
っ
た
渋
沢
の

人
々
は
、
耕
作
技
術
の
向
上
に
伴
っ
て
面
積
が
広
く
生
産
性
も
高
い
吉
原
方
面

の
低
湿
地
に
進
出
し
て
い
っ
た
」（
植
松　
一
九
七
一
）
と
す
る
意
見
が
あ
る
。

弥
生
時
代
後
期

　
弥
生
時
代
後
期
に
な
る
と
関
東
以
西
で
遺
跡
が
増
加
す
る
。
特
に
畿
内
の
弥

生
時
代
後
期
集
落
の
約
七
割
は
こ
の
時
期
か
ら
始
ま
る
。
中
期
ま
で
と
は
異
な

り
、
水
田
耕
作
に
は
不
向
き
な
台
地
地
帯
に
も
畑
作
を
基
盤
と
す
る
遺
跡
群
が

形
成
さ
れ
た
。

　
静
岡
県
域
で
は
丘
陵
上
の
集
落
に
代
わ
り
、
低
地
に
規
模
が
大
き
く
拠
点
と

な
る
よ
う
な
ム
ラ
が
営
ま
れ
る
。
二
世
紀
後
半
か
ら
三
世
紀
に
か
け
弥
生
時
代

の
遺
跡
数
は
増
加
し
、
紀
元
前
一
世
紀
か
ら
の
拠
点
集
落
以
外
に
も
有
力
な
ム

ラ
が
現
れ
る
。
東
部
で
も
、
愛
鷹
山
東
南
麓
な
ど
で
低
地
の
遺
跡
と
同
様
な
遺

跡
の
進
出
が
み
ら
れ
る
（
静
岡
県　
一
九
九
四
）。

　
富
士
宮
市
域
で
は
四
七
遺
跡
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
遺
跡
分
布
の
中
心
は
潤

井
川
流
域
で
、
潤
井
川
低
地
で
は
泉

い
ず
み

遺
跡
（
写
真
１−

13
）
が
確
認
さ
れ
る
。

後
半
に
は
、
潤
井
川
低
地
内
の
微
高
地
で
羽は

衣ご
ろ
こ
も

町ち
ょ
う

遺
跡
・
西に

し

町ま
ち

遺
跡
な
ど
が

確
認
さ
れ
る
。
ま
た
、
星
山
丘
陵
や
潤
井
川
を
望
む
高
台
で
も
滝た

き

戸ど

遺
跡
・
月つ

き

の
輪わ

上う
え

遺
跡
・
月つ

き

の
輪わ

平だ
い
ら

遺
跡
・
野の

中な
か

向む
か
い

原は
ら

遺
跡
な
ど
が
確
認
さ
れ
る
。
一
方
、

芝
川
流
域
で
も
中
流
域
に
柚ゆ

野の

辻つ
じ

遺
跡
・
猫ね

こ

沢ざ
わ

上か
み

谷が
や

戸と

遺
跡
な
ど
、
富
士
根
地

域
で
は
石い

っ

敷し
き

遺
跡
・
丸ま
る
が
い
と

ヶ
谷
戸
遺
跡
・
神か

ん

祖ぞ

遺
跡
な
ど
が
確
認
さ
れ
る
。

　
潤
井
川
低
地
で
確
認
さ
れ
た
遺
跡
が
短
期
間
で
途
絶
え
る
の
に
対
し
、
月
の

輪
平
遺
跡
な
ど
高
台
の
遺
跡
は
古
墳
時
代
ま
で
続
く
。
同
時
期
に
静
岡
県
域
で

写真１−12　渋沢遺跡の発掘現場と出土遺物
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は
高
台
へ
の
進
出
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
自
然
災
害
か
ら
の
逃
避
の
た
め
に

水
田
の
適
地
と
考
え
ら
れ
る
低
地
か
ら
高
台
に
移
動
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ

る
。
一
方
こ
れ
ら
の
遺
跡
は
、
環
濠
や
掘ほ

っ

立た
て

柱ば
し
ら

建た
て

物も
の

（
高
床
倉
庫
な
ど
）、
方ほ

う

形け
い

周し
ゅ
う

溝こ
う

墓ぼ

な
ど
が
確
認
さ
れ
る
こ
と
、
同
時
期
の
東
九
州
大
野
川
流
域
、
南
九

州
シ
ラ
ス
台
地
、
南み

な
み

信し
な

濃の

伊い

那な

谷だ
に

な
ど
に
畑
作
を
基
盤
と
す
る
遺
跡
群
が
形
成

さ
れ
た
こ
と
か
ら
畑
作
を
基
盤
と
す
る
遺
跡
群
の
可
能
性
も
あ
る
。

写真１−13　泉遺跡の発掘の様子と出土遺物
泉遺跡では再々の洪水に見舞われた中で、集落が再構築されたことが分かっている。
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第
五
節
　
古
墳
時
代
（
一
八
〇
〇
年
前
～
一
三
〇
〇
年
前
）

　
古
墳
時
代
は
首
長
な
ど
の
墓
で
あ
る
墳
墓
の
築
造
が
特
色
で
、
水
田
稲
作
を

基
礎
に
手
工
業
生
産
や
流
通
が
発
達
し
、
よ
り
大
き
な
権
力
を
持
っ
た
豪
族
が

各
地
に
出
現
し
た
。
本
稿
で
は
前
・
中
・
後
の
三
期
に
区
分
す
る
。

　
包
蔵
地
数
は
全
国
で
は
二
〇
万
七
八
二
三
遺
跡
、
静
岡
県
で
は
二
〇
二
九
遺

跡
で
あ
る
。
富
士
宮
市
域
の
遺
跡
数
は
一
一
九
遺
跡
と
さ
れ
て
い
る
が
、
三

遺
跡
は
誤
認
、
五
遺
跡
は
古
墳
時
代
で
は
な
い
可
能
性
が
あ
る
（
図
１−

9
）。

ま
た
、
そ
の
う
ち
二
〇
遺
跡
は
古
墳
ま
た
は
古
墳
群
で
あ
る
（
表
１

−
３
）。

遺
跡
の
包
含
層
は
、
大
沢
ス
コ
リ
ア
よ
り
上
位
で
あ
る
が
弥
生
時
代
同
様
に
か

く
乱
な
ど
を
受
け
て
い
る
た
め
、
時
期
別
の
包
含
層
は
特
定
で
き
な
い
。

図１−９　古墳時代の主要な遺跡

表１−３　主な古墳と時期　　○確実　　△可能性あり

地 域 名　　称 前 期 中 期 後 期

潤
井
川
流
域

富
士
根
地
域

朝霧高原

中里古墳
南原古墳
滝戸遺跡
塚本古墳
月の輪法印塚古墳
南部谷戸古墳群
滝戸一号墳
別所１号墳
別所稲荷塚古墳
藪塚古墳
別所蛇塚古墳
大室古墳
神祖山ノ神古墳
神祖２号墳
神祖３号墳
寺内山ノ神古墳
虚空蔵社古墳
元村山古墳
若宮古墳群
姥穴古墳

　
　
　
△
△

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
△
　
△

　
　

　
　
△　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

△
△
〇
　
　
　
〇　
△
△
△
△
〇
〇
〇
〇
〇
〇
　
△
　



161

前
期
（
三
～
四
世
紀
）

　
三
世
紀
後
半
頃
に
前
方
後
円
墳
が
成
立
し
大
型
古
墳
の
造
営
が
始
ま
る
。
静

岡
県
で
最
古
の
古
墳
は
、
三
世
紀
半
ば
ご
ろ
に
出
現
し
、
四
世
紀
に
か
け
て

磐い
わ

田た

原ば
ら

台
地
（
前
方
後
方
墳
か
ら
前
方
後
円
墳
に
移
行
）・
静
岡
（
前
方
後
円

墳
）・
清
水
（
前
方
後
方
墳
か
ら
前
方
後
円
墳
に
移
行
）・
愛あ

し

鷹た
か

山
麓
（
前
方
後

方
墳
）
で
大
型
古
墳
が
作
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
地
域
で
は
首
長
層
の
成
長
の
基

盤
と
な
る
経
済
的
に
安
定
し
た
農
耕
社
会
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
（
静
岡
県　

一
九
九
四
）。

　
富
士
宮
市
域
の
遺
跡
数
は
古
墳
を
含
め
て
、
六
八
遺
跡
で
弥
生
時
代
後
期
よ

り
増
加
す
る
。
富
士
宮
扇
状
地
で
は
、
中
期
以
降
も
続
く
浅
間
大
社
遺
跡
を
中

心
に
連れ

ん

雀じ
ゃ
く

町ち
ょ
う

遺
跡
や
城し

ろ

山や
ま

遺
跡
が
確
認
さ
れ
、
こ
の
時
期
か
ら
平
地
に
進
出
を

始
め
た
こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
、
潤
井
川
流
域
で
は
、
高
台
に
滝た

き

戸ど

遺
跡
や
月つ

き

の
輪わ

平だ
い
ら

遺
跡
群
、
低
地
に
泉
遺
跡
な
ど
が
現
れ
、
中
流
の
自
然
堤
防
上
や
北
山

に
も
進
出
す
る
。
芝
川
流
域
で
は
、
羽は

鮒ぶ
な

丘
陵
西
斜
面
や
中
流
域
の
柚ゆ

野の

地
区

で
遺
跡
が
確
認
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
上
流
の
田
貫
湖
畔
で
も
長ち

ょ
う

者じ
ゃ

ヶが

原は
ら

Ｂ
遺

跡
が
確
認
さ
れ
る
。
長
者
ヶ
原
Ｂ
遺
跡
は
、
狩
猟
に
関
す
る
拠
点
と
考
え
ら
れ

る
が
、
甲
府
盆
地
を
結
ぶ
ル
ー
ト
開
発
の
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
富
士

根
地
域
で
は
丸ま

る
が
い
と

ヶ
谷
戸
遺
跡・石い

っ

敷し
き

遺
跡
な
ど
が
続
く
と
と
も
に
、
寺じ

内な
い

遺
跡・

木き

ノの

行ぎ
ょ
う

寺じ

遺
跡
な
ど
新
た
な
遺
跡
も
現
れ
る
。

　
こ
の
う
ち
、
丸
ヶ
谷
戸
遺
跡
で
は
、
高
床
式
倉
庫
や
竪
穴
住
居
跡
と
と
も
に

古
墳
時
代
初
頭
に
造
営
さ
れ
た
前
方
後
方
形
周し

ゅ
う

溝こ
う

墓ぼ

が
確
認
さ
れ
た
（
写
真
１

−

14
）。
前
方
後
方
型
周
溝
墓
は
古
墳
と
は
異
な
り
弥
生
文
化
の
伝
統
を
引
き

継
ぐ
埋
葬
施
設
で
、
主
に
濃の

う

尾び

平
野
で
造
営
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
東

海
地
方
の
影
響
が
強
く
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
長
軸
方
向
が
富
士
山

頂
を
指
す
こ
と
か
ら
、
富
士
山
と
の
関
り
も
考
え
ら
れ
る
。

　
富
士
宮
市
域
で
は
、
低
地
に
進
出
し
た
遺
跡
は
短
期
間
で
途
絶
え
る
。
こ
の

こ
と
は
、
後
述
の
古
墳
造
営
が
少
な
い
こ
と
と
も
関
連
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

写真１−14　丸ヶ谷戸遺跡の前方後方周溝墓
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一
方
で
、
水
田
稲
作
に
不
向
き
な
高
台
で
は
遺
跡
が
継
続
す
る
。
そ
の
理
由
と

し
て
は
、
畑
作
の
技
術
向
上
に
よ
る
耕
作
可
能
域
の
拡
大
、
狩
猟
・
採
集
生
活

へ
の
回
帰
、
商
品
作
物
の
導
入
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

　
前
期
に
造
営
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
古
墳
は
四
基
あ
る
が
、
確
実
な
も
の
は

な
い
。
近
接
す
る
平
野
部
（
静
岡
・
清
水
・
愛
鷹
山
麓
）
で
は
大
型
古
墳
を
造

営
す
る
勢
力
が
成
長
し
た
の
に
対
し
、
富
士
宮
市
域
で
は
低
地
に
進
出
し
た
遺

跡
が
短
期
間
で
途
絶
え
る
よ
う
に
勢
力
成
長
の
背
景
と
な
る
水
田
稲
作
が
可
能

な
土
地
が
少
な
か
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。

古
墳
時
代
中
期
（
五
世
紀
）

　
中
期
に
な
る
と
、
墳
丘
規
格
の
共
有
が
政
治
的
結
び
つ
き
の
印
と
し
て
用
い
ら

れ
、
墳
丘
も
巨
大
化
す
る
。
静
岡
県
内
で
は
、
畿き

内な
い

系
の
大
型
前
方
後
円
墳
や

大
型
円
墳
が
造
ら
れ
、
首
長
層
の
階
層
差
も
現
れ
る
（
静
岡
県　
一
九
九
四
）。

富
士
宮
市
域
の
遺
跡
数
は
四
遺
跡
で
、
遺
跡
数
は
前
期
に
比
べ
て
一
〇
分
の
一

以
下
に
減
少
す
る
。

　

こ
の
時
期
に
は
、
潤
井
川
流
域
・
芝
川
流
域
・
富
士
根
地
域
で
は
集
落
な

ど
（
古
墳
以
外
）
の
遺
跡
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
一
方
、
富
士
宮
扇
状
地
に

は
、
浅
間
大
社
遺
跡
と
北き

た

神か
ん

田だ

遺
跡
が
本
格
的
に
進
出
す
る
。
特
に
北
神
田
遺
跡

は
、
中
世
以
降
の
建
設
に
よ
る
破
壊
を
受
け
、
残
存
部
分
も
多
く
が
未
確
認
で

あ
る
が
、古
墳
時
代
中
期
の
大
集
落
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
（
写
真
１−

15
）。

こ
の
周
辺
は
、
現
在
地
に
富
士
山
本
宮
浅
間
大
社
が
造
営
さ
れ
る
以
前
か
ら

の
居
住
地
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
中
期
に
造
営
さ
れ
た
古
墳
は
、

南な
ん
ぶ
が
や
と

部
谷
戸
古
墳
群
に
可
能
性
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
ほ
か
は
明
確
で
は
な
い
。

写真１−15　北神田遺跡発掘現場と出土遺物
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古
墳
時
代
後
期
（
六
～
七
世
紀
）

　
全
国
で
は
古
墳
時
代
後
期
に
入
る
と
前
方
後
円
墳
は
一
斉
に
姿
を
消
し
、
古

墳
が
規
模
縮
小
さ
れ
構
造
も
大
き
く
変
わ
る
。
山
間
部
や
離
島
に
ま
で
小
規
模

な
古
墳
が
築
か
れ
群
集
墳
も
造
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
七
世
紀
前
半
に
は
群
集

墳
も
衰
退
す
る
。
静
岡
県
内
で
も
古
墳
か
ら
群
集
墳
に
移
行
し
た
の
ち
、
七

世
紀
中
頃
に
は
遠と

お
と
う
み江
で
群
集
墳
の
築
造
が
一
斉
に
中
止
さ
れ
、
例
外
的
に
わ

ず
か
に
築
造
す
る
段
階
に
入
り
、
八
世
紀
に
は
県
下
全
域
で
消
滅
す
る
（
静

岡
県　
一
九
九
四
）。
富
士
山
は
時
折
ス
コ
リ
ア
や
溶
岩
を
噴
出
し
、
大お

お

淵ぶ
ち

ス

コ
リ
ア
が
雌お

鹿が

塚づ
か

遺
跡
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
（
松
原　

一
九
九
二
）
が
、富
士
宮
市
域
へ
の
影
響
を
示
す
資
料
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。

　
富
士
宮
市
域
の
遺
跡
数
は
古
墳
を
含
め
二
〇
遺
跡
で
あ
る
。
富
士
根
地
域
や

安あ

居ご

山や
ま

低
地
な
ど
に
古
墳
が
分
布
し
、
住
居
址
は
富
士
宮
扇
状
地
や
富
士
根
地

域
に
散
在
す
る
。

　

富
士
宮
市
域
の
後
期
と
み
ら
れ
る
古
墳
は
一
五
基
あ
る
が
、
破
壊
な
ど
で

内
容
が
わ
か
ら
な
い
も
の
が
多
い
。
こ
の
う
ち
別べ

っ

所し
ょ

一
号
墳
は
昭
和
五
九
年

（
一
九
八
四
）・
六
二
年
（
一
九
八
七
）
に
副
葬
品
調
査
が
行
わ
れ
、
そ
の
内
容

か
ら
被
葬
者
は
ム
ラ
の
長
ク
ラ
ス
の
一
族
で
あ
り
、
金
銅
製
の
馬
具
で
飾
ら
れ

た
飾
馬
や
金
銅
製
の
飾
太
刀
を
盛
装
に
用
い
、
多
く
の
玉
類
や
耳
管
で
身
を

飾
り
多
量
の
武
具
を
持
っ
て
ム
ラ
人
を
支
配
す
る
武
人
と
し
て
い
る
（
植
松　

一
九
九
三
、
写
真
１−
16
）。

  

富
士
宮
市
域
に
お
け
る
後
期
古
墳
は
、
中
里
古
墳
の
よ
う
に
所
在
が
分
か
ら

な
い
古
墳
や
消
滅
し
て
い
る
古
墳
が
あ
り
、
こ
れ
ら
以
外
に
も
記
録
さ
れ
な
い

ま
ま
消
滅
し
た
古
墳
の
情
報
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

ま
た
、
古
墳
に
対
し

住
居
址
が
少
な
い
傾
向
も
あ
り
、
北
神
田
遺
跡
の
よ
う
に
扇
状
地
の
下
に
埋
も

れ
発
見
さ
れ
て
い
な
い
遺
跡
の
存
在
も
考
え
ら
れ
る
。

写真１−16　別所 1 号墳から出土した遺物

銀
ぎん

象
ぞう

嵌
がん

の鍔
つば

玉類

耳管
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第
六
節
　
古
代
・
中
世
に
お
け
る
自
然
と
人
の
関
わ
り

　

文
字
に
よ
る
記
録
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
古
代
・
中
世
に
お
い
て
も
、

自
然
と
人
は
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
を
結
ん
で
き
た
。
史
料
は
限
ら
れ
る
が
、
そ

の
中
か
ら
、
自
然
と
人
の
関
わ
り
が
見
え
る
も
の
を
い
く
つ
か
取
り
上
げ
、

紹
介
す
る
。

古
代
の
富
士
山
噴
火
と
浅
間
神
社

　

古
代
以
降
に
お
け
る
富
士
山
噴
火
は
、
天
応
元
年
（
七
八
一
）
の
噴
火
を

は
じ
め
と
し
て
、
複
数
回
記
録
さ
れ
て
い
る
（
第
一
編
第
一
章
第
四
節
）。
中

で
も
貞じ

ょ
う

観が
ん

六
～
八
年
（
八
六
四
～
八
六
六
）
に
発
生
し
た
貞
観
の
噴
火
は
大

規
模
な
噴
火
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
様
子
は
『
日
本
三
代
実
録
』
な

ど
の
史
料
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
そ
れ
に
よ
る
と
、富
士
山
噴
火
の
報
告
は
、貞
観
六
年
五
月
二
五
日
（
八
六
四

年
七
月
二
日
）
に
駿
河
国
か
ら
届
け
ら
れ
た
。
そ
の
勢
い
は
甚
だ
し
く
、
地

震
も
伴
い
、
一
〇
日
余
り
経
っ
て
も
静
ま
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
本

栖
湖
に
は
溶
岩
が
流
れ
込
ん
だ
と
し
て
い
る
。
同
年
七
月
（
八
月
）
に
は
甲か

斐い

国
か
ら
も
噴
火
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
剗せ

の
海う

み

に
溶

岩
が
流
れ
込
ん
だ
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
貞
観
七
年
（
八
六
五
）
に
は
、

甲
斐
国
八や

つ

代し
ろ

郡
に
浅
間
明
神
祠
を
立
て
る
と
い
う
記
事
が
あ
る
。
浅
間
神
社

は
富
士
山
の
噴
火
を
鎮
め
る
た
め
に
祀
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

浅
間
神
社
の
一
つ
に
山
宮
浅
間
神
社
が
あ
る
。
こ
の
神
社
は
富
士
山
頂
か

ら
流
れ
出
た
青
沢
溶
岩
流
の
末
端
に
位
置
す
る
（
第
一
編
第
一
章
第
四
節
）。

現
在
、
神
社
の
本
殿
に
あ
た
る
場
所
に
建
物
は
な
く
、
溶
岩
礫れ

き

を
積
み
上
げ

た
石せ

き

塁る
い

に
よ
っ
て
区
画
さ
れ
た
空
間
が
あ
る
（
写
真
１−

17
）。
こ
れ
は
、
富

士
山
を
直
接
拝
む
た
め
の
遥よ

う

拝は
い

所じ
ょ

と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
石
列
が

残
さ
れ
て
お
り
、
祭さ

い

祀し

に
お
け
る
神
官
ら
の
座
席
を
示
す
も
の
と
さ
れ
て
い

写真１−17　山宮浅間神社の石塁と富士山

写真１−18　山宮浅間神社発掘調査の出土遺物図１−10　山宮浅間神社発掘調査図面
赤破線の箇所が石塁。

富士山の富士山の
方角方角
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る
（
宮
地
・
廣
野　
一
九
二
九
）。

　
山
宮
浅
間
神
社
で
は
、
史
跡
整
備
に
伴
い
複
数
回
の
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
て

い
る
（
図
１−

10
）。
調
査
で
は
、
一
二
～
一
五
世
紀
の
土は

師じ

器き

（
素
焼
き
の
土

器
）
の
破
片
が
多
数
出
土
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
祭
礼
の
際
に
使
用
さ
れ
、
そ

の
場
に
廃
棄
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
他
、
中
国
産
の
陶
磁
器

や
国
産
陶
器
の
破
片
も
出
土
し
て
い
る
（
写
真
１−

18
）。
石
塁
は
出
土
遺
物
か

ら
、
一
二
世
紀
こ
ろ
に
構
築
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
階
段

状
遺
構
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。

『
吾あ

妻づ
ま

鏡か
が
み

』
に
見
る
自
然
と
人
の
関
係

　
鎌
倉
幕
府
初
代
将
軍
の
源み

な
も
と
の
よ
り
と
も

頼
朝
は
、
建
久
四
年
五
月
（
一
一
九
三
年
六
月
）

よ
り
富
士
山
の
麓
で
巻
狩
を
催
し
た
。
巻
狩
の
最
中
、
頼
朝
の
嫡
男
・
頼よ

り

家い
え

が

初
め
て
鹿
を
射
止
め
た
。
そ
の
後
、
こ
の
日
の
狩
は
中
止
し
、
晩
に
な
り
、
そ

の
場
所
で
山
神
・
矢
口
な
ど
を
祀ま

つ

っ
た
。
矢
口
と
は
、
武
家
の
男
児
が
初
め
て

獲
物
を
射
た
際
の
儀
式
で
あ
る
。
鎌
倉
時
代
の
歴
史
書
『
吾
妻
鏡
』
に
は
、
そ

の
儀
式
の
様
子
が
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。

　
建
仁
三
年
六
月
（
一
二
〇
三
年
七
月
）、
二
代
目
将
軍
と
な
っ
て
い
た
頼
家

も
ま
た
、
父
・
頼
朝
に
な
ら
い
、
富
士
山
の
麓
で
巻
狩
を
催
し
た
。
そ
の
際
、

頼
家
は
仁に

っ

田た

忠た
だ

常つ
ね

に
命
じ
て
人ひ

と

穴あ
な

を
探
検
さ
せ
た
。
人
穴
は
富
士
山
の
犬い

ぬ

涼す
ず

み

山
溶
岩
流
の
中
に
形
成
さ
れ
た
溶
岩
ト
ン
ネ
ル
で
あ
る
（
第
一
編
第
一
章
第
四

節
、
写
真
１−

19
）。

　
『
吾
妻
鏡
』に
よ
る
と
、忠
常
は
重
宝
の
御
剣
を
賜
り
、主
従
六
人
で
穴
に
入
っ

た
。
し
か
し
、
日
が
暮
れ
て
も
戻
ら
ず
、
翌
日
に
帰
っ
て
き
た
。
忠
常
の
報
告

に
よ
る
と
、
主
従
は
狭
い
穴
の
中
で
引
き
返
す
こ
と
が
で
き
ず
、
奥
へ
進
む
と
、

大
き
な
河
に
行
き
着
い
た
。
そ
こ
で
火
の
光
に
当
た
り
、
河
の
向
こ
う
に
奇
特

が
見
え
る
と
、
郎ろ

う

従じ
ゅ
う

四
人
が
た
ち
ま
ち
死
亡
し
た
と
い
う
。
忠
常
は
霊
の
教
え

に
従
い
、
御
剣
を
河
に
投
げ
入
れ
、
生
き
て
帰
っ
て
き
た
と
い
う
。

写真１−19　人穴入口
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そ
の
後
、
古
老
に
聞
い
た
と
こ
ろ
、
人
穴
は
浅せ

ん

間げ
ん

大だ
い

菩ぼ

薩さ
つ

の
御
在
所
で
、
今

回
の
こ
と
は
恐
る
べ
き
こ
と
だ
と
語
っ
た
と
い
う
。
富
士
山
の
神
仏
（
浅
間
大
菩

薩
）と
人
穴
を
結
び
つ
け
る
信
仰
が
当
時
か
ら
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

富
士
海の

苔り

　
中
世
以
降
、
駿
河
国
か
ら
の
献
上
品
や
贈
答
品
と
し
て
、
富
士
海
苔
が
史
料

に
出
て
く
る
。
こ
れ
は
芝
川
の
渓
流
に
繁は

ん

茂も

す
る
淡
水
産
緑り

ょ
く

藻そ
う

の
一
種
で
、
清

涼
な
流
水
で
な
い
と
繁
茂
し
な
い
。
芝
川
海
苔
と
も
呼
ば
れ
る（
写
真
１−

20
）。

古
く
は
鎌
倉
時
代
、
上
野
の
南な

ん

条じ
ょ
う

時と
き

光み
つ

が
身
延
（
現
山
梨
県
）
の
日
蓮
に
「
か

わ
の
り
」
を
贈
っ
た
事
が
知
ら
れ
て
い
る
。

　
室
町
時
代
の
永
享
二
年
（
一
四
三
〇
）、
時
の
室
町
幕
府
将
軍
・
足あ

し

利か
が

義よ
し

教の
り

は
駿

河
国
守
護
・
今い

ま

川が
わ

範の
り

政ま
さ

に
対
し
て
、
富
士
海
苔
を
贈
ら
れ
た
こ
と
へ
の
礼
を
述
べ

て
い
る
。
ま
た
、
富
士
山
本
宮
浅
間
大
社
（
浅
間
大
社
）
の
大だ

い

宮ぐ
う

司じ

で
あ
る
富ふ

士じ

氏し

も
こ
の
富
士
海
苔
を
贈
答
品
と
し
て
活
用
し
て
い
た
。
永
享
六
年（
一
四
三
四
）

と
推
定
さ
れ
て
い
る
管か

ん

領れ
い

細ほ
そ

川か
わ

持も
ち

之ゆ
き

書し
ょ

状じ
ょ
う

写
か
ら
、
富
士
海
苔
や
伊
豆
海
苔
の

お
礼
と
し
て
、
太
刀
一
腰
が
富
士
大
宮
司
へ
贈
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
戦
国
時
代
の
公
家
・
三さ

ん

条じ
ょ
う

西に
し

実さ
ね

隆た
か

の
歌
集
『
再さ

い

昌し
ょ
う

草そ
う

』
に
は
、
中な

か

御の
み

門か
ど

宣の
ぶ

胤た
ね

か
ら
富
士
海
苔
を
贈
ら
れ
た
時
の
も
の
と
し
て
、
宣
胤
の
和
歌
と
実
隆
の
返
歌

が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
実
隆
の
返
歌
は
、「
音
に
き
く　
富
士
の
し
は
川　
し

は
し
は
も　
け
に
う
へ
も
な
き　
法の

り

の
あ
ち
は
ひ
」
と
あ
り
、
富
士
海
苔
と
そ

の
産
地
で
あ
る
芝
川
が
京
都
で
も
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
後
の
天
文

四
年
（
一
五
三
五
）、
実
隆
は
後
奈
良
天
皇
に
富
士
海
苔
を
献
上
し
て
い
る
。

　

そ
の
他
、
戦
国
時
代
の
記
録
で
は
、
弘
治
二
～
三
年
（
一
五
五
六
～

一
五
五
七
）
に
駿
河
国
に
下げ

向こ
う

し
た
山や

ま

科し
な

言と
き

継つ
ぐ

は
、寿じ

ゅ

桂け
い

尼に

（
今
川
氏う

じ

親ち
か

の
妻
）

や
御
黒
木
（
言
継
の
養
母
で
寿
桂
尼
の
姉
妹
）
か
ら
富
士
海
苔
を
贈
ら
れ
て
い

る
。
京
都
か
ら
下
っ
て
き
た
公
家
へ
の
土
産
と
し
て
も
活
用
さ
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
。

写真１−20　現在の富士海苔（芝川海苔）
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戦
国
時
代
の
風か

ざ

祭ま
つ
り

神
事

　
浅
間
大
社
で
は
、
風
祭
と
呼
ば
れ
る
神
事
が
行
わ
れ
て
い
た
。
風
祭
と
は
、

農
耕
儀
礼
の
一
種
で
、
風
を
収
め
て
五ご

穀こ
く

豊ほ
う

穣じ
ょ
う

を
祈
る
神
事
で
あ
る
。
現
在
、

風
祭
川
の
潤
井
川
と
の
合
流
地
点
付
近
（
富
丘
小
学
校
の
北
側
）
に
は
、女
石・

男
石
な
ど
と
名
前
の
付
い
た
石
が
あ
り
、
祭
壇
の
位
置
を
示
す
と
も
言
わ
れ
て

い
る
（『
富
丘
村
誌
』、
写
真
１−

21
）。

　
古
文
書
で
は
戦
国
時
代
か
ら
記
述
を
確
認
で
き
、天
文
二
一
年（
一
五
五
二
）、

今
川
義よ

し

元も
と

が
春し

ゅ
ん

長ち
ょ
う

に
対
し
て
四よ

ん

和お

尚し
ょ
うと
風
祭
を
安あ

ん

堵ど

し
、
怠
り
な
く
務
め
る
よ

う
指
示
し
て
い
る
。
弘
治
三
年
（
一
五
五
七
）
の
今
川
義
元
朱
印
状
で
は
、
風

祭
の
費
用
で
あ
る
風
祭
神
事
米
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
。そ
れ
に
よ
る
と
、

西
は
潤
井
川
、
東
は
伊
豆
国
と
の
境
ま
で
の
範
囲
で
、
寺
社
や
不ふ

入に
ゅ
う

の
印
判
を

持
つ
者
で
あ
っ
て
も
関
係
な
く
集
め
る
よ
う
に
と
指
示
し
て
い
る
。

　

天
文
・
弘
治
年
間
は
、
今
川
氏
が
相
模
国
の
北
条
氏
と
の
争
い
（
河か

東と
う

一い
ち

乱ら
ん

）
を
経
て
、
富
士
川
以
東
の
河
東
地
域
の
支
配
を
安
定
化
さ
せ
て
い
く
時
期

と
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
背
景
を
ふ
ま
え
、
風
祭
神
事
米
が
広
範
な
地
域
か

ら
徴
収
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
浅
間
大
社
の
神
事
で
あ
る
風
祭
が
、
今
川
氏
領

国
全
体
に
関
わ
る
神
事
に
変
わ
っ
た
た
め
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
（
大
久
保　

一
九
八
六
）。

写真１−21　風祭川
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第
二
章

近
世
〜
現
代
：
自
然
の
活
用
と
防
災

第
一
節
　
富
士
宮
を
襲
う
自
然
災
害
と
そ
の
対
策

　
古
来
よ
り
富
士
宮
の
大
地
を
襲
っ
た
自
然
災
害
は
、
風
水
害
・
土
砂
災
害
・

火
山
災
害
・
地
震
災
害
な
ど
多
種
多
様
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
発
生
史
は
、
先

史
時
代
に
お
い
て
は
地
形
や
堆
積
物
な
ど
の
物
的
証
拠
、
歴
史
時
代
に
お
い

て
は
物
的
証
拠
に
加
え
て
文
献
史
料
や
絵
画
史
料
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で

き
る
。

　

第
一
編
第
一
章
に
お
い
て
、
大
雨
に
よ
る
土
石
流
や
富
士
山
か
ら
流
れ
た

溶
岩
な
ど
が
積
み
重
な
り
、
さ
ら
に
は
大
地
震
と
と
も
に
富
士
川
河
口
断
層

帯
の
活
断
層
群
が
動
い
て
山
や
丘
陵
を
隆
起
さ
せ
な
が
ら
、
富
士
宮
の
大
地

が
現
在
の
形
に
な
っ
た
こ
と
が
語
ら
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
個
々
の
自
然

災
害
に
対
し
て
先
史
時
代
の
人
々
が
何
を
思
い
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
の

か
は
想
像
の
域
を
出
な
い
。
大お

お

鹿し
か

窪く
ぼ

遺
跡
や
千せ

ん

居ご

遺
跡
の
集
石
遺
構
か
ら
、

物
言
わ
ぬ
人
々
の
火
山
へ
の
畏
怖
の
念
を
わ
ず
か
に
感
じ
る
の
み
で
あ
る
（
本

編
第
一
章
）。

　

歴
史
時
代
に
入
っ
て
も
、
富
士
宮
市
域
に
お
け
る
古
代
・
中
世
の
災
害
記

録
は
乏
し
く
、
富
士
山
の
八
六
四
年
貞じ

ょ
う

観が
ん

噴
火
や
、
一
一
世
紀
の
不
動
沢
・

日に
っ

沢さ
わ

火
口
の
噴
火
の
具
体
的
被
害
や
防
災
対
応
の
記
録
は
見
当
た
ら
な
い
。

青
沢
溶
岩
流
の
末
端
上
に
建
て
ら
れ
た
山
宮
浅
間
神
社
の
遥よ

う

拝は
い

所
に
、
や
は

り
火
山
災
害
へ
の
畏
怖
と
鎮
静
へ
の
願
い
が
感
じ
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
（
第

一
編
第
一
章
第
四
節
、
本
編
第
一
章
第
六
節
）。

　
物
的
な
証
拠
と
し
て
約
一
〇
〇
〇
年
前
の
土
石
流
に
埋
も
れ
た
「
白
糸
神じ

ん

代だ
い

杉
」
が
大
倉
川
の
上
流
域
か
ら
発
見
さ
れ
た
が
（
和
田
ほ
か 

一
九
九
〇
）、

そ
れ
に
対
応
し
た
被
害
記
録
も
知
ら
れ
て
い
な
い
。
な
お
、
白
糸
神
代
杉
の
実

物
標
本
は
、
富
士
宮
市
役
所
白
糸
出
張
所
・
富
士
宮
市
立
西
富
士
図
書
館
に
展

示
さ
れ
て
い
る
。

　
元
弘
元
年
（
一
三
三
一
）
の
大
地
震
で
富
士
宮
市
域
の
南
東
に
隣
接
す
る
富

士
市
入
山
瀬
に
あ
っ
た
感か

ん

応の
う

山ざ
ん

滝り
ゅ
う

泉せ
ん

寺
の
大だ

い

伽が

藍ら
ん

が
崩
壊
し
た
と
伝
え
る
史
料

（
静
岡
市
内
の
感
応
寺
の
寺
記
、
日
蓮
宗
宗
学
全
書
の
日に

っ

朝ち
ょ
う

上し
ょ
う

人に
ん

伝
記
な
ど
）

が
あ
る
が
（
都
司・佐
々
木
一
九
九
六
）、信
頼
す
べ
き
同
時
代
の
史
料
が
な
く
、

他
地
域
の
記
録
が
な
い
地
震
の
た
め
、震
源
や
規
模
な
ど
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

　
ま
た
、
本
章
第
二
節
で
述
べ
る
よ
う
に
、
一
〇
〇
～
二
〇
〇
年
に
一
度
程
度

の
頻
度
で
南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
繰
り
返
さ
れ
、
富
士
宮
市
域
が
強
い
揺
れ
に
襲

わ
れ
て
い
た
こ
と
も
間
違
い
な
い
が
、
具
体
的
な
被
害
を
語
る
史
料
は
見
出
さ

れ
て
い
な
い
。近
世
以
降
に
多
数
の
被
害
記
録
が
残
る
風
水
害
や
土
砂
災
害（
本

章
第
四
節
で
述
べ
る
雪ゆ

き

代し
ろ

も
含
む
）
も
た
び
た
び
発
生
し
て
い
た
は
ず
だ
が
、

そ
の
記
録
も
現
存
し
て
い
な
い
。

　
富
士
宮
市
域
で
の
信
頼
す
べ
き
被
害
記
録
が
現
存
す
る
災
害
は
、
一
七
世
紀

後
半
以
降
の
も
の
で
あ
る
（
表
２−

１
）。
そ
の
う
ち
の
主
要
な
も
の
を
年
代
順

に
解
説
す
る
。

近
世

　
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
に
橋は

し

上か
み

集
落
（
内う

つ

房ぶ
さ

）
の
外
れ
に
建
て
ら
れ
た
墓ぼ

碑ひ

に
は
三
つ
の
時
期
に
分
け
て
名
前
が
刻
ま
れ
、
付
近
を
襲
っ
た
三
度
の
災
害
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（
寛
文
一
三
年〈
一
六
七
三
〉、宝
永
四
年〈
一
七
〇
七
〉、安
政
元
年〈
一
八
五
四
〉）

の
犠
牲
者
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
（
若
林　
一
九
九
六
）。
こ
の
う
ち
宝
永
四
年

（
一
七
〇
七
）
と
安
政
元
年
（
一
八
五
四
）
の
も
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
宝
永
地
震

と
安
政
東
海
地
震
に
伴
っ
て
発
生
し
た
白し

ら

鳥と
り

山
崩
壊
の
犠
牲
者
と
み
ら
れ
て
い

る
（
本
章
第
二
節
、
第
三
節
）。
一
方
、
寛
文
一
三
年
（
一
六
七
三
）
の
二
人

の
犠
牲
者
に
つ
い
て
は
、
同
年
に
該
当
す
る
地
震
は
知
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
豪

雨
に
よ
る
土
砂
災
害
な
ど
別
の
原
因
に
よ
る
死
者
と
み
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　
白
鳥
山
は
宝
永
二
年
六
月
（
一
七
〇
五
年
八
月
）
の
豪
雨
で
も
南
斜
面
が
崩

壊
し
、
南
麓
の
境
川
沿
い
の
塩し

ょ

出で

集
落
（
内
房
）
で
死
者
三
五
人
を
出
す
災
害

を
起
こ
し
て
い
る
（
本
章
第
三
節
）。

　
宝
永
四
年
一
〇
月
四
日
（
一
七
〇
七
年
一
〇
月
二
八
日
）
に
南
海
ト
ラ
フ
で

発
生
し
た
宝
永
地
震
（
Ｍ
八・
七
）
と
翌
日
の
大
余
震
で
は
富
士
宮
が
大
き
な

被
害
を
受
け
る
と
と
も
に
、白
鳥
山
の
東
斜
面
が
崩
壊
し
て
当
時
の
長な

が

貫ぬ
き

村（
長

貫
）
が
土
砂
で
埋
ま
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
富
士
川
の
せ
き
止
め
と
決
壊
が
起

き
た
（
本
章
第
二
節
、
第
三
節
）。
続
い
て
同
地
震
の
四
九
日
後
の
宝
永
四
年

一
一
月
二
三
日
（
一
七
〇
七
年
一
二
月
一
六
日
）
か
ら
富
士
山
宝
永
噴
火
が
始
ま

り
、そ
の
様
子
が
富
士
宮
か
ら
目
撃
さ
れ
た（
第
一
編
第
一
章
第
四
節
コ
ラ
ム
）。

　
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
に
芝
川
流
域
の
村
々
の
連
名
で
、
上
井
出
の
上
流

に
砂す

な

除よ
け

堤づ
つ
み

と
呼
ば
れ
る
堤
防
を
再
建
さ
せ
て
ほ
し
い
と
の
願
書
が
韮に

ら

山や
ま

代
官
所

に
提
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
身
か
ら
、
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
と
文
化
元

年（
一
八
〇
四
）に
芝
川
流
域
が
大
沢
崩
れ
を
源
と
す
る
土
石
流
の
被
害
に
あ
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
地
元
の
人
々
が
堤
防
を
築
く
こ
と
に
よ
っ
て
土
石

流
を
制
御
し
よ
う
と
し
て
い
た
事
実
も
わ
か
る
（
若
林  

二
〇
〇
二
、
本
章
第

五
節
）。

　
天て
ん
保ぽ
う
五
年
四
月
八
日
（
一
八
三
四
年
五
月
一
六
日
）
の
豪
雨
に
よ
っ
て
、
富

士
宮
を
含
む
富
士
山
麓
の
広
域
で
市
街
地
に
ま
で
被
害
が
及
ぶ
大
規
模
な
雪
代

災
害
（
天
保
雪
代
）
が
発
生
し
た
（
本
章
第
四
節
）。
雪
代
は
ス
ラ
ッ
シ
ュ
雪な

だ
れ崩

と
も
呼
ば
れ
、
雪
・
氷
・
水
・
土
砂
が
入
り
混
じ
っ
て
高
速
で
流
れ
下
る
危
険

な
現
象
で
、
富
士
山
で
は
古
来
よ
り
恐
れ
ら
れ
て
き
た
。
山
梨
県
富
士
吉
田
市

付
近
で
は
中
世
の
発
生
記
録
も
知
ら
れ
て
い
る
が
、
静
岡
県
側
で
の
被
害
記
録

は
こ
の
事
例
が
初
と
な
る
。

　
嘉
永
七
年
（
安
政
元
年
）
一
一
月
四
日
（
一
八
五
四
年
一
二
月
二
三
日
）
に

南
海
ト
ラ
フ
で
生
じ
た
安
政
東
海
地
震
（
Ｍ
八・
四
）
に
よ
っ
て
、
富
士
宮
市

域
は
広
い
範
囲
で
大
き
な
被
害
を
受
け
た
（
本
章
第
二
節
）。
そ
の
際
に
も
白

鳥
山
が
崩
壊
し
た
結
果
、
富
士
川
の
せ
き
止
め
と
決
壊
が
起
き
、
死
者
を
出
す

災
害
と
な
っ
た
（
本
章
第
三
節
）。

近
現
代

　
富
士
宮
市
域
を
襲
う
自
然
災
害
は
、
明
治
以
降
も
た
び
た
び
生
じ
た
。
中
で

も
風
水
害
が
圧
倒
的
な
数
を
占
め
、
梅
雨
前
線
や
台
風
の
シ
ー
ズ
ン
に
な
る
と

毎
年
の
よ
う
に
起
き
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
（
表
２−

１
）。
そ
の
被
災
地
は

主
と
し
て
潤
井
川
・
芝
川
・
富
士
川
の
流
域
で
あ
っ
た
。
特
に
潤
井
川
の
洪
水

が
多
い
の
は
、
流
域
面
積
が
広
く
、
富
士
山
か
ら
流
れ
出
る
多
く
の
川
が
合
流

し
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
大
沢
崩
れ
な
ど
か
ら
の
土
砂
流
出
も
さ
か
ん
な
た
め

に
本
格
的
な
治
水
対
策
が
と
り
に
く
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

　
一
九
六
〇
年
代
末
に
大
沢
崩
れ
と
そ
の
下
流
が
国
の
直ち

ょ
っ

轄か
つ

砂
防
地
と
な
り
、

特
に
上
井
出
付
近
を
中
心
と
し
た
砂
防
施
設
の
建
設
が
進
め
ら
れ
た
結
果
、
土

石
流
や
土
砂
流
出
の
被
害
が
市
街
地
に
ま
で
及
ぶ
こ
と
は
な
く
な
っ
た
（
本
章

第
四
節
）。
ま
た
、
昭
和
四
九
年
（
一
九
七
四
）
に
は
潤
井
川
の
洪
水
対
策
と

し
て
星ほ

し

山や
ま

放
水
路
、
芝
川
の
洪
水
対
策
と
し
て
大
倉
川
農
地
防
災
ダ
ム
が
そ
れ

ぞ
れ
完
成
し
（
本
章
第
五
節
）、
堤
防
の
整
備
や
河
川
改
修
な
ど
も
進
め
ら
れ

た
結
果
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
の
風
水
害
の
回
数
は
激
減
し
て
い
る
。

　
逆
に
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
が
、
雨
量
の
多
い
年
に
発
生
す
る
湧
水
の
増

加（
異
常
湧
水
）に
よ
る
被
害
で
、主
な
も
の
と
し
て
平
成
一
〇
年（
一
九
九
八
）
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と
平
成
二
三
～
二
四
年
（
二
〇
一
一
～
二
〇
一
二
）
の
事
例
が
あ
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
も
と
も
と
富
士
山
麓
は
、
そ
の
大
地
の
成
り
立
ち
に
よ
っ
て
も
た
ら

さ
れ
た
湧
水
が
豊
富
な
土
地
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
資
源
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
産

業
に
利
用
し
て
き
た
歴
史
を
も
つ
（
第
一
編
第
一
章
第
六
節
、
本
章
第
六
節
）。

　

一
八
五
四
年
安
政
東
海
地
震
後
の
富
士
宮
市
域
は
、
大
き
な
地
震
に
襲
わ

れ
る
こ
と
な
く
現
在
に
至
っ
た
。
プ
レ
ー
ト
境
界
型
地
震
と
し
て
生
じ
た

一
九
二
三
年
大
正
関
東
地
震
と
一
九
四
四
年
東
南
海
地
震
は
震
源
域
が
離
れ
て

い
た
の
で
、
宝
永
地
震
や
安
政
東
海
地
震
に
比
べ
て
軽
微
な
被
害
を
被
っ
た
だ

け
で
あ
っ
た
（
本
章
第
二
節
）。
し
か
し
な
が
ら
、
昭
和
五
一
年
（
一
九
七
六
）

に
な
る
と
駿
河
ト
ラ
フ
を
主
な
震
源
域
と
し
た
東
海
地
震
発
生
の
リ
ス
ク
が
表

面
化
し
、
昭
和
五
三
年
（
一
九
七
八
）
に
大
規
模
地
震
対
策
特
別
措
置
法
（
大

震
法
）
が
公
布
さ
れ
て
、
観
測
に
よ
る
予
知
を
前
提
と
し
た
巨
大
地
震
対
策
が

富
士
宮
市
も
含
む
静
岡
県
全
体
で
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
想
定
さ
れ
た
「
東
海
地
震
」
は
今
日
ま
で
発
生
せ
ず
、
前
回
の
プ

レ
ー
ト
境
界
型
地
震
で
あ
る
一
九
四
四
年
東
南
海
地
震
か
ら
八
〇
年
近
く
経
過

し
た
こ
と
か
ら
、
宝
永
地
震
の
よ
う
な
南
海
ト
ラ
フ
全
域
を
震
源
と
し
た
プ

レ
ー
ト
境
界
型
地
震
の
発
生
が
心
配
さ
れ
る
時
期
と
な
っ
た
。
そ
れ
に
加
え
て

当
初
は
楽
観
視
さ
れ
て
い
た
地
震
予
知
の
難
し
さ
も
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
き
た

こ
と
か
ら
、
令
和
元
年
（
二
〇
一
九
）
に
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
が
導
入

さ
れ
、
大
震
法
に
基
づ
く
東
海
地
震
の
警
戒
宣
言
の
発
出
は
事
実
上
停
止
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
一
方
、
富
士
山
は
宝
永
噴
火
以
来
三
一
五
年
に
わ
た
っ
て
噴
火
を
休
止
し
て

い
る
が
、
平
成
一
二
年
（
二
〇
〇
〇
）
秋
か
ら
翌
年
初
夏
に
か
け
て
富
士
山
の

地
下
深
部
で
火
山
活
動
に
起
因
す
る
と
み
ら
れ
る
低
周
波
地
震
が
多
発
し
た
た

め
、
噴
火
し
た
場
合
の
影
響
範
囲
を
想
定
し
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
初
版
）
が

平
成
一
六
年
（
二
〇
〇
四
）
に
整
備
さ
れ
た
（
本
章
第
七
節
）。
そ
の
後
、
平

成
二
三
年
（
二
〇
一
一
）
三
月
一
一
日
に
起
き
た
東
日
本
大
震
災
の
四
日
後
の

三
月
一
五
日
に
静
岡
県
東
部
地
震
（
Ｍ
六・
四
）
が
発
生
し
、
富
士
宮
市
役
所

で
震
度
六
強
を
記
録
す
る
と
と
も
に
、
富
士
宮
市
街
地
の
各
所
で
被
害
が
生
じ

た
（
本
章
第
二
節
）。
こ
の
地
震
が
富
士
山
の
噴
火
を
誘
発
す
る
の
で
は
と
の

懸
念
か
ら
平
成
二
四
年
（
二
〇
一
二
）
に
富
士
山
火
山
防
災
対
策
協
議
会
が
設

立
さ
れ
、平
成
二
七
年
（
二
〇
一
五
）
に
富
士
山
火
山
広
域
避
難
計
画
の
策
定
、

平
成
三
〇
年
（
二
〇
一
八
）
に
富
士
山
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
改
定
な
ど
の
防
災

対
策
が
進
め
ら
れ
て
い
る
（
本
章
第
七
節
）。

年  

月  

日

分

　類

内

　

　
容

167316761703.12.311705.8.51707.10.28

寛
文
一
三
年

土
砂
災
害
？

風
水
害

地
震
災
害

土
砂
災
害

地
震
・

　
土
砂
災
害

延
宝
四
年

元
禄
一
六
年

　
一
一
月
二
三
日

宝
永
二
年

　
六
月
一
六
日

宝
永
四
年

　
一
〇
月
四
日

白
鳥
山
の
崩
壊
？
に
よ
っ
て
橋
上
で
死
者
二
人
。

富
士
川
の
洪
水
で
長
貫
橋
流
出
。

元
禄
関
東
地
震

富
士
宮
市
内
で
大
き
な
揺
れ
を
感
じ
た
が
、
富
士
宮
市
域
の

被
害
に
つ
い
て
は
不
明
。

豪
雨
に
よ
り
白
鳥
山
の
南
斜
面
か
ら
崩
落
し
た
土
砂
が
境
川

を
せ
き
止
め
た
後
決
壊
し
、
下
流
の
塩
出
集
落
民
家
を
押
し

流
し
死
者
三
五
人
。

宝
永
地
震
と
白
鳥
山
崩
壊

富
士
宮
市
域
で
家
々
が
破
損
し
た
が
、
翌
朝
起
き
た
大
規
模

余
震
に
よ
っ
て
さ
ら
に
大
き
な
被
害
が
も
た
ら
さ
れ
、
多
数

の
家
屋
が
倒
壊
し
て
死
傷
者
多
数
。
白
鳥
山
の
東
斜
面
か
ら

崩
落
し
た
土
砂
が
対
岸
の
長
貫
村
を
襲
っ
て
二
二
人
を
死
亡

さ
せ
た
上
に
、
富
士
川
を
三
日
間
に
わ
た
り
せ
き
止
め
た
。

上
流
の
右
岸
に
あ
る
橋
上
で
死
者
八
人
。

表
２

−

１　

富
士
宮
市
域
の
自
然
災
害
史
年
表

文
献
を
参
考
に
整
理
。
富
士
宮
市
域
の
具
体
的
な
被
害
が
不

明
な
も
の
は
含
め
て
い
な
い
。
飢き

饉き
ん

・
疫
病
・
人
為
的
な
事

故
や
環
境
汚
染
は
省
略
。
な
お
、
風
水
害
と
土
砂
災
害
が
同

時
に
発
生
し
た
場
合
は
、
風
水
害
が
目
立
つ
も
の
を
「
風
水

害
」、土
砂
災
害
が
目
立
つ
も
の
を「
土
砂
災
害
」に
分
類
し
た
。
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年  

月  

日

分

　類

内

　

　
容

年  

月  

日

分

　類

内

　

　
容

1707.12.16

宝
永
四
年

　
一
一
月
二
三
日

火
山
災
害

富
士
山
宝
永
噴
火

富
士
山
南
東
山
腹
か
ら
爆
発
的
噴
火
が
一
六
日
間
に
わ
た
っ

て
継
続
し
、
大
量
の
火
山
礫
と
火
山
灰
が
東
麓
か
ら
南
関
東

の
広
い
範
囲
に
降
り
注
い
だ
が
、
富
士
宮
市
域
の
被
害
報
告

な
し
。

1862.1.12

文
久
元
年

　
一
二
月
十
三
日

大
火

内
房
字
峯
す
べ
て
延
焼
し
、
西
風
激
し
く
長
貫
に
も
飛
火
。

1865

慶
応
元
年

　
五
月
〜
八
月

風
水
害

雨
が
続
い
て
芝
川
地
方
の
作
物
に
甚
大
な
被
害
。

1873

明
治
六
年

　
一
〇
月

風
水
害

大
風
に
よ
り
大
石
寺
と
妙
蓮
寺
の
大
木
七
五
本
が
倒
木
。

1874

明
治
七
年

　
六
月
二
七
日

風
水
害

豪
雨
に
よ
り
芝
川
地
方
の
河
川
氾
濫
と
山
崩
れ
多
数
。
内
房

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
り

方
面
が
と
く
に
甚
大
で
祥
禅
寺
の
庫
裡
が
流
出
し
、
本
堂
も

破
損
。

18751877

明
治
八
年

　
五
月
一
四
日

大
火

初
音
町（
現
中
央
町
西
端
）か
ら
出
火
し
て
神
田（
現
大
宮
町
）

に
移
り
、
仲
宿
（
現
中
央
町
）・
連
雀
（
現
東
町
）
を
焼
き
、

三
枚
橋
（
現
東
町
）
で
鎮
火
。
二
五
〇
戸
焼
失
。

明
治
八
年

　
六
月

風
水
害

五
日
間
降
り
続
い
た
豪
雨
で
芝
川
地
方
の
各
河
川
が
増
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　き
ょ
う
り
ょ
う

し
、
田
畑
・
家
屋
・
橋
梁
な
ど
の
流
出
・
倒
壊
多
数
、
台
山

の
一
部
が
崩
壊
し
て
家
屋
が
埋
ま
り
、
死
者
六
人
。

明
治
八
年

　
九
月
一
一
日

大
火

立
宿（
現
宝
町
）か
ら
出
火
し
、寺
地（
現
西
町
）と
田
宿（
現

西
町
）
を
焼
き
、
西
新
町
（
現
宮
町
）
の
大
半
が
焼
失
。
二

三
〇
戸
焼
失
。

明
治
一
〇
年

　
一
〇
月

風
水
害

大
風
で
妙
本
寺
が
倒
壊
。

18811884

明
治
一
四
年

　
二
月
初
旬

大
火

新
立
町
か
ら
出
火
し
二
五
〇
戸
焼
失
。

明
治
一
四
年

　
八
月
一
日

　
　
・
九
月
一
三
日

風
水
害

二
度
の
豪
雨
に
よ
り
芝
川
地
方
の
河
川
が
氾
濫
し
、
家
屋
の

倒
壊
な
ど
の
被
害
。
死
者
多
数
。

明
治
一
七
年

　
二
月

風
水
害

暴
風
雨
に
よ
り
岳
麓
一
帯
が
大
災
害
。

1885

明
治
一
八
年

　
三
月
二
八
日

大
火

新
立
町
か
ら
出
火
し
て
寺
地
町
・
松
山
町
・
田
宿
町
に
延
焼
、

全
焼
一
〇
一
戸
、
半
焼
一
〇
戸
。

1891

明
治
二
四
年

　
六
月
五
日

　
　
　
〜
六
日

風
水
害

暴
風
雨
が
起
き
、
ミ
カ
ン
大
に
達
す
る
直
径
を
も
つ
厚
さ

　
　
　
　
　
　
　こ
う
ひ
ょ
う

一
〇
㎝
降
雹
に
よ
っ
て
下
稲
子
・
鳥
並
・
下
柚
野
・
大
鹿
窪

以
南
に
大
き
な
作
物
被
害
。

1730

享
保
一
五
年

干
害

夏
の
日
照
り
に
よ
り
内
房
の
藍
畑
に
被
害
。

1782

天
明
二
年

土
砂
災
害

土
石
流
に
よ
っ
て
芝
川
流
域
に
被
害
。

1804 ～ 1782

天
明
二
年

　
〜
文
化
元
年

土
砂
災
害
対
策

大
沢
に
砂
除
堤
を
設
置
し
芝
川
流
域
の
被
害
を
防
止
。

1804

文
化
元
年

土
砂
災
害

砂
除
堤
の
人
為
的
破
壊
（
伝
聞
に
よ
れ
ば
潤
井
川
流
域
の

村
々
の
仕
業
）
に
よ
っ
て
流
れ
込
ん
だ
土
石
流
に
よ
っ
て
芝

川
流
域
に
被
害
。

1805

文
化
二
年

土
砂
災
害
対
策

芝
川
流
域
の
村
々
が
大
沢
の
砂
除
堤
の
再
建
を
韮
山
代
官
に

願
い
出
る
。

1828

文
政
一
一
年

　
六
月

風
水
害

大
洪
水
に
よ
り
神
田
川
埋
没
。

1834

天
保
五
年

冷
害

富
士
郡
山
手
の
村
々
で
作
物
被
害
。

1834.5.16

天
保
五
年

　
四
月
八
日

土
砂
災
害

天
保
雪
代

富
士
山
の
ほ
ぼ
全
域
で
発
生
し
た
雪
代
に
よ
っ
て
富
士
山
麓

の
各
地
に
被
害
。
雪
代
は
現
在
の
富
士
宮
市
街
地
ま
で
到
達

し
、
潤
井
川
や
伝
法
用
水
ま
で
流
入
し
て
被
害
を
拡
大
。

1851

嘉
永
四
年

 

六
月

風
水
害

大
暴
風
雨
に
よ
り
多
数
の
家
屋
が
流
失
し
、
農
作
物
が
ほ
と

ん
ど
全
滅
。

1854.12.23

安
政
元
年

 

一
一
月
四
日

地
震
・

　
土
砂
災
害

安
政
東
海
地
震
と
白
鳥
山
崩
壊

神
田
町
で
全
壊
家
屋
多
数
。
精
進
川
村
で
被
害
が
大
き
く
、

家
屋
の
全
壊
一
七
〇
戸
、
半
壊
一
〇
六
戸
を
数
え
、
五
人
の

死
者
。
富
丘
で
も
家
屋
な
ど
に
被
害
。
白
鳥
山
が
崩
壊
し
、

そ
の
土
砂
が
富
士
川
を
せ
き
止
め
、
橋
上
で
死
者
六
人
。

1856.9.23

安
政
三
年

　
八
月
二
五
日

風
水
害

暴
風
雨
に
よ
り
大
宮
町
で
二
四
〇
戸
の
家
屋
被
害
（
う
ち
倒

壊
一
四
、
大
破
一
一
六
）
の
ほ
か
寺
院
倒
壊
二
、
堂
宮
大
破

一
五
。
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年  

月  

日

分

　類

内

　

　
容

年  

月  

日

分

　類

内

　

　
容

1920

大
正
九
年

　
一
月
二
三
日

大
火

初
音
町
か
ら
出
火
し
、
神
田
・
仲
宿
・
南
神
田
（
現
大
宮
町
）・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　さ
い

緑
町
（
現
中
央
町
）
を
焼
失
。
罹
災
家
屋
一
二
六
戸
。

1928

昭
和
三
年

　
三
月
二
一
日

林
野
火
災

稲
子
で
山
林
火
災
、
四
〇
〇
町
歩
焼
失
。

1929

昭
和
四
年

　
一
一
月
一
四
日

風
水
害

暴
風
に
よ
っ
て
芝
富
地
区
で
家
屋
三
八
〇
戸
が
倒
壊
、
五
一

〇
戸
が
被
害
。
稲
作
の
被
害
も
甚
大
。

1934

昭
和
九
年

　
九
月
二
〇
日

　
　
〜
二
一
日

風
水
害

室
戸
台
風
に
よ
り
橋
梁
流
失
、
倒
木
な
ど
被
害
甚
大
。

1935

昭
和
一
〇
年

　
九
月
二
四
日

　
　
〜
二
五
日

風
水
害

台
風
に
よ
り
各
地
で
河
川
が
増
水
し
、
水
害
発
生
。
内
房
橋

が
流
出
。

1936

昭
和
一
一
年

　
一
月
二
〇
日

林
野
火
災

上
井
出
の
山
林
原
野
二
〇
〇
町
歩
焼
失
。

1932

昭
和
七
年

　
四
月
二
一
日

　
　
〜
二
二
日

大
火

大
宮
町
大
火

二
一
日
午
後
八
時
四
〇
分
頃
に
栄
町
か
ら
出
火
し
七
時
間
燃

え
続
け
、
被
害
は
神
田
川
を
境
と
し
た
東
方
一
帯
の
一
五
町

に
及
ぶ
。
住
宅
一
一
〇
二
戸
焼
失
（
当
時
の
総
戸
数
の
四
分

の
一
余
り
）。
死
者
四
人
、
負
傷
者
九
八
人
、
罹
災
人
数
四

九
一
四
人
。
大
宮
町
役
場
・
警
察
署
・
郵
便
局
・
登
記
所
な

ど
も
ほ
ぼ
焼
失
。

昭
和
七
年

　
一
一
月
一
四
日

風
水
害

台
風
に
よ
り
、
富
士
宮
市
で
全
壊
九
六
戸
、
半
壊
三
九
一
戸

（
富
士
郡
で
死
者
四
人
、
全
壊
七
三
六
戸
、
半
壊
八
九
〇
戸
）。

柚
野
小
学
校
の
校
舎
が
倒
壊
。

1923

大
正
一
二
年

　
九
月
一
日

地
震
災
害

大
正
関
東
地
震
（
関
東
大
震
災
）

富
士
郡
下
で
死
者
二
人
、
負
傷
者
九
人
、
家
屋
の
全
壊
一
七

戸
、
半
壊
八
九
戸
の
被
害
が
あ
っ
た
。
富
士
宮
市
域
で
は
家

屋
や
土
蔵
の
損
壊
、
石
垣
や
鳥
居
の
崩
壊
、
石
造
物
の
転
倒
、

畑
の
地
割
れ
な
ど
の
被
害
。
日
本
絹
糸
紡
績
大
宮
工
場
で
死

者
二
人
、
負
傷
者
数
人
と
の
情
報
あ
り
。
芝
川
地
方
で
も
家

屋
半
壊
四
戸
、
非
家
屋
の
大
破
、
石
垣
・
墓
石
の
崩
壊
な
ど

の
被
害
。

1926

大
正
一
五
年

　
三
月
二
九
日

林
野
火
災

上
井
出
の
山
林
か
ら
出
火
し
、
四
四
〇
町
歩
焼
失
。

大
正
一
五
年

　
七
月
〜
八
月

干
害

干
ば
つ
に
よ
り
富
士
郡
で
枯
死
し
た
稲
が
三
割
を
超
え
る
。

1897

明
治
三
〇
年

　
九
月
九
日

風
水
害

暴
風
雨
に
よ
り
芝
川
や
稲
子
川
が
増
水
し
、
道
路
・
田
畑
が

被
害
。

1900190319041905

明
治
三
三
年

　
八
月
こ
ろ

風
水
害

大
雨
が
続
き
、
芝
川
地
区
の
洪
水
と
山
崩
れ
に
よ
り
相
沼
で

一
家
三
人
が
圧
死
。

明
治
三
三
年

　
九
月
二
七
日

　
　
〜
二
八
日

風
水
害

暴
風
雨
に
よ
り
稲
子
小
学
校
の
校
舎
一
棟
と
家
屋
納
屋
一
七

戸
が
全
壊
し
た
ほ
か
半
壊
一
六
戸
と
農
作
物
に
被
害
。

明
治
三
六
年

　
九
月
一
九
日

風
水
害

鷹
岡
付
近
で
竜
巻
が
発
生
し
、
富
士
根
で
消
滅
。
富
士
郡
の

死
者
三
人
、
住
宅
全
壊
一
二
戸
。

明
治
三
七
年

　
五
月
〜
六
月

風
水
害

芝
川
地
方
で
四
〇
日
間
長
雨
が
続
き
、畑
作
物
が
ほ
ぼ
全
滅
。

明
治
三
七
年

　
七
月
一
〇
日

風
水
害

大
雨
に
よ
っ
て
芝
川
が
氾
濫
し
、
大
鹿
窪
・
下
柚
野
・
西
山

久
保
河
原
な
ど
で
家
屋
や
寺
の
浸
水
や
流
出
、
橋
梁
も
流
出

し
、尾
崎
で
死
者
一
人
。稲
子
川
も
出
水
し
、上
稲
子
で
被
害
。

月
台
小
学
校
の
屋
根
破
損
と
校
庭
隣
地
の
土
砂
崩
れ
。

明
治
三
八
年

　
六
月

風
水
害

六
月
一
日
か
ら
二
九
日
ま
で
の
長
雨
に
よ
っ
て
芝
川
地
方
の

農
作
物
に
甚
大
な
被
害
。

1907

明
治
四
〇
年

　
七
月
一
三
日

風
水
害

一
一
〜
一
五
時
半
に
二
〇
一
㎜
の
豪
雨
が
あ
り
、
各
地
で
洪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き  

か
つ

水
と
山
崩
れ
。
芝
川
・
飢
渇
川
・
神
田
川
・
潤
井
川
が
氾
濫
。

富
士
郡
で
死
者
一
九
人
、
行
方
不
明
六
人
、
全
壊
三
八
戸
、

床
上
浸
水
一
一
九
二
戸
。
長
貫
で
山
崩
れ
埋
没
七
戸
。
道
路

や
橋
の
破
損
が
多
数
。

1908

明
治
四
一
年

　
七
月
一
五
日

　
　
〜
一
六
日

風
水
害

富
士
郡
下
の
河
川
が
氾
濫
し
、
堤
防
の
決
壊
、
橋
や
家
屋
の

流
失
が
多
く
、
死
者
一
一
人
、
床
上
浸
水
六
三
九
戸
の
被
害
。

1910

明
治
四
三
年

　
七
月
〜
九
月

風
水
害

長
雨
が
続
い
て
各
地
の
河
川
が
氾
濫
し
、
稲
瀬
川
や
境
川
の

下
流
地
域
で
田
畑
流
出
。

1912

明
治
四
五
年

風
水
害

長
雨
に
よ
っ
て
芝
川
地
方
で
稲
作
の
被
害
。

1918

大
正
七
年

　
九
月
二
四
日

風
水
害

暴
風
雨
に
よ
っ
て
芝
川
地
方
の
農
作
物
に
多
大
な
被
害
。

1919

大
正
八
年

　
九
月
一
四
日

　
　
〜
一
六
日

風
水
害

暴
風
雨
に
よ
っ
て
芝
川
地
方
の
家
屋
に
大
き
な
被
害
が
生

じ
、
家
屋
全
壊
二
〇
戸
、
半
壊
一
九
戸
、
浸
水
四
六
戸
、
橋

梁
流
出
八
カ
所
、
破
損
九
カ
所
、
道
路
流
出
六
カ
所
、
破
損

一
五
カ
所
に
及
ぶ
。
上
稲
子
の
堤
防
・
橋
梁
の
ほ
と
ん
ど
が

流
出
。
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月  
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　類

内

　

　
容

年  

月  

日

分

　類

内

　

　
容

1962

昭
和
三
七
年

　
八
月
二
六
日

風
水
害

台
風
に
よ
り
、
富
士
宮
市
で
床
上
浸
水
三
〇
戸
、
床
下
浸
水

三
一
戸
の
被
害
が
あ
っ
た
ほ
か
、
ケ
ー
ブ
ル
浸
水
に
よ
り
電

話
線
六
三
回
線
が
不
通
。

1963

昭
和
三
八
年

　
七
月
二
日

風
水
害

床
下
浸
水
一
〇
〇
戸
。

1966

昭
和
四
一
年

　
九
月
二
五
日

風
水
害

台
風
二
六
号
に
よ
り
、
重
軽
傷
者
四
一
人
、
家
屋
全
壊
六
六

戸
、
半
壊
二
五
六
戸
、
非
家
屋
全
壊
二
八
五
戸
、
半
壊
二
五

七
戸
の
被
害
が
あ
っ
た
。
一
部
破
損
は
家
屋
非
家
屋
を
合
わ

せ
る
と
二
〇
〇
〇
戸
に
達
し
、
特
に
市
街
地
の
被
害
が
大
。

芝
川
地
区
で
は
、
家
屋
全
壊
九
戸
、
半
壊
三
四
戸
、
一
部
損

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

ひ
え  

く   

ぼ

壊
二
〇
〇
戸
を
数
え
、
特
に
稗
久
保
で
の
被
害
が
大
。

1959

昭
和
三
四
年

　
八
月
一
四
日

風
水
害

台
風
七
号
に
よ
り
瞬
間
最
大
風
速
四
二
m
を
記
録
し
、
富
士

宮
市
の
死
者
一
人
、
負
傷
者
一
二
人
、
家
屋
の
全
壊
五
三
戸
、

半
壊
お
よ
び
破
損
は
一
七
〇
〇
戸
。

昭
和
三
四
年

　
九
月
二
六
日

風
水
害

伊
勢
湾
台
風
に
よ
り
、
家
屋
全
壊
五
戸
、
半
壊
二
三
戸
、
床

下
浸
水
二
戸
の
被
害
。
芝
川
地
区
で
も
全
壊
二
戸
、
半
壊
三

戸
。

1961

昭
和
三
六
年

　
六
月
二
三
日

　
　
〜
二
九
日

風
水
害

山
岳
地
方
で
五
〇
〇
〜
七
〇
〇
㎜
の
雨
量
が
あ
り
、
精
進
川

で
芝
川
が
決
壊
、
上
野
地
区
・
上
井
出
地
区
に
多
大
の
被
害
。

昭
和
三
六
年

　
一
二
月
二
一
日

　
　
　
〜
二
二
日

風
水
害

低
気
圧
に
よ
る
豪
雨
に
よ
っ
て
乙
女
町
（
現
大
宮
町
）・
日

の
出
町
（
現
弓
沢
町
）・
松
山
町
（
現
西
町
）
な
ど
で
一
二

〇
戸
に
床
下
浸
水
。

1964

昭
和
三
九
年

　
七
月
二
二
日

　
〜
八
月
一
九
日

干
害

芝
川
地
方
で
約
一
カ
月
間
ほ
と
ん
ど
降
雨
が
な
く
農
作
物
の

被
害
甚
大
。

昭
和
三
九
年

　
九
月
二
五
日

風
水
害

台
風
二
〇
号
に
よ
り
、
北
山
地
区
で
家
屋
崩
壊
そ
の
ほ
か
の

被
害
。

1969

昭
和
四
四
年

土
砂
災
害
対
策

国
が
大
沢
崩
れ
の
直
轄
砂
防
事
業
に
着
手
。

昭
和
四
四
年

　
八
月
四
日

　
　
〜
五
日

風
水
害

台
風
七
号
に
よ
り
、
市
の
西
部
北
部
に
降
雨
量
が
多
く
、
市

内
の
各
地
で
河
川
が
増
水
し
、
床
上
浸
水
一
〇
戸
、
床
下
浸

水
九
九
戸
の
被
害
。
ま
た
、
道
路
・
農
作
物
の
被
害
が
甚
大
。

1938

昭
和
一
三
年

　
六
月
二
八
日

　
〜
七
月
五
日

風
水
害

台
風
の
影
響
で
八
日
間
に
わ
た
り
豪
雨
が
続
き
、
被
害
が
発

生
。

1940

昭
和
一
五
年

　
三
月
二
八
日

林
野
火
災

北
山
村
角
木
沢
の
林
野
一
〇
〇
〇
ha
が
延
焼
。

1941

昭
和
一
六
年

　
五
月
四
日

土
砂
災
害

豪
雨
と
富
士
山
大
沢
の
雪
ど
け
が
重
な
り
、
大
沢
川
か
ら
土

砂
が
流
出
し
て
被
害
発
生
。
潤
井
川
の
河
床
が
一
・
八
m
上

昇
し
、
下
流
域
の
田
畑
が
大
被
害
。

1943

昭
和
一
八
年

　
三
月
一
七
日

林
野
火
災

人
穴
で
一
〇
五
〇
ha
が
延
焼
。

1944

昭
和
一
九
年

　
一
二
月
七
日

地
震
災
害

東
南
海
地
震

富
士
郡
で
負
傷
九
人
、
家
屋
全
壊
三
戸
、
半
壊
八
九
戸
。

1945

昭
和
二
〇
年

　
一
〇
月
八
日

　
　
〜
一
一
日

風
水
害

阿
久
根
台
風
に
よ
り
各
地
で
河
川
が
増
水
し
、
潤
井
川
の
堤

防
決
壊
が
一
三
〇
m
に
及
ぶ
。
稲
子
川
で
洪
水
、
家
屋
流
出

二
一
戸
。

1955

昭
和
三
〇
年

　
八
月
三
〇
日

　
　
〜
三
一
日

風
水
害

寒
冷
前
線
が
急
速
に
発
達
し
て
大
雨
に
な
り
、
家
屋
一
五
〇

戸
が
浸
水
。

1957

昭
和
三
二
年

　
六
月
二
六
日

　
　
〜
一
七
日

風
水
害

台
風
に
よ
り
、
内
房
地
区
を
中
心
と
し
た
各
地
に
田
畑
の
冠

水
と
土
砂
崩
れ
。

1949

昭
和
二
四
年

　
一
〇
月
二
八
日

風
水
害

富
士
郡
下
で
は
、
家
屋
の
全
半
壊
一
四
戸
、
倒
木
五
四
本
な

ど
富
士
宮
市
を
中
心
に
風
水
害
被
害
が
多
く
、
身
延
線
、
市

内
の
送
電
線
は
す
べ
て
不
通
。
上
井
出
で
は
大
河
原
の
氾
濫

で
七
〇
戸
が
浸
水
、
田
畑
一
ha
流
失
、
三
〇
ha
が
冠
水
。

1952

昭
和
二
七
年

　
六
月
二
三
日

　
　
〜
二
四
日

風
水
害

ダ
イ
ナ
台
風
に
よ
り
各
地
で
河
川
の
氾
濫
が
続
き
、
橋
の
流

失
一
三
カ
所
、
水
路
の
欠
壊
や
道
路
の
流
失
三
〇
カ
所
、
家

屋
の
浸
水
千
数
百
戸
、田
畑
の
被
害
一
〇
〇
〇
町
歩
に
及
び
、

星
山
地
区
に
山
崩
れ
。内
房
地
区
の
水
田
が
大
被
害
を
受
け
、

死
者
一
〇
人
、
負
傷
者
九
人
、
家
屋
流
出
三
戸
、
全
壊
三
戸
、

埋
没
一
戸
。

1954

昭
和
二
九
年

　
九
月
二
五
日

　
　
〜
二
六
日

風
水
害

 

と
う  

や  

ま
る

洞
爺
丸
台
風
に
よ
り
電
線
・
ケ
ー
ブ
ル
な
ど
が
浸
水
し
、
一
部

地
域
で
通
信
が
途
絶
し
た
ほ
か
、家
屋・道
路
な
ど
に
も
被
害
。

昭
和
二
九
年

　
一
一
月
二
八
日

風
水
害

低
気
圧
に
よ
り
一
五
〇
〇
戸
の
屋
根
瓦
が
飛
散
、
家
屋
の
被

害
多
大
。
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1978

昭
和
五
三
年

　
六
月
一
五
日

地
震
災
害
対
策

大
規
模
地
震
対
策
特
別
措
置
法
が
公
布
。
東
海
地
震
の
警
戒

宣
言
が
導
入
さ
れ
、
以
後
の
静
岡
県
の
地
震
防
災
対
策
の
基

礎
と
な
る
。

1996

平
成
八
年

　
三
月
六
日

地
震
災
害

山
梨
県
東
部
の
地
震
（
Ｍ
五
・
八
）
に
よ
っ
て
富
士
宮
市
役

所
で
震
度
五
を
記
録
し
、
議
場
の
照
明
用
金
属
板
二
三
枚
が

天
井
か
ら
落
下
。

1999～1998

平
成
一
〇
年
一
〇
月

 

〜平成
一
一
年
一
月

異
常
湧
水

富
士
山
に
平
年
の
数
倍
の
雨
が
降
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
富
丘

地
区
を
中
心
に
市
街
地
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
異
常
湧
水
が
発

生
。
畑
・
人
家
・
道
路
な
ど
に
被
害
。

2004

平
成
一
六
年

　
六
月

火
山
災
害
対
策

富
士
山
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
初
版
）
の
完
成
・
公
表
。

1979

昭
和
五
四
年

　
一
〇
月
一
八
日

   

　
　
〜
一
九
日

風
水
害

台
風
二
〇
号
に
よ
り
、
特
に
北
部
山
麓
地
帯
で
は
一
時
間
に

八
八
㎜
、
市
街
地
で
も
五
〇
㎜
の
降
雨
を
記
録
。
潤
井
川
、

芝
川
を
は
じ
め
中
小
河
川
が
一
斉
に
氾
濫
し
、
護
岸
・
橋
梁
・

道
路
な
ど
の
決
壊
が
相
次
い
だ
。
河
川
・
水
路
・
排
水
施
設

な
ど
は
す
べ
て
の
機
能
を
失
い
、
道
路
・
田
畑
・
宅
地
な
ど

を
押
し
流
し
て
各
所
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
ほ
か
、

安
居
山
で
も
土
砂
崩
れ
が
発
生
し
、
身
延
線
が
不
通
。
旧
芝

川
町
役
場
護
岸
が
流
失
し
、
大
和
橋
、
芝
富
橋
な
ど
も
甚
大

な
被
害
。
内
房
で
山
崩
れ
、
死
者
一
人
、
全
壊
二
戸
、
床
上

浸
水
四
戸
、
床
下
浸
水
八
六
戸
。

1982

昭
和
五
七
年

　
七
月
三
一
日

　
〜
八
月
三
日

風
水
害

台
風
一
〇
号
に
よ
り
、
七
月
三
一
日
夜
半
か
ら
影
響
が
出
始

め
、
台
風
の
接
近
に
伴
い
八
月
一
日
か
ら
二
日
の
早
朝
に
か

け
て
強
い
雨
が
降
り
続
い
た
。
台
風
通
過
後
一
時
天
気
は
回

復
し
た
が
、
八
月
二
日
夜
か
ら
三
日
に
か
け
て
低
気
圧
の
影

響
に
よ
り
再
び
大
雨
が
続
き
、
総
降
水
量
は
白
糸
で
五
二
二

㎜
を
記
録
。
大
中
里
で
床
下
浸
水
、
芝
川
一
部
決
壊
、
上
野

水
之
口
の
上
水
道
建
物
流
出
な
ど
の
被
害
。

昭
和
五
七
年

　
一
一
月
三
〇
日

風
水
害

発
達
し
た
低
気
圧
に
よ
り
、
最
高
時
間
雨
量
が
、
北
部
山
麓

地
帯
で
五
四
㎜
、
市
街
地
で
三
八
・
五
㎜
を
記
録
。
床
上
浸

水
三
戸
、
床
下
浸
水
三
二
戸
、
道
路
河
川
な
ど
の
欠
損
五
五

カ
所
。

1975

昭
和
五
〇
年

水
害
対
策

大
倉
川
農
地
防
災
ダ
ム
の
完
成
。

1972

昭
和
四
七
年

　
五
月

土
砂
災
害

約
二
〇
万
㎥
の
土
砂
が
大
沢
扇
状
地
に
流
入
し
、
砂
防
施
設

を
埋
没
さ
せ
て
あ
ふ
れ
、潤
井
川
の
大
石
寺
付
近
ま
で
堆
積
。

さ
ら
に
五
日
に
は
同
規
模
の
土
石
流
が
大
沢
扇
状
地
に
流

入
。
土
石
流
の
多
く
は
砂
防
施
設
に
捕
捉
さ
れ
た
も
の
の
一

部
を
破
り
、
潤
井
川
の
河
床
を
上
昇
さ
せ
田
子
の
浦
港
に
達

し
て
土
砂
を
沈
積
。

昭
和
四
七
年

　
六
月
八
日

土
砂
災
害

低
気
圧
の
通
過
で
七
日
午
後
八
時
か
ら
八
日
午
後
二
時
ま
で

に
一
三
〇
㎜
（
上
井
出
雨
量
観
測
地
）
を
観
測
す
る
大
雨
と

な
り
、
午
前
一
〇
時
半
頃
に
大
沢
扇
状
地
に
土
石
流
の
第
一

波
が
到
達
、
そ
の
後
午
後
二
時
頃
ま
で
断
続
的
に
濁
水
が
大

沢
扇
状
地
を
流
下
。
流
下
量
は
約
一
五
万
㎥
、
砂
防
施
設
を

越
え
た
一
部
は
潤
井
川
に
入
っ
て
田
子
の
浦
港
に
堆
積
。

昭
和
四
七
年

　
七
月
一
一
日

　
　
〜
一
二
日

風
水
害

梅
雨
前
線
に
と
も
な
う
集
中
豪
雨
に
よ
り
、
一
一
日
午
後
四

時
か
ら
一
二
日
午
前
六
時
ま
で
に
二
八
三
㎜
、
午
前
一
時
か

ら
二
時
は
五
四
㎜
の
猛
烈
な
雨
を
記
録
（
上
井
出
雨
量
観
測

地
）。
午
前
三
時
頃
か
ら
土
石
流
が
上
井
出
集
落
に
到
達
し

始
め
、
県
道
河
底
橋
の
上
流
で
右
岸
堤
防
が
決
壊
。
潤
井
川

の
氾
濫
に
よ
り
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
濁
流
が
襲
い
、

入
居
者
一
一
〇
人
の
う
ち
三
三
人
が
市
役
所
上
井
出
出
張
所

に
避
難
。
堤
防
決
壊
一
七
カ
所
、
浸
水
三
六
三
戸
。

1974

昭
和
四
九
年

　
四
月
二
六
日

水
害
対
策

星
山
放
水
路
の
完
成
。

昭
和
四
九
年

　
七
月
七
日

　
　
〜
八
日

風
水
害

台
風
八
号
（
七
夕
台
風
）
の
集
中
豪
雨
に
よ
り
、
時
間
雨
量

三
五
㎜
、一
日
雨
量
五
〇
〇
㎜
を
記
録
。
床
下
浸
水
一
三
戸
、

道
路
欠
損
な
ど
三
四
カ
所
、
護
岸
決
壊
な
ど
二
八
カ
所
、
そ

の
ほ
か
農
作
物
に
甚
大
な
被
害
。

昭
和
四
九
年

　
八
月
二
四
日

　
　
〜
二
六
日

風
水
害

台
風
一
四
号
に
よ
り
、
富
士
山
岳
地
方
に
最
高
時
間
雨
量
六

〇
㎜
、
総
雨
量
八
一
四
㎜
と
い
う
驚
異
的
な
雨
量
を
記
録
。

床
下
浸
水
五
戸
、
が
け
崩
れ
二
カ
所
、
道
路
欠
損
三
カ
所
、

田
畑
の
冠
水
二
ha
の
被
害
。

年  

月  

日

分

　類

内

　

　
容

年  

月  

日

分

　類

内

　

　
容

1976

昭
和
五
一
年

　
八
月
二
三
日

地
震
災
害
対
策

石
橋
克
彦
氏
（
当
時
東
京
大
学
助
手
）
に
よ
る
「
駿
河
湾
地

震
説
」
が
発
表
さ
れ
、
そ
の
後
の
静
岡
県
の
巨
大
地
震
対
策

の
端
緒
と
な
る
。

昭
和
五
一
年

　
九
月
一
〇
日

風
水
害

台
風
一
七
号
に
よ
り
、河
川
決
壊
が
猪
之
頭
地
区
で
二
カ
所
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

め
ん
ど
り

麓
地
区
で
三
カ
所
発
生
し
、
雌
橋
付
近
で
三
〇
〇
㎜
の
水
道

本
管
が
破
損
。
ま
た
、
用
水
路
の
決
壊
に
よ
り
、
芝
川
町
柚

野
と
安
居
山
で
田
畑
が
五
ha
冠
水
。
白
糸
で
は
、水
稲
一
一
・

五
ha
、
畑
二
〇
ha
の
被
害
。
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2013

平
成
二
五
年

　
三
月
一
四
日

土
砂
災
害

雪
代
が
発
生
し
、富
士
宮
口
五
合
目
の
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
が
被
災
。

20142015201720192021 2016

平
成
二
六
年

　
二
月
八
日

雪
害

大
雪
警
報
が
発
表
さ
れ
、
山
間
部
の
み
な
ら
ず
市
街
地
で
も

大
雪
と
な
っ
た
が
、
甚
大
な
被
害
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
罹

災
証
明
発
行
件
数
は
約
三
〇
件
。

平
成
二
六
年

　
二
月
一
四
日

　
　
〜
一
五
日

雪
害

大
雪
警
報
の
発
表
は
な
か
っ
た
が
、
同
年
二
月
八
日
以
上
の

降
雪
と
な
り
、
山
間
部
で
は
約
一
m
の
積
雪
を
記
録
。
人
的

被
害
は
、
死
者
一
人
、
重
傷
者
二
人
、
軽
傷
者
数
人
。
経
済

的
損
失
も
約
七
億
八
六
〇
〇
万
円
（
個
人
被
害
は
除
く
）。

停
電
（
約
五
〇
〇
戸
）
や
断
水
（
約
一
〇
〇
戸
）
な
ど
も
発

生
し
た
。
罹
災
証
明
発
行
件
数
は
約
一
二
〇
件
。

平
成
二
六
年

　
一
〇
月
五
日

　
　
　
〜
六
日

風
水
害

台
風
一
八
号
の
大
雨
に
よ
り
、
床
下
浸
水
四
戸
、
雨
漏
り
一

五
戸
、
路
肩
崩
壊
四
カ
所
、
通
行
止
め
一
一
カ
所
、
土
砂
流

出
一
二
カ
所
、
落
橋
二
カ
所
、
水
道
管
破
損
二
カ
所
、
冠
水

五
カ
所
、
土
砂
崩
れ
五
カ
所
な
ど
の
被
害
が
発
生
し
た
が
、

人
的
被
害
な
し
。

平
成
二
六
年

　
一
〇
月
一
三
日

　
　
　
〜
一
四
日

風
水
害

台
風
一
九
号
の
大
雨
に
よ
り
、
建
物
被
害
一
戸
、
倒
木
二
本

の
被
害
が
発
生
し
た
ほ
か
、
内
房
地
区
と
粟
倉
地
区
で
土
砂

が
流
出
。

平
成
二
七
年

　
三
月

火
山
災
害
対
策

富
士
山
火
山
広
域
避
難
計
画
の
策
定
。

平
成
二
九
年

　
一
一
月
一
日

地
震
災
害
対
策

気
象
庁
が
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
の
暫
定
運
用
を
開
始

し
、東
海
地
震
の
警
戒
宣
言
の
運
用
が
事
実
上
停
止
と
な
る
。

令
和
元
年

　
五
月
三
一
日

地
震
災
害
対
策

国
が
定
め
た
南
海
ト
ラ
フ
地
震
防
災
対
策
基
本
計
画
に
も
と

づ
い
て
気
象
庁
が
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
の
正
式
運
用

を
開
始
。

令
和
三
年

　
三
月

火
山
災
害
対
策

富
士
山
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
改
定
版
）
の
完
成
・
公
表
。

平
成
二
八
年

　
六
月

火
山
災
害
対
策

富
士
山
噴
火
時
避
難
ル
ー
ト
マ
ッ
プ
の
完
成
・
公
表
。

平
成
二
八
年

　
六
月

火
山
災
害
対
策

富
士
宮
市
富
士
山
火
山
避
難
計
画
の
策
定
。

平
成
二
五
年

　
一
〇
月
一
五
日

　
　
　
〜
一
六
日

風
水
害

台
風
二
六
号
の
大
雨
に
よ
り
、
死
者
一
人
、
負
傷
者
一
人
、

倒
木
約
三
〇
本
、
停
電
家
屋
約
二
九
〇
〇
戸
（
東
電
管
内
）。

2009

平
成
二
一
年

　
八
月
一
一
日

地
震
災
害

駿
河
湾
の
地
震

午
前
五
時
七
分
に
駿
河
湾
を
震
源
と
す
る
Ｍ
六
・
五
の
地
震

が
発
生
し
、
富
士
宮
市
の
震
度
は
五
強
。
瓦
、
壁
タ
イ
ル
の

落
下
な
ど
建
物
被
害
が
一
六
戸
あ
り
、
軽
傷
一
人
。

2012

平
成
二
四
年

　
六
月

火
山
災
害
対
策

富
士
山
火
山
防
災
対
策
協
議
会
が
設
立
さ
れ
、
富
士
山
火
山

広
域
避
難
計
画
の
策
定
や
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
改
定
な
ど
の

防
災
対
策
を
担
う
。

2012 ～ 2011

平
成
二
三
年
九
月

 

　
〜

平
成
二
四
年
三
月

異
常
湧
水

潤
井
川
東
岸
の
富
丘
地
区
を
中
心
に
異
常
湧
水
が
発
生
。
九

月
一
六
日
に
富
士
宮
市
異
常
湧
水
警
戒
本
部
が
設
置
さ
れ
、

職
員
が
観
測
、
土
の
う
積
み
、
排
水
な
ど
の
作
業
に
当
た
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　く

た
ほ
か
、家
庭
用
汲
み
上
げ
ポ
ン
プ
の
貸
し
出
し
も
行
っ
た
。

湧
水
の
ピ
ー
ク
は
一
〇
月
一
五
日
で
、
基
準
観
測
井
戸
で
一

一
九
・
七
七
m
の
水
位
が
あ
っ
た
が
、
翌
年
二
月
に
は
ほ
ぼ

終
息
し
、
三
月
三
〇
日
を
も
っ
て
警
戒
本
部
を
解
散
。

2011

平
成
二
三
年

　
三
月
一
一
日

地
震
災
害

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
（
東
日
本
大
震
災
）

午
後
二
時
四
六
分
に
、
東
北
地
方
の
太
平
洋
沖
を
震
源
と
す

る
Ｍ
九
・〇
の
地
震
が
発
生
し
、
富
士
宮
市
の
震
度
は
四
。

市
内
に
大
き
な
被
害
は
な
か
っ
た
が
、各
所
で
停
電
が
発
生
。

ま
た
、
東
北
地
方
か
ら
の
電
力
供
給
が
困
難
に
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
長
期
に
わ
た
り
計
画
停
電
を
実
施
。

平
成
二
三
年

　
三
月
一
五
日

地
震
災
害

静
岡
県
東
部
の
地
震

午
後
一
〇
時
三
一
分
に
、
静
岡
県
東
部
（
内
陸
部
）
を
震
源

と
す
る
Ｍ
六
・
四
の
地
震
が
発
生
し
、
富
士
宮
市
の
震
度
は

六
強
。
午
後
一
〇
時
四
〇
分
に
災
害
対
策
本
部
を
設
置
。
同

時
に
避
難
所
を
開
設
し
、三
八
四
人
の
避
難
者
を
受
け
入
れ
。

三
三
人
が
軽
傷
を
負
い
、
大
規
模
半
壊
一
戸
を
含
む
一
〇
〇

〇
戸
以
上
の
建
物
に
被
害
（
最
終
的
に
は
一
一
一
九
件
の
罹

災
証
明
書
を
発
行
）

平
成
二
三
年

　
九
月
一
九
日

　
　
〜
二
一
日

風
水
害

台
風
一
五
号
に
よ
る
大
雨（
白
糸
地
区
で
総
雨
量
四
二
一
㎜
）

に
よ
り
、
河
川
の
増
水
に
よ
る
道
路
被
害
が
各
所
で
発
生
し

た
ほ
か
、国
道
四
六
九
号
線
の
桜
峠
で
土
砂
崩
れ
が
発
生
し
、

上
稲
子
地
区
が
一
時
孤
立
。

2007

平
成
一
九
年

　
三
月
二
五
日

土
砂
災
害

富
士
山
全
域
で
雪
代
が
発
生
し
、
富
士
宮
口
五
合
目
の
レ
ス

ト
ハ
ウ
ス
が
被
災
。

平
成
一
九
年

　
一
二
月

火
山
災
害
対
策

気
象
庁
が
富
士
山
の
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
を
運
用
開
始
。

年  

月  

日

分

　類

内

　

　
容

年  

月  

日

分

　類

内

　

　
容
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第
二
節
　
富
士
宮
を
襲
う
地
震

　
地
震
は
地
下
の
断
層
（
震
源
断
層
）
が
破
壊
し
て
地
震
波
を
放
出
し
、
そ
れ

が
地
表
に
揺
れ
を
も
た
ら
す
現
象
で
あ
る
。
地
震
の
震
源
で
発
生
す
る
破
壊
現

象
の
規
模
を
表
す
数
値
指
標
が
、
地
震
の
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
（
以
下
、
Ｍ
）
で

あ
る
。
過
去
に
富
士
宮
を
襲
っ
て
被
害
を
与
え
、
将
来
も
襲
う
と
予
測
さ
れ
て

い
る
地
震
に
は
、
大
き
く
分
け
て
「
プ
レ
ー
ト
境
界
型
地
震
」、「
内
陸
直
下
型

地
震
」、「
そ
の
他
の
地
震
」、
の
三
種
に
大
別
さ
れ
る
（
図
２−

１
、
第
一
編

第
一
章
五
節
）。
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
震
の
性
質
や
富
士
宮
付

近
で
の
発
生
例
に
つ
い
て
説
明
し
よ
う
。

プ
レ
ー
ト
境
界
型
地
震

　

プ
レ
ー
ト
同
士
の
境
界
で
起
き
る
地
震
で
あ
り
、
Ｍ
が
八
前

後
～
九
と
な
る
た
め
、
発
生
し
た
場
合
に
は
広
い
範
囲
に
強
い

揺
れ
が
生
じ
、
海
域
で
は
津
波
の
発
生
を
伴
う
こ
と
が
多
い
。

記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
は
、
平
成
二
三
年
（
二
〇
一
一
）
三

月
一
一
日
の
東
日
本
大
震
災
を
起
こ
し
た
地
震
（
東
北
地
方
太

平
洋
沖
地
震
Ｍ
九・〇
）
が
こ
れ
に
あ
た
る
。

　

第
一
編
第
一
章
第
一
節
で
説
明
し
た
よ
う
に
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

海
プ
レ
ー
ト
は
南
海
・
駿
河
ト
ラ
フ
に
お
い
て
ユ
ー
ラ
シ
ア
プ

レ
ー
ト
の
下
に
、相
模
ト
ラ
フ
に
お
い
て
北
米
プ
レ
ー
ト
の
下
に
、

そ
れ
ぞ
れ
沈
み
込
ん
で
い
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
ト
ラ
フ
と
そ
の

周
辺
が
プ
レ
ー
ト
境
界
型
地
震
の
震
源
域
と
な
る
（
図
２−

１
）。

南
海
ト
ラ
フ
地
震

　
日
本
列
島
の
南
沖
で
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト
が
ユ
ー
ラ

シ
ア
プ
レ
ー
ト
の
下
に
沈
み
込
ん
で
お
り
、
沈
み
込
み
の
場
に

は
溝
状
の
地
形
（
ト
ラ
フ
）
が
続
い
て
い
る
。
四
国
沖
～
遠え

ん

州し
ゅ
う

灘な
だ

沖
ま
で
を
南

海
ト
ラ
フ
、
御
前
崎
沖
～
駿
河
湾
内
を
駿
河
ト
ラ
フ
と
呼
ん
で
分
け
、
一
括
す

る
場
合
は
南
海
・
駿
河
ト
ラ
フ
と
呼
ぶ
。

　

南
海
・
駿
河
ト
ラ
フ
で
は
、
少
な
く
と
も
飛
鳥
時
代
の
七
世
紀
以
来
、

一
〇
〇
～
二
〇
〇
年
の
発
生
間
隔
で
プ
レ
ー
ト
境
界
型
地
震
が
起
き
て
き
た
こ

と
が
歴
史
上
わ
か
っ
て
い
る
。
か
つ
て
は
四
国
沖
～
潮し

お
の

岬み
さ
き

沖
で
発
生
す
る
も
の

図２−１　富士宮を襲う地震の震源域
赤点線は富士宮市域の境界。
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を
「
南
海
地
震
」、
熊
野
灘
～
遠
州
灘
で
発
生
す
る
も
の
を
「
東
南
海
地
震
」、

御
前
崎
沖
～
駿
河
湾
内
で
発
生
す
る
も
の
を
「
東
海
地
震
」
と
分
け
て
呼
ん
で

い
た
が
、
最
近
は
こ
の
三
者
を
一
括
し
て
「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
」
と
呼
び
、
将

来
の
発
生
に
備
え
て
さ
ま
ざ
ま
な
防
災
対
策
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
本
章
第
一
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
過
去
一
〇
〇
～
二
〇
〇
年
に
一
度
程
度
の

頻
度
で
富
士
宮
市
域
が
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
強
い
揺
れ
に
襲
わ
れ
て
い
た
こ
と

は
間
違
い
な
い
が
、
中
世
以
前
の
市
域
で
の
地
震
記
録
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。

こ
こ
で
は
実
際
に
被
害
記
録
の
あ
る
一
七
〇
七
年
宝
永
地
震
、
一
八
五
四
年
安

政
東
海
地
震
、
一
九
四
四
年
東
南
海
地
震
を
取
り
上
げ
る
。

一
七
〇
七
年
宝
永
地
震

　
宝
永
地
震
は
、
宝
永
四
年
一
〇
月
四
日
（
一
七
〇
七
年
一
〇
月
二
八
日
）
の

昼
過
ぎ
に
発
生
し
た
。
四
国
沖
か
ら
駿
河
ト
ラ
フ
ま
で
の
震
源
断
層
が
連
動
し

て
発
生
し
た
超
巨
大
地
震（
Ｍ
八・七
）と
な
っ
た
た
め
、東
海
地
方
か
ら
近
畿・

四
国
・
九
州
地
方
に
い
た
る
広
い
範
囲
に
震
度
七
に
達
す
る
揺
れ
と
津
波
に
よ

る
大
き
な
被
害
が
生
じ
た
。
こ
の
地
震
に
よ
る
死
者
数
は
、
確
か
な
も
の
だ
け

数
え
て
も
五
〇
〇
〇
人
以
上
と
さ
れ
て
い
る
。

　
第
一
編
第
一
章
第
四
節
コ
ラ
ム
で
も
紹
介
し
た
富
士
山
本
宮
浅
間
大
社
の
関

係
者
の
記
録
『
富
士
山
噴
火
記
』
は
、
こ
の
地
震
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
述

し
て
い
る
。（
一
部
読
み
出
し
、
以
下
同
じ
）

　
「
居
家
等
□
□
□
破
損
お
び
た
だ
し
」
と
あ
る
よ
う
に
、
富
士
宮
で
も
家
々

が
破
損
し
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
死
者
・
負
傷
者
の
記
述
は
見
ら
れ
な
い
。

　
と
こ
ろ
が
、
翌
日
（
一
〇
月
五
日
）
早
朝
に
大
規
模
な
余
震
が
発
生
し
た
。

こ
の
余
震
の
有
感
範
囲
は
広
く
、
少
な
く
と
も
江
戸
か
ら
東
海
道
を
経
て
名
古

屋
・
伊
勢
に
至
る
範
囲
が
震
度
三
～
四
以
上
の
揺
れ
に
み
ま
わ
れ
た
。
中
で
も

富
士
宮
付
近
や
山
梨
県
南
西
部
で
は
本
震
の
揺
れ
よ
り
も
強
い
揺
れ
（
お
そ
ら

く
震
度
六
弱
以
上
）
が
発
生
し
、
多
数
の
家
屋
が
倒
壊
す
る
な
ど
の
大
被
害
が

生
じ
た
。
先
の
『
富
士
山
噴
火
記
』
は
、
こ
の
余
震
を
次
の
よ
う
に
記
述
し
、

前
日
の
本
震
で
は
生
じ
な
か
っ
た
大
き
な
被
害
や
多
数
の
死
者
が
出
た
こ
と
が

語
ら
れ
て
い
る
。

□
□
□
丁
亥
十
月
四
日
昼
七
ッ
上
刻
、
地
震
動
あ
り
。
衆
人
も
か
か

る
□
□
□
を
覚
え
ず
。
昔
よ
り
地
震
の
節
は
、
竹
林
に
い
る
時
は
大

地
割
□
□
□
り
な
き
な
ど
、
と
り
ど
り
の
評
議
珍
事
に
覚
え
申
す
。

居
家
等
□
□
□
破
損
お
び
た
だ
し
。
こ
の
五
、六
年
以
前
小
田
原
地

震
の
節
は
、
当
国
□
□
□
事
な
り
。
こ
れ
は
夜
半
の
震
な
り
。
さ
て

今
日
の
大
地
震
、
必
ず
□
□
返
し
あ
る
事
か
、
昔
よ
り
言
伝
う
ゆ
え
、

在
々
所
々
ま
で
急
に
□
□
□
屋
を
構
え
、
人
々
寝
ず
。
か
の
小
屋
に

夜
を
明
か
し
、
今
や
今
や
と
□
□
返
し
を
待
ち
い
る
と
こ
ろ
に
夜
も

曙
方
に
な
り
、
別
事
も
あ
る
ま
じ
き
か
と
□
□
□
入
り
茶
な
ど
煎
じ
、

ま
た
用
心
致
す
者
は
、
小
屋
に
居
伺
う　
（
□
は
欠
字
）

□
□
□
□
□
分
に
お
び
た
だ
し
く
大
地
震
。
昨
日
の
三
双
倍
、
内
よ

り
□
□
□
□
に
大
人
小
人
、
わ
れ
十
六
才
の
時
な
り
。
立
て
歩
む
事

□
□
□
す
、
這
々
と
こ
ろ
ひ
匐
ひ
す
る
に
転
々
し
、
出
る
こ
と
も
□

な
い
難
し
。
そ
の
う
ち
に
家
は
傾
き
、
軒
ひ
さ
し
の
屋
根
石
は
落
ち

か
か
り
、
□
□
計
の
思
い
な
り
。
神
社
仏
閣
震
い
傾
け
、
村
家
の
居

屋
□
□
れ
潰
る
事
数
多
く
な
り
。
前
代
未
聞
の
事
に
申
し
あ
え
り
。

□
□
に
地
割
れ
穴
あ
き
水
出
、
東
海
道
中
ま
た
は
在
々
の
道
筋
□
□

れ
通
路
を
失
い
、
家
倒
れ
人
馬
死
亡
多
し　
（
□
は
欠
字
）

　
宝
永
地
震
に
伴
っ
て
、
少
な
く
と
も
静
岡
県
内
の
二
カ
所
（
安
部
川
源
流
部
の

大お
お

谷や

崩く
ず
れ

、
富
士
川
中
流
部
の
白し

ら

鳥と
り

山
）
で
大
規
模
な
山
崩
れ
が
発
生
し
た
。
こ
の

う
ち
富
士
宮
市
域
で
生
じ
た
白
鳥
山
の
崩
壊
に
つ
い
て
は
本
章
第
三
節
で
詳
し
く
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内
房
村
□
□
白
鳥
崩
れ
落
ち
、
富
士
川
よ
り
東
の
村
を
埋
め
、
村
中

□
□
男
女
残
ら
ず
死
亡
す
。
そ
の
山
の
土
石
に
て
富
士
川
を
せ
き
止

め
、
三
日
□
□
川
の
流
れ
一
水
も
流
れ
す
。
道
中
船
場
渡
し
河
原
陸

な
り
。
人
々
□
□
如
何
に
案
じ
、
三
日
目
に
崩
れ
流
れ
出
す
。
す
さ

ま
じ
き
□
□
な
り　
（
□
は
欠
字
）

述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、先
の『
富
士
山
噴
火
記
』は
次
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。

　

な
お
、
宝
永
地
震
か
ら
四
九
日
が
経
過
し
た
宝
永
四
年
一
一
月
二
三
日

（
一
七
〇
七
年
一
二
月
一
六
日
）
の
正
午
前
、
富
士
山
南
東
山
腹
か
ら
突
然
火

柱
が
上
が
り
、
宝
永
噴
火
が
始
ま
っ
た
（
第
一
編
第
一
章
第
四
節
コ
ラ
ム
）。

噴
火
は
以
後
一
六
日
間
に
わ
た
っ
て
継
続
し
、
マ
グ
マ
量
に
換
算
し
て
七
億
㎥

も
の
火
山
礫れ

き

と
火
山
灰
が
、
主
と
し
て
東
麓
か
ら
南
関
東
の
広
い
範
囲
に
降
り

注
い
だ
。
宝
永
地
震
に
よ
っ
て
富
士
山
の
噴
火
が
誘
発
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。

一
八
五
四
年
安
政
東
海
地
震

　
宝
永
地
震
か
ら
一
五
〇
年
近
く
を
経
た
嘉
永
七
年
（
安
政
元
年
）
一
一
月
四

日
（
一
八
五
四
年
一
二
月
二
三
日
）
の
朝
九
時
頃
に
熊
野
灘
～
駿
河
湾
ま
で
の

プ
レ
ー
ト
境
界
を
震
源
域
と
し
た
安
政
東
海
地
震
（
Ｍ
八・四
）
が
発
生
し
た
。

死
者
は
二
〇
〇
〇
～
三
〇
〇
〇
人
と
さ
れ
て
い
る
。

　
安
政
東
海
地
震
の
体
験
記
録
は
各
地
に
多
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
富
士
宮
で

最
も
有
名
か
つ
詳
細
な
も
の
は
大
宮
町
神
田
（
浅
間
大
社
か
ら
流
れ
出
る
神
田

川
の
左
岸
一
帯
）
で
酒
造
業
を
営
む
主
人
が
記
し
た
『
袖そ

で

日
記
』
で
あ
ろ
う
。

こ
の
日
記
は
地
震
の
揺
れ
に
襲
わ
れ
た
街
の
様
子
を
次
の
よ
う
に
細
か
く
記
述

し
て
い
る
。

地
し
ん
ゆ
る　
地
響
雷
の
如
く　
初
メ
二
ツ
小
ニ
し
て
三
ツ
め
ゟよ

り

地

割
ル　
其
口
五
六
寸　
又
ハ
壱
尺　
又
ふ
さ
が
り
て
其
向
ふ
開
く

今
朝
五
ツ
半
時
大
地
震　
大
地
割
れ
走
る
人
皆
こ
ろ
ぶ　
家
蔵
倒
れ　

或
ハ
ね
じ
る　
土
上
へ
登
り
下
る　
七
五
郎
殿
家
ゟよ

り

飛
出
し
て
内
へ

入
ら
ん
と
す
る
時
家
ゆ
が
む　
家
内
子
供
皆
迯に

げ

出
ス
を
見
て
又
表
へ

飛
出
し　
石
蔵
前
へ
行
時
下
蔵
た
お
れ
臥ふ

ス　
つ
ゞ
い
て
船
蔵
奥
蔵

た
お
れ
臥
ス　

三
ヶ
所
の
土
け
ぶ
り
ニ
て
物
の
あ
い
ろ
わ
か
ら
ず　

石
蔵
前
の
石
橋
東
の
壱
枚
を
踏
時
石
橋
落
て
川
へ
入　
是
を
飛
て
越

時
弐
度
た
お
れ
候
時　
石
蔵
か
べ
は
ぢ
き
出
て
土
煙
リ
立

　
ま
ず
地
響
き
が
聞
こ
え
二
回
小
さ
く
揺
れ
た
後
に
、
三
回
目
以
降
の
揺
れ
は

地
割
れ
が
開
い
た
り
閉
じ
た
り
す
る
く
ら
い
の
激
し
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が

わ
か
る
。
さ
ら
に
次
の
記
述
が
続
く
。

　
激
し
い
揺
れ
に
襲
わ
れ
た
人
々
が
右
往
左
往
す
る
様
子
や
、
建
物
が
次
々
と

歪ゆ
が

ん
で
倒
壊
し
て
ゆ
く
様
子
が
克
明
に
記
さ
れ
て
い
る
。『
袖
日
記
』
に
は
富

士
宮
市
域
内
の
各
地
の
被
害
の
程
度
ま
で
記
さ
れ
て
お
り
、
神
田
町
に
「
潰つ

ぶ

れ

家
」
が
多
か
っ
た
反
面
、
上
井
出
・
内う

つ

房ぶ
さ

・
黒
田
な
ど
多
く
の
地
域
の
被
害
が

軽
く
、
地
盤
の
良
し
悪
し
を
反
映
し
た
と
推
定
で
き
る
。
そ
の
後
も
日
記
は
続

き
、
余
震
や
復
旧
・
復
興
の
過
程
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。

　
な
お
、
こ
の
地
震
の
際
に
も
白
鳥
山
（
宝
永
地
震
で
崩
れ
た
場
所
と
同
じ
場

所
）
が
崩
壊
し
、
富
士
川
を
再
び
せ
き
止
め
て
い
る
（
本
章
第
三
節
）。
当
時

の
記
録
（
嘉
永
七
年
「
恒
例
関
東
献
上
使
日
記
」）
に
よ
れ
ば
、
富
士
川
の
流

れ
は
四
～
五
日
途
絶
え
て
歩
い
て
渡
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
が
、
そ
の
後
普

段
の
倍
ほ
ど
増
水
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
白
鳥
山
の
崩
壊
に
よ
る
せ

き
止
め
と
、
四
～
五
日
後
の
決
壊
を
示
唆
す
る
。
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一
九
四
四
年
東
南
海
地
震

　
東
南
海
地
震
（
Ｍ
七・九
）
は
、太
平
洋
戦
争
中
の
昭
和
一
九
年
（
一
九
四
四
）

一
二
月
七
日
一
三
時
三
五
分
に
熊
野
灘
～
遠
州
灘
付
近
を
震
源
域
と
し
て
発
生

し
、
強
い
揺
れ
と
津
波
が
三
重
・
岐
阜
・
愛
知
県
内
と
静
岡
県
中
西
部
に
大
き

な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
死
者
の
総
数
は
一
二
二
三
人
と
さ
れ
て
い
る
。『
静

岡
県
史
』
に
よ
れ
ば
、
富
士
郡
内
の
被
害
は
負
傷
九
人
、
家
屋
全
壊
三
戸
、
半

壊
八
九
戸
で
あ
る
が
、
富
士
宮
市
域
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

相
模
ト
ラ
フ
地
震

　
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト
は
、
伊
豆
半
島
を
挟
ん
だ
東
側
の
相
模
ト
ラ
フ
で

も
本
州
側
の
プ
レ
ー
ト
（
北
米
プ
レ
ー
ト
）
の
下
に
沈
み
込
ん
で
お
り
、
時

折
プ
レ
ー
ト
境
界
型
地
震
を
発
生
さ
せ
て
い
る
。
史
料
や
デ
ー
タ
が
乏
し
い

た
め
に
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
ほ
ど
発
生
史
が
わ
か
っ
て
い
な
い
が
、
お
よ
そ

二
〇
〇
～
三
〇
〇
年
に
一
度
程
度
の
間
隔
で
起
き
て
き
た
と
す
る
研
究
も
あ

る
。
こ
こ
で
は
富
士
宮
市
域
に
被
害
記
録
が
残
る
一
七
〇
三
年
元
禄
関
東
地
震

と
一
九
二
三
年
大
正
関
東
地
震
を
取
り
上
げ
る
。

一
七
〇
三
年
元
禄
関
東
地
震

　
元
禄
関
東
地
震
（
Ｍ
八・二
）
は
、元
禄
一
六
年
一
一
月
二
三
日
（
一
七
〇
三

年
一
二
月
三
一
日
）
に
、
相
模
湾
と
そ
の
沖
合
を
震
源
域
と
し
て
生
じ
た
。
こ

の
地
震
に
よ
っ
て
、
主
と
し
て
関
東
地
方
南
部
が
震
度
六
～
七
の
強
い
揺
れ
と

津
波
に
襲
わ
れ
、
死
者
数
の
総
計
は
六
七
〇
〇
人
と
さ
れ
て
い
る
。
次
に
述
べ

る
大
正
関
東
地
震
よ
り
も
震
源
域
は
広
め
で
、
房
総
半
島
の
南
沖
ま
で
延
び
て

い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
富
士
宮
市
域
で
の
元
禄
関
東
地
震
の
揺
れ
の
記
録
は
、
先
の
『
富
士
山
噴
火

記
』
な
ど
わ
ず
か
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
揺
れ
た
と
あ
る
の
み
で
具
体
的
な
被

害
の
記
録
は
見
当
た
ら
な
い
。
し
か
し
、
次
に
述
べ
る
大
正
関
東
地
震
に
よ
っ

て
富
士
宮
市
域
に
少
な
か
ら
ず
被
害
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
被
害
記
録
が
今
後

発
見
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
だ
ろ
う
。

一
九
二
三
年
大
正
関
東
地
震
（
関
東
大
震
災
）

　

大
正
関
東
地
震
（
Ｍ
七・
九
）
は
、
大
正
一
二
年
（
一
九
二
三
）
九
月

一
日
に
相
模
湾
を
震
源
域
と
し
て
発
生
し
た
。
南
関
東
地
方
を
中
心
に

一
〇
万
五
〇
〇
〇
人
余
り
の
犠
牲
者
を
出
し
た
「
関
東
大
震
災
」
を
招
い
た
地

震
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。
主
と
し
て
関
東
地
方
南
部
や
伊
豆
半
島
が
震
度
六
～

七
の
強
い
揺
れ
と
津
波
に
襲
わ
れ
た
が
、
特
筆
す
べ
き
は
犠
牲
者
の
う
ち
の
九

割
近
く
が
地
震
後
の
延
焼
に
よ
る
死
者
だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　
富
士
宮
市
で
の
大
正
関
東
地
震
の
詳
細
な
記
録
と
し
て
著
名
な
の
が
、
現
在

の
東
町
に
住
ん
で
い
た
河か

わ

合い

清き
よ

方か
た

の
日
記
で
あ
り
、そ
の
中
の
「
大
地
震
ノ
記
」

と
題
さ
れ
た
九
月
一
日
～
一
二
月
三
一
日
部
分
の
全
文
が『
富
士
宮
市
史
下
巻
』

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
河
合
清
方
の
日
記
は
、
前
節
で
述
べ
た
安
政
東
海
地
震

の
詳
細
な
体
験
記
録
を
残
し
た
『
袖
日
記
』
を
彷ほ

う

彿ふ
つ

と
さ
せ
る
も
の
で
、
地
震

の
揺
れ
の
克
明
な
記
録
に
始
ま
り
、
自
身
が
体
験
し
た
余
震・被
害
の
記
述
や
、

見
聞
し
た
他
地
域
で
の
被
害
や
流
言
に
至
る
ま
で
詳
細
で
あ
る
。

　
公
的
な
記
録
か
ら
は
富
士
郡
下
で
死
者
二
人
、
負
傷
者
九
人
、
家
屋
の
全
壊

一
七
戸
、
半
壊
八
九
戸
の
被
害
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
の
み
で
、
富
士
宮
市

域
の
被
害
は
明
確
で
な
い
。
し
か
し
、
河
合
清
方
の
日
記
は
、
富
士
宮
市
域
の

家
屋
や
土
蔵
の
損
壊
、
石
垣
や
鳥
居
の
崩
壊
、
石
造
物
の
転
倒
、
畑
の
地
割
れ

な
ど
の
被
害
の
ほ
か
、
日
本
絹
糸
紡
績
株
式
会
社
大
宮
工
場
（
浅
間
町
、
後
の

オ
ー
ミ
ケ
ン
シ
富
士
宮
工
場
、
現
在
の
イ
オ
ン
モ
ー
ル
富
士
宮
の
敷
地
）
に
つ

い
て
倒
壊
は
し
な
か
っ
た
が
圧
死
者
二
人
、負
傷
者
数
人
と
書
き
留
め
て
い
る
。

ま
た
、
旧
芝
川
町
内
に
お
い
て
も
、
人
的
被
害
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
家
屋
半

壊
四
戸
の
ほ
か
、
非
家
屋
の
大
破
、
石
垣
の
崩
壊
、
墓
石
の
転
倒
な
ど
の
被
害

が
あ
っ
た
（『
芝
川
町
誌
』）。
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内
陸
直
下
型
地
震

　
プ
レ
ー
ト
境
界
以
外
の
場
所
で
も
最
大
で
Ｍ
七
（
ま
れ
に
Ｍ
八
）
規
模
の
地

震
が
起
き
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
地
下
一
〇
㎞
前
後
で
起
き
る
も
の
を
内

陸
直
下
型
地
震
と
呼
ぶ
（
第
一
編
第
一
章
第
五
節
）。
そ
う
し
た
地
震
が
起
き

た
場
合
、震
源
断
層
の
ず
れ
が
地
表
に
達
し
て
地
表
に
段
差
（
地
表
地
震
断
層
）

が
出
現
す
る
こ
と
が
あ
る
。
同
じ
起
き
方
の
地
震
が
何
度
も
繰
り
返
し
、
同
じ

場
所
を
ず
ら
す
こ
と
で
地
形
と
し
て
は
っ
き
り
認
識
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
も

の
を
活
断
層
と
呼
ぶ
。
逆
に
考
え
れ
ば
、
活
断
層
が
あ
る
場
所
は
、
内
陸
直
下

型
地
震
が
再
び
生
じ
る
リ
ス
ク
が
あ
る
場
所
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
富
士
宮
市
域
で
こ
う
し
た
地
震
が
起
き
る
場
所
と
し
て
想
定
さ
れ
て
い
る
の

が
、
羽は

鮒ぶ
な

・
星ほ

し

山や
ま

丘
陵
な
ど
を
隆
起
さ
せ
て
き
た
富
士
川
河
口
断
層
帯
で
あ
る

（
図
２−

１
、
第
一
編
第
一
章
第
五
節
）。
歴
史
時
代
に
お
い
て
こ
の
断
層
帯
の

活
動
と
み
ら
れ
る
地
震
の
確
か
な
発
生
記
録
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
一
七
〇
七

年
宝
永
地
震
の
翌
日
に
起
き
た
大
余
震
（
Ｍ
六・
九
程
度
と
見
積
も
る
研
究
も

あ
る
）
が
該
当
す
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
現
時
点
で
は
定
か
で
な
い
。

　
な
お
、
や
は
り
歴
史
時
代
に
お
け
る
確
か
な
活
動
記
録
が
知
ら
れ
て
い
な
い

が
、
富
士
宮
の
近
傍
に
あ
る
身
延
断
層
、
曽
根
丘
陵
断
層
帯
、
糸
魚
川

−

静
岡

構
造
線
断
層
帯
の
南
部
、
神か

ん

縄な
わ

・
国こ

府う

津づ

−

松
田
断
層
帯
も
、
将
来
の
富

士
宮
市
域
に
被
害
を
与
え
る
地
震
リ
ス
ク
を
備
え
た
活
断
層
と
み
な
さ
れ
る

（
図
２−

１
）。

そ
の
他
の
地
震

　
プ
レ
ー
ト
境
界
や
既
知
の
活
断
層
か
ら
離
れ
た
場
所
で
も
最
大
Ｍ
七
程
度
の

地
震
が
起
き
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
例
と
し
て
、
こ
こ
で
は
二
〇
〇
九
年
駿
河

湾
の
地
震
、
二
〇
一
一
年
静
岡
県
東
部
の
地
震
を
取
り
上
げ
る
。
た
だ
し
、
山

梨
県
東
部
（
道
志
村
付
近
）（
表
２−

１
の
一
九
九
六
年
の
事
例
、図
２−

１
）
や
、

同
県
南
西
部
か
ら
静
岡
県
に
か
け
て
の
富
士
川
流
域
で
も
時
折
最
大
Ｍ
六
程

度
の
地
震
が
発
生
し
、
富
士
宮
市
域
に
最
大
震
度
五
強
程
度
の
揺
れ
と
被
害

を
与
え
う
る
点
に
も
留
意
が
必
要
で
あ
る
。

二
〇
〇
九
年
駿
河
湾
の
地
震

　
平
成
二
一
年（
二
〇
〇
九
）八
月
一
一
日
の
早
朝
五
時
七
分
に
駿
河
湾
内（
図

２−

１
）
の
、
プ
レ
ー
ト
境
界
面
よ
り
も
や
や
深
い
二
三
㎞
を
震
源
と
し
て
生

じ
た
の
が
駿
河
湾
の
地
震（
Ｍ
六・五
）で
あ
る
。
こ
の
地
震
に
よ
っ
て
伊
豆
市・

焼
津
市
・
牧
之
原
市
・
御
前
崎
市
で
震
度
六
弱
が
観
測
さ
れ
た
ほ
か
、
特
に
県

中
部
か
ら
東
部
の
広
い
範
囲
が
震
度
五
弱
以
上
の
強
い
揺
れ
に
襲
わ
れ
た
。
富

士
宮
市
の
震
度
は
五
強
で
、
市
内
で
は
瓦
・
壁
タ
イ
ル
の
落
下
な
ど
の
建
物
被

害
が
一
六
戸
あ
っ
た
が
、
人
的
被
害
は
軽
傷
一
人
に
と
ど
ま
っ
た
。

二
〇
一
一
年
静
岡
県
東
部
の
地
震

　
二
〇
一
一
年
静
岡
県
東
部
の
地
震（
Ｍ
六・四
）は
平
成
二
三
年（
二
〇
一
一
）

三
月
一
五
日
の
二
二
時
三
一
分
に
、
富
士
山
頂
の
南
五
㎞
付
近
（
図
２−

１
）

の
地
下
一
五
㎞
を
震
源
と
し
て
発
生
し
、
そ
の
四
日
前
に
起
き
た
平
成
二
三
年

（
二
〇
一
一
）
三
月
一
一
日
の
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
（
Ｍ
九・〇
）
が
起
こ

し
た
誘
発
地
震
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
富
士
宮
市
役
所
の
震
度
は
六

強
、
富
士
市
・
御
殿
場
市
・
小
山
町
で
も
震
度
五
弱
を
観
測
し
た
（
図
２−

２
）。

富
士
宮
市
の
被
害
状
況
は
、
軽
傷
三
三
人
、
家
屋
被
害
は
半
壊
一
戸
、
一
部
損

壊
五
四
五
戸
の
ほ
か
、
公
共
施
設
一
三
カ
所
、
文
教
施
設
二
四
カ
所
、
道
路

三
二
カ
所
、
河
川
二
カ
所
、
水
道
五
〇
〇
戸
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
九
九
カ
所
、
崖
・

山
崩
れ
九
カ
所
の
被
害
が
あ
っ
た
（
写
真
２−

１
）。
な
お
、
地
震
の
震
源
が

富
士
山
の
マ
グ
マ
だ
ま
り
の
直
上
付
近
に
あ
っ
た
た
め
、
噴
火
を
誘
発
す
る
可

能
性
が
心
配
さ
れ
、
富
士
山
火
山
防
災
対
策
協
議
会
が
設
立
さ
れ
る
き
っ
か
け

と
な
っ
た
（
本
章
第
七
節
）。
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図２−２　平成 23 年 (2011)3 月 15 日の静岡県東部の地震（M6.4）の震度分布（気象庁による）

写真２−１　平成 23 年 (2011)3 月 15 日の静岡県東部の地震（M6.4）による富士宮市内の被害

地震発生直後の市役所内の様子 山宮浅間神社の被害

民家の屋根瓦の被害
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第
三
節
　
白
鳥
山
の
崩
壊
と
地
震
災
害

　
富
士
宮
市
の
中
心
街
か
ら
西
方
約
五
㎞
、
富
士
川
の
右
岸
に
東
方
を
見
渡
す

よ
う
に
構
え
る
白し

ら

鳥と
り

山
（
五
六
七・四
ｍ
）
が
あ
る
（
写
真
２−

２・図
２−

３
）。

白
鳥
山
と
そ
の
周
辺
で
は
、
江
戸
時
代
の
大
地
震
と
豪
雨
時
に
山
腹
か
ら
崩
落

が
あ
り
、
と
も
に
甚
大
な
土
砂
災
害
を
引
き
起
こ
し
た
。

　
宝
永
地
震
（
一
七
〇
七
）
で
は
、
東
斜
面
か
ら
崩
落
し
た
土
砂
が
対
岸
の
長な

が

貫ぬ
き

村
を
襲
い
二
二
人
が
犠
牲
に
な
り
、
富
士
川
は
三
日
間
に
わ
た
り
せ
き
止
め

ら
れ
た
。
ま
た
上
流
の
右
岸
に
あ
る
橋は

し

上か
み

集
落
で
は
八
人
が
犠
牲
と
な
っ
た
。

　
安
政
東
海
地
震
（
一
八
五
四
）
に
お
い
て
も
、
宝
永
地
震
時
と
同
じ
場
所
で

富
士
川
の
せ
き
止
め
が
あ
り
、
橋
上
集
落
で
六
人
が
犠
牲
と
な
っ
た
。

　
さ
ら
に
、宝
永
地
震
に
先
立
つ
宝
永
二
年
六
月
（
一
七
〇
五
年
八
月
）
に
は
、

豪
雨
に
よ
り
南
斜
面
か
ら
崩
落
し
た
土
砂
が
内う

つ

房ぶ
さ

境
川
を
せ
き
止
め
た
後
決
壊

し
、下
流
の
塩し

ょ

出で

集
落
民
家
を
押
し
流
し
三
五
人
が
溺
死
す
る
災
害
が
生
じ
た
。

白
鳥
山
に
み
ら
れ
る
緩
斜
面
地
形

　

白
鳥
山
周
辺
の
基
盤
地
質
（
そ
の
地
域
に
広
く
分
布
し
岩
盤
や
地
盤
を
形

成
す
る
代
表
的
な
岩
石
や
地
層
の
性
質
、
構
造
）
は
、
礫れ

き

岩
・
砂
岩
を
主
体

に
泥
岩
を
挟
む
富
士
川
層
群
身
延
累
層
よ
り

な
る
。
山
体
を
構
成
す
る
地
層
の
主
体
は
礫

岩
・
砂
岩
が
繰
り
返
し
交
互
に
堆
積
し
た
互

層
で
、
地
表
に
あ
ら
わ
れ
た
露
頭
か
ら
は
風

化
に
と
も
な
う
割
れ
目
が
拡
大
し
岩
塊
状
に

な
っ
て
い
る
部
分
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、

山
体
の
北
西
か
ら
南
東
に
か
け
て
は
、
ひ
ん

岩
が
薄
く
貫か

ん

入に
ゅ
う

し
て
い
る
状
態
も
見
ら
れ

る
。

　

白
鳥
山
東
斜
面
は
、
図
２−

４
の
赤
色
立

体
図
に
見
る
よ
う
に
山
頂
直
下
の
急
崖
か
ら

堆
積
岩
で
覆
わ
れ
た
緩
斜
面
が
ほ
ぼ
馬ば

蹄て
い

形け
い

に
広
が
り
、
末
端
部
で
富
士
川
に
接
続
す
る

（
図
２−

４
①
）。
白
鳥
山
崩
壊
地
は
そ
の
中

央
に
位
置
し
、
際
立
っ
た
黒
赤
色
系
で
描
か

れ
る
こ
と
か
ら
、
急
勾
配
な
両
岸
を
有
す
る

こ
と
が
わ
か
る
。

図２−３　白鳥山とその周辺（赤枠域）

写真２−２　白鳥山崩壊地
写真中央部、白鳥山下方の崩壊地形（2022 年 3 月撮影）。

白鳥山

１km

N
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現
在
の
谷
中
に
は
、
下
流
末
端
に
設
置
さ
れ
た
礫
留
め
鋼
製
堰え

ん

堤て
い

を
始
め
と
す
る
治
山
堰
堤
が
階
段
状
に
設
置
さ
れ
、
大
規
模
な

土
砂
流
出
は
認
め
ら
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
露
岩
す
る
急
崖

斜
面
か
ら
は
落
石
や
小
崩
壊
が
日
常
的
に
生
じ
、
谷
が
拡
大
し
て

い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。

　
一
方
、
南
斜
面
を
み
る
と
東
斜
面
と
同
じ
よ
う
に
山
頂
直
下
か

ら
馬
蹄
形
を
し
た
緩
斜
面
の
存
在
が
み
ら
れ
る
（
図
２−

４
②
）。

こ
の
緩
斜
面
の
中
央
に
は
、
宝
永
地
震
の
二
年
前
に
流
出
し
た
土

砂
が
境
川
を
せ
き
止
め
て
決
壊
し
、
大
災
害
の
き
っ
か
け
と
な
っ

た
崩
落
の
源
流
部
が
認
め
ら
れ
る
。

　
北
斜
面
に
お
い
て
も
、
山
頂
直
下
に
陥
没
斜
面
が
あ
り
、
そ
の

中
腹
付
近
で
は
富
士
川
に
面
し
て
さ
ら
に
一
段
大
き
く
下
が
っ
た

地
形
が
み
ら
れ
る
（
図
２−

４
③
）。
た
だ
し
、
北
斜
面
に
は
東
斜

面
や
南
斜
面
で
み
ら
れ
る
侵し

ん

食し
ょ
く

谷こ
く

は
認
め
ら
れ
な
い
。
し
た
が
っ

て
、
北
斜
面
で
は
谷
を
つ
く
る
崩
落
は
発
生
し
て
い
な
い
と
思
わ
れ

る
が
、
東
斜
面
、
南
斜
面
に
お
け
る
崩
壊
履
歴
を
考
慮
す
る
と
崩
落
に
よ
る
富

士
川
せ
き
止
め
の
危
険
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

宝
永
地
震
時
の
土
砂
災
害

　
宝
永
地
震
は
、
宝
永
四
年
一
〇
月
四
日
申さ

る
の
こ
く刻
（
一
七
〇
七
年
一
〇
月
二
八
日

午
後
三
～
四
時
頃
）
に
本
震
が
発
生
し
、
翌
日
の
五
日
辰た

つ
の
こ
く刻
（
午
前
八
時
頃
）

に
駿
河
か
ら
甲か

斐い

に
か
け
て
最
大
の
余
震
が
あ
っ
た
。

　
古
文
書
判
読
（
服
部
ら 

二
〇
一
七
・
小
林
ら 

二
〇
一
八
）
に
よ
れ
ば
、
五

日
朝
の
余
震
は
本
震
の
二
～
三
倍
ほ
ど
の
揺
れ
で
人
々
が
歩
け
な
い
ほ
ど
の
強

さ
だ
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
に
よ
り
白
鳥
山
の
東
斜
面
が
山
崩
れ
を
起
こ
し
、
崩

落
土
砂
が
富
士
川
を
越
え
て
対
岸
の
集
落
（
長
貫
村
）
を
襲
い
村
中
の
男
女
が

犠
牲
と
な
っ
た
。富
士
川
は
土
砂
に
よ
り
三
日
間
せ
き
止
め
ら
れ
た
後
決
壊
し
、

激
流
と
な
っ
て
流
下
し
た
と
書
か
れ
て
い
る
。

　
古
文
書
に
は
本
震
の
記
述
に
次
い
で
余
震
の
記
述
が
あ
り
、
そ
の
次
に
白
鳥

山
の
崩
落
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
白
鳥
山
の
崩
落
は
余
震
で
起
き
た
可

能
性
が
高
い
と
さ
れ
る
。余
震
の
発
生
は
現
在
の
一
〇
月
下
旬
午
前
八
時
頃
で
、

多
く
の
村
人
が
家
屋
内
に
い
た
と
こ
ろ
を
崩
落
土
砂
が
押
し
寄
せ
た
こ
と
か
ら

犠
牲
者
も
多
か
っ
た
と
推
測
し
て
い
る
。

　
さ
て
、
白
鳥
山
の
崩
壊
に
よ
る
長
貫
村
の
犠
牲
者
は
二
二
人
と
さ
れ
る
が
、

こ
れ
は
明
治
一
一
年
（
一
八
七
八
）
に
村
内
で
建
て
ら
れ
た
供
養
塔
に
記
さ
れ

た
人
数
に
基
づ
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
古
文
書
に
は
村
中
の
男
女
残
ら

ず
死
亡
と
あ
り
、
村
全
体
が
壊
滅
状
態
で
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
が
、
ど
の
よ

う
な
状
況
で
遭
難
し
た
か
を
示
す
古
文
書
な
ど
は
不
明
で
、
白
鳥
山
の
崩
壊
が

本
震
か
余
震
に
よ
る
も
の
か
も
含
め
て
今
後
の
研
究
課
題
で
あ
る
。

図２−４　白鳥山周辺の赤色立体図

④

③
①

②

白鳥山崩壊地

白鳥山

500m

橋上
N
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白
鳥
山
の
崩
壊 

　
富
士
川
は
宝
永
地
震
後
に
三
日
間
に
わ
た
り
崩
落
土
砂
で
せ
き
止
め
ら
れ
、

そ
の
後
の
安
政
東
海
地
震
時
で
も
せ
き
止
め
ら
れ
翌
日
に
決
壊
し
た
。
宝
永
地

震
の
発
生
は
晩
秋
で
、
富
士
川
の
流
下
水
量
は
平
均
的
な
水
量
よ
り
も
少
な

か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
現
在
の
富
士
川
の
低
水
流
量
（
一
年
を
通
じ

て
二
七
五
日
は
こ
れ
よ
り
下
ら
な
い
流
量
）
と
図
２−

５
の
模
式
図
を
参
考
に
、

宝
永
地
震
時
の
せ
き
止
め
高
さ
を
推
定
し
て
み
る
。

　

白
鳥
山
に
近
い
北
松
野
で
富
士
川
の
平
均
低
水
流
量
と
し
て
、
毎
秒

一
四・
四
㎥
が
得
ら
れ
て
い
る
。
せ
き
止
め
箇
所
上
流
の
平
均
川
幅
を
四
〇
〇

ｍ
、
河か

床し
ょ
う

勾こ
う

配ば
い

（
川
底
の
傾
き
）
を
〇
・

〇
〇
六
五
と
し
、
三
日
間
で
せ
き
止
め
ら
れ

る
水
量
を
も
と
に
、
せ
き
止
め
箇
所
の
平
均

水
位
を
推
定
す
る
と
、
約
一
一
ｍ
の
高
さ
と

な
る
。
ま
た
湛た

ん

水す
い

長ち
ょ
う

（
水
が
溜
ま
っ
た
箇
所

の
長
さ
）
は
一
七
〇
〇
ｍ
と
な
り
稲
子
川
合

流
地
点
の
上
流
に
到
達
す
る
。
古
文
書
に
は

当
時
の
稲
子
村
集
落
で
は
水
面
の
上
昇
を
危

惧
し
た
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
記
述
と
整

合
す
る
結
果
で
あ
る
（
図
２−
６
）。

  

一
方
、
せ
き
止
め
た
崩
落
土
砂
の
高
さ
は
、

到
達
し
た
対
岸
の
長
貫
村
よ
り
も
白
鳥
山
崩

落
崩
壊
地
に
近
い
右
岸
側
の
方
が
大
き
い
こ

と
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、
水
位
一
一
ｍ
を
維

持
す
る
に
は
そ
れ
以
上
の
高
さ
で
堆
積
し
た

と
推
測
さ
れ
る
。
こ
れ
よ
り
堆
積
高
の
平
均

を
一
五
ｍ
、
そ
の
横
断
形
状
を
勾
配
一
五
度

（
低
敷
幅
一
一
二
ｍ
）
の
三
角
形
状
で
近
似

し
、
川
幅
四
〇
〇
ｍ
を
乗
じ
、
堆
積
し
た
土
砂
量
を
求
め
る
と
、
約
三
四
万
㎥

と
概
算
さ
れ
る
。

　
次
に
航
空
レ
ー
ザ
計
測
デ
ー
タ
か
ら
白
鳥
山
崩
壊
地
の
横
断
図
を
作
成
し
、

崩
壊
土
量
を
求
め
て
み
る
。
図
２−

４
か
ら
崩
壊
地
内
の
谷
形
状
は
お
お
む
ね

Ｖ
字
型
で
流
下
方
向
に
形
状
変
化
は
小
さ
い
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
こ
で
図
２−

４
の
計
測
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
流
下
方
向
に
直
交
す
る
い
く
つ
か
の
横
断
図
を

つ
く
り
、
そ
の
面
積
と
各
横
断
間
の
距
離
を
乗
じ
体
積
を
求
め
た
後
、
個
々
を

合
計
し
谷
全
体
の
容
量
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
五
二
万
㎥
と
な
っ
た
。
宝
永
地
震

前
の
東
斜
面
に
は
中
腹
に
達
す
る
大
き
な
谷
は
存
在
し
な
か
っ
た
と
す
る
と
、

谷
の
容
量
に
近
い
土
量
が
宝
永
地
震
と
安
政
東
海
地
震
に
わ
た
り
富
士
川
に
流

れ
込
ん
だ
と
想
定
さ
れ
る
。
得
ら
れ
た
崩
壊
土
量
は
、
宝
永
地
震
時
に
富
士
川

を
せ
き
止
め
た
土
砂
量
の
推
定
値
三
四
万
㎥
を
超
え
、
二
度
に
わ
た
る
土
砂
流

出
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
納
得
で
き
る
も
の
と
い
え
る
。
ま
た
、
富
士
川
に
面
す図２−６　崩壊堆積土砂の分布と富士川せき止め

図２−５　富士川のせき止めた土砂と湛水の模式図

湛 水 長

川
 幅

低 敷 幅

河
床

堆積高
（せき止め高）

1700m

400m

湛 水 域

崩 壊 堆 積 土 砂
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る
他
の
場
所
で
も
、
数
十
万
㎥
の
崩
壊
で
数
日
に
わ
た
り
富
士
川
を
せ
き
止
め

る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
示
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
試
算
は
既
往
の
文
献
（
安
間 

一
九
八
七
）
に
示
さ
れ
た
推
定
量
の
よ

う
に
一
〇
〇
万
㎥
を
超
え
る
崩
壊
土
量
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
推
定

値
は
、
せ
き
止
め
高
さ
や
湛
水
域
に
関
し
て
仮
定
を
も
と
に
得
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
こ
と
、
白
鳥
山
東
斜
面
の
緩
斜
面
全
体
が
宝
永
地
震
に
よ
る
崩
壊
の
堆
積

物
と
す
る
と
ら
え
方
も
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
新
た
な
史
料
や
知
見
に
基
づ
い
た

検
証
が
必
要
で
あ
る
。

橋
上
集
落
の
災
害

　
橋
上
集
落
は
白
鳥
山
崩
壊
地
の
末
端
か
ら
約
一
㎞
富
士
川
を
遡
っ
た
右
岸
側

に
位
置
す
る
。
宝
永
地
震
の
時
に
八
人
、
安
政
東
海
地
震
の
時
に
も
六
人
が
犠

牲
と
な
っ
た
。
被
災
状
況
を
記
載
し
た
史
料
な
ど
は
見
当
た
ら
な
い
の
で
、
犠

牲
者
数
は
集
落
の
入
り
口
近
く
に
あ
る
墓ぼ

碑ひ

に
刻
ま
れ
た
人
数
が
よ
り
ど
こ
ろ

と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
犠
牲
者
を
生
じ
た
原
因
に
つ
い
て
は
、
富
士
川
の
湛

水
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
背
後
の
白
鳥
山
斜
面
か
ら
の
崩
落
土
砂
に
よ
る
可

能
性
が
高
い
。

　
図
２−

４
④
に
示
す
よ
う
に
白
鳥
山
の
北
方
約
三
〇
〇
ｍ
に
は
、
白
鳥
山
東

斜
面
の
緩
斜
面
に
類
似
し
た
馬
蹄
形
を
な
す
北
東
向
き
の
斜
面
が
存
在
す
る
。

こ
の
斜
面
に
は
富
士
川
に
面
し
て
幅
約
三
〇
〇
ｍ
の
二
つ
の
崩
壊
地
形
が
認
め

ら
れ
る
。

　

ま
た
、
図
２

−
７
を
み
る
と
二
つ
の
崩
壊
地
の
中
央
に
は
橋
上
集
落
の
南

端
で
富
士
川
に
流
下
す
る
切
れ
込
ん
だ
谷
と
そ
の
北
側
で
道
路
に
接
す
る
幅

一
五
〇
ｍ
ほ
ど
の
崩
壊
地
形
が
み
ら
れ
る
。
し
か
も
谷
出
口
周
辺
に
は
流
出
し

た
土
砂
の
堆
積
も
認
め
ら
れ
る
。

　
墓
碑
位
置
か
ら
南
に
は
谷
の
出
口
と
崩
壊
地
形
の
末
端
が
あ
り
、
両
地
震
時

に
は
土
砂
流
出
が
生
じ
た
可
能
性
が
高
い
。
谷
幅
や
深
さ
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
く

は
な
い
が
、
斜
面
直
下
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
直
撃
に
近
い
状
態
で
民
家
を
襲
っ

た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
墓
碑
に
は
二
回
の
地
震
に
よ
る
犠
牲
者
が
弔
わ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
よ
り
南
に
居
住
す
る
こ
と
へ
の
警
鐘
を
示
し
た
と
の
解

釈
を
裏
付
け
る
も
の
と
思
う
。

図２−７　橋上集落と白鳥山東斜面

馬 蹄 形 崩 壊 地 形

谷地形

崩 壊 地 形  

県道富士川身延線

墓 碑

橋 上
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第
四
節
　
富
士
山
大
沢
崩
れ
と
砂
防
対
策

　
秀し

ゅ
う

麗れ
い

な
円え

ん

錐す
い

形
状
を
み
せ
る
富
士
山
は
、
山
頂
か
ら
多
く
の
谷
が
放
射
状
に

刻
ま
れ
て
い
る
。
最
高
峰
で
あ
る
剣
ケ
峰
の
西
北
に
谷こ

く

頭と
う

を
も
つ
大
沢
は
、
こ

れ
ら
の
放ほ

う

射し
ゃ

谷こ
く

の
う
ち
そ
の
規
模
は
最
も
大
き
く
、
最
上
流
の
源
頭
部
域
に
大

沢
崩
れ
と
呼
ば
れ
る
幅
三
〇
〇
ｍ
～
五
〇
〇
ｍ
、
深
さ
一
〇
〇
ｍ
を
超
え
る
谷こ

く

壁へ
き

が
連
続
す
る
大
規
模
な
荒
廃
地
形
を
な
し
、
下
流
西
麓
で
広
大
な
大
沢
扇
状

地
を
形
成
す
る
（
図
２−

８
）。
こ
こ
で
は
、
過
酷
な
自
然
環
境
の
も
と
、
谷

底
に
堆
積
し
た
不
安
定
な
土
砂
が
融
雪
や
降
水
時
に
一
気
に
流
出
し
、
幾
度
と

な
く
西
麓
域
に
甚
大
な
土
砂
災
害
を
も
た
ら
し
た
。
特
に
積
雪
時
の
大
雨
は
、

凍
結
し
た
地
層
を
水
を
通
し
に
く
い
不
透
水
層
と
し
、
水
分
を
多
量
に
含
む

雪な
だ
れ崩
（
雪ゆ

き

代し
ろ

あ
る
い
は
ス
ラ
ッ
シ
ュ
雪
崩
と
呼
ば
れ
る
）
を
た
び
た
び
発
生
さ

せ
た
。
近
年
で
は
大
沢
崩
れ
谷
底
の
侵
食
を
防
止
す
る
床と

こ

固が
た
め

式し
き

低
ダ
ム
工
、
滝

保
護
工
の
設
置
や
下
流
の
大
沢
扇
状
地
の
砂
防
対
策
の
進
展
に
よ
り
記
す
べ
き

土
砂
災
害
な
ど
は
起
き
て
い
な
い
。

富
士
砂
防
事
務
所
の
設
立

　
昭
和
三
〇
年
代
に
入
る
と
日
本
の
経
済
成
長
と
と
も
に
土
地
利
用
の
高
度
化

が
進
み
、
富
士
山
西
麓
に
お
い
て
も
土
地
開
発
や
観
光
化
が
計
画
さ
れ
、
弊
害

と
な
る
大
沢
崩
れ
の
防
災
対
策
の
必
要
性
が
高
ま
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
静
岡
県

は
昭
和
三
二
年
（
一
九
五
七
）
に
地
理
学
・
地
質
学
・
林
学
お
よ
び
土
木
工
学

な
ど
の
専
門
家
か
ら
な
る
「
富
士
山
大
沢
崩
対
策
委
員
会
」
を
設
置
し
、
調
査

と
対
策
案
の
検
討
を
依
頼
し
た
。
三
年
間
の
調
査
に
よ
る
報
告
書
に
は
、
大
沢

崩
れ
の
崩
壊
を
防
止
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
に
近
く
、
直
接
的
な
対
応

よ
り
も
谷
底
の
低
下
防
止
や
緩
傾
斜
な
谷
壁
斜
面
で
植
栽
を
進
め
流
出
す
る
土

砂
量
を
軽
減
す
る
方
法
が
望
ま
し
い
こ
と
、
大
沢
扇
状
地
に
貯
砂
を
主
目
的
と

し
た
対
策
を
行
い
砂さ

礫れ
き

の
再
移
動
を
防
止
し
下
流
の
災
害
軽
減
を
図
る
こ
と
な

図２−８　富士山と大沢崩れ
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ど
が
示
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
静
岡
県
は
昭
和
三
九
年
（
一
九
六
四
）
か

ら
四
二
年
（
一
九
六
七
）
に
か
け
て
建
設
省
補
助
砂
防
事
業
と
し
て
大
沢
扇
状

地
に
堰え

ん

堤て
い

二
基
を
施
工
し
た
。

　
昭
和
四
二
年
（
一
九
六
七
）
五
月
の
政
府
与
党
連
絡
会
議
に
お
け
る
山
梨
県

知
事
の
「
最
近
の
富
士
山
は
大
沢
崩
れ
が
激
し
く
、
そ
の
美
し
い
姿
が
変
わ
り

つ
つ
あ
る
」
と
の
発
言
が
二
四
日
の
参
議
院
予
算
委
員
会
第
三
分
科
会
で
取
り

上
げ
ら
れ
、
二
五
日
に
は
建
設
相
が
農
水
省
と
協
議
の
う
え
富
士
山
大
沢
崩
れ

対
策
を
検
討
す
る
よ
う
関
係
部
署
に
指
示
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
建
設
省
は
閣
議

了
承
を
経
て
、
学
識
経
験
者
に
加
え
静
岡
県
と
山
梨
県
の
両
県
知
事
か
ら
な

る
「
大
沢
崩
れ
対
策
懇
談
会
」
を
設
置
し
、
大
沢
崩
れ
に
対
し
下
流
の
防
災
的

見
地
か
ら
対
策
を
立
て
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、
そ
の
た
め
に
昭
和
四
三
年
度

（
一
九
六
八
）
に
実
施
に
む
け
た
調
査
を
行
う
こ
と
な
ど
を
導
き
出
し
た
。
こ

の
間
、
六
月
一
七
日
に
は
静
岡
県
と
山
梨
県
の
両
県
に
よ
る
「
富
士
山
大
沢
く

ず
れ
対
策
期
成
同
盟
会
」
が
静
岡
県
知
事
を
会
長
に
東
京
で
開
催
さ
れ
、
大
沢

崩
れ
対
策
を
国く

に

直ち
ょ
っ

轄か
つ

事
業
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
を
関
係
各
省
と
各
党
本
部
に

陳
情
し
た
。

　
昭
和
四
三
年
度
（
一
九
六
八
）
に
は
、
調
査
費
一
五
二
〇
万
円
で
沼
津
工
事

事
務
所
が
本
格
的
な
直
轄
砂
防
調
査
に
着
手
、
昭
和
四
四
年
度
（
一
九
六
九
）

に
は
富
士
宮
砂
防
出
張
所
が
発
足
し
、
静
岡
県
が
実
施
し
た
大
沢
扇
状
地
砂
防

対
策
を
引
き
継
ぎ
、
事
業
費
一
億
三
五
〇
〇
万
円
で
直
轄
砂
防
事
業
が
開
始

さ
れ
調
査
費
に
は
一
五
〇
〇
万
円
が
充
て
ら
れ
、
図
２−

９
に
示
す
よ
う
に
大

沢
扇
状
地
第
六
床
固
工
の
一
部
と
第
七
床
固
工
七
〇
〇
ｍ
が
施
工
さ
れ
た
。
昭

和
四
五
年
度
（
一
九
七
〇
）
に
は
富
士
砂
防
工
事
事
務
所
が
二
課
一
出
張
所
六

係
、
職
員
二
三
名
で
新
設
さ
れ
、
事
業
費
三
億
四
〇
〇
〇
万
円
、
調
査
費

一
四
一
〇
万
円
を
も
っ
て
大
沢
扇
状
地
内
の
本
格
的
な
砂
防
工
事
が
進
め
ら

れ
た
。

大
沢
崩
れ
の
形
成

　

大
沢
の
源
頭
部
に
位
置
す
る
大
沢
崩
れ
は
、
富
士
山
頂
上
直
下
か
ら
標
高

二
二
〇
〇
ｍ
付
近
ま
で
長
さ
二
一
〇
〇
ｍ
、
最
大
幅
五
〇
〇
ｍ
、
最
大
深
さ

一
五
〇
ｍ
、
面
積
一
㎢
に
及
ぶ
広
大
な
崩
壊
地
で
、
そ
の
崩
壊
土
砂
量
は

七
五
〇
〇
万
㎥
（
富
士
砂
防
事
務
所 

二
〇
二
二
）
と
推
定
さ
れ
る
。
谷
頭
か

ら
東
西
方
向
に
長
い
輪
郭
を
も
ち
、
南
北
の
周
縁
に
荒
々
し
い
成
層
火
山
の
構

造
を
露
呈
し
、
谷
壁
で
は
岩
盤
落
下
や
崩
落
に
と
も
な
う
砂
礫
の
生
産
が
積
雪

期
を
除
き
恒
常
的
に
お
き
て
い
る
。
ま
た
南
壁
と
北
壁
は
東
西
の
谷
底
に
対
称

で
は
な
く
北
壁
の
方
が
崩
落
は
激
し
く
緩
傾
斜
を
示
す
。
こ
れ
に
は
日
照
の
影

響
が
あ
げ
ら
れ
、
北
壁
は
日
当
た
り
が
良
く
地
温
変
化
が
激
し
く
岩
石
破
壊
が図２−９　大沢扇状地床固工配置平面図
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進
む
が
、
南
壁
は
常
に
日
陰
で
あ
り
岩
石
劣
化
の
進
行
が
遅
い
こ
と
が
理
由
と

し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
大
沢
崩
れ
は
、
富
士
山
を
形
づ
く
る
構
造
に
起
因
し
て
形
成
さ
れ
た
の
で
は

な
く
、
成
層
火
山
に
み
ら
れ
る
放
射
状
侵
食
谷
と
し
て
、
降
水
や
融
雪
時
の
地

表
流
下
水
の
侵
食
に
よ
り
現
在
に
至
っ
た
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
そ
の
下
流
の
標

高
一
三
〇
〇
～
一
五
五
〇
ｍ
に
流
れ
込
ん
だ
溶
岩
が
水
食
を
受
け
て
い
る
こ
と

か
ら
、
現
在
の
大
沢
よ
り
も
古
い
谷
（
古
大
沢
）
が
あ
り
、
大
沢
崩
れ
は
そ
の

上
方
で
起
き
た
大
崩
壊
に
よ
り
で
き
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
裏
付
け
に

は
、
大
沢
扇
状
地
の
砂
礫
堆
積
状
況
か
ら
、
古
大
沢
の
時
代
に
は
砂
礫
の
激
し

い
生
産
と
そ
の
流
下
痕
跡
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
、
大
沢
扇
状
地
の
巨
礫
を
含
む

未
固
結
の
砂
礫
層
が
古
い
砂
礫
層
面
を
覆
い
新
し
い
扇
状
地
を
発
達
さ
せ
て
い

る
こ
と
、
扇
状
地
の
頂
部
付
近
は
土
石
流
状
態
で
急
激
な
堆
積
を
し
た
こ
と
が

あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
扇
頂
部
の
堆
積
層
か
ら
見
つ
か
っ
た
流
木
片
の

年
代
測
定
が
九
五
〇
（
＋

プ
ラ
ス

−マ
イ
ナ
ス

五
〇
）
年
前
を
示
し
た
こ
と
か
ら
、
大
沢
崩
れ
は

約
一
〇
〇
〇
年
前
に
形
成
さ
れ
現
在
に
至
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

大
沢
崩
れ
の
崩
壊
と
土
砂
流
出

　
国
土
交
通
省
富
士
砂
防
事
務
所
で
は
、
昭
和
四
四
年
度
（
一
九
六
九
）
か
ら

お
お
む
ね
年
度
単
位
で
空
中
写
真
測
量
、
平
成
一
八
年
度
（
二
〇
〇
六
）
か
ら

は
航
空
レ
ー
ザ
計
測
を
行
い
、
前
年
度
の
計
測
結
果
と
の
比
較
か
ら
大
沢
崩
れ

に
お
け
る
崩
壊
の
拡
大
量
や
谷
底
に
堆
積
す
る
土
砂
量
を
把
握
し
て
い
る
。

　

図
２−

10
に
は
昭
和
四
六
年
（
一
九
七
一
）
か
ら
令
和
三
年
（
二
〇
二
一
）

に
わ
た
る
五
一
年
間
の
大
沢
崩
れ
に
お
け
る
崩
壊
と
土
砂
流
出
の
状
況
を
対
比

し
た
。
図
の
上
段
に
示
す
崩
壊
土
砂
量
の
推
移
を
み
る
と
、
五
一
年
間
に
お
け

る
最
大
は
平
成
九
年
度
の
約
二
八
万
㎥
、
最
小
は
昭
和
五
八
年
の
約
一
万
㎥
、

期
間
の
合
計
は
六
四
〇
万
㎥
に
達
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
平
均
す
る
と
毎
年
約

一
三
万
㎥
の
岩
盤
が
崩
落
し
、
年
間
の
土
砂
の
生
産
量
と
し
て
は
日
本
最
大
級

図２−10　大沢崩れの崩壊土砂量と流出土砂量の経年変化

（昭和55〜57年、平成1〜3年、平成 5〜7年は3年間の平均）
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で
あ
る
。

　

崩
壊
土
砂
量
は
、
昭
和
四
六
年
（
一
九
七
一
）
の
一
六
万
㎥
か
ら
そ
の
後

一
五
年
は
減
少
傾
向
を
示
し
約
一
万
㎥
ま
で
低
下
す
る
も
の
の
、
昭
和
六
三
年

（
一
九
八
八
）
か
ら
平
成
一
〇
年
（
一
九
九
八
）
に
か
け
て
は
二
〇
万
㎥
前
後

と
多
く
、
そ
の
後
は
再
び
減
少
傾
向
と
な
り
平
成
二
二
年
（
二
〇
一
〇
）
に
は

一
〇
万
㎥
を
下
回
っ
て
い
る
。
ま
た
、
最
近
の
一
〇
年
間
は
一
〇
～
一
七
万
㎥

で
推
移
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

図
２

−

10
の
下
段
に
示
す
流
出
土
砂
量
の
推
移
を
み
る
と
、
昭
和
四
六
年

（
一
九
七
一
）
か
ら
令
和
三
年
（
二
〇
二
一
）
の
五
一
年
間
で
七
六
六
万
㎥
の

流
出
が
あ
り
、
平
均
す
る
と
毎
年
約
一
五
万
㎥
の
土
砂
が
流
出
し
た
こ
と
を
示

す
。
流
出
土
砂
量
の
最
大
は
昭
和
四
七
年
（
一
九
七
二
）
の
八
三
万
㎥
で
、
こ

の
年
に
は
五
月
一
日
と
五
日
、
六
月
八
日
、
七
月
六
日
と
一
二

日
の
五
回
に
わ
た
り
土
石
流
が
流
下
し
た
。
二
番
目
は
令
和
三

年
（
二
〇
二
一
）
の
七
四
万
㎥
で
、
三
回
の
土
石
流
に
よ
り
土

砂
が
大
沢
扇
状
地
に
運
ば
れ
た
。
三
月
二
一
日
に
は
大
沢
で
起

き
た
雪
代
に
よ
る
土
石
流
が
、
最
大
の
四
八
万
㎥
の
土
砂
を
流

出
さ
せ
た
。

　

図
２−

10
に
お
い
て
崩
壊
土
砂
量
と
流
出
土
砂
量
の
推
移
を

比
べ
る
と
、
両
者
の
関
連
性
は
乏
し
い
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。

こ
れ
は
大
沢
崩
れ
の
谷
壁
斜
面
か
ら
崩
壊
し
た
土
砂
礫
が
谷
部

に
堆
積
し
た
後
に
、
降
水
や
融
雪
に
よ
り
流
出
す
る
こ
と
が
大

き
く
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
累
加
土
砂
量
を

比
べ
る
と
後
者
は
約
一
二
五
万
㎥
多
い
こ
と
か
ら
、
大
沢
崩
れ

か
ら
流
下
す
る
過
程
で
谷
底
や
側
岸
の
侵
食
に
よ
る
増
加
が
あ

る
と
想
定
さ
れ
る
。

　

図
２−

11
に
は
、
平
成
一
九
年
（
二
〇
〇
七
）
と
令
和
三
年

（
二
〇
二
一
）
に
行
っ
た
航
空
レ
ー
ザ
計
測
か
ら
前
後
二
時
期

の
地
表
面
標
高
の
変
化
を
求
め
、
低
下
箇
所
を
侵
食
、
増
加
箇
所
を
堆
積
と
し

て
平
面
図
に
表
し
た
。
図
中
の
青
色
系
は
侵
食
、
赤
系
は
堆
積
を
示
す
。
全
体

を
見
る
と
青
色
系
が
多
く
を
占
め
る
が
、
大
沢
崩
れ
南
北
周
縁
は
溶
岩
の
端
部

が
急
崖
を
な
し
、
中
央
の
谷
部
に
は
不
安
定
な
土
砂
が
堆
積
す
る
た
め
、
青
色

系
の
侵
食
に
は
急
崖
の
崩
落
と
谷
部
か
ら
の
土
砂
礫
の
流
出
が
含
ま
れ
る
。
標

高
二
七
〇
〇
ｍ
か
ら
二
九
〇
〇
ｍ
の
中
央
の
濃
青
色
は
、
谷
部
に
堆
積
し
た
土

砂
礫
の
流
出
に
伴
う
も
の
で
、
南
周
縁
の
標
高
三
〇
〇
〇
ｍ
か
ら
三
五
〇
〇
ｍ

の
湾
曲
し
た
青
色
部
は
急
崖
で
崩
落
が
起
き
拡
大
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

北
周
縁
の
三
四
〇
〇
ｍ
か
ら
三
五
〇
〇
ｍ
、
三
六
〇
〇
ｍ
付
近
で
も
同
じ
こ
と

が
起
き
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
大
沢
崩
れ
の
南
周
縁
は
標
高
三
〇
〇
〇
ｍ
か
ら

三
五
〇
〇
ｍ
に
か
け
て
、
北
周
縁
は
三
四
〇
〇
ｍ
か
ら
三
六
〇
〇
ｍ
付
近
が
外

側
に
膨
ら
み
拡
大
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

図２−11　レーザ計測による大沢崩れの地表高変化
平成 19 年（2007）と令和 3 年（2021）の対比。
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大
沢
崩
れ
の
崩
壊
メ
カ
ニ
ズ
ム

　
大
沢
崩
れ
は
、
写
真
２−

３
に
見
る
よ
う
に
ス
コ
リ
ア
（
火
山
砕さ

い

屑せ
つ

物ぶ
つ

）
と

溶
岩
の
互
層
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
谷
壁
を
構
成
す
る
溶
岩
層
は
概
し
て
節
理

（
岩
石
に
生
じ
る
明
瞭
な
割
れ
目
）
が
発
達
し
ブ
ロ
ッ
ク
状
に
割
れ
や
す
い
性

質
を
有
す
る
。
谷
壁
斜
面
は
侵
食
や
崩
壊
の
た
め
階
段
状
で
五
〇
～
八
〇
度
の

急
崖
を
な
し
、
夏
季
を
除
け
ば
凍
結
と
融
解
を
繰
り
返
す
。
こ
の
た
め
ス
コ
リ

ア
層
の
締
り
が
緩
く
な
り
雨
、
風
に
よ
る
侵
食
で
流
出
す
る
と
、
そ
の
上
位
に

あ
る
溶
岩
層
が
突
き
出
た
状
態
と
な
る
。
ま
た
、
溶
岩
層
の
割
れ
目
は
浸
み
込

ん
だ
雨
水
の
凍
結
で
拡
大
し
、
そ
の
結
果
自
重
を
持
ち
こ
た
え
ら
れ
ず
岩
塊
と

し
て
崩
落
し
、
流
れ
出
た
ス
コ
リ
ア
と
と
も
に
不
安
定
な
土
砂
礫
と
し
て
谷
底

に
堆
積
す
る
。

　

谷
底
は
縦
断
方
向
に
削
ら
れ
た
溶
岩
と
土
砂
礫
が
棚
状
に
露
出
し
、
平
均

約
三
三
度
の
急
勾
配
を
な

し
、
下
端
は
溶
岩
が
滝
状

に
落
下
し
て
い
る
。
豪
雨

時
に
は
谷
底
周
辺
の
土
砂

礫
が
土
石
流
と
な
り
、
滝

を
後
退
さ
せ
下
位
の
ス
コ

リ
ア
層
を
侵
食
し
、
谷
底

の
不
安
定
さ
を
増
大
さ
せ

る
。
こ
の
よ
う
に
大
沢
崩

れ
は
活
発
な
崩
壊
作
用
と

侵
食
に
と
も
な
う
土
砂
生

産
を
続
け
、
下
流
の
大
沢

扇
状
地
に
土
砂
供
給
を
続

け
て
い
る
。

大
沢
崩
れ
の
対
策
工
事

　
大
沢
崩
れ
対
策
は
、
昭
和
四
三
年
度
（
一
九
六
八
）
に
国
直
轄
事
業
と
し
て

大
沢
崩
れ
（
源
頭
部
）
の
拡
大
防
止
、
大
沢
扇
状
地
の
安
定
化
、
下
流
の
土
砂

災
害
防
止
を
主
た
る
目
的
に
始
ま
っ
た
。
ま
ず
初
め
に
、
大
沢
扇
状
地
の
安
定

を
図
る
た
め
流
路
工
の
整
備
と
流
下
土
砂
の
か
ん
止
に
着
手
し
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
昭
和
四
七
年
（
一
九
七
二
）
に
発
生
し
た
大
規
模
な
土
石
流
は
、
大
沢

扇
状
地
を
越
え
て
潤
井
川
に
堆
積
す
る
な
ど
の
土
砂
災
害
を
生
じ
、
源
頭
部
の

対
策
工
事
の
必
要
性
が
高
ま
っ
た
。
こ
の
た
め
建
設
省
は
専
門
家
に
よ
る
協
議

を
行
い
、「
源
頭
部
で
は
崩
壊
の
完
全
な
防
止
は
難
し
い
が
崩
壊
土
砂
を
減
少

さ
せ
る
た
め
積
極
的
に
調
査
検
討
す
る
」
と
提
言
さ
れ
た
。

　
こ
れ
を
受
け
て
富
士
砂
防
工
事
事
務
所
は
、
昭
和
五
七
年
（
一
九
八
二
）
か

ら
五
八
年
（
一
九
八
三
）
に
標
高
二
〇
六
〇
ｍ
の
谷
底
部
に
お
い
て
渓
床
を
固

定
す
る
た
め
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
建
設
資
材
を
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
空
輸
し
、
滝

保
護
工
（
写
真
２−

４
）
や
床
固
式
低
ダ
ム
工
、
鋼
製
ス
リ
ッ
ト
ダ
ム
工
（
写

真
２−

５
）
な
ど
を
施
工
し
た
。
そ
の
後
に
は
鋼
製
柵
工
や
枠
工
な
ど
の
斜
面

対
策
が
安
全
対
策
を
取
り
な
が
ら
続
け
ら
れ
て
い
る
。

　
平
成
一
九
年
度
（
二
〇
〇
七
）
に
は
標
高
二
一
〇
〇
ｍ
に
お
い
て
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
に
よ
る
無
人
化
施
工
に
よ
り
、
土
砂
と
水
と
を
分
離
し
堆
積
土
砂
の
土

石
流
化
を
防
ぐ
ブ
ロ
ッ
ク
ス
ク
リ
ー
ン
工
（
写
真
２−

６
）
に
着
手
し
、
平
成

二
一
年
度
（
二
〇
〇
九
）
に
完
成
さ
せ
た
。
こ
の
工
法
は
谷
底
に
敷ふ

設せ
つ

し
た
コ

ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
の
移
動
を
横
工
で
防
止
し
、
両
者
を
一
体
化
さ
せ
土
砂

礫
の
流
出
を
防
止
す
る
も
の
で
あ
る
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
ス
ク
リ
ー
ン

は
落
下
し
た
砂
礫
や
土
砂
を
堆
積
さ
せ
、
堆
積
層
を
浸
透
し
た
雨
水
は
速
や
か

に
ブ
ロ
ッ
ク
ス
ク
リ
ー
ン
を
流
下
す
る
の
で
、
土
石
流
の
発
生
に
か
か
わ
る
雨

水
を
効
果
的
に
処
理
で
き
る
機
能
を
持
っ
て
い
る
。

写真２−３　大沢崩れにおける溶岩とスコリアの互層

溶岩層溶岩層

溶岩層溶岩層

スコリア層スコリア層
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大
沢
崩
れ
は
、
頻
繁
に
落
石
が
発
生
す
る
危
険
な
環
境
に
加
え
て
天
候
の
急

変
を
と
も
な
う
過
酷
な
現
場
で
あ
る
。
こ
の
た
め
工
事
の
実
施
に
は
、
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
の
利
用
を
図
る
ほ
か
、
情
報
通
信
技
術
を
応
用
し
た
無
人
化
施
工
を
導

入
す
る
と
と
も
に
、
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
測
量
か
ら
地
形
や
施
工
形
状
を
確
認
す

る
な
ど
作
業
を
効
率
的
に
進
め
て
い
る
。

写真２−４　溶岩層の崩落とスコリア層の侵食を防止する滝保護工

写真２−５　床固式低ダム工と鋼製スリットダム工

写真２−６　ヘリコプターによる無人化施工で
　　　　　 建設中のブロックスクリーン工

溶岩層溶岩層

コンクリート吹付工コンクリート吹付工

土のう型枠によるコンクリート床固工土のう型枠によるコンクリート床固工

鋼製スリットダム工鋼製スリットダム工

コンクリートブロックコンクリートブロック

横工横工

床固式低ダム工床固式低ダム工
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大
沢
崩
れ
か
ら
の
主
な
土
砂
流
出

　
大
沢
崩
れ
に
堆
積
し
た
土
砂
礫
は
雪
代
や
土
石
流
と
な
っ
て
流
下
す
る
。
雪

代
は
、富
士
山
を
覆
う
雪
が
低
気
圧
に
と
も
な
う
暖
か
い
空
気
と
降
水
で
解
け
、

谷
中
の
土
砂
礫
と
と
も
に
一
気
に
流
下
す
る
現
象
で
あ
る
。
厳
冬
期
を
過
ぎ
太

平
洋
か
ら
湿
っ
た
南
風
が
吹
き
込
む
と
、
富
士
山
の
中
腹
か
ら
上
部
が
降
雪
で

真
っ
白
に
覆
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
後
に
、
低
気
圧
の
通
過
に
と
も
な
い

暖
か
い
湿
っ
た
空
気
と
降
水
が
山
腹
に
吹
き
込
ま
れ
る
と
、
降
水
と
融
雪
水
が

積
雪
層
に
供
給
さ
れ
、
不
均
質
で
局
所
的
な
融
雪
が
進
み
積
雪
層
は
バ
ラ
ン
ス

を
失
い
、
水
分
に
富
む
流
動
性
の
高
い
雪
崩
を
起
こ
し
流
下
す
る
。
こ
の
雪
崩

は
流
下
中
に
谷
周
辺
の
土
砂
礫
を
取
り
込
み
融
解
す
る
こ
と
か
ら
増
水
し
、
流

動
性
の
高
い
土
石
流
に
変
わ
る
。
流
下
規
模
が
大
き
く
な
る
と
一
気
に
山
麓
の

集
落
域
に
達
し
、
甚
大
な
土
砂
災
害
を
引
き
起
こ
し
た
。

　
天
保
五
年
四
月
八
日
（
一
八
三
四
年
五
月
一
六
日
）
に
富
士
山
南
西
麓
で
発

生
し
た
雪
代
は
、
富
士
・
富
士
宮
な
ら
び
に
北
麓
の
富
士
吉
田
な
ど
富
士
山
麓

の
各
地
に
被
害
が
及
ぶ
未み

曾ぞ

有う

の
大
災
害
と
な
っ
た
。
写
真
２−

７
に
は
大
規

模
な
雪
代
が
富
士
宮
市
や
富
士
市
の
市
街
地
ま
で
到
達
し
た
こ
と
が
描
か
れ
て

お
り
、
潤
井
川
に
沿
っ
て
、
大
被
害
を
発
生
さ
せ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
昭
和
四
七
年
（
一
九
七
二
）
五
月
一
日
に
は
、
約
二
〇
万
㎥
の
土
砂
が
大
沢

扇
状
地
に
流
入
し
、
四
号
か
ら
七
号
の
床
固
工
を
埋
没
さ
せ
あ
ふ
れ
、
潤
井
川

の
大
石
寺
付
近
ま
で
堆
積
し
た
。
さ
ら
に
五
日
に
は
同
規
模
の
土
石
流
が
大
沢

扇
状
地
に
流
れ
込
ん
だ
。
土
石
流
の
多
く
は
七
号
、
八
号
床
固
工
に
捕
捉
さ
れ

た
も
の
の
六
号
、五
号
、四
号
の
床
固
工
を
破
り
潤
井
川
の
河
床
を
上
昇
さ
せ
、

田
子
の
浦
港
に
達
し
沈
積
し
た
。

　
六
月
八
日
に
は
、
低
気
圧
の
通
過
で
七
日
午
後
八
時
か
ら
八
日
午
後
二
時
ま

で
に
一
三
〇
㎜
（
上
井
出
雨
量
観
測
地
）
を
観
測
す
る
大
雨
と
な
り
、
八
日
午

前
一
〇
時
半
頃
に
大
沢
岩い

わ

樋ど
い

部ぶ

を
土
石
流
の
第
一
波
が
通
過
、
そ
の
後
午
後
二

時
頃
ま
で
断
続
的
に
濁
水
が
大
沢
扇
状
地
を
流
下
し
た
。
こ
の
時
の
土
石
流
は

大
沢
崩
れ
の
崩
壊
で
は
な
く
、
谷
部
を
埋
め
る
土
砂
が
流
下
し
た
も
の
で
、
流

下
量
は
約
一
五
万
㎥
、
床
固
工
を
越
え
た
一
部
は
潤
井
川
を
上
昇
さ
せ
、
田
子

の
浦
港
に
堆
積
し
干
潮
時
に
は
中
州
を
見
せ
る
に
至
っ
た
。

　
七
月
一
二
日
に
は
、
梅
雨
前
線
に
と
も
な
う
集
中
豪
雨
が
富
士
宮
市
一
帯
を

襲
い
、
一
一
日
午
後
四
時
か
ら
一
二
日
午
前
六
時
ま
で
に
二
八
三
㎜
、
午
前
一

時
か
ら
二
時
は
五
四
㎜
の
猛
烈
な
雨
を
記
録
し
た
（
上
井
出
雨
量
観
測
地
）。 写真２−７　富

ふ

士
じ

山
さん

焼
やき

砂
すな

押
おし

流
ながれ

荒
あれ

地
ち

絵
え

図
ず
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こ
の
豪
雨
で
午
前
三
時
頃
か
ら
土
石
流
が
上
井
出
集
落
に
到
達
し
は
じ
め
、
県

道
河
底
橋
の
上
流
で
右
岸
堤
防
が
決
壊
し
た
（
写
真
２−

８
）。
潤
井
川
の
氾

濫
に
よ
り
、
濁
流
が
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
白
糸
寮
」
を
襲
い
、
床
上
一
〇

㎝
の
浸
水
被
害
が
発
生
し
た
。
こ
の
た
め
富
士
宮
市
は
次
の
出
水
に
備
え
て
入

居
者
一
一
〇
人
の
う
ち
軽
症
者
三
三
人
を
市
役
所
上
井
出
出
張
所
に
避
難
さ
せ

た
。
ま
た
上
井
出
下
流
は
災
害
の
危
険
性
が
高
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
富
士
宮
市

は
午
前
四
時
過
ぎ
避
難
命
令
を
出
し
、
八
五
世
帯
四
二
五
人
が
近
く
の
学
校
な

ど
に
退
避
し
た
。
大
沢
扇
状
地
の
砂
防
施
設
も
被
災
し
、
七
号
床
固
工
は
左
岸

下
部
が
洗せ

ん

堀く
つ

さ
れ
、
六
号
床
固
工
、
五
号
床
固
工
は
一
部
が
破
損
し
た
。

　
令
和
三
年
（
二
〇
二
一
）
に
は
、
昭
和
四
七
年
（
一
九
七
二
）
以
来
二
番
目

の
規
模
で
あ
る
約
七
四
万
㎥
の
土
砂
が
大
沢
崩
れ
か
ら
流
下
し
、
大
沢
扇
状
地

に
堆
積
し
た
。

　
三
月
二
一
日
に
は
、大
沢
崩

れ
の
ス
ラ
ッ
シ
ュ
雪
崩
（
富

士
砂
防
事
務
所  

二
〇
二
二
）

に
と
も
な
う
土
石
流
を
、
標

高
一
四
九
〇
ｍ
の
大
滝
観
測

地
の
カ
メ
ラ
が
捉
え
た
（
写

真
２

−

９
）。
こ
の
日
は
日

本
海
を
北
東
に
進
む
低
気
圧

に
太
平
洋
側
か
ら
暖
か
い

湿
っ
た
空
気
が
吹
き
込
み
、

静
岡
県
天
城
山
で
は
三
月
と

し
て
第
一
位
の
日
降
水
量

三
一
三・
五
㎜
を
記
録
、
富

士
山
西
麓
で
は
累
加
雨
量

二
五
八
㎜
（
大
滝
雨
量
観

測
地
）、
午
後
〇
時
か
ら

四
時
ま
で
は
時
間
平
均

約
二
六
㎜
の
強
雨
が
続

い
た
。
こ
の
豪
雨
で
約

四
八
万
㎥
の
土
石
流
が

大
沢
扇
状
地
に
流
れ
込

み
、
土
石
流
と
し
て
は
昭

和
四
七
年
（
一
九
七
二
）

以
来
最
大
規
模
を
示
し

た
が
、
大
沢
扇
状
地
の

砂
防
施
設
に
よ
り
捕
捉

さ
れ
下
流
域
の
被
害
は

生
じ
て
い
な
い
。

　
八
月
中
旬
に
は
、
一
五

日
と
一
八
日
に
停
滞
す

る
前
線
に
と
も
な
う
大

雨
に
よ
り
二
回
の
土
石

流
が
発
生
し
た
。
こ
の

大
雨
は
、
八
月
一
三
日
か
ら
一
五
日
に
か
け
て
累
加
雨
量
六
四
八
㎜
、
一
五
日

午
前
九
時
に
は
最
大
時
間
雨
量
九
〇
㎜
を
記
録
し
（
大
滝
雨
量
観
測
地
）、
九

時
二
七
分
頃
に
土
石
流
の
先
頭
が
岩
樋
カ
メ
ラ
観
測
地
で
撮
影
さ
れ
た
。
引
き

続
き
一
七
日
夕
刻
か
ら
も
時
間
三
〇
㎜
前
後
の
強
雨
と
な
り
、
一
八
日
午
前
六

時
四
〇
分
頃
に
大
滝
カ
メ
ラ
観
測
地
で
土
石
流
の
流
下
が
撮
影
さ
れ
た
。
こ
れ

ら
二
回
の
土
石
流
に
よ
る
土
砂
流
出
で
大
沢
扇
状
地
に
は
約
二
五
万
㎥
の
土
砂

が
堆
積
し
た
が
、
下
流
へ
の
土
砂
流
出
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

写真２−８　上井出の県道河底橋に堆積する土砂
　　　　　　（静岡新聞　昭和47年〈1972〉７月 13 日  朝刊）

写真２−９　大沢扇状地に流入する土石流
令和 3 年（2021）3 月 21 日 14 時 8 分頃撮影。
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第
五
節
　
治
水
と
利
水
（
用
水
路
の
整
備
・
ダ
ム
・
洪
水
へ
の
備
え
）

富
士
宮
市
域
を
流
れ
る
用
水

　
富
士
山
に
降
っ
た
雨
や
雪
は
、
地
下
水
と
な
り
、
富
士
山
麓
の
各
所
で
湧
き

出
し
て
い
る
（
第
一
編
第
一
章
第
六
節
）。
富
士
宮
市
域
の
人
々
の
生
活
や
産

業
は
こ
う
し
た
湧
水
の
恵
み
を
受
け
て
展
開
し
て
き
た
と
い
え
る
。
一
方
で
、

水
の
浸
み
込
み
や
す
い
土
壌
の
た
め
に
水
の
乏
し
い
地
域
も
多
い
。
こ
う
し
た

地
域
で
生
活
す
る
に
は
、
天
水
に
頼
る
ほ
か
、
河
川
や
湧
水
地
か
ら
用
水
を
引

き
、
水
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
市
内
に
は
時
代
や
規
模
の

大
小
を
問
わ
ず
無
数
の
用
水
が
張
り
巡
ら
さ
れ
、人
々
の
生
活
を
支
え
て
き
た
。

　
富
士
宮
市
内
の
用
水
を
い
く
つ
か
あ
げ
る
と
、
芝
川
か
ら
取
水
す
る
本ほ

ん

門も
ん

寺じ

用
水
（
北
山
用
水
）、
大お

お

堰ぜ
き

用
水
、
中な

か

堰ぜ
き

用
水
、
新し

ん

堀ぼ
り

用
水
、
大お

お

堀ほ
り

用
水
（
安あ

居ご

山や
ま

用
水
）、
淀よ

ど

師し

渋し
ぶ

沢さ
わ

の
湧
水
を
水
源
と
す
る
渋
沢
用
水
、
潤
井
川
か
ら
取

水
す
る
野
中
用
水
な
ど
が
あ
る
。
こ
こ
か
ら
更
に
枝
分
か
れ
し
て
い
る
用
水
も

あ
る
（
図
２−

12
、
写
真
２−

10
）。

用
水
開
削
の
経
緯

　
富
士
宮
市
域
に
あ
る
用
水
の
開
削
経
緯
は
、
詳
し
く
分
か
ら
な
い
も
の
が
多

い
。
た
だ
、本
門
寺
用
水（
北
山
用
水
）に
つ
い
て
は
、天
正
一
〇
年（
一
五
八
二
）

の
井い

出で

正ま
さ

次つ
ぐ

判は
ん

物も
つ

（
本
門
寺
文
書
）
か
ら
そ
の
様
子
を
多
少
知
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
こ
で
は
、
用
水
の
井
口
（
取
入
れ
口
）
が
横
手
沢
に
設
け
ら
れ
、
規
模

は
一
〇
〇
間
（
約
一
八
一
ｍ
）
四
方
、水
路
の
長
さ
は
二
里
余
（
約
七・九
㎞
）、

堀
幅
は
三
間
（
五・
四
ｍ
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
本
門
寺
用
水
は
内う

つ

野の

の
横
手

沢
で
芝
川
か
ら
取
水
し
、犬い

ぬ

久く

保ぼ

沢
（
猪い

の
窪く

ぼ

川
）、邯か

ん

鄲た
ん

沢
、無む

間げ
ん

ヶが

谷た
に

沢
（
大

沢
）
な
ど
、
富
士
山
を
源
と
す
る
沢
を
渡
っ
て
、
北
山
・
山
宮
・
外と

神が
み

な
ど
広

範
な
地
域
を
灌か

ん

漑が
い

す
る
（
写
真
２−

11
）。

　
ま
た
、
本
門
寺
用
水
の
開
削
に
つ
い
て
は
、
徳
川
家
康
の
由
緒
が
知
ら
れ
て

写真２−10　芝
しば

川
かわ

附
つき

村
むら

々
むら

麁
そ

絵
え

図
ず

芝川とそこから派生する用水の流路が、村々の名前と
ともに記されている。

図２−12　富士宮市域の主要な用水
用水の流路は大まかな方向を矢印で表している。

猪之頭猪之頭

内野内野

上井出上井出

北山北山

上条上条

下条下条
精進川精進川

上柚野上柚野

西山西山
大久保大久保

富士川富士川

大久保大久保

西山西山

大宮町大宮町

淀師淀師

山宮山宮馬見塚馬見塚
下条下条

上柚野上柚野

精進川精進川
上条上条

北山北山

上井出上井出
内野内野

馬見塚馬見塚

外神外神

万野万野

大宮町大宮町

0　   1km
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い
る
。
北
山
本
門
寺
の
作
成
し
た
「
口こ

う

上じ
ょ
う

之の

覚お
ぼ
え

」（
明
和
元
年
〈
一
七
六
四
〉、

旧
北
山
村
役
場
文
書
）
に
よ
る
と
、
家
康
が
武
田
氏
攻
め
の
た
め
甲か

斐い

国
（
現

山
梨
県
）
に
出
陣
し
た
際
、
本
門
寺
の
住
職
だ
っ
た
日
出
は
家
康
に
守
り
本
尊

を
渡
し
た
。
家
康
が
戦
勝
し
て
帰
っ
て
き
た
際
、
家
康
か
ら
願
い
を
聞
か
れ
た

日
出
は
、
用
水
の
開
削
を
申
し
出
た
と
い
う
。
用
水
の
開
削
に
関
す
る
家
康
と

本
門
寺
の
由
緒
が
江
戸
時
代
中
期
に
は
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。な
お
、

本
門
寺
は
こ
の
由
緒
か
ら
、
用
水
修
復
の
際
に
費
用
負
担
を
免
除
さ
れ
る
と
主

張
し
て
い
る
。

　
同
じ
く
芝
川
か
ら
取
水
す
る
用
水
と
し
て
、
大
堰
用
水
・
中
堰
用
水
・
新
堀

用
水
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
上
野
地
区
（
上か

み

条じ
ょ
う・
下し

も

条じ
ょ
う・
精

し
ょ
う

進じ
ん

川が
わ

・
馬う

ま

見み

塚づ
か

）
を
潤
し
た
。
中
で
も
新
堀
用
水
に
つ
い
て
は
、
旧
上
野
村
役
場
文
書
中
に

開
削
の
記
録
が
残
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
新
堀
用
水
は
、
悪
地
開
発
を
目
的
に
、

精
進
川
村
に
出で

作さ
く

し
て
い
た
上か

み

柚ゆ

野の

村
名
主
平
蔵
と
下
条
村
百
姓
伴ば

ん

七し
ち

が
計
画

し
、
文
化
一
四
年
（
一
八
一
七
）、
韮に

ら

山や
ま

代
官
所
に
申
請
し
た
。
翌
年
春
か
ら

工
事
が
開
始
さ
れ
た
が
、文
政
五
年（
一
八
二
二
）に
平
蔵・伴
七
が
亡
く
な
り
、

資
金
難
の
た
め
工
事
は
中
断
し
た
。
し
か
し
そ
の
後
も
、
工
事
期
間
の
延
長
を

経
て
開
削
は
続
け
ら
れ
、
用
水
は
当
初
計
画
の
四
一
六
間
余
（
約
〇・七
五
㎞
）

か
ら
、
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
時
点
に
は
七
六
八
間
（
約
一・
四
㎞
）
に
延

長
さ
れ
精
進
川
村
を
潤
し
た
。

用
水
の
維
持
と
修
繕

　
用
水
は
広
範
な
地
域
に
及
ぶ
た
め
、
そ
の
維
持
や
修
繕
に
は
、
多
く
の
費
用

や
人
手
を
必
要
と
し
た
。
本
門
寺
用
水
で
は
、
天
正
一
〇
年
（
一
五
八
二
）
の

時
点
で
百
姓
四
軒
を
水
番
と
し
、
代
わ
り
に
そ
の
四
軒
は
諸
役
の
負
担
を
免
除

さ
れ
て
い
る
。

　
江
戸
時
代
の
本
門
寺
用
水
を
描
い
た
絵
図
（
旧
北
山
村
役
場
文
書
）
を
見
る

と
、
用
水
が
埋う

め

樋ど
い

・
掛か

け

樋ど
い

に
よ
り
沢
を
渡
っ
て
通
水
す
る
様
子
が
描
か
れ
て
い

写真２−11　本門寺用水（北山用水）の取入口（内野横手沢）
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る
（
写
真
２−

12
・
写
真
２−

13
）。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
樋
は
、
富
士
山
か
ら

の
土
石
流
や
風
雨
・
洪
水
に
よ
り
、
た
び
た
び
流
さ
れ
、
そ
の
都
度
普
請
が
行

わ
れ
て
い
た
。
普
請
に
は
北
山
村
を
は
じ
め
と
し
た
村
々
に
よ
る
用
水
組
合
が

費
用
を
負
担
す
る
「
自
普
請
」、
領
主
が
費
用
を
負
担
す
る
「
領
主
普
請
」、
幕

府
が
費
用
を
負
担
す
る
「
公
儀
普
請
」
な
ど
が
あ
っ
た
。
本
門
寺
用
水
の
流
域

の
村
々
は
領
主
が
異
な
る
た
め
、
領
主
間
の
調
整
も
必
要
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、
本
門
寺
用
水
の
絵
図
で
は
、
用
水
の
下
流
域
の
山
宮
村
・
宮
原
村
・

外
神
村
な
ど
で
水
車
と
そ
の
所
有
者
が
記
さ
れ
て
い
る
の
が
分
か
る
。
中
で
も

山
宮
村
で
は
、
水
車
四
輌
を
所
持
す
る
者
二
名
、
水
車
二
輌
を
所
持
す
る
者
一

名
が
記
さ
れ
て
い
る
（
写
真
２−

14
）。
こ
れ
ら
は
動
力
用
の
水
車
で
、
杵き

ね

や

臼
に
結
び
つ
け
て
精
米
・
精
麦
・
製
粉
な
ど
に
利
用
さ
れ
た
も
の
と
さ
れ
て
い

る
（
若
林　
二
〇
〇
二
）。
生
活
に
必
要
な
動
力
と
し
て
水
が
活
用
さ
れ
て
い

た
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

災
害
へ
の
備
え

　
富
士
山
は
恵
み
を
も
た
ら
す
一
方
で
、災
害
を
発
生
さ
せ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

中
で
も
、
無む

間げ
ん

沢
（
無
間
ヶ
谷
沢
）
と
呼
ば
れ
た
大
沢
崩
れ
で
は
、
多
く
の
土

石
流
が
発
生
し
た
（
本
章
第
四
節
）。

　
こ
う
し
た
無
間
沢
と
芝
川
の
関
係
を
示
す
史
料
が
旧
上
野
村
役
場
文
書
に
残

さ
れ
て
い
る
（
写
真
２−
15
、
本
章
第
一
節
）。
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
に

芝
川
流
域
の
村
々
か
ら
韮
山
代
官
所
へ
提
出
さ
れ
た
も
の
で
、「
無
間
沢
洪
水
」

の
時
に
芝
川
に
切
れ
込
ま
な
い
よ
う
、上
井
出
村
境
に「
砂す

な

除よ
け

」の
設
置
を
願
っ

て
い
る
。

　
そ
れ
に
よ
る
と
、
二
四
年
前
の
洪
水
の
際
、
無
間
沢
か
ら
の
「
流
浮
水
」
が

芝
川
に
押
し
込
み
、「
御ご

献け
ん

上じ
ょ
う

之の

御お

苔の
り

」（
富
士
海の

苔り

）
が
押
し
流
さ
れ
、
芝
川

流
域
が
被
害
を
受
け
た
。
そ
の
た
め
、「
砂
除
」
を
設
置
し
、
年
々
補
修
し
な

が
ら
維
持
し
て
い
た
と
い
う
。

写真２−12　犬久保沢・邯鄲沢の埋樋

写真２−13　大久保沢の掛樋

写真２−14　山宮村周辺の水車



197

　
と
こ
ろ
が
、
去
年
の
大
水
に
よ
り
「
砂
除
」
が
押
し
崩
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

そ
こ
で
、
芝
川
筋
の
村
々
は
新
た
に
「
砂
除
」
を
設
置
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
潤

井
川
筋
の
五
一
カ
村
は
、「
砂
除
」
設
置
は
潤
井
川
へ
被
害
を
与
え
る
も
の
だ

と
し
て
、
五
～
六
〇
〇
人
も
の
人
足
を
出
し
て
破
壊
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。

史
料
で
は
、
こ
う
し
た
潤
井
川
筋
の
村
々
の
行
為
に
つ
い
て
も
訴
え
て
い
る
。

　
関
連
史
料
が
な
く
、
以
後
の
展
開
は
不
明
だ
が
、
災
害
へ
の
備
え
と
そ
れ
を

め
ぐ
る
村
々
の
対
立
の
様
子
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

水
の
利
用
と
水
力
発
電

　
明
治
時
代
に
な
る
と
、
水
の
力
は
発
電
に
も
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
富

士
宮
市
域
で
は
、
明
治
四
〇
年
（
一
九
〇
七
）
に
富
士
電
気
株
式
会
社
が
設
立

さ
れ
、
翌
年
に
は
泉
発
電
所
が
発
電
を
開
始
し
た
（
写
真
２−
16
）。
泉
発
電

所
は
、黒
田
字
泉（
現
泉
町
）に
あ
っ
た
水
力
発
電
所
で
、潤
井
川
か
ら
取
水
し
、

途
中
ま
で
は
野
中
用
水
と
水
路
を
併
用
し
た
。
こ
の
電
力
は
、
大
宮
町
・
吉
原

町
（
現
富
士
市
）・
今
泉
村
（
現
富
士
市
）
へ
と
送
ら
れ
た
。

　
ま
た
、
富
士
電
気
株
式
会
社
と
同
じ
明
治
四
〇
年
、
富
士
水
電
株
式
会
社
が

設
立
さ
れ
た
。
富
士
水
電
は
東
京
に
本
社
を
置
い
て
い
た
が
、
猪い

之の

頭か
し
ら

を
は
じ

め
芝
川
流
域
に
発
電
所
を
建
設
し
、
工
場
を
中
心
に
送
電
し
た
。
大
正
二
年

（
一
九
一
三
）
に
は
富
士
電
気
と
合
併
し
、
大
正
一
四
年
（
一
九
二
五
）
に
は

東
京
電
灯
株
式
会
社
（
東
京
電
力
株
式
会
社
の
前
身
）
に
吸
収
合
併
さ
れ
た
。

　
な
お
、
現
在
の
富
士
宮
市
域
に
は
三
〇
を
超
え
る
水
力
発
電
所
が
あ
り
、
そ

の
う
ち
一
八
カ
所
が
発
電
量
一
〇
〇
〇
kW
以
下
の
小
水
力
発
電
所
で
あ
る
。

上
下
水
道
の
整
備

　
富
士
宮
市
域
に
お
い
て
、
水
道
が
整
備
さ
れ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
出
来
事

の
一
つ
と
し
て
、
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
四
月
二
一
日
に
発
生
し
た
大
宮
町

大
火
が
あ
る
。
こ
れ
は
栄
町
（
現
大
宮
町
）
か
ら
発
生
し
、
家
屋
一
一
〇
二
戸

写真２−15　乍
おそれながらかきつけをもってねがいあげたてまつりそうろうおんこと

恐書付を以奉願上候御事（旧上野村役場文書）
芝川筋村々が無間沢（大沢）の洪水による芝川への被害に備えて「砂除」を設置したこと、潤井川筋村々が
その「砂除」を破壊したことなどを記す。
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を
全
焼
し
た
大
き
な
火
災
で
あ
る
。
こ
の
時
、
市
街
地
を
流
れ
る
渋
沢
用
水
は

川
浚さ

ら

い
の
た
め
に
水
が
な
く
、
火
災
が
広
が
る
原
因
に
も
な
っ
た
。

　
そ
の
後
、
大
宮
町
の
復
興
計
画
の
中
に
水
道
事
業
も
加
え
ら
れ
る
こ
と
と
な

り
、
昭
和
一
〇
年
（
一
九
三
五
）
九
月
七
日
に
町
会
が
水
道
条
例
を
可
決
、
翌

昭
和
一
一
年
（
一
九
三
六
）
九
月
八
日
に
水
道
条
例
の
許
可
指
令
を
受
け
た
。

給
水
戸
数
は
計
画
戸
数
三
七
四
戸
の
五
〇
％
程
度
だ
っ
た
。
そ
の
後
、
水
道
の

加
入
者
は
緩
や
か
に
増
加
し
て
い
く
。

　

戦
後
は
、
八
次
に
わ
た
る
水
道
拡
張
事
業
が
あ
り
、
給
水
区
域
は
拡
張
し

て
い
っ
た
。
第
四
次
拡
張
事
業
で
は
、
昭
和
四
九
年
（
一
九
七
四
）
に
北
山

浄
水
場
が
建
設
さ
れ
た
（
写
真
２

−

17
）。
こ
こ
で
は
、
芝
川
の
表
流
水
を

内
野
取
水
場
（
北
山
用
水
〈
本
門
寺
用
水
〉）
か
ら
取
り
入
れ
、
一
日
最
大

一
万
六
五
〇
〇
㎥
の
浄
水
処
理
を
し
て
い
る
。
浄
化
さ
れ
た
水
は
各
配
水
池
へ

と
送
ら
れ
る
。

　
生
活
排
水
の
処
理
に
関
し
て
は
、
昭
和
五
七
年
（
一
九
八
二
）
に
星ほ

し

山や
ま

浄
化

セ
ン
タ
ー
が
整
備
さ
れ
た
（
写
真
２−

18
）。

星
山
放
水
路
と
大
倉
川
農
地
防
災
ダ
ム

　

戦
後
の
富
士
宮
市
域
に
お
け
る
治
水
事
業
と
し
て
、
星
山
放
水
路
（
写
真

２−

19
）
の
開
削
と
大
倉
川
農
地
防
災
ダ
ム
（
写
真
２−

20
）
の
設
置
が
あ
る
。

い
ず
れ
も
静
岡
県
の
事
業
と
し
て
整
備
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
星
山
放
水
路
は
、
大
雨
や
台
風
な
ど
に
よ
り
潤
井
川
の
水
位
が
一
定
以
上
に

達
し
た
時
、
潤
井
川
の
水
を
富
士
川
へ
と
流
す
水
路
で
あ
る
。
黒
田
地
点
で
潤

写真２−16　泉発電所

写真２−17　北山浄水場

写真２−18　星山浄化センターの建設工事
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井
川
か
ら
分
流
す
る
。

　
放
水
路
自
体
の
工
事
は
昭
和
四
四
年
度
（
一
九
六
九
）
に
開
始
し
た
。
全
長

二
七
七
〇・六
ｍ
の
区
間
の
工
事
が
五
年
で
完
成
し
、昭
和
四
九
年（
一
九
七
四
）

に
通
水
式
が
行
わ
れ
た
。
現
在
も
潤
井
川
の
水
量
が
一
定
以
上
に
な
る
と
放
流

が
行
わ
れ
、
潤
井
川
流
域
を
守
っ
て
い
る
。

　
大
倉
川
農
地
防
災
ダ
ム
は
、
芝
川・大
倉
川
両
河
川
流
域
の
洪
水
を
防
止
し
、

貯
水
の
一
部
を
灌
漑
用
水
と
し
て
農
業
生
産
力
の
増
強
に
役
立
て
る
た
め
に
建

設
さ
れ
た
。
芝
川
流
域
の
横
手
沢
に
分
流
ゲ
ー
ト
が
あ
り
、
芝
川
が
増
水
し
た

時
に
は
、
こ
こ
か
ら
大
倉
川
農
地
防
災
ダ
ム
へ
と
水
を
分
け
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。

　
ダ
ム
の
建
設
工
事
は
昭
和
四
二
年
度
（
一
九
六
七
）
よ
り
着
手
し
た
。
昭
和

五
〇
年
（
一
九
七
五
）
に
は
横
手
沢
か
ら
の
分
流
工
事
に
着
手
し
、
翌
年
に
は

分
流
ゲ
ー
ト
や
水
路
が
完
成
し
た
。
昭
和
五
六
年
（
一
九
八
一
）
に
は
ダ
ム
の

完
成
検
査
が
行
わ
れ
た
。

　
平
成
二
三
年
（
二
〇
一
一
）、
台
風
一
五
号
が
静
岡
県
に
上
陸
し
た
時
に
は
、

貯
水
率
八
八
％
と
な
る
一
八
〇
万
㎥
の
水
を
貯
水
し
、
芝
川
の
洪
水
対
策
に
力

を
発
揮
し
た
（
写
真
２−

21
）。

写真２−19　星山放水路

写真２−20　大倉川農地防災ダム（通常時）

写真２−21　大倉川農地防災ダム
平成 23 年（2011）の台風 15 号の時の様子。
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第
六
節
　
震
災
対
策
（
用
水
・
発
電
・
節
電
）

　
古
来
よ
り
、
富
士
山
か
ら
の
貴
重
な
恵
み
で
あ
る
地
下
水
・
湧
水
な
ど
の
水

資
源
は
、
こ
の
地
域
の
自
然
・
生
活
・
産
業
・
文
化
の
基
盤
と
な
っ
て
き
た
。

し
か
し
、
高
度
成
長
期
以
降
、
水
資
源
と
し
て
の
過
剰
な
利
用
に
よ
り
、
湧
水

の
枯
渇
や
井
戸
水
の
塩
水
化
な
ど
、
周
辺
の
地
域
社
会
に
多
大
な
影
響
を
与
え

た
。
二
一
世
紀
は
「
水
の
世
紀
」
と
い
わ
れ
て
お
り
、
地
球
規
模
で
深
刻
な
水

不
足
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
富
士
山
の
上
質
な
地
下
水
は
ま
す
ま
す

貴
重
な
も
の
と
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。
今
後
の
水
利
用
は
、
地
下
水
資
源
を

毀き

損そ
ん

す
る
こ
と
な
く
、
そ
の
中
に
使
わ
れ
ず
に
眠
っ
て
い
る
資
源
を
取
り
出
し

て
活
用
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。 

　
普
通
の
井
戸
で
は
、
地
下
水
を
汲く

み
上
げ
る
た
め
に
ポ
ン
プ
な
ど
を
動
か
す
必
要

が
あ
る
が
、
湧
水
は
自
然
状
態
で
地
下
水
が
湧
き
出
し
て
い
る
た
め
、
比
較
的

容
易
に
生
活
用
水
と
し
て
の
利
用
が
可
能
で
あ
る
。
実
際
に
、
断
水
が
長
期

間
続
い
た
東
日
本
大
震
災
の
被
災

地
で
は
、
日
々
の
生
活
で
使
わ
れ

て
い
た
湧
水
や
井
戸
水
が
災
害
時

に
も
生
活
用
水
と
し
て
使
わ
れ
、

人
々
の
生
活
の
支
え
と
な
っ
た

（
写
真
２−

22
）。

　

こ
の
よ
う
な
湧
水
を
活
用
す
る

こ
と
で
、
生
活
用
水
の
確
保
だ
け

で
な
く
、
湧
水
が
流
れ
る
水
路
な

ど
を
用
い
た
小
規
模
な
水
力
発
電

に
よ
り
電
力
を
確
保
す
る
こ
と
も

可
能
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
は
震
災
対
策
（
用
水
・

発
電
・
節
電
）
と
し
て
の
地
下
水
資
源
の
活
用
方
法
を
紹
介
す
る
。
な
お
、
こ

の
内
容
は
静
岡
県
環
境
衛
生
科
学
研
究
所
で
実
施
し
た
研
究
成
果
の
一
部
で
、

平
成
二
五
年
（
二
〇
一
三
）
に
と
り
ま
と
め
た
「
富
士
山
の
豊
か
な
地
下
水
を

未
来
に
引
き
継
ぐ
た
め
に
」、
用
水
部
分
は
平
成
二
八
年
（
二
〇
一
六
）
に
と

り
ま
と
め
た
「
震
災
時
に
お
け
る
湧
水
活
用
マ
ッ
プ
の
作
成
」、
発
電
部
分
は

平
成
二
六
年
（
二
〇
一
四
）
に
と
り
ま
と
め
た
「
静
岡
県
東
部
の
豊
富
な
水

資
源
を
活
用
し
た
マ
イ
ク
ロ
水
量
発
電
に
関
す
る
研
究

−

地
産
地
消
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
普
及
促
進
に
向
け
て

−

」、
節
電
部
分
は
平
成
二
七
年
（
二
〇
一
五
）

に
と
り
ま
と
め
た
「
富
士
山
周
辺
地
域
に
お
け
る
地
下
水
熱
利
用
の
手
引
き
」、

そ
れ
ぞ
れ
の
一
部
を
再
構
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

生
活
用
水
と
し
て
使
用

　
震
災
時
に
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
し
て
湧
水
を
活
用
す
る
場
合
、
事
前
に
被
災
し

た
事
業
場
な
ど
か
ら
の
汚
染
の
可
能
性
が
無
い
湧
水
地
を
地
図
に
落
と
し
た

マ
ッ
プ
を
準
備
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
水
を
使
う
用
途
、 

例
え
ば
消

火
活
動
・
ト
イ
レ
・
医
療
用
・
飲
料
水
な
ど
に
よ
り
、
求
め
ら
れ
る
水
の
状
態

が
変
わ
る
た
め
、
水
質・水
量
の
情
報
を
把
握
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
で
は
、
富
士
宮
市
の
湧
水
は
被
災
時
に
生
活
用
水
と
し
て
活
用
で
き
る
の
だ

ろ
う
か
。
富
士
山
地
域
に
お
け
る
被
災
し
た
事
業
場
な
ど
か
ら
汚
染
物
質
が
漏ろ

う

洩え
い

し
、
近
隣
の
湧
水
を
使
用
せ
ざ
る
得
な
い
状
態
に
な
っ
た
際
に
活
用
で
き
る

湧
水
マ
ッ
プ
を
試
験
的
に
作
成
し
た
（
図
２−

13
）。
富
士
山
地
域
の
六
市
三

町
（
富
士
宮
市
・
富
士
市
・
沼
津
市
・
三
島
市
・
裾
野
市
・
御
殿
場
市
・
清
水

町
・
長
泉
町
・
小
山
町
）
を
対
象
に
、
富
士
宮
市
七
地
点
を
含
む
三
六
湧
水
地

点
を
選
定
し
、
水
量
を
測
定
し
水
質
を
分
析
し
た
。
そ
の
結
果
、
調
査
し
た
全

三
六
地
点
に
お
い
て
、
水
道
法
第
四
条
に
基
づ
く
水
質
基
準
項
目
の
基
準
値
を

写真２−22　被災地における湧水の状況と湧水利用
　　　　　　（岩手県大槌町  平成 23 年〈2011〉5 月 9 日撮影）
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超
え
る
項
目
は
な
く
、
飲
用
と
し
て
利
用
で
き
る
良
質
な
水
で
あ
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。
湧
出
量
に
つ
い
て
も
、調
査
地
点
の
半
数
ほ
ど
は
数
十
ℓ
／
ｓ
あ
り
、

被
災
時
に
近
隣
住
民
の
給
水
源
と
な
り
得
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
被
災
時

に
有
害
物
質
が
漏
洩
し
、湧
水
地
点
を
汚
染
す
る
リ
ス
ク
を
評
価
し
た
と
こ
ろ
、

そ
の
可
能
性
が
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　
静
岡
県
環
境
衛
生
科
学
研
究
所
で
は
、
地
下
水
の
水
質
や
使
用
可
能
量
、
湧

水
を
汲
み
取
る
位
置
が
す
ぐ
分
か
る
マ
ッ
プ
（
図
２−

13
）
を
Ｃ
Ｄ
に
格
納
し
、

富
士
山
地
域
の
六
市
三
町
に
配
布
し
た
。
こ
の
よ
う
な
マ
ッ
プ
作
り
や
湧
水
情

報
の
整
備
に
は
、
行
政
組
織
と
市
民
と
の
協
働
が
不
可
欠
と
い
え
る
。

マ
イ
ク
ロ
水
力
発
電
と
し
て
使
用

　
被
災
さ
れ
た
地
域
に
お
い
て
、
多
く
の
被
災
者
が
携
帯
電
話
を
充
電
で
き
ず

困
る
事
態
が
発
生
し
て
い
る
。
湧
水
を
使
用
し
た
発
電
の
可
能
性
は
あ
る
の
だ

ろ
う
か
。

　
富
士
宮
市
を
含
む
富
士
山
地
域
一
五
八
地
点
を
対
象
に
マ
イ
ク
ロ
水
力
発
電

と
し
て
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
調
査
し
た
。
そ
の
結
果
、
発
電
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
一

kW
キ
ロ
ワ
ッ
ト

以
上
の
湧
水
地
点
が
七
地
点
（
富
士
宮
市
は
三
地
点
）
あ
り
、
こ
れ
ら
の
地

点
は
一
般
家
庭 

二
～
三
軒
に
相
当
す
る
電
力
を
賄
え
る
こ
と
か
ら
、
多
様
な

用
途
に
利
用
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
（
図
２−

14
）。
ま
た
、
発
電
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
一
kW
未
満
と
よ
り
小
規
模
な
も
の
で
も
年
間
を
通
し
て
流
量
一
〇
ℓ
／
ｓ
以

上
の
湧
水
地
点
は
三
四
地
点
（
富
士
宮
市
は
一
〇
地
点
）
あ
る
（
図
２−

15
）。

図２−13　マップ上での湧水地点の情報の表示

図２−14　
発電ポテンシャル
1kW 以上の湧水地点

図２−15　
発電ポテンシャル
1kW 未満かつ年間を
通して流量10ℓ/s 以上
の湧水地点
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こ
れ
ら
の
地
点
は
小
規
模
の
発
電
シ
ス
テ
ム
「
ピ
コ
ピ
カ
」（
写
真
２

−

23
）

が
利
用
可
能
で
、
街
灯
・
非
常
用
電
源
・
害
獣
対
策
の
電
気
柵
な
ど
に
利
用
可

能
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

節
電
可
能
な
地
下
水
熱
交
換
シ
ス
テ
ム
と
し
て
使
用

　
平
成
二
六
年
（
二
〇
一
四
）
か
ら
静
岡
県
で
は
導
入
時
コ
ス
ト
削
減
を
考
慮

し
、掘
削
を
必
要
と
し
な
い
湧
水
や
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
井
戸
を
活
用
し
た「
直

接
浸
水
型
」
や
汲
み
上
げ
た
地
下
水
を
二
用
途
以
上
連
続
し
て
活
用
す
る
「
カ

ス
ケ
ー
ド
利
用
型
」
と
い
っ
た
地
下
水
熱
交
換
シ
ス
テ
ム
の
普
及
を
進
め
て
い

る
（
図
２−
16
）。

　
地
下
水
熱
交
換
シ
ス
テ
ム
は
、
年
間
を
通
じ
て
水
温
の
変
化
が
小
さ
く
、
気

温
と
比
べ
て
冬
は
温
か
く
、
夏
は
冷
た
い
地
下
水
を
活
用
し
た
冷
暖
房
シ
ス
テ

ム
で
地
中
熱
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
シ
ス
テ
ム
の
一
つ
で
あ
る
。

　
東
日
本
大
震
災
の
時
、
東
京
電
力
管
内
で
は
計
画
停
電
が
行
わ
れ
、
夏
季
の

冷
房
需
要
が
課
題
と
さ
れ
、
電
力
需
要
の
ピ
ー
ク
カ
ッ
ト
の
た
め
電
力
使
用
制

限
が
発
動
さ
れ
た
。
地
下
水
熱
交
換
シ
ス
テ
ム
は
通
常
の
エ
ア
コ
ン
と
比
べ
て

消
費
電
力
を
二
五
％
削
減
で
き
る
た
め
、
ピ
ー
ク
時
の
電
力
削
減
に
よ
り
停
電

自
体
の
回
避
を
期
待
で
き
、
地
域
と
し
て
、
被
災
時
の
脆ぜ

い

弱じ
ゃ
く

性せ
い

を
少
し
で
も
減

ら
す
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
で
は
、
富
士
宮
市
は
地
下
水
熱
交
換
シ
ス
テ
ム
を
活
用
で
き
る
地
域
な
の
だ

ろ
う
か
。
富
士
宮
市
を
含
む
富
士
山
地
域
に
お
い
て
地
下
水
熱
交
換
シ
ス
テ
ム

導
入
の
ヒ
ン
ト
と
な
る
地
下
水（
井
戸
水・湧
水
）の
温
度
分
布
図
を
作
成
し
た
。

　
井
戸
の
水
温
に
つ
い
て
は
、
駿
河
湾
沿
岸
の
平
野
部
や
富
士
川
右
岸
で
は
水

温
が
一
五
℃
以
上
で
あ
る
が
、
富
士
宮
市
で
井
戸
水
は
温
度
が
低
く
、
特
に
猪い

之の

頭か
し
ら

地
区
で
は
一
〇
℃
程
度
と
最
も
低
い
（
図
２−

17
）。

写真２−23　水路でのピコピカによる発電
　　　　　　（富士宮市立西富士図書館の公開講座）

図２−16　地下水熱交換システム

直
接
浸
水
型

（
ク
ロ
ー
ズ
ド
ル
ー
プ
方
式
）

カ
ス
ケ
ー
ド
利
用
型

（
オ
ー
プ
ン
ル
ー
プ
方
式
）
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湧
水
の
水
温
に
つ
い
て
は
、
特
に
富
士
宮
市
に
お
い
て
、
標
高
が
高
い
地
域

で
涵か

ん

養よ
う

さ
れ
た
地
下
水
が
湧
き
出
し
て
い
る
地
域
で
温
度
が
低
く
な
っ
て
い
る

（
図
２−

18
）。
養
鱒
場
跡
地
に
は
湧
水
を
使
っ
た
自
噴
井
戸
が
残
っ
て
い
る
場

合
が
あ
り
、
水
温
や
水
量
も
安
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
直
接
浸
水
型
地
下
水
熱

交
換
シ
ス
テ
ム
の
設
置
に
適
し
た
条
件
と
な
っ
て
い
る
。

　
休
止
中
の
井
戸
水
に
熱
交
換
パ
イ
プ
を
浸
け
込
む
地
下
水
熱
交
換
シ
ス
テ
ム

の
適
地
を
検
討
す
る
上
で
基
礎
デ
ー
タ
と
な
る
、
井
戸
水
熱
交
換
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
マ
ッ
プ
を
作
成
し
た
（
図
２−

19
）。
富
士
宮
市
街
周
辺
や
猪
之
頭
地
区
な

ど
地
下
水
面
が
高
い
地
域
で
は
冷
房
で
三
〇
Ｗワ

ッ
ト

／
ｍ
以
上
、
暖
房
で
二
〇
Ｗ
／

ｍ
以
上
の
熱
交
換
量
が
確
保
で
き
る
と
い
う
結
果
に
な
っ
た
。
富
士
山
周
辺
地

域
の
地
下
水
は
流
れ
が
速
く
、
実
際
に
は
井
戸
の
中
で
も
水
の
流
れ
が
生
じ
て

い
る
可
能
性
が
高
い
た
め
、
こ
の
推
定
値
よ
り
も
大
き
な
熱
交
換
量
を
得
る
こ

と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
富
士
宮
市
内
で
地
下
水
熱
交
換
シ
ス
テ
ム
は
、

モ
デ
ル
と
し
て
お
宮
横
町
に
平
成
二
五
～
三
〇
年
（
二
〇
一
三
～
二
〇
一
八
）

に
設
置
さ
れ
、
平
成
二
九
年
（
二
〇
一
七
）
に
開
館
し
た
静
岡
県
富
士
山
世
界

遺
産
セ
ン
タ
ー
で
も
運
用
さ
れ
て
い
る
。

  

こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
富
士
宮
市
に
は
水
温
や
水
量
も
安
定
し
て
い
る
自
噴

井
戸
や
湧
水
が
多
く
あ
り
、
非
常
用
生
活
用
水
・
電
源
と
し
て
活
用
で
き
、
さ

ら
に
ピ
ー
ク
時
電
力
削
減
可
能
な
冷
熱
が
地
下
に
埋
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

も
、
被
災
時
に
お
け
る
脆
弱
性
を
小
さ
く
で
き
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
大
き
い
地

域
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
時
に
は
、
通
常
で
は
湧
水
が
無
い
場
所
か
ら
湧
き

出
る
「
異
常
湧
水
」
と
呼
ば
れ
る
現
象
も
あ
る
が
、
地
下
水
に
ア
ク
セ
ス
し
や

す
く
、
地
下
水
を
比
較
的
容
易
に
活
用
で
き
る
地
域
と
も
い
え
る
。
非
常
用
生

活
用
水
と
電
源
の
確
保
、
ピ
ー
ク
時
電
力
削
減
を
目
的
に
、
異
常
湧
水
地
域
も

含
め
、
常
時
か
ら
非
常
時
を
想
定
し
た
よ
り
一
層
の
地
下
水
の
活
用
・
開
発
が

期
待
さ
れ
る
。

図２−19　井戸水熱交換ポテンシャルマップマップ

図２−18　湧水温度マップ 図２−17　井戸水温度マップ

暖房運転時
〔W/m〕

冷房運転時
〔W/m〕

〔℃〕 〔℃〕
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第
七
節
　
富
士
山
の
火
山
防
災
対
策

　
昭
和
五
五
年
（
一
九
八
〇
）
こ
ろ
か
ら
東
海
地
域
の
微
小
地
震
観
測
網
が
整

備
さ
れ
て
高
感
度
の
地
震
観
測
が
始
ま
る
と
、
富
士
山
の
地
下
一
〇
～
二
〇
㎞

付
近
で
奇
妙
な
小
地
震
が
時
々
起
き
て
い
る
こ
と
が
発
見
さ
れ
た
。「
低
周
波

地
震
」
と
呼
ば
れ
る
こ
の
地
震
は
、
通
常
の
地
震
よ
り
も
ゆ
っ
く
り
揺
れ
る
性

質
を
も
ち
、
マ
グ
マ
や
熱
水
の
活
動
が
起
こ
す
地
震
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
地
震
は
年
十
数
回
～
数
十
回
ほ
ど
の
頻
度
で
発
生
し
て
い
る
が
、
平
成
一
二

年
（
二
〇
〇
〇
）
の
秋
と
翌
年
の
春
に
回
数
が
急
増
し
た
た
め
、
そ
れ
が
後
押

し
の
一
つ
と
な
っ
て
噴
火
予
知
の
た
め
の
観
測
網
の
整
備
や
、
住
民
や
観
光
客

の
安
全
を
守
る
た
め
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
な
ど
の
防
災
対
策
が
進
め
ら

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
火
山
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、
噴
火
史
に
基
づ
い
て
将
来
起
き
る
噴
火
の
規

模
・
様
式
・
影
響
範
囲
な
ど
を
あ
る
程
度
推
測
し
た
地
図
で
あ
り
、
避
難
所
や

防
災
施
設
な
ど
を
書
き
入
れ
た
も
の
は
「
火
山
防
災
マ
ッ
プ
」
と
も
呼
ば
れ
て

い
る
。
国
と
関
係
自
治
体
・
専
門
家
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
る
富
士
山
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
検
討
委
員
会
が
平
成
一
三
年（
二
〇
〇
一
）七
月
か
ら
作
業
を
開
始
し
、

三
年
後
の
平
成
一
六
年
（
二
〇
〇
四
）
六
月
に
富
士
山
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
富

士
山
火
山
防
災
マ
ッ
プ
）
の
初
版
が
公
表
さ
れ
、
市
内
の
全
世
帯
に
配
布
さ
れ

た
。

　
一
方
、
気
象
庁
は
、
平
成
一
九
年
（
二
〇
〇
七
）
一
二
月
に
噴
火
警
報
を
導

入
す
る
と
と
も
に
、
富
士
山
を
含
む
主
要
な
活
火
山
に
対
し
て
「
噴
火
警
戒
レ

ベ
ル
」
の
発
表
を
始
め
た
（
図
２−

20
）。
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
の
数
字
（
１
～
５
）

と
そ
れ
に
付
さ
れ
た
防
災
対
応
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
よ
っ
て
、
火
山
の
危
険
度
の

み
な
ら
ず
住
民
・
観
光
客
の
防
災
行
動
指
針
が
示
さ
れ
、
レ
ベ
ル
の
変
化
は
噴

火
警
報
と
し
て
発
表
さ
れ
る
。
噴
火
警
報
を
導
入
し
て
以
来
、
富
士
山
の
噴
火

警
戒
レ
ベ
ル
は
「
１
」（
当
初
は
「
平
常
」、
現
在
は
「
活
火
山
で
あ
る
こ
と
に

留
意
」の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
付
さ
れ
る
）で
あ
る
。
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
は
観
測
デ
ー

タ
に
基
づ
い
て
決
め
ら
れ
る
。
富
士
山
に
は
多
数
の
観
測
機
器
が
設
置
さ
れ
て

お
り
、
気
象
庁
に
よ
っ
て
二
四
時
間
の
監
視
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
後
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
を
も
と
に
富
士
山
麓
の
自

治
体
は
避
難
計
画
を
作
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
の
作
業
は
し
ば
ら
く
の

間
途
絶
し
て
い
た
。
し
か
し
、
平
成
二
三
年
（
二
〇
一
一
）
三
月
一
五
日
に
富

士
山
の
直
下
で
発
生
し
た
静
岡
県
東
部
地
震
（
本
章
第
二
節
）
が
き
っ
か
け
と

な
っ
て
、
平
成
二
四
年
（
二
〇
一
二
）
六
月
に
山
梨
・
静
岡
・
神
奈
川
の
三
県

と
富
士
山
麓
の
自
治
体
・
関
係
機
関
が
「
富
士
山
火
山
防
災
対
策
協
議
会
」
を

設
置
し
て
具
体
的
な
検
討
が
進
め
ら
れ
た
結
果
、
平
成
二
七
年
（
二
〇
一
五
）

三
月
に
「
富
士
山
火
山
広
域
避
難
計
画
」
が
策
定
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
こ
の
計

画
に
基
づ
い
て
富
士
宮
市
を
含
む
山
麓
の
各
市
町
村
の
避
難
計
画
が
次
々
と
策

定
さ
れ
た
。
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図２−20　富士山の噴火警戒レベル
気象庁平成 19 年（2007）運用開始。
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図２−21　改定版富士山ハザードマップ（ハザード統合マップ）
富士山火山防災対策協議会令和 3 年（2021）公表。

凡　例
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図２−22　富士山噴火時避難ルートマップ（おもて面）
富士山火山防災対策協議会平成 28 年（2016）公表。

　
富
士
山
火
山
防
災
対
策
協
議
会
は
、
広
域
避
難
計
画
の
策
定
後
も
さ
ま
ざ
ま

な
防
災
施
策
に
関
す
る
検
討
を
進
め
て
い
る
。
平
成
三
〇
年
（
二
〇
一
八
）
七

月
に
は
富
士
山
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
改
定
版
）
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
同

マ
ッ
プ
初
版
以
降
に
蓄
積
さ
れ
た
学
術
的
成
果
を
取
り
入
れ
た
改
定
版
富
士
山

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
令
和
三
年
（
二
〇
二
一
）
三
月
に
完
成
・
公
表
さ
れ
た

（
図
２−

21
）。
こ
の
マ
ッ
プ
上
に
は
、
山
腹
や
山
麓
も
含
め
て
、
将
来
富
士
山

で
火
口
が
で
き
そ
う
な
範
囲
が
示
さ
れ
た
上
で
、
噴
火
の
際
に
生
じ
る
溶
岩

流
・
火
砕
流
・
大
き
な
噴
石
・
融
雪
型
火
山
泥
流
な
ど
の
影
響
範
囲
が
色
分
け

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
改
定
版
富
士
山
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
も
と
に
、
令
和
四
年

（
二
〇
二
二
）
度
末
の
完
成
を
目
標
と
し
て
、
先
に
述
べ
た
広
域
避
難
計
画
の

改
定
作
業
が
継
続
さ
れ
て
い
る
。

　
住
民
の
避
難
対
策
が
進
む
一
方
で
、
富
士
山
の
登
山
者
対
策
は
当
初
大
き
く

立
ち
遅
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
御お

ん

嶽た
け

山さ
ん

の
平
成
二
六
年
（
二
〇
一
四
）
噴
火
に

よ
っ
て
多
数
の
登
山
者
が
犠
牲
に
な
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
よ
う
や
く
富

士
山
の
登
山
者
対
策
が
進
め
ら
れ
始
め
た
。
そ
の
一
つ
が
「
富
士
山
噴
火
時
避

難
ル
ー
ト
マ
ッ
プ
」
で
あ
り
、
通
常
の
登
山
道
以
外
に
非
常
時
に
使
用
可
能
な

道
が
描
か
れ
、
噴
火
ケ
ー
ス
に
応
じ
た
避
難
推
奨
ル
ー
ト
や
避
難
時
の
一
般
的

心
得
も
図
示
さ
れ
て
い
る
（
図
２−
22
）。
こ
の
マ
ッ
プ
は
、
各
県
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
ほ
か
、
登
山
シ
ー
ズ
ン
中
に
は
各
登
山
道

の
五
合
目
で
無
料
配
布
さ
れ
て
い
る
。
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1700万～1200万年前 太平洋プレートの沈み込みによってフィリピン海プレート東縁部
に海底火山の群れが誕生する（古い海底火山の時代）。

50万～10万年前 富士宮全域が陸地となり、周辺では先小御岳・小御岳・愛鷹山など
の火山活動が生じる。

1万7000～8000年前 

8000年前～古墳時代

田貫湖岩屑なだれの崩壊谷の中から新富士火山が誕生・成長し、富
士宮周辺には何度も溶岩が流れ下り、富士川に達する。

1万4000～1万3500年前 村山周辺で爆発的な割れ目噴火が生じ、村山スコリアが降り積も
る。その前後、大鹿窪遺跡に人々が暮らす。

2900年前 古富士火山の古い峰が御殿場側に山体崩壊し、富士山が単一峰と
なる。

新富士火山の噴火と成長が続き、時折富士宮の周辺に溶岩流が
到達するとともに、土石流によって火山麓扇状地が発達する。
この時期を通じて各地の遺跡に人々が暮らす。

8000年前 犬涼み山溶岩流が流れ下り、人穴の溶岩トンネルがつくられる。

1500年前 青沢溶岩流が流れ下り、山宮浅間神社遥拝所の地形ができる。

1万7000年前 芝川溶岩流が芝川沿いを流れ下り、富士川に達する。

1万年前 最終氷期が終わって地球全体が温暖な気候へと向かう。

5500年前 二子山が噴火して溶岩流が外神付近に達する。

3150年前 山頂付近の爆発的噴火によって大沢スコリアが降り積もる。

10万～1万7000年前 

古富士火山が誕生・成長し、富士宮周辺には土石流によって火山麓
扇状地が発達する。２万年前には南西側に大規模な山体崩壊が起
き、田貫湖岩屑なだれが堆積する。富士川河口断層帯の活動が始ま
り、星山・羽鮒丘陵が隆起開始。そこに旧石器時代の人々が暮らす。

200万～50万年前 

伊豆半島の衝突によって既存の地層や、この時期に堆積した地層
が大きく褶曲・変形するとともに堆積環境が海から陸へと変化し
ていき、岩淵火山の活動も起きる（庵原層群の時代）。

1400万～200万年前 上記の海底火山群が次々と本州に付加する一方で、それらの間に
生まれたトラフを厚い堆積物が埋めていく（富士川層群の時代）。

富士宮の自然史年表

一
七
〇
〇
万
年
前
〜
一
五
〇
〇
年
前  

781年 南山腹の噴火で鑵子山が誕生する。

1331年 大地震で入山瀬にあった滝泉寺の大伽藍が崩壊したと伝えられる。

1707年 

1974年 

宝永地震の49日後から始まった宝永噴火によって宝永火口と宝永
山が誕生し、その様子が富士宮から目撃される。

1854年 安政東海地震が発生して再び白鳥山が崩壊し、富士川の河道閉塞
とその決壊が起きる。

潤井川の洪水対策の一環として星山放水路が完成する。

1960年代 大沢崩れが国の直轄砂防地となり、砂防対策が進められる。

1834年 富士宮も含む富士山麓の広域で大規模な雪代災害（天保雪代）が発
生する。

2000年 
秋から翌年初夏にかけて富士山の地下深部で低周波地震活動が活
発化し、それがきっかけとなって2004年に富士山のハザードマッ
プが整備される。

2011年3月15日 

静岡県東部の地震で震度６強が記録され、富士宮市街地が被害を
受ける。この地震がきっかけとなって2015年に富士山火山広域避
難計画が策定され、2021年には富士山ハザードマップの改定版が
完成する。

1707年 
宝永地震と翌日の大余震で富士宮が大きな被害を受けるとともに
白鳥山が崩壊して長貫村が埋まり、その結果として富士川の河道
閉塞とその決壊による洪水が起きる。

11世紀 不動沢・日沢割れ目噴火で富士宮口登山道付近の地形がほぼ現在
の形となる。

864年 
貞観噴火で青木ヶ原溶岩流が流れ、本栖湖・精進湖・西湖が現在の
形となる。
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1700万～1200万年前 太平洋プレートの沈み込みによってフィリピン海プレート東縁部
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1万7000年前 芝川溶岩流が芝川沿いを流れ下り、富士川に達する。

1万年前 最終氷期が終わって地球全体が温暖な気候へと向かう。

5500年前 二子山が噴火して溶岩流が外神付近に達する。
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富士宮の自然史年表
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〇
万
年
前
〜
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〇
〇
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秋から翌年初夏にかけて富士山の地下深部で低周波地震活動が活
発化し、それがきっかけとなって2004年に富士山のハザードマッ
プが整備される。

2011年3月15日 

静岡県東部の地震で震度６強が記録され、富士宮市街地が被害を
受ける。この地震がきっかけとなって2015年に富士山火山広域避
難計画が策定され、2021年には富士山ハザードマップの改定版が
完成する。

1707年 
宝永地震と翌日の大余震で富士宮が大きな被害を受けるとともに
白鳥山が崩壊して長貫村が埋まり、その結果として富士川の河道
閉塞とその決壊による洪水が起きる。

11世紀 不動沢・日沢割れ目噴火で富士宮口登山道付近の地形がほぼ現在
の形となる。

864年 
貞観噴火で青木ヶ原溶岩流が流れ、本栖湖・精進湖・西湖が現在の
形となる。
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跡

整
備
事
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伴
う
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発
掘
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菅
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最
上
川
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・
下
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域
に
お
け
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縄
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代
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布
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団
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岡
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〇
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古
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２
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縄
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岡
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岩
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岡
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岡
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史
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古
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検
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岡
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岡
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岡
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熱
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岡
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l
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